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• 製品をご使用前に必ず本書をお読みください。 

• 安 全 に お 使 い い た だ く た め の 重 要 事 項 は , 

MS8608A/MS8609A ディジタル移動無線送信機テスタ 

取 扱 説 明 書 ま た は  MS2681A/MS2683A/ 

MS2687A/MS2687B スペクトラムアナライザ取扱説明

書に記載してありますのでそちらをお読みください。 
• 本書は製品とともに保管してください。 
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安全情報の表示について 
当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関

する情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。 

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含ま

れるとき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。 

 

説明書中の表示について 
 
 回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る可能性がある潜在的危険について警告しています｡ 

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。 

機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて 

機器の内部や操作箇所の近くに，または説明書に，安全上または操作上の注意を喚起するための表示があります。 

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。 

 

 
 

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。 

  守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。 

  警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。 

  
注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

 

  このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。 
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Copyright © 2001-2005, ANRITSU CORPORATION 
Printed in Japan 
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品質証明 
アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足することを証

明します。  
 

品質保証 
・ アンリツ株式会社は，本ソフトウェアが付属のマニュアルに従った使用方法にも

かかわらず，実質的に動作しなかった場合に，無償で補修または交換します。 
・ その保証期間は，購入から１年間とします。 
・ 補修または交換後の本ソフトウェアの保証期間は，購入時から一年内の残余の

期間，または補修もしくは交換後から 30 日のいずれか長い方の期間とします。 
・ 本ソフトウェアの不具合の原因が，天災地変などの不可抗力による場合，お客

様の誤使用の場合，またはお客様の不十分な管理による場合は，保証の対象

外とさせていただきます。 
 
また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。 
 
アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別

の事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を

負いかねます。 
 
 

当社へのお問い合わせ 
本製品の故障については，本説明書（紙版説明書では巻末，CD 版説明書では

別ファイル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連

絡ください。 
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国外持出しに関する注意 

1.本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責任

を負いかねます。 
2.本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替および外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合がありま

す。 
本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。 
輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

などに不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。 
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正面の電源スイッチについて 
 

本器の正面の電源スイッチは誤まった操作による誤動作を防止するため，スタン

バイ状態から約１秒押すと電源が On になり，また電源 On から約 1 秒押すとスタ

ンバイ状態になります。 
電源 On の状態で，電源プラグをコンセントから抜いて，再度差し込んだ場合，ま

た，瞬断または停電などによりラインが断になり，再度ラインが復帰しても，（スタン

バイ状態で）電源は On になりません。 
 
これは，不測の事態によりラインが断になり，再度ラインが復帰した場合（本器は

スタンバイ状態になり，）誤ったデータを取得することを防ぐための配慮です。 
たとえば，掃引時間が 1000 秒でデータ取得に時間を要する場合など，測定の途

中で瞬断（停電）が起き，電源が On で自動復帰すると，瞬断に気付かず，誤った

データを正しいデータと誤認してしまうことがあります。 
 
瞬断または停電などにより本器がスタンバイ状態になった場合，測定系の状態を

確認のうえ，正面の電源スイッチを押し，本器の電源を再投入してください。 
 
システムに本器が組み込まれており，不測の事態によりシステムの電源が断にな

り，再投入された場合も同様に，本器の電源を再投入する必要があります。 
そのため，MODEM を使った遠隔モニタリングシステムなどに組み込む場合は，

別途，オプション 46「停電後の電源復帰」を装着してください。 
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ソフトウェア使用許諾書 
本契約書とともに提供するソフトウェア・プログラム（以下，「本ソフトウェア」とい

う。）を使用する前に，本契約書をお読みください。 
お客様が本契約書の各条件に同意いただいた場合のみ，本ソフトウェアを使用

することができます。 
お客様が，本ソフトウェアの使用を開始した時点または，本ソフトウェアの梱包を

開封した時点で，お客様が本契約書の各条件に同意したものとします。お客様

が本契約に同意できない場合は，ご購入時の原状のままでアンリツ株式会社

（以下，アンリツという。）へ返却してください。 
 
１．使用許諾 

（１） お 客 様 は ， １ 台 の MS8608A/MS8609A/MS2681A/MS2683A/ 
MS2687A/MS2687B（以下，コンピュータシステムという。）で本ソフト

ウェアを使用できます。 
（２） コンピュータシステムでの使用には，本ソフトウェアがコンピュータシス

テムの記憶装置に記録されていることも含みます。 
（３） お客様が，複数台のコンピュータシステムに本ソフトウェアを使用する

場合には，同時に使用されない場合でも，使用するコンピュータシス

テムの数と同じ数の使用許諾を受けてください。 
 

２．著作権 
（１） 本ソフトウェアの著作権はアンリツが所有しています。 
（２） お客様が本ソフトウェアを購入されたことは，本契約に規定された以外

の権利をお客様に移転することを意味するものではありません。 
（３） お客様は，本ソフトウェアの全部または一部をアンリツの事前の同意を

得ることなく印刷，複製，改変，修正，その他のプログラムとの結合，逆

アセンブルまたは逆コンパイルを行うことはできません。 
 

３．複製 
お客様は，上記２（３）の規定にかかわらず，購入した本ソフトウェアを保存

する目的で一部のみ複製することができます。この場合，本ソフトウェアのオ

リジナルまたは複製のいずれか一方のみを使用することができます。 
 

４．契約の終了 
（１） お客様が，本契約に違反したとき，またはアンリツの著作権を侵害した

とき，アンリツは本契約を解除し，以後お客様の本ソフトウェアのご使

用を終了させることができます。 
（２） お客様またはアンリツは，事前の一ヵ月前までに相手方へ書面で通知

することにより，本契約を終了させることができます。 
（３） 本契約が終了した場合，お客様は，本ソフトウェアおよび付属のマ

ニュアルをすみやかに廃棄またはアンリツへ返却するものとします。 
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はじめに 
1. 本取扱説明書の記載内容は MS8608A/MS8609A ディジタル移動無線送

信機テスタまたは MS2681A/MS2683A/MS2687A/MS2687B スペクトラ

ムアナライザに本ソフトウェアをインストールした状態で説明しています。 
本取扱説明書中，MS860x は MS8608A，MS8609A を，MS268ｘは
MS2681A，MS2683A および MS2687A, MS2687B を表します。 

2. 取扱説明書の構成 
本ソフトウェアの取扱説明書は，下記の２編で構成されています。 

 

パネル操作編 
MX860x01A/MX268x01A/MX860x01B/MX268x01B の概要・パネル

説明・操作・性能試験を説明してあります。 

リモート制御編 
MX860x01A/MX268x01A/MX860x01B/MX268x01B の RS-232C リモ

ート制御・GPIBリモート制御するために必要なことについて説明してありま

す。 

パネル操作編 

リモート制御編 

MX860x01A/
MX268x01A/
MX860x01B/
MX268x01B
取扱説明書 
の構成 
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この章では，本ソフトウェアの概要および製品構成について説明しています。 
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MS8608A/MS8609A ディジタル移動無線送信機テスタ（以下，送信機テスタ）

は，各種移動体通信用の基地局/移動機の送信機特性を高速・高確度にかつ容易

に測定する装置です。RF/IF 信号での評価の他，IQ（ベースバンド）信号にも

対応しておりデバイスなどの評価にも使用できます。本送信機テスタは，高性

能のスペクトラムアナライザとパワーメータを標準装備しており，さらに測定

ソフトウェアをインストールすることにより各種のディジタル変調方式に対

応した変調解析機能を持つことができます。また，測定に際しては高速ディジ

タル信号処理技術を用いて高速・高確度の測定を可能としています。 
 
MS2681A/MS2683A/MS2687A/B スペクトラムアナライザ（以下，スペクトラ

ムアナライザ）は，各種移動体通信用の基地局/移動機の送信機特性を高速・高

確度にかつ容易に測定する装置です。RF/IF 信号での評価の他，IQ（ベースバ

ンド）信号にも対応しておりデバイスなどの評価にも使用できます。本スペク

トラムアナライザは，測定ソフトウェアをインストールすることにより各種の

ディジタル変調方式に対応した変調解析機能を持つことができます。また，測

定に際しては高速ディジタル信号処理技術を用いて高速・高確度の測定を可能

としています。 
 
MX860801A/MX860801B/MX860901A/MX860901B/MX268101A/MX26810
1B/MX268301A/MX268301B/MX268701A/MX268701B W-CDMA 測定ソフ

トウェア（以下，W-CDMA ソフトウェア）をインストールすることにより，

本送信機テスタおよびスペクトルアナライザはW-CDMAのディジタル携帯電

話用無線機器の機能・性能を簡易に測定する総合測定器になります。 
 
W-CDMA ソフトウェアを搭載した送信機テスタ，スペクトルアナライザの持

つ測定機能は，以下のとおりです。 
 
• 変調精度解析／キャリア周波数測定 
• コードドメイン解析 
• 送信電力測定 
• 占有帯域幅測定 
• 隣接チャネル漏洩電力測定 
• スプリアス測定 他 
 

製品概要 
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送信機テスタまたはスペクトラムアナライザとW-CDMAソフトウェアの組み

合わせおよび製品構成を以下に示します。 

 
• 送信機テスタ本体がMS8608A の場合 

 品名 数量 形名・オーダリング番号 備考 

本体 W-CDMA 測定ソフトウェア １ MX860801AまたはMX860801B メモリカードにて提供

附属品 取扱説明書 １ W1746AW  

 
• 送信機テスタ本体がMS8609A の場合 

 品名 数量 形名・オーダリング番号 備考 

本体 W-CDMA 測定ソフトウェア １ MX860901AまたはMX860901B メモリカードにて提供

附属品 取扱説明書 １ W1746AW  
 
• スペクトラムアナライザ本体がMS2681A の場合 

 品名 数量 形名・オーダリング番号 備考 

本体 W-CDMA 測定ソフトウェア １ MX268101AまたはMX268101B メモリカードにて提供

附属品 取扱説明書 １ W1746AW  
 
• スペクトラムアナライザ本体がMS2683A の場合 

 品名 数量 形名・オーダリング番号 備考 

本体 W-CDMA 測定ソフトウェア １ MX268301AまたはMX268301B メモリカードにて提供

附属品 取扱説明書 １ W1746AW  
 
• スペクトラムアナライザ本体がMS2687A/B の場合 

 品名 数量 形名・オーダリング番号 備考 

本体 W-CDMA 測定ソフトウェア １ MX268701AまたはMX268701B メモリカードにて提供

附属品 取扱説明書 １ W1746AW  
 

製品構成 
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MX860801A/MX860801B W-CDMA 測定ソフトウェア規格 
項目 規格 備考 

形名・機器名 MX860801A/MX860801B W-CDMA 測定ソフトウェア（MS8608A）  
用途 W-CDMA 方式の移動無線機の送信特性測定  
電気的性能（RF 入力） 以下の規格は MS8608A 内部のレベル最適化を実行（キーを押すと自動的に実

行される）後に保証します。 
 

変調/周波数 測定   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8608A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –40～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–60～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–80～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

  キャリア周波数確度 入力：レベル≧–10 dBm（High Power 入力時），≧–30 dBm（Low Power 入力

時），≧–40 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），コードチャネル 1 CH
にて 

 

 ±（基準水晶発振器の確度+10 Hz）  
  変調精度   
    残留ベクトル誤差 
 

入力：レベル≧–10 dBm（High Power 入力時），≧–30 dBm（Low Power 入力

時），≧–40 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），コードチャネル 1 CH
にて 

 

 ＜2.0%（rms）  
  原点オフセット確度 入力：レベル≧–10 dBm（High Power 入力時），≧–30 dBm（Low Power 入力

時），≧–40 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），コードチャネル 1 CH
のみ，原点オフセット–30 dBc の信号に対して 

 

 ±0.5 dB  
  波形表示 1 CH～マルチ CH の入力信号に対して以下の項目を表示 

  コンスタレーション表示 
  ベクトル誤差 vs. チップ番号表示 
  位相誤差 vs. チップ番号表示 
  振幅誤差 vs. チップ番号表示 

 

コードドメイン解析   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8608A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –40～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–60～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–80～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

  コードドメインパワー確度 入力レベル：≧+10 dBm（High Power 入力時），≧–10 dBm（Low Power 入力

時），≧–20 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），Origin Offset を含ま

ない信号に対して 

 

 ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

 
 

  コードドメインエラー 入力レベル：≧+10 dBm（High Power 入力時），≧–10 dBm（Low Power 入力

時），≧–20 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），拡散率：512（Down 
Link 時），256（Up Link 時），Origin Offset を含まない信号に対して 

 

    残留誤差 ＜–50 dB  
    確度 ±0.5 dB（エラー–30 dBc に対して）  
  表示機能 コードドメインパワー，コードドメインエラー表示 

  対応拡散率：4～256（Up Link），4～512（Down Link）， 
  拡散率自動検出機能有り，Up Link 時は IQ 分離表示 
SCH レベル測定機能有り*2 

 

  コード対スロット測定*2 指定したコードチャネルのスロットごとのコードドメインパワーを最大 150 スロット測

定する。（Down Link のコンプレストモード対応） 
  

 *1：プリアンプOnは本体オプションMS8608A-08搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860801B のみ測定可能となります。  

 

製品規格 
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項目 規格 備考 
振幅測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8608A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –40～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–60～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–80～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

  送信電力測定 内蔵のパワーメータを用いたレベル校正実行後（キーを押すと自動的に実行）  
    測定範囲   0～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–20～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–20～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

    確度 ±0.4 dB  
  電力測定リニアリティ 入力レベル：≧+10 dBm（High Power 入力時）， ≧–10 dBm（Low Power 入

力時） ，≧–20 dBm（Low Power 入力，プリアンプ On 時*1），レンジ最適化後，

基準レベルの設定を変更しない状態で 

 

 ±0.2 dB（0～–40 dB）  
  フィルタ選択機能 RRC（α=0.22）フィルタ通過の電力値を測定可能  
  送信電力制御測定機能 スロットごとの相対電力を表示，Pass/Fail 判定機能有り 

最大スロット数：15（MX860801A），150（MX860801B） 
 

  RACH 測定機能*2 プリアンブル RACH 信号とメッセージ RACH 信号の時間差を測定する。  
   
占有周波数帯幅測定   
  周波数範囲 50 MHz ～ 3 GHz  
  測定レベル範囲 –40～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–60～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–80～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

  測定方法   
    掃引法 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    FFT 法 被測定信号を FFT で解析後，演算し表示  
   
隣接チャネル漏洩電力測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8608A-08 搭載時）  
  入力レベル範囲 +10～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–10～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
 

  測定方法   
    掃引法（オール） 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    掃引法（セパレート） 隣接チャネル，次隣接チャネルごとに掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演

算し表示 
 

    フィルタ法 内蔵の受信フィルタ（RRC：α=0.22）通過後の隣接チャネル，次隣接チャネルで

の電力（RMS 値）を測定し表示 
 

  測定範囲 入力レベル：≧+20 dBm（High Power 入力時），≧0 dBm（Low Power 入力

時），フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて 
 

   コードチャネル 1 CH 時 
       5 MHz 離調：≧55 dBc， 10 MHz 離調：≧62 dBc 
  コードチャネル 16 CH 多重時（MS8608A-08 未搭載時のみ） 
       5 MHz 離調：≧50 dBc， 10 MHz 離調：≧60 dBc 

 
 

 入力レベル：≧+10 dBm（High Power 入力時），≧–10 dBm（Low Power 入力

時），フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて 
 

   コードチャネル 1 CH 時 
       5 MHz 離調：55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：60 dBc 代表値 

 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS8608A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860801B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
スプリアス測定   
  測定周波数範囲 9 kHz～7.8 GHz，ただし搬送波周波数±50 MHz 以内を除く  
  入力レベル範囲 
  （送信電力） 

+20～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 
  0～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 

 

  測定方法   
    掃引法 指定の周波数範囲をスペクトラムアナライザで掃引後，ピーク値を検出し表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    スポット法 指定の周波数をスペクトラムアナライザのタイムドメインで測定後，平均値を表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    サーチ法 指定の周波数範囲内をスペクトラムアナライザで掃引しピーク値を検出後，その周

波数をタイムドメインで測定，平均値を表示する。電力比は Tx Power 値との比を

計算し表示する。(製品規格値は検波モードを Average に設定した場合の値) 

 

  測定範囲 搬送波周波数 1800 ～ 2200 MHz にて（下記注のスプリアスを除く）  
  ≧79 dB （RBW：  1 kHz）          （    9 ～  150 kHz，バンド 0） 

 ≧79 dB （RBW： 10 kHz）        （  150 kHz～  30 MHz，バンド 0）

 ≧79 dB （RBW：100 kHz）          （  30 ～ 1000 MHz，バンド 0） 

 
 

 ノーマルモードにて 
 ≧76－f[GHz]dB （RBW：1 MHz）      （1000 ～ 3150 MHz，バンド 0）

 ≧76 dB （RBW：1 MHz）           （3150 ～ 7800 MHz，バンド 1）

 

  本体オプション 
    MS8608A-03 搭載時 

スプリアスモードにて 
 ≧76 dB （RBW：1 MHz）           （1600 ～ 7800 MHz，バンド 1）

 

   
 注：ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，以下の周波数にス

プリアスが発生します。 
f(spurious) = f(in) – 2030.345 MHz 

 

スプリアスエミッションマスク

測定 
被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，テンプレート判定を行い，

表示する。 
 
 

復調測定 指定のコードチャネルに対して逆拡散後のデータを最大 10 フレーム出力する。  
CCDF 測定*2   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8608A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –40～+40 dBm（平均電力）：High Power 入力 

–60～+20 dBm（平均電力）：Low Power 入力 
–80～+10 dBm（平均電力）：Low Power 入力，プリアンプ On 時*1 

 

  測定方法   
    CCDF 瞬時電力と平均電力との電力差の累積分布表示を行う。  
    APD 瞬時電力と平均電力との電力差の分布表示を行う。  
  フィルタ選択機能 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz，RRC：α=0.22，RC：α=0.22  
電気的性能（IQ 入力）   
 入力方式 Balance，Unbalance の選択可能  
 入力インピーダンス 1 MΩ（並列容量＜100 pF），50Ωの選択可能  
 入力レベル範囲   
   Balance 入力 差動電圧範囲：0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 

同相電圧範囲：±2.5 V（入力コネクタにて） 
 

   Unbalance 入力 0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
DC 結合／AC 結合の切換可能 

 

 測定項目 変調精度測定，コードドメインパワー，振幅測定，占有帯域幅（FFT 法），IQ レベ

ル測定 
 

   変調精度測定 入力レベル：≧0.1 V（rms）にて  
     残留ベクトル誤差 ＜2％（rms），DC 結合，Origin Offset を含まない信号に対して  
   IQ レベル測定   
     レベル測定 I，Q それぞれの入力電圧（rms 値および peak to peak 値）を測定し表示  
     IQ 位相差測定 I，Q 入力コネクタに CW 信号を入力した場合，I 相信号と Q 相信号間の位相差を

測定し表示 
 

 *1：プリアンプ On は本体オプション MS8608A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860801B のみ測定可能となります。  
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MX860901A/MX860901B W-CDMA 測定ソフトウェア規格 
項目 規格 備考 

形名・機器名 MX860901A/MX860901B W-CDMA 測定ソフトウェア（MS8609A）  
用途 W-CDMA 方式の移動無線機の送信特性測定  
電気的性能（RF 入力） 以下の規格は MS8609A 内部のレベル最適化を実行（キーを押すことにより自動

的に実行される）後に保証します。 
 

変調/周波数 測定   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8609A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  キャリア周波数確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ±（基準水晶発振器の確度+10 Hz）  
  変調精度   
    残留ベクトル誤差 
 

入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ＜2.0%（rms）  
  原点オフセット確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH のみ，原点オフセット–30 dBc の信号に対して 
 

 ±0.5 dB  
  波形表示 1 CH～マルチ CH の入力信号に対して以下の項目を表示 

  コンスタレーション表示 
  ベクトル誤差 vs. チップ番号表示 
  位相誤差 vs. チップ番号表示 
  振幅誤差 vs. チップ番号表示 

 

コードドメイン解析   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8609A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  コードドメインパワー確度 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプ Off 時），≧–20 dBm（プリアンプ On 時*1）

にて，Origin Offset を含まない信号に対して 
 

 ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

 
 

  コードドメインエラー 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプOff時），≧–20 dBm（プリアンプOn時*1），

拡散率：512（Down Link 時），256（Up Link 時）にて，Origin Offset を含まな

い信号に対して 

 

    残留誤差 ＜–50 dB  
    確度 ±0.5 dB（エラー–30 dBc に対して）  
  表示機能 コードドメインパワー，コードドメインエラー表示 

  対応拡散率：4～256（Up Link），4～512（Down Link）， 
  拡散率自動検出機能有り，Up Link 時は IQ 分離表示 
SCH レベル測定機能有り*2 

 

  コード対スロット測定*2 指定したコードチャネルのスロットごとのコードドメインパワーを最大 150 スロット測

定する。（Down Link のコンプレストモード対応） 
  

 *1：プリアンプ On は本体オプション MS8609A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860901B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
振幅測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8609A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  送信電力測定 内蔵のパワーメータを用いたレベル校正実行後（キーを押すと自動的に実行）  
    測定範囲 –20～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–20～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

    確度 ±0.4 dB  
  電力測定リニアリティ 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプ Off 時） ，≧–20 dBm（プリアンプ On 時

*1），レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない状態で 
 

 ±0.2 dB（0～–40 dB）  
  フィルタ選択機能 RRC（α=0.22）フィルタ通過の電力値を測定可能  
  送信電力制御測定機能 スロットごとの相対電力を表示，Pass/Fail 判定機能有り 

最大スロット数：15（MX860901A），150（MX860901B） 
 

  RACH 測定機能*2 プリアンブル RACH 信号とメッセージ RACH 信号の時間差を測定する。  
   
占有周波数帯幅測定   
  周波数範囲 50 MHz ～ 3 GHz  
  測定レベル範囲 –60～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    掃引法 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    FFT 法 被測定信号を FFT で解析後，演算し表示  
   
隣接チャネル漏洩電力測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8609A-08 搭載時）  
  入力レベル範囲 –10～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  
  測定方法   
    掃引法（オール） 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    掃引法（セパレート） 隣接チャネル，次隣接チャネルごとに掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演

算し表示 
 

    フィルタ法 内蔵の受信フィルタ（RRC：α=0.22）通過後の隣接チャネル，次隣接チャネルで

の電力（RMS 値）を測定し表示 
 

  測定範囲 入力レベル：≧0 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：≧55 dBc， 10 MHz 離調：≧62 dBc 
  コードチャネル 16 CH 多重時（MS8609A-08 未搭載時のみ） 
       5 MHz 離調：≧50 dBc， 10 MHz 離調：≧60 dBc 

 
 

 入力レベル：≧–10 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：60 dBc 代表値 

 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS8609A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860901B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
スプリアス測定   
  測定周波数範囲 9 kHz～12.75 GHz，ただし搬送波周波数±50 MHz 以内を除く  
  入力レベル範囲 
  （送信電力） 

  0～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  

  測定方法   
    掃引法 指定の周波数範囲をスペクトラムアナライザで掃引後，ピーク値を検出し表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    スポット法 指定の周波数をスペクトラムアナライザのタイムドメインで測定後，平均値を表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    サーチ法 指定の周波数範囲内をスペクトラムアナライザで掃引しピーク値を検出後，その周

波数をタイムドメインで測定，平均値を表示する。電力比は Tx Power 値との比を

計算し表示する。(製品規格値は検波モードを Average に設定した場合の値) 

 

  測定範囲 搬送波周波数 1800 ～2200 MHz にて（下記注のスプリアスを除く）  
  ≧79 dB （RBW：  1 kHz）          （    9 ～  150 kHz，バンド 0） 

 ≧79 dB （RBW： 10 kHz）        （  150 kHz～  30 MHz，バンド 0） 
 ≧79 dB （RBW：100 kHz）          （  30 ～ 1000 MHz，バンド 0） 

 
 

  ≧76－f[GHz]dB （RBW：1 MHz）      （1000 ～3150 MHz，バンド 0） 
 ≧76 dB （RBW：1 MHz）           （3150 ～ 7800 MHz，バンド 1） 

 

   
 注：ただし搬送波周波数が 2030.354 ～2200 MHz の場合，以下の周波数にス

プリアスが発生します。 
f(spurious) = f(in) – 2030.345 MHz 

 

   
スプリアスエミッションマスク

測定 
被測定信号を掃引式スプリアスアナライザで測定後，テンプレート判定を行い，表

示する。 
 
 

復調測定 指定のコードチャネルに対して逆拡散後のデータを最大 10 フレーム出力する。  
   
CCDF 測定*2   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS8609A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+20 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時*1 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    CCDF 瞬時電力と平均電力との電力差の累積分布表示を行う。  
    APD 瞬時電力と平均電力との電力差の分布表示を行う。  
  フィルタ選択機能 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz，RRC：α=0.22，RC：α=0.22  
   
電気的性能（IQ 入力）   
 入力方式 Balance，Unbalance の選択可能  
 入力インピーダンス 1 MΩ（並列容量＜100 pF），50Ωの選択可能  
 入力レベル範囲   
   Balance 入力 差動電圧範囲：0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 

同相電圧範囲：±2.5 V（入力コネクタにて） 
 

   Unbalance 入力 0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
DC 結合／AC 結合の切り換え可能 

 

 測定項目 変調精度測定，コードドメインパワー，振幅測定，占有帯域幅（FFT 法），IQ レベ

ル測定 
 

   変調精度測定 入力レベル：≧0.1 V（rms）にて  
     残留ベクトル誤差 ＜2％（rms），DC 結合，Origin Offset を含まない信号に対して  
   IQ レベル測定   
     レベル測定 I，Q それぞれの入力電圧（rms 値および peak to peak 値）を測定し表示  
     IQ 位相差測定 I，Q 入力コネクタに CW 信号を入力した場合，I 相信号と Q 相信号間の位相差を

測定し表示 
 

 *1：プリアンプ On は本体オプション MS8609A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX860901B のみ測定可能となります。  
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MX268101A/MX268101B W-CDMA 測定ソフトウェア規格 
項目 規格 備考 

形名・機器名 MX268101A/MX268101B W-CDMA 測定ソフトウェア（MS2681A）  
用途 W-CDMA 方式の移動無線機の送信特性測定  
電気的性能（RF 入力） 以下の規格は MS2681A 内部のレベル最適化を実行（キーを押すと自動的に実

行される）後に保証します。 
 

変調/周波数 測定   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2681A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  キャリア周波数確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ±（基準水晶発振器の確度+10 Hz）  
  変調精度   
    残留ベクトル誤差 
 

入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ＜2.0%（rms）  
  原点オフセット確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH のみ，原点オフセット–30 dBc の信号に対して 
 

 ±0.5 dB  
  波形表示 1 CH～マルチ CH の入力信号に対して以下の項目を表示 

  コンスタレーション表示 
  ベクトル誤差 vs. チップ番号表示 
  位相誤差 vs. チップ番号表示 
  振幅誤差 vs. チップ番号表示 

 

コードドメイン解析   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2681A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  コードドメインパワー確度 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプOff時），≧–20 dBm（プリアンプOn時*1），

Origin Offset を含まない信号に対して 
 

 ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

 
 

  コードドメインエラー 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプOff時），≧–20 dBm（プリアンプOn時*1），

拡散率：512（Down Link 時），256（Up Link 時），Origin Offset を含まない信

号に対して 

 

    残留誤差 ＜–50 dB  
    確度 ±0.5 dB（エラー–30 dBc に対して）  
  表示機能 コードドメインパワー，コードドメインエラー表示 

  対応拡散率：4～256（Up Link），4～512（Down Link）， 
  拡散率自動検出機能有り，Up Link 時は IQ 分離表示 
SCH レベル測定機能有り*2 

 

  コード対スロット測定*2 指定したコードチャネルのスロットごとのコードドメインパワーを最大 150 スロット測

定する。（Down Link のコンプレストモード対応） 
  

 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2681A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268101B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
振幅測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2681A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  送信電力測定   
    測定範囲 –20～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–20～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

    確度 ±2 dB typical  
  電力測定リニアリティ 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプ Off 時） ，≧–20 dBm（プリアンプ On 時

*1），レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない状態で 
 

 ±0.2 dB（0～–40 dB）  
  フィルタ選択機能 RRC（α=0.22）フィルタ通過の電力値を測定可能  
  送信電力制御測定機能 スロットごとの相対電力を表示，Pass/Fail 判定機能有り 

最大スロット数：15（MX268101A），150（MX268101B） 
 

  RACH 測定機能*2 プリアンブル RACH 信号とメッセージ RACH 信号の時間差を測定する。  
   
占有周波数帯幅測定   
  周波数範囲 50 MHz ～ 3 GHz  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    掃引法 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    FFT 法 被測定信号を FFT で解析後，演算し表示  
   
隣接チャネル漏洩電力測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2681A-08 搭載時）  
  入力レベル範囲 –10～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  
  測定方法   
    掃引法（オール） 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    掃引法（セパレート） 隣接チャネル，次隣接チャネルごとに掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演

算し表示 
 

    フィルタ法 内蔵の受信フィルタ（RRC：α=0.22）通過後の隣接チャネル，次隣接チャネルで

の電力（RMS 値）を測定し表示 
 

  測定範囲 入力レベル：≧0 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：≧55 dBc， 10 MHz 離調：≧62 dBc 
  コードチャネル 16 CH 多重時（MS2681A-08 未搭載時のみ） 
       5 MHz 離調：≧50 dBc， 10 MHz 離調：≧60 dBc 

 
 

 入力レベル：≧–10 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：60 dBc 代表値 

 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2681A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268101B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
スプリアス測定   
  測定周波数範囲 9 kHz～3.0 GHz，ただし搬送波周波数±50 MHz 以内を除く  
  入力レベル範囲 
  （送信電力） 

  0～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  

  測定方法   
    掃引法 指定の周波数範囲をスペクトラムアナライザで掃引後，ピーク値を検出し表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    スポット法 指定の周波数をスペクトラムアナライザのタイムドメインで測定後，平均値を表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    サーチ法 指定の周波数範囲内をスペクトラムアナライザで掃引しピーク値を検出後，その周

波数をタイムドメインで測定，平均値を表示する。電力比は Tx Power 値との比を

計算し表示する。(製品規格値は検波モードを Average に設定した場合の値) 

 

  測定範囲 搬送波周波数 1800 ～ 2200 MHz にて（下記注のスプリアスを除く）  
  ≧79 dB(代表値) （RBW：  1 kHz）           （    9 ～  150 kHz）

 ≧79 dB(代表値) （RBW： 10 kHz）           （  150 ～  30 MHz）

 ≧79 dB(代表値) （RBW：100 kHz）            （  30 ～1000 MHz）

 
 

  ≧76－f[GHz]dB(代表値) （RBW：1 MHz）       （1000 ～3000 MHz）  
   
 注：ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，以下の周波数にス

プリアスが発生します。 
f(spurious) = f(in) – 2030.345 MHz 

 

スプリアスエミッションマスク

測定 
被測定信号を掃引式スプリアスアナライザで測定後，テンプレート判定を行い，表

示する。 
 
 

復調測定 指定のコードチャネルに対して逆拡散後のデータを最大 10 フレーム出力する。  
CCDF 測定*2   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2681A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時*1 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    CCDF 瞬時電力と平均電力との電力差の累積分布表示を行う。  
    APD 瞬時電力と平均電力との電力差の分布表示を行う。  
  フィルタ選択機能 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz，RRC：α=0.22，RC：α=0.22  
   
電気的性能（IQ 入力） MS2681A-17,18 装着時のみ  
 入力方式 Balance，Unbalance の選択可能  
 入力インピーダンス 1 MΩ（並列容量＜100 pF），50Ωの選択可能  
 入力レベル範囲   
   Balance 入力 MS2681A-17 装着時 

差動電圧範囲：0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
同相電圧範囲：±2.5 V（入力コネクタにて） 

 

   Unbalance 入力 MS2681A-18 装着時 
0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
DC 結合／AC 結合の切り換え可能 

 

 測定項目 変調精度測定，コードドメインパワー，振幅測定，占有帯域幅（FFT 法），IQ レベ

ル測定 
 

   変調精度測定 入力レベル：≧0.1 V（rms）にて  
     残留ベクトル誤差 ＜2％（rms），DC 結合，Origin Offset を含まない信号に対して  
   IQ レベル測定   
     レベル測定 I，Q それぞれの入力電圧（rms 値および peak to peak 値）を測定し表示  
     IQ 位相差測定 I，Q 入力コネクタに CW 信号を入力した場合，I 相信号と Q 相信号間の位相差を

測定し表示 
 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2681A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268101B のみ測定可能となります。  
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MX268301A/MX268301B W-CDMA 測定ソフトウェア規格 
項目 規格 備考 

形名・機器名 MX268301A/MX268301B W-CDMA 測定ソフトウェア（MS2683A）  
用途 W-CDMA 方式の移動無線機の送信特性測定  
電気的性能（RF 入力） 以下の規格は MS2683A 内部のレベル最適化を実行（キーを押すと自動的に実

行される）後に保証します。 
 

変調/周波数 測定   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2683A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  キャリア周波数確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ±（基準水晶発振器の確度+10 Hz）  
  変調精度   
    残留ベクトル誤差 
 

入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH にて 
 

 ＜2.0%（rms）  
  原点オフセット確度 入力：レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），≧–40 dBm（プリアンプOn時*1），

コードチャネル 1 CH のみ，原点オフセット–30 dBc の信号に対して 
 

 ±0.5 dB  
  波形表示 1 CH～マルチ CH の入力信号に対して以下の項目を表示 

  コンスタレーション表示 
  ベクトル誤差 vs. チップ番号表示 
  位相誤差 vs. チップ番号表示 
  振幅誤差 vs. チップ番号表示 

 

コードドメイン解析   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2683A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  コードドメインパワー確度 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプOff時），≧–20 dBm（プリアンプOn時*1），

Origin Offset を含まない信号に対して 
 

 ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

 
 

  コードドメインエラー 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプOff時），≧–20 dBm（プリアンプOn時*1），

拡散率：512（Down Link 時），256（Up Link 時），Origin Offset を含まない信

号に対して 

 

    残留誤差 ＜–50 dB  
    確度 ±0.5 dB（エラー–30 dBc に対して）  
  表示機能 コードドメインパワー，コードドメインエラー表示 

  対応拡散率：4～256（Up Link），4～512（Down Link）， 
  拡散率自動検出機能有り，Up Link 時は IQ 分離表示 
SCH レベル測定機能有り*2 

 

  コード対スロット測定*2 指定したコードチャネルのスロットごとのコードドメインパワーを最大 150 スロット測

定する。（Down Link のコンプレストモード対応） 
  

 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2683A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268301B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
振幅測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2683A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  送信電力測定   
    測定範囲 –20～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–20～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

    確度 ±2 dB typical  
  電力測定リニアリティ 入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプ Off 時） ，≧–20 dBm（プリアンプ On 時

*1），レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない状態で 
 

 ±0.2 dB（0～–40 dB）  
  フィルタ選択機能 RRC（α=0.22）フィルタ通過の電力値を測定可能  
  送信電力制御測定機能 スロットごとの相対電力を表示，Pass/Fail 判定機能有り 

最大スロット数：15（MX268301A），150（MX268301B） 
 

  RACH 測定機能*2 プリアンブル RACH 信号とメッセージ RACH 信号の時間差を測定する。  
   
占有周波数帯幅測定   
  周波数範囲 50 MHz ～ 3 GHz  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    掃引法 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    FFT 法 被測定信号を FFT で解析後，演算し表示  
   
隣接チャネル漏洩電力測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2683A-08 搭載時）  
  入力レベル範囲 –10～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  
  測定方法   
    掃引法（オール） 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    掃引法（セパレート） 隣接チャネル，次隣接チャネルごとに掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演

算し表示 
 

    フィルタ法 内蔵の受信フィルタ（RRC：α=0.22）通過後の隣接チャネル，次隣接チャネルで

の電力（RMS 値）を測定し表示 
 

  測定範囲 入力レベル：≧0 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：≧55 dBc， 10 MHz 離調：≧62 dBc 
  コードチャネル 16 CH 多重時（MS2683A-08 未搭載時のみ） 
       5 MHz 離調：≧50 dBc， 10 MHz 離調：≧60 dBc 

 
 

 入力レベル：≧–10 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：60 dBc 代表値 

 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2683A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268301B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
スプリアス測定   
  測定周波数範囲 9 kHz～7.8 GHz，ただし搬送波周波数±50 MHz 以内を除く  
  入力レベル範囲 
  （送信電力） 

  0～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  

  測定方法   
    掃引法 指定の周波数範囲をスペクトラムアナライザで掃引後，ピーク値を検出し表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    スポット法 指定の周波数をスペクトラムアナライザのタイムドメインで測定後，平均値を表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    サーチ法 指定の周波数範囲内をスペクトラムアナライザで掃引しピーク値を検出後，その周

波数をタイムドメインで測定，平均値を表示する。電力比は Tx Power 値との比を

計算し表示する。(製品規格値は検波モードを Average に設定した場合の値) 

 

  測定範囲 搬送波周波数 1800 ～ 2200 MHz にて（下記注のスプリアスを除く）  
  ≧79 dB(代表値) （RBW：  1 kHz）     （    9 ～  150 kHz，バンド 0） 

 ≧79 dB(代表値) （RBW： 10 kHz）   （  150 kHz～  30 MHz，バンド 0） 
 ≧79 dB(代表値) （RBW：100 kHz）      （  30 ～1000 MHz，バンド 0） 

 
 

  ≧76－f[GHz]dB(代表値) （RBW：1 MHz） （1000 ～3150 MHz，バンド 0） 
 ≧76 dB(代表値) （RBW：1 MHz）       （3150 ～7800 MHz，バンド 1） 

 

  
注：ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，以下の周波数

にスプリアスが発生します。 
f(spurious) = f(in) – 2030.345 MHz 

 

スプリアスエミッションマスク

測定 
被測定信号を掃引式スプリアスアナライザで測定後，テンプレート判定を行い，表

示する。 
 
 

復調測定 指定のコードチャネルに対して逆拡散後のデータを最大 10 フレーム出力する。  
CCDF 測定*2   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz， 50 MHz～2.3 GHz（MS2683A-08 搭載時）  
  測定レベル範囲 –60～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時*1 

–80～+10 dBm（平均電力）：プリアンプ On 時*1 
 

  測定方法   
    CCDF 瞬時電力と平均電力との電力差の累積分布表示を行う。  
    APD 瞬時電力と平均電力との電力差の分布表示を行う。  
  フィルタ選択機能 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz，RRC：α=0.22，RC：α=0.22  
   
電気的性能（IQ 入力） MS2683A-17,18 装着時のみ  
 入力方式 Balance，Unbalance の選択可能  
 入力インピーダンス 1 MΩ（並列容量＜100 pF＞，50Ωの選択可能  
 入力レベル範囲   
   Balance 入力 MS2683A-17 装着時 

差動電圧範囲：0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
同相電圧範囲：±2.5 V（入力コネクタにて） 

 

   Unbalance 入力 MS2683A-18 装着時 
0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
DC 結合／AC 結合の切り換え可能 

 

 測定項目 変調精度測定，コードドメインパワー，振幅測定，占有帯域幅（FFT 法），IQ レベ

ル測定 
 

   変調精度測定 入力レベル：≧0.1 V（rms）にて  
     残留ベクトル誤差 ＜2％（rms），DC 結合，Origin Offset を含まない信号に対して  
   IQ レベル測定   
     レベル測定 I，Q それぞれの入力電圧（rms 値および peak to peak 値）を測定し表示  
     IQ 位相差測定 I，Q 入力コネクタに CW 信号を入力した場合，I 相信号と Q 相信号間の位相差を

測定し表示 
 

   
 *1：プリアンプ On は本体オプション MS2683A-08 搭載時に設定可能となります。  
 *2：MX268301B のみ測定可能となります。  
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MX268701A/MX268701B W-CDMA 測定ソフトウェア規格 
項目 規格 備考 

形名・機器名 MX268701A/MX268701B W-CDMA 測定ソフトウェア（MS2687A/B）  
用途 W-CDMA 方式の移動無線機の送信特性測定  
電気的性能（RF 入力） 以下の規格は MS2687A/B 内部のレベル最適化を実行（キーを押すことにより自

動的に実行される）後に保証します。 
 

変調/周波数 測定   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz  
  測定レベル範囲 –50～+30 dBm（平均電力）  
  キャリア周波数確度 入力：レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH にて  
 ±（基準水晶発振器の確度+10 Hz）  
  変調精度   
    残留ベクトル誤差 
 

入力：レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH にて  

 ＜2.0%（rms）  
  原点オフセット確度 入力：レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH のみ，原点オフセット–30 dBc の

信号に対して 
 

 ±0.5 dB  
  波形表示 1 CH～マルチ CH の入力信号に対して以下の項目を表示 

  コンスタレーション表示 
  ベクトル誤差 vs. チップ番号表示 
  位相誤差 vs. チップ番号表示 
  振幅誤差 vs. チップ番号表示 

 

コードドメイン解析   
  測定周波数範囲 50 MHz～3 GHz  
  測定レベル範囲 –50～+30 dBm（平均電力）  
  コードドメインパワー確度 入力レベル：≧–10 dBm，Origin Offset を含まない信号に対して  
 ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 

±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 
 
 

  コードドメインエラー 入力レベル：≧–10 dBm，拡散率：512（Down Link 時），256（Up Link 時），

Origin Offset を含まない信号に対して 
 

    残留誤差 ＜–50 dB  
    確度 ±0.5 dB（エラー–30 dBc に対して）  
  表示機能 コードドメインパワー，コードドメインエラー表示 

  対応拡散率：4～256（Up Link），4～512（Down Link）， 
  拡散率自動検出機能有り，Up Link 時は IQ 分離表示 
SCH レベル測定機能有り*1 

 

  コード対スロット測定*1 指定したコードチャネルのスロットごとのコードドメインパワーを最大 150 スロット測

定する。（Down Link のコンプレストモード対応） 
  

 *1：MX268701B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
振幅測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz  
  測定レベル範囲 –50 ～+30 dBm  
  送信電力測定   
    測定範囲 –20～+30 dBm（平均電力）  
    確度 ±2 dB typical  
  電力測定リニアリティ 入力レベル：≧–10 dBm，レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない状態

で 
 

 ±0.2 dB（0～–30dB）  
  フィルタ選択機能 RRC（α=0.22）フィルタ通過の電力値を測定可能  
  送信電力制御測定機能 スロットごとの相対電力を表示，Pass/Fail 判定機能有り 

最大スロット数：15（MX268701A），150（MX268７01B） 
 

  RACH 測定機能*１ プリアンブル RACH 信号とメッセージ RACH 信号の時間差を測定する。  
   
占有周波数帯幅測定   
  周波数範囲 50 MHz ～ 3 GHz  
  測定レベル範囲 –50～+30 dBm（平均電力）  
  測定方法   
    掃引法 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    FFT 法 被測定信号を FFT で解析後，演算し表示  
   
隣接チャネル漏洩電力測定   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz  
  入力レベル範囲 –10～+30 dBm（平均電力）  
  測定方法   
    掃引法（オール） 被測定信号を掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演算し表示  
    掃引法（セパレート） 隣接チャネル，次隣接チャネルごとに掃引式スペクトラムアナライザで測定後，演

算し表示 
 

    フィルタ法 内蔵の受信フィルタ（RRC：α=0.22）通過後の隣接チャネル，次隣接チャネルで

の電力（RMS 値）を測定し表示 
 

  測定範囲 入力レベル：≧0 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：≧55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：≧62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：≧50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：≧60 dBc 代表値 

 
 

 入力レベル：≧–10 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて  
   コードチャネル 1 CH 時 

       5 MHz 離調：55 dBc 代表値， 10 MHz 離調：62 dBc 代表値 
  コードチャネル 16 CH 多重時 
       5 MHz 離調：50 dBc 代表値， 10 MHz 離調：60 dBc 代表値 

 

   
 *1：MX268701B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
スプリアス測定   
  測定周波数範囲 9 kHz～12.75GHz，ただし搬送波周波数±50 MHz 以内を除く  
  入力レベル範囲 
  （送信電力） 

  0～+30 dBm（平均電力）：プリアンプ Off 時  

  測定方法   
    掃引法 指定の周波数範囲をスペクトラムアナライザで掃引後，ピーク値を検出し表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    スポット法 指定の周波数をスペクトラムアナライザのタイムドメインで測定後，平均値を表示す

る。電力比は Tx Power 値との比を計算し表示する。(製品規格値は検波モード

を Average に設定した場合の値) 

 

    サーチ法 指定の周波数範囲内をスペクトラムアナライザで掃引しピーク値を検出後，その周

波数をタイムドメインで測定，平均値を表示する。電力比は Tx Power 値との比を

計算し表示する。(製品規格値は検波モードを Average に設定した場合の値) 

 

  測定範囲 搬送波周波数 1800 MHz～2200 MHz にて（下記注のスプリアスを除く）  
  ≧79 dB(代表値) （RBW：  1 kHz）         （9 ～ 150 kHz，バンド 0）

 ≧79 dB(代表値) （RBW： 10 kHz）    （150 kHz～  30 MHz，バンド 0）

 ≧79 dB(代表値) （RBW：100 kHz）      （30 ～ 1000 MHz，バンド 0） 

 
 

  ≧76－f[GHz]dB(代表値) （RBW：1 MHz） （1000 ～3150 MHz，バンド 0）

 ≧76 dB(代表値) （RBW：1 MHz）      （3150 ～ 7900 MHz，バンド 1）

 

 
MS2687A にて 

 

 
 ≧68dB（代表値） （RBW：1MHz）        （7.9 ～ 12.75GHz，バンド 2）

 

 
MS2687B にて 

 

 
 ≧74dB（代表値） （RBW：1MHz）        （7.9 ～ 12.75GHz，バンド 2）

 

 注：ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，以下の周波数にス

プリアスが発生します。 
f(spurious) = f(in) – 2030.345 MHz 

 

スプリアスエミッションマスク

測定 
被測定信号を掃引式スプリアスアナライザで測定後，テンプレート判定を行い，表

示する。 
 
 

復調測定 指定のコードチャネルに対して逆拡散後のデータを最大 10 フレーム出力する。  
CCDF 測定*１   
  周波数範囲 50 MHz～3 GHz  
  測定レベル範囲 –50～+30 dBm（平均電力）  
  測定方法   
    CCDF 瞬時電力と平均電力との電力差の累積分布表示を行う。  
    APD 瞬時電力と平均電力との電力差の分布表示を行う。  
  フィルタ選択機能 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz，RRC：α=0.22，RC：α=0.22  
 *1：MX268701B のみ測定可能となります。  
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項目 規格 備考 
電気的性能（IQ 入力） MS2687A-18，MS2687B-18 装着時のみ  
 入力方式 Unbalance  
 入力インピーダンス 1 MΩ（並列容量＜100 pF），50Ωの選択可能  
 入力レベル範囲   
   Unbalance 入力 MS2687A-18,MS2687B-18 装着時 

0.1～1 Vpp（入力コネクタにて） 
DC 結合／AC 結合の切り換え可能 

 

 測定項目 変調精度測定，コードドメインパワー，振幅測定，占有帯域幅（FFT 法），IQ レベ

ル測定 
 

   変調精度測定 入力レベル：≧0.1 V（rms）にて  
     残留ベクトル誤差 ＜2％（rms），DC 結合，Origin Offset を含まない信号に対して  
   IQ レベル測定   
     レベル測定 I，Q それぞれの入力電圧（rms 値および peak to peak 値）を測定し表示  
     IQ 位相差測定 I，Q 入力コネクタに CW 信号を入力した場合，I 相信号と Q 相信号間の位相差を

測定し表示 
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この章では，正面・背面パネルの説明，基本的な操作方法，測定ソフトウェアの

インストール，測定システムの変更，画面表示色の設定について説明していま

す。 

 

正面・背面パネル図説明一覧表 ............................................  2-3 
基本的な操作方法 ................................................................  2-15 

電源を投入する ..........................................................  2-15 
項目の選択方法 .........................................................  2-15 
パラメータ設定方法 ....................................................  2-16 

インストール鍵を登録する......................................................  2-17 
Core Module ソフトウェアのインストールをする......................  2-18 
測定ソフトウェアのインストールをする ....................................  2-19 
測定システムを変更する........................................................  2-20 
画面表示色を設定する ..........................................................  2-21 
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 正面・背面パネル図説明一覧表 
 

MS860x の場合 

No パネル表示 機能説明 

1 （液晶） 6.5 型の高輝度カラーTFT 液晶です。 
目盛り，トレース波形，各種パラメータ設定値，マーカ点の測定値，およ
びソフトキーメニューなどを表示します。 

2 Spectrum 本器を通常のスペクトラムアナライザとして使用するキーです。 

3 Tx Tester 測定ソフトウェアが動作する送信機テスタモードに切り換えるキーで
す。 

4 Config GPIB，プリンタなどのインタフェースを設定するキーです。 

5 F1～F6 パネルキーを押すと，それに関連するソフトキーメニューが表示されま
す。 
そのメニューの中から 1 つを選択するソフトキーです。 

［More］ ソフトキーメニューのページをめくるキーです。 

6 Freq/Ampl 周波数とレベルに関するパラメータのデータを入力するセクションで
す。 

［Freq/Channel］ 周波数を設定します。 

［Span］ 周波数スパンを設定します。 

［Amplitude］ リファレンスレベルなどを設定します。 

［->CF］ 画面上の最大レベルの信号周波数を，中心周波数に
設定します。 

［->RLV］ 画面上の最大レベル値を，リファレンスレベルに設定
します。 

7 Marker マーカ機能を操作するセクションです。 

［Marker］ マーカを設定します。 

［Multi Mkr］ マルチマーカを設定します。 
［Shift］キーに続いてこのキーを押します。 

［Peak Search］ 画面上の最大レベルの点にマーカを移動します。 

［Marker->］ マーカ値によるパラメータ設定をします。 
［Shift］キーを押した後，このキーを押します。 

8 System 送信機テスタモードでは，測定システムの切り換えに使用するキーで
す。 

9 Single 掃引モードを設定します。 

［Single］ シングル掃引を実行するキーです。 

［Continuous］ 連続掃引を実行するキーです。 
［Shift］キーに続いてこのキーを押します。 
イニシャル状態では連続掃引モードになっています。
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No パネル表示 機能説明 

10 Recall  リコール／セーブを実行するキーです。 

［Recall］ 内蔵メモリまたはメモリカードから測定パラメータ，波
形データを読み出します。 

［Save］ 内蔵メモリまたはメモリカードへ測定パラメータ，波形
データをセーブします。 

11 Measure 周波数測定，ノイズ測定，隣接チャネル漏洩電力など各種アプリケー
ションに応じた測定を行うキーです。 

12 Hi Power 入力コネクタの設定キーです。MS8609A にはこのキーはありません。 

［Hi Power］ High Power 入力コネクタを有効にします。 

［Low Power］ Low Power 入力コネクタを有効にします。 

13 Display トレース波形を選択するセクションです。通常の周波数ドメインは 2 波形
までトレースを表示できます。 

［A，B］ 周波数ドメイン波形のトレース A またはトレース B を表
示します。 

［A/B，A/BG］ トレース AとトレースB の 2波形同時表示またはトレー
ス A とトレース BG（トレース A を含んだ周辺スペクトラ
ム）の 2 波形同時表示を行います。 

［Time］ ゼロスパンになり，タイムドメイン波形を表示します。 

［A/Time］ トレース A とタイムドメイン波形の 2 波形同時表示を行
います。 

14 Trig/Gate トリガ・ゲート機能を実行するキーです。 

［Trig/Gate］ 掃引開始のトリガおよびゲート（波形データの書き込
みタイミングの制御をする）機能の設定キーです。 

15 Coupled Function  RBW，VBW，掃引時間，入力減衰器を設定するキーです。 

16 Entry 数値データ，単位，および特殊機能の設定キーです。 

［ロータリノブ］ マーカの移動，データ入力に使用します。 

［∨，∧］ データ入力のステップアップ，ステップダウンに使用し
ます。 

［Shift］ パネルキーの中で青文字で表示されている機能を実
行したい場合に，このキーを押してから，青文字表示
キーを押します。 

［BS］ 入力ミスを修正するバックスペースキーです。 

［0～9，+/－］ 数値データの入力キーです。 

［GHz，MHz，kHz，Hz］ 
周波数，レベル，時間などの単位の設定キーです。 

［Set］ パラメータを設定するキーです。 

［Cancel］ ［Set］キーで設定可能となったエントリーをキャンセル
するキーです。 

17 Preset 測定パラメータを初期値に設定するキーです。 

18 Local 本器をリモート状態からローカル状態に設定するキーです。 

19 Disp On/Off 液晶表示器への表示を On/Off するキーです。 
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No パネル表示 機能説明 

20 Copy プリンタおよびメモリカードへ，画面のハードコピーを出力するキーで
す。 

21 Stby/On 電源スイッチです。背面の電源スイッチ 58 が On の状態で使用します。
Stby 状態から約 1 秒押すと，電源が On になります。 
電源 On から約 1 秒押すと，Stby 状態になります。 

22 RF Input  RF 入力コネクタです。 

23 I/Q Input  I/Q入力コネクタです。Unbalance時は IとQ，Balance時は I，－I とQ，－Q
に入力します。 

24 Prove Power FET プローブ用の±12 V を供給するコネクタです。 
ピンの割当ては図のとおりです。 

 
25 Memory Card 波形データ，測定パラメータなどをロード／セーブするメモリカード用の

スロットです。メモリカードを 1 枚挿入できます。 

50 （ファン） 機器内部の発熱を外部に排出するファンです。ファンは障害物などか
ら少なくとも 10 cm 以上の間隔を取ってください。 

51 10 MHz STD 外部からの 10 MHz 外部基準水晶発振器の入力コネクタおよび出力コ
ネクタです。外部から Ref In 信号を入力すると，自動的に内部から外部
信号に切り換わります（なお，外部信号入力時は，内部 OCXO のヒー
ターは Off となります）。 

52 IF OUT IF 出力コネクタです。帯域制限された IF 信号を出力します。 

53 Wideband IF Out IF 出力コネクタです。帯域制限されない IF 信号を出力します。 

54 Sweep（X） 掃引出力（X）の出力コネクタです。 

55 Video（Y） ビデオ検波出力に比例した Y 軸信号の出力コネクタです。 
この信号は RBW の設定値により帯域制限され，ログスケール時には対
数圧縮されています。 

56 Sweep Status (Z) 掃引ステータス出力（Z）の出力コネクタです。 

57 Trig/Gate In（±10 V） 

  外部からのトリガ・ゲート信号の入力コネクタです。 

58 Off/On 電源スイッチです。 

59 （インレット） 添付電源コードを差し込むための AC 電源インレットです。タイムラグ特
性のヒューズが，1 個内蔵されています。 

60 （接地端子） 保護接地端子です。感電を防止するため，この端子を大地電位に接続
します。 

61 Parallel プリンタに出力するためのコネクタです。 

62 VGA Out VGA 信号の出力コネクタです。 

63 GPIB GPIB インタフェースコネクタです。外部システムコントローラに接続しま
す。 

64 RS-232C RS-232C コネクタです。外部システムコントローラに接続します。 
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No パネル表示 機能説明 

65 Ethernet Ethernet 用 10 Base-Ｔコネクタです。外部システムコントローラに接続し
ます。 

66 銘板 本器のシリアル番号およびオプションが記載されています。 
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MS268x の場合 
No パネル表示 機能説明 

1 （液晶） 6.5 型の高輝度カラーTFT 液晶です。 
目盛り，トレース波形，各種パラメータ設定値，マーカ点の測定値お
よびソフトキーメニューなどを表示します。 

2 Spectrum  本器を通常のスペクトラムアナライザとして使用するキーです。 

3 Signal Analysis 測定ソフトウェアが動作する信号解析モードに切り換えるキーです。 

4 Config GPIB，プリンタなどのインタフェースを設定するキーです。 

5 F1～F6 パネルキーを押すと，それに関連するソフトキーメニューが表示され
ます。 

  ［More］ ソフトキーメニューのページをめくるキーです。 

6 Freq/Ampl  周波数とレベルに関するパラメータのデータを入力するセクションで
す。 

  ［Freq/Channel］ 周波数を設定します。 

［Span］ 周波数スパンを設定します。 

［Amplitude］ リファレンスレベルなどを設定します。 

［->CF］ 画面上の最大レベルの信号周波数を，中心周
波数に設定します。 

［->RLV］ 画面上の最大レベル値を，リファレンスレベルに
設定します。 

7 Marker マーカ機能を操作するセクションです。 

  ［Marker］ マーカを設定します。 

［Multi Mkr］ マルチマーカを設定します。 
［Shift］キーに続いてこのキーを押します。 

［Peak Search］ 画面上の最大レベルの点にマーカを移動しま
す。 

［Marker->］ マーカ値によるパラメータ設定をします。 
［Shift］キーに続いてこのキーを押します。 

8 System 信号解析モードでは，測定システムの切り換えに使用するキーです。

9 Single 掃引モードを設定します。 

  ［Single］ シングル掃引を実行するキーです。 

［Continuous］ 連続掃引を実行するキーです。 
［Shift］キーに続いてこのキーを押します。 
イニシャル状態では連続掃引モードになってい
ます。 
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No パネル表示 機能説明 

10 Recall  リコール／セーブを実行するキーです。 

  ［Recall］ 内蔵メモリまたはメモリカードから測定パラメー
タ，波形データを読み出します。 

［Save］ 内蔵メモリまたはメモリカードへ測定パラメータ，
波形データをセーブします。 

11 Measure 周波数測定，ノイズ測定，隣接チャネル漏洩電力など各種アプリケー
ションに応じた測定を行うキーです。 

12 Display トレース波形を選択するセクションです。通常の周波数ドメインは 2 波
形までトレースを表示できます。 
［Time］キーにより簡単にタイムドメイン（ゼロスパン）波形に切り替わり
ます。 

  ［A, B］ 周波数ドメイン波形のトレースAまたはトレースB
を表示します。 

［A/B, A/BG］ トレース A とトレース B の 2 波形同時表示または
トレース A とトレース BG（トレース A を含んだ周
辺スペクトラム）の 2 波形同時表示を行います。 

［Time］ ゼロスパンになり，タイムドメイン波形を表示しま
す。 

［A/Time］ トレース A とタイムドメイン波形の 2 波形同時表
示を行います。 

13 Trig/Gate トリガ／ゲート機能を実行するキーです。 

  ［Trig/Gate］ 掃引開始のトリガおよびゲート（波形データの書
き込みタイミングの制御をする）機能の設定キー
です。 

14 Coupled Function  RBW，VBW，掃引時間，入力減衰器を設定するキーです。 

15 Entry 数値データ，単位，および特殊機能の設定キーです。 

  ［ロータリノブ］ マーカの移動，データ入力に使用します。 

［∨，∧］ データ入力のステップアップ，ステップダウンに
使用します。 

［Shift］ パネルキーの中で青文字で表示されている機能
を実行したい場合に，このキーを押してから，青
文字表示キーを押します。 

［BS］ 入力ミスを修正するバックスペースキーです。 

［0～9，.，+/－］ 数値データの入力キーです。 

［GHz, MHz, kHz, Hz］ 周波数，レベル，時間などの単位の設定キーで
す。 

［Set］ パラメータを設定するキーです。 

［Cancel］ ［Set］キーで設定可能状態となったエントリーを
キャンセルするキーです。 
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No パネル表示 機能説明 

16 Preset 測定パラメータを初期値に設定するキーです。 

17 Local 本器をリモート状態からローカル状態に設定するキーです。 

18 Disp On/Off 液晶表示器への表示を On/Off するキーです。 

19 Copy プリンタおよびメモリカードへ，画面のハードコピーを出力するキーで
す。 

20 Stby/On 電源スイッチです。背面の電源スイッチ 58 が On の状態で使用しま
す。 
Stby 状態から約 1 秒押すと，電源が On になります。 
電源 On から約 1 秒押すと，Stby 状態になります。 

21 RF Input  RF 入力コネクタです。 

22 I/Q Input  I/Q 入力コネクタです。Unbalance 時は I とQ，Balance 時は I，－I と Q，
－
Q

に入力します（MS2681A-17, MS2681A-18, MS2683A-17, MS2683A-18
または MS2687A/B-18 を搭載時）。 

23 Prove Power FET プローブ用の±12 V を供給するコネクタです。 
ピンの割当ては図のとおりです。 

 

24 Memory Card 波形データ，測定パラメータなどをロード／セーブするメモリカード用
のスロットです。メモリカードを 1 枚挿入できます。 

50 （ファン） 機器内部の発熱を外部に排出するファンです。ファンは障害物など
から少なくとも 10 cm 以上の間隔を取ってください。 

51 10 MHz STD 外部からの 10 MHz 外部基準水晶発振器の入力コネクタおよび出力
コネクタです。外部から Ref In 信号を入力すると，自動的に内部から
外部信号に切り換わります（なお，外部信号入力時は，内部 OCXO
のヒーターは Off となります）。 

52 IF OUT IF 出力コネクタです。帯域制限された IF 信号を出力します。 

53 Wideband IF Out IF 出力コネクタです。帯域制限されない IF 信号を出力します。 

54 Sweep（X） 掃引出力（X）の出力コネクタです。 

55 Video（Y） ビデオ検波出力に比例した Y 軸信号の出力コネクタです。 
この信号は RBW の設定値により帯域制限され，ログスケール時には
対数圧縮されています。 

56 Sweep Status（Z） 掃引ステータス出力（Z）の出力コネクタです。 
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No パネル表示 機能説明 

57 Trig/Gate In（±10 V） 

  外部からのトリガ／ゲート信号の入力コネクタです。 

58 Off/On 電源スイッチです。 

59 （インレット） 添付電源コードを差し込むための AC 電源インレットです。タイムラグ
特性のヒューズが，1 個内蔵されています。 

60 （接地端子） 保護接地端子です。電撃を防止するため，この端子を大地電位に接
続します。 

61 Parallel プリンタに出力するためのコネクタです。 

62 VGA Out VGA 信号の出力コネクタです。 

63 GPIB GPIB インタフェースコネクタです。外部システムコントローラに接続し
ます。 

64 RS-232C RS-232C コネクタです。外部システムコントローラに接続します。 

65 Ethernet Ethernet 用 10 Base-Ｔコネクタです。外部システムコントローラに接続
します。 

66 銘板 本器のシリアル番号およびオプションが記載されています。 
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 基本的な操作方法 
 

ここでは，基本的な操作方法と代表的なパラメータ設定方法を説明しています。 

 電源を投入する 
 

背面の電源スイッチを押し，次に正面の電源スイッチを押します。 
このとき，1 秒以上押し続けてください。 

ミスタッチにより電源が On/Off しないように，1 秒以

上押し続けないと電源が On/Off しないようになって

います。

 
 

本器の性能を十分に発揮するためには，使用する 30 分以上前に背面の On/Off
スイッチを On にしておいてください（正面パネルの電源ランプ Stby が点灯）。内

部の基準周波数発振器が余熱され，本器が安定します。 

 項目の選択方法 
 

画面上にカーソルが表示されているところは，パラメータを変更することができま

す。 
また，ファンクションキーを押すと設定できるパラメータもあります。 

画面上にカーソルが表示されている場合 
Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動し

ます。 
カーソルを移動したら，Entry の Set を押して確定します。 
確定すると，パラメータ設定ウインドウが開きます。 

ファンクションラベルに表示されている場合 
該当するファンクションキー（F1～F6）を押します。 
ファンクションキーを押すと，パラメータ設定ウインドウが開きます。 
また，ファンクションキーを押すだけで実行される場合もあります。 
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 パラメータ設定方法 
 

項目が選択された後にパラメータを設定する方法は，以下のとおりです。 

（1） ウインドウの中に表示されているパラメータから選択する。 

（2） 数値を入力する。 

ウインドウの中に表示されているパラメータから選択 
Entryの ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したいパラメータにカーソルを移

動します。 
カーソルを移動したら，Entry の Set を押して確定します。 

数値を入力 
テンキーまたはロータリノブで数値を入力します。 
数値を入力したら，単位キーまたは Entry の Set を押します。 
パラメータが確定され，ウインドウが閉じます。 
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 インストール鍵を登録する 
 

本器に新規の測定ソフトウェアをインストールする際には，その測定システムのイ

ンストール鍵を登録する必要があります。ここではインストール鍵の登録方法を説

明します。 

1. インストール鍵の入ったメモリカードをメモリカード挿入口に入れてくださ

い。 

2. Config を押して，Configuration 画面を表示します。 

3. F2 （Maintenance Parameter）を押して，Maintenance Parameter 画面を表

示します。 

4. F3 （Installation Permission）を押して，Installation Permission 画面（下

図）を表示します。 

The System which is possible to be installed

 
 

5. F2 （System Permit）を押します。 

6. Permission テーブルに新規測定ソフトウェアが追加されます。 

7. F1 （Save Base Cal）を押します。 

注： 

手順 5を行うことでインストール鍵はテーブル上に登録されますが，手順 7
を行うまで内部メモリには記録されません。つまり，インストール鍵は内部

メモリに記録されて有効になります。 
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 Core Module ソフトウェアのインストールをする 
 

本器の Core Module ソフトウェアを新しくするインストール方法を説明します。 

1. 新しい Core Module ソフトウェアの入ったメモリカードをメモリカード挿入口

に入れてください。 

2. Config を押して，Configuration 画面を表示します。 

3. F4 （System Install）を押して，Install System 画面（下図）を表示します。 

 
 

4. F5 （Core Module Install）を押します。 

5. 確認用ウインドウが開きます。ロータリノブを使用してYesにカーソルを移動

します。 

6. Entry の Set を押してインストールが開始されます。 

7. インストール終了後はメッセージに従って電源を Off にします。 

8. Preset を押しながら電源を On にします。 Preset はビープ音がなるま

で押し続けてください。ビープ音は電源をOnしてから約 5秒後になります。 
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 測定ソフトウェアのインストールをする 
 

本器を送信機テスタモード(MS860x)，信号解析モード(MS268x)で使用するとき

に必要な測定ソフトウェアのインストール方法を説明します。 

1. 測定ソフトウェアの入ったメモリカードをメモリカード挿入口に入れてくださ

い。 

2. Config を押して，Config 画面を表示します。 

3. F4 （System Install）を押して，Install System 画面（下図）を表示します。 

 
 

4. F2 （Change Installed System）を押して Install System ボックスをアクティ

ブにします。 

5. ロータリノブを使用して新しい測定システムのインストール先を選択します。 

6. F3 （Change Memory Card）を押して Memory Card ボックスをアクティブ

にします。 

7. ロータリノブを使用して新しい測定システムを選択します。 

8. F1 （System Install）を押して新しいシステムをインストールします。 

9. 確認用ウインドウが開くので，ロータリノブを使用して Yes にカーソルを移動

します。 

10. Entry の Set を押すとインストールが開始されます。 
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 測定システムを変更する 
 

本器を送信機テスタモード(MS860x)，信号解析モード(MS268x)で使用するとき

に必要な測定ソフトウェア（別売）が複数登録されている場合に，使用したい測定

システムに変更する方法を説明します。 
測定ソフトウェアが 1 つしか登録されていない場合は，測定システムの変更はで

きません。 

1. Tx Tester (MS860x)， Single Analysis (MS268x)を押して，測定システ

ム画面を表示します。 

2. System を押して，System Change のファンクションラベル（下図）を表示

させます。 

 
 

3. インストールされている測定システムの一覧がファンクションラベルに表示

されます。 

4. 設定したい測定システムのファンクションを押します。 

5. 測定システムの変更を開始します。 

6. 変更が完了すると新しいシステムの画面になります。 

ファンクションラベルに表示されていない測定システムに変更することはできませ

ん。新しい測定システムをインストールする場合は，「測定ソフトウェアのインス

トールをする」の項を参照してください。 
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 画面表示色を設定する 
 

画面表示色を設定する方法について説明します。 
画面の色は，あらかじめ定義されている 4 つのカラーパターンおよびユーザが定

義できるカラーパターンからの選択ができます。 

Shift ＋ 3 （Color）を押すと，以下のファンクションラベルが表示されるので，

カラーパターンを選択します。 
・ F1 （Color Pattern 1）：カラーパターン 1（出荷時の標準カラーパターン）に

設定します。 
・ F2 （Color Pattern 2）：カラーパターン 2 に設定します。 
・ F3 （Color Pattern 3）：カラーパターン 3 に設定します。 
・ F4 （Color Pattern 4）：カラーパターン 4 に設定します。 
・ F5 （Define User Color）：ユーザ定義のカラーパターンに設定します。 
 
ユーザカラーパターンの設定方法 

F5 （Define User Color）を押すと，画面表示色がユーザ定義カラーパターンに

変更されるとともに以下のファンクションラベルが表示されます。 
・ F1 （Copy Color Ptn from）：ユーザ定義カラーパターンを設定するための

元の色として，カラーパターン 1～4 を選択するためのファンクションラベルを

表示します。 
・ F2 （Select Item）：表示色を設定する対象を選択します。 
・ F3 （Red）：Select Item で選択した対象の赤色の表示強度を設定します。 
・ F4 （Green）：Select Item で選択した対象の緑色の表示強度を設定します。 
・ F5 （Blue）：Select Item で選択した対象の青色の表示強度を設定します。 
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この章では，各画面で設定できるパラメータの内容と設定方法について記載して

います。 

 

測定パラメータを設定する...................................................... 3-5 
信号入力コネクタを設定する（Terminal） ..................... 3-6 
Spectrum 反転を設定する(Spectrum)........................ 3-7 
RF 入力レベルを設定する（Reference Level）............. 3-8 
レベル補正係数を設定する（Level Offset） .................. 3-8 
チャネル，周波数を設定する（Channel & Frequency） . 3-9 
測定対象信号を設定する（Measuring Object） ............ 3-9 
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拡散率の最大値を設定する（Max SF） ........................ 3-28 
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EVM 誤差波形のスケールを変更する 
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アクティブチャネルのしきい値を設定する（Threshold） . 3-35 
コードドメイン結果の表示を変更する ........................... 3-36 
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拡散率自動検出機能について（Auto Rate Detection）. 3-39 
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 測定パラメータを設定する 
 

入力コネクタや周波数など，測定するために必要な測定パラメータの設定につい

て説明します。 
測定パラメータは Setup Common Parameter 画面にて行います。 
この画面を表示させるには， Tx Tester (MS860x)/ Signal Analysis (MS268x)を
押します。 
以下に，Setup Common Parameter 画面を示します。 
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 信号入力コネクタを設定する（Terminal） 
 

 
測定する DUT（Device Under Test）からの信号を入力するコネクタを選択します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Terminal の項目にカーソルを

移動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Terminal の項目の［ ］内に設定した Terminal が表示されま

す。 
以下の設定が選択できます。 

・ RF：RF 入力コネクタが選択されます。 
MS8608A の場合，High Power 入力または Low Power 入力が選択されます。

High Power 入力，Low Power 入力の切り替えは以下のように行います。 
High Power 入力に設定： Hi Power を押す。 
Low Power 入力に設定： Shift を押し Hi Power を押す。 

・ IQ-DC：IQ 入力コネクタが選択されます。 
IQ 入力コネクタのうち Unbalance の表記でグループ分けされているコネクタを

使用します。 
この場合，内部回路との結合は DC 結合になります。 

・ IQ-AC：IQ 入力コネクタが選択されます。 
IQ 入力コネクタのうち Unbalance の表記でグループ分けされているコネクタを

使用します。 
この場合，内部回路との結合は AC 結合になります。 

・ IQ-Balance：IQ 入力コネクタが選択されます。 
I と

－I ，Q と
－Q を使用して差動信号を入力します。 

 
IQ 入力が選択された場合は，右側に Impedance の項目が表示され入力インピー

ダンスとして 50 Ωまたは 1 MΩが選択できます。DUT の出力インピーダンスに応

じて選択してください。 

本体が MS268x の場合，IQ-DC，IQ-AC，IQ-Balance 入力は，本体オプション 17，

18 搭載時のみ有効です。 
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 Spectrum反転を設定する(Spectrum) 
 

入力位相の反転を行うか否かを選択します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Spectrum の項目にカーソルを

移動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで選択したい項目にカーソルを移

動します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Spectrum の項目の［ ］内に設定した Spectrum が表示されま

す。 
以下の設定が選択できます。 

・ Normal ： 入力位相の反転は行わずに測定します。 
・ Reverse ： 入力位相の反転を行って測定します。 
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 RF入力レベルを設定する（Reference Level） 
 

測定する DUT からの RF 信号の入力レベルを設定します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Reference Level の項目にカー

ソルを移動します。 

2. Set を押すか，または入力したい数値をテンキーで押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブまたはテンキーで数値を入力します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Reference Level の項目の［ ］内に設定したレベルが表示さ

れます。 
 
IQ 入力コネクタが選択されている場合は，この項目は表示されません。 
この設定は，測定画面にある Adjust Range 機能を使用することにより最適値に変

更されます。 

 

 レベル補正係数を設定する（Level Offset） 
 

ユーザ設定のレベル補正係数を設定します。 

1. Entryの ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Offsetの項目にカーソルを移動

します。 

2. Set を押すか，または入力したい数値をテンキーで押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブまたはテンキーで数値を入力します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Offset の項目の［ ］内に設定したレベル補正係数が表示さ

れます。 

RF レベルの測定結果は，以下の式で算出された値を表示します。 

測定結果の表示値 = 測定値 + Offset 

例： 

20 dB の増幅器を DUT と本器の間に挿入した場合で，DUT の出力端で

の測定値を求めたいときの補正係数の設定は －20 dB になります。  
10 dB の減衰器を DUT と本器の間に挿入した場合で，DUT の出力端で

の測定値を求めたいときの補正係数の設定は +10 dB になります。 

IQ 入力コネクタが選択されている場合は，この項目は表示されません。 
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 チャネル，周波数を設定する（Channel & Frequency） 
 

測定する DUT からの信号の周波数を設定します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Channel または Frequency の項

目にカーソルを移動します。 

2. Set を押すか，または入力したい数値をテンキーで押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブまたはテンキーで数値を入力します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，指定した項目の［ ］内に設定した値が表示されます。 
Channel Spacing の項目には Channel の周波数間隔を設定します。設定方法は

周波数の設定と同じです。 
 
チャネルを変化させると，周波数間隔に応じて周波数も変化します。しかし周波

数を変化させてもチャネルは変化しません。したがって，チャネルと周波数の関

連付けを行う場合は，チャネルを設定してから周波数を設定してください。 

IQ 入力コネクタが選択されている場合は，この項目は表示されません。 
 

 測定対象信号を設定する（Measuring Object） 
 

測定の対象となる信号を設定します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Measuring Object の項目に

カーソルを移動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Measuring Object の項目の［ ］内に設定した測定対象信号

が表示されます。 
以下の設定が選択できます。 

・ Up Link：移動機が送信する拡散信号を対象とします。コード多重された信号

も測定できます。 
・ UP Link（RACH）：UP Link のランダムアクセスチャネル(RACH) を対象としま

す。コード多重された信号も測定できます。ただし，送信電力測定のRACH測

定にのみ対応しています。 
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・ Down Link：基地局が送信する拡散信号を対象とします。コード多重された信

号も測定できます。 

・ Down Link（Compress）：Down Link における Compressed mode 信号を対

象とします。コード多重された信号も測定できます。ただし，Modulation 

Analysis では Trace Format：Code vs Time 以外対応していません。 

・ QPSK：3.84 Mbps の QPSK 変調信号を対象とします。コード多重された信号

は測定できません。 
 

 フィルタを設定する（Filter） 
 

測定する DUT からの信号を RRC（Root Raised Cosine）フィルタに通すか否かを

設定します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Filter の項目にカーソルを移動

します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Filter の項目の［ ］内に設定した状態が表示されます。 
ただし，この設定は変調解析・コードドメイン解析・復調データ出力に対してのみ

有効です。 
以下の設定が選択できます。 

・ Filtering：RRC フィルタを通過後の信号を解析します。通常の RF 信号を解析

する場合はこの設定を選択します。 
・ No Filter：フィルタ処理をせずに信号を解析します。被測定信号が RRC フィ

ルタ通過後の信号の場合はこの設定を選択します。 
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 同期モードを設定する（Synchronization） 
 

測定する DUT からの拡散信号の検出・逆拡散を行うための基準となる拡散コー

ド（Scrambling Code，Channelization Code）などの設定を行います。 
この項目は，測定対象信号（Measuring Object）の選択や本項目の選択の状態

により設定パラメータが変わります。 
ここでは，各状態における設定パラメータとその選択肢について述べます。 
また，測定対象信号（Measuring Object）が QPSK の場合は，この項目は表示さ

れません。 

測定対象信号が Up Link の場合 

 Synchronization
   Scrambling Code Sync. & Number : [Long ] = [000000]
   Spreading Factor : [DPCCH] = (256)
   Channelization Codes Number : (  0)
   Spreading Factor for DPDCH : [ 64]
   Slot Format for DPCCH : [0]

 

・ Scrambling Code Sync. & Number の項目は，被測定信号の拡散に使用され

ている Scrambling Code の設定を行います。Up Link の Scrambling Code には

Long Code と Short Code があるため，設定パラメータの左側の項目で Long か

Short を選択します。設定パラメータの右側の項目はコード番号を指定しま

す。 
・ Spreading Factor 以下の項目は，逆拡散の際の基準となる Channelization 

Code に関するパラメータを設定します。このパラメータの設定方法としては

DPCCHモードとSet モードがあり，Spreading Factor の行の左側の項目で設定

します。 
DPCCH モードを選択した場合は Spreading Factor=256，Channelization Code 
Number=0 が設定されます。また，この場合は別途 DPDCH の Spreading 
Factor の設定が必要になります。さらに絶対位相確定の基準として，Slot 
Format for DPCCH に DPCCH のスロットフォーマット番号を設定します

（MX860x01B/MX268x01B の場合のみ）。 

 Synchronization
   Scrambling Code Sync. & Number : [Long ] = [000000]
   Spreading Factor : [Set  ] = [ 64]
   Channelization Codes Number : [  1]

 

Set モードを選択した場合は，Spreading Factor と Channelization Code 
Number を任意に設定できます。 

・ Spreading Factor の選択肢は 4，8，16，32，64，128，256 です。これは

DPDCH 用の場合も同じです。 
また，Channelization Code Number の設定範囲は 0～（Spreading Factor 値－

1）です。 



 
３章 測定 

3-12 

測定対象信号が Down Link の場合 

 Synchronization
   Scrambling Code Sync. & Number : [Set ] = [00000]
   Spreading Factor : [P-CPICH] = (256)
   Channelization Codes Number : (  0)
   Spreading Factor for DPCH : [ 64]

 

・ Scrambling Code Sync. & Number の項目は，被測定信号の拡散に使用され

ている Scrambling Code の設定を行います。Down Link の Scrambling Code
の設定方法には，Code を直接設定する Set モードと，SCH を利用することで

Scrambling Code を検出する Auto モードがあります。ただし，Auto モードで検

出できる Scrambling Code は Primary Scrambling Code だけであり，Secondary 
Scrambling Code には対応していません。 

 Synchronization
   Scrambling Code Sync. & Number : [Auto]  (Using SCH)
   Spreading Factor : [P-CPICH] = (256)
   Channelization Codes Number : (  0)
   Spreading Factor for DPCH : [ 64]

 

・ Spreading Factor 以下の項目は，Up Link と同様逆拡散の際の基準となる

Channelization Code に関するパラメータを設定します。このパラメータの設定

方法としては P-CPICH モードと Set モードがあり，Spreading Factor の行の左

側の項目で設定します。 
P-CPICH モードを選択した場合は Spreading Factor=256，Channelization 
Code Number=0 が設定されます。また，この場合は別途 DPCH の Spreading 
Factor の設定が必要になります。 

 Synchronization
   Scrambling Code Sync. & Number : [Auto]  (Using SCH)
   Spreading Factor : [Set    ] = [ 64]
   Channelization Codes Number : [  1]

 

Set モードを選択した場合は，Spreading Factor と Channelization Code 
Number を任意に設定できます。 

・ Spreading Factor の選択肢は 4，8，16，32，64，128，256，512 です。これは

DPCH 用の場合も同じです。 
また，Channelization Code Number の設定範囲は 0～（Spreading Factor 値－

1）です。 
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 トリガを設定する（Trigger） 
 

トリガモードを設定します。 

トリガモードの設定 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Trigger の項目にカーソルを移

動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Trigger の項目の［ ］内に設定したトリガモードが表示されま

す。 

・ Free Run： 内部のタイミングでバースト検出し測定します。 
・ Wide IF： Wide IF Video トリガで測定を開始します。 
・ External： 背面パネルの Trig/Gate In からのトリガ信号を受けた時点から，最

初に検出したバーストを測定します。 

 
Wide IF，または External を選択した場合はトリガ信号のエッジとディレイの設定

が必要です。Wide IF を選択している場合はトリガレベルの設定も必要です。 

トリガエッジの設定方法 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Trigger Edge の項目にカーソ

ルを移動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Trigger Edge の項目の［ ］内に設定した状態が表示されま

す。 

･ Rise：トリガ信号（パルス信号）の立ち上がりに同期します。 
・ Fall：トリガ信号（パルス信号）の立ち下がりに同期します。 
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トリガディレイの設定方法 
1. Entryの ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Trigger Delayの項目にカーソル

を移動します。 

2. Set を押すか，または入力したい数値をテンキーで押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Trigger Delay の項目の［ ］内に設定したディレイタイムが表

示されます。 

トリガレベルの設定方法 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Trigger Level の項目にカーソル

を移動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 選択用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，Trigger Edge の項目の［ ］内に設定した状態が表示されま

す。 

･ Low：トリガの測定開始レベルを Low に設定します。 
・ Middle：トリガの測定開始レベルを Middle に設定します。 
・ High：トリガの測定開始レベルを High に設定します。 
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 周特補正係数のテーブルを設定する（Correction） 
 

被測定物と送信機テスタをつなぐケーブルの特性や損失など，周波数に依存す

る値を補正したい場合，そのような補正係数を送信機テスタの内部メモリに記憶

しておき，測定値にこの補正係数を加えて表示することができます。 
この機能を使用することにより，必要とする測定値を送信機テスタで直接読み取

ることができるようになります。 

周波数特性補正係数（Correction data）を送信機テスタの内部メモリに記憶する

方法については，別冊の「MS8608A/MS8609A ディジタル移動無線送信機テス

タ取扱説明書 Vol.2 スペクトラムアナライザ機能編」または，「MS268xスペクトラ

ムアナライザ取扱説明書 Vol.2 パネル操作詳細編」を参照してください。 

この補正係数のテーブルは，内部メモリに 5 種類記憶させることができます。 
ここでは，内部に記憶された５種類の補正係数テーブルを選択する方法を説明

します。 

補正係数テーブルの選択方法 
1. Amplitude を押して，Amplitude のファンクショラベルを表示させます。 

2. F4 （Correction）を押すと，補正係数のテーブル選択用のウインドウが開

かれます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい補正係数テーブル

にカーソルを移動します。 

4. Set を押します。 

設定が終了すると，画面右下の Correction の表示部に選択した補正係数テーブ

ルが表示されます。 

 プリアンプを設定する（Pre Ampl.） 
 

本機能は本体オプション MS8608A-08/MS8609A-08/MS2681A-08/MS2683A-08
を搭載している場合に使用可能です。 

設定方法 

1. Amplitude を押して，Amplitude のファンクションラベルを表示させます。 

2. F5 （Pre Ampl.）を押すと，On と Off を交互に切替えます。 

設定が終了すると，画面右下の Pre Ampl の表示部に On または Off が表示され

ます。 
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 変調精度・コードドメインを解析する 
 

Setup Common Parameter 画面で F2 （Modulation Analysis）を押すと変調精

度・コードドメイン解析の測定画面に移行します。 

ここでは，Modulation Analysis 画面（変調精度・コードドメイン解析）で表示される

測定結果，設定パラメータおよび使用上の注意点について説明します。 

 

 測定結果の説明 
 

Modulation Analysis 画面（変調精度・コードドメイン解析）で表示される測定結果

について説明します。測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内のレ

ベル設定を最適化した状態にしてください。レンジ最適化（Adjust Range）につい

ては「測定レンジの最適化」の項目を参照してください。 

変調精度測定の結果 
以下の画面は Measuring Object を Down Link，Scrambling Code を Auto に設定

し，Trace Format に Non を選択した場合の画面です。なお，Trace Format の設定

方法は「波形表示フォーマットを変更する」の項を参照してください。 
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Frequency 
（1） Carrier Frequency 

位相軌跡法により求めた，被測定信号の周波数を MHz 単位で表示しま

す。 

（2） Carrier Frequency Error 
設定周波数に対する，上記 Carrier Frequency の誤差を kHz 単位および

ppm 単位で表示します。 

Waveform Quality 
（1） Waveform Quality Factor 

被測定信号の波形品質係数を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規

格の定義に基づいて求めています。 

Modulation 
（1） RMS EVM 

被 測 定 信 号 の チ ッ プ 判 定 点 に お け る ベ ク ト ル 誤 差 （ Error Vector 
Magnitude，%単位）の実効値を表示します。 

（2） Peak EVM 
被測定信号のチップ判定点におけるベクトル誤差（%単位）の最大値を表

示します。 

（3） Phase Error 
被測定信号のチップ判定点における位相誤差（degree単位）の実効値を表

示します。 

（4） Magnitude Error 
被測定信号のチップ判定点における振幅誤差（%単位）の実効値を表示し

ます。 

（5） Origin Offset 
被測定信号の原点オフセット（キャリアリーク成分）を dB 単位で表示しま

す。 

 
以下の結果は，測定システムに MX860x01B/MX268x01B を使用している場合

のみ表示されます。 
Power 
（1） TX Power , Filtered Power 

被測定信号の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，Transmitter 
Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

（2） SCH(Total) 
被測定信号の SCH レベルを dB 単位で表示します。詳細は「SCH レベルを

測定する」の項を参照してください。 

（3） P-SCH 
被測定信号の Primary SCH レベルを dB 単位で表示します。詳細は「SCH
レベルを測定する」の項を参照してください。 
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（4） S-SCH 
被測定信号の Secondary SCH レベルを dB 単位で表示します。詳細は

「SCH レベルを測定する」の項を参照してください。 

 
Scramble Code Number 
被測定信号の Scramble Code を表示します。 

説明した測定結果は，Analysis Mode で設定されている範囲を解析した値です。

Analysis Mode の設定方法は「解析範囲を設定する」の項を参照してください。 

 



 
３章 測定 

3-19 

コードドメイン測定の結果<MX860x01A/MX268x01A> 
測定対象信号が Up Link の場合 
以下の画面は MX860x01A/MX268x01A において信号（Measuring Object）を

Up Link とし，Trace Format で Code Domain を選択した場合の画面です。 

 

コードドメインパワー波形表示： 
横軸が Channelization Code 番号，縦軸が相対電力で，全送信電力に対す

る各コード成分が持つ相対電力を表しています。グラフの右上の SF は拡

散率（Spreading Factor）を意味し，指定の拡散率で見た場合の測定結果

がグラフで表示されます。一度に表示できる最大コード数が 32 であるため，

SF＞32 の場合，結果は複数ページで表現されます。左上の Page（1/8）は，

現在表示されているグラフが 1/8 ページであることを表しています。 

2 つのグラフのうち，右側のグラフは Q 相成分，左側のグラフは I 相成分の測定結

果であり，拡散率の設定およびマーカ操作とグラフのページ操作は IQ それぞれ

個別に行えます。操作の詳細は「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照し

てください。 

Setup Common Parameter画面のSynchronizationのSpreading FactorをSet
モードとした場合，このSpreading FactorとChannelization Code Numberで設

定されたコードは無条件でI相に割り当てられます。

 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 
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Peak Code Domain Error 
被測定信号の拡散率 256 の各コードにおけるコードドメインエラーの最大

値を示します 

Marker I / Marker Q 
(1) Code Number 

コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの番号を表します。 

(2) Code Domain Power 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの相対電力値を dB
単位で表示します。 

(3) Code Domain Error 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードのコードドメインエ

ラー値を dB 単位で表示します。 

(4) ρ 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの波形品質係数

（ρ）を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規格の定義に基づいて求め

ています。 
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コードドメイン測定の結果<MX860x01A/MX268x01A> 
測定対象信号が Down Link の場合 
以下の画面は MX860x01A/MX268x01A において測定対象信号（Measuring 
Object）を Down Link とし，Trace Format で Code Domain を選択した場合の画面

です。 

 
 

コードドメインパワー波形表示： 
Up Link の場合と同様，横軸が Channelization Code 番号，縦軸が相対電

力で全送信電力に対する各コード成分が持つ相対電力を表しています。

グラフの右上の SF は拡散率（Spreading Factor）を意味し，指定の拡散率で

見た場合の測定結果がグラフで表示されます。一度に表示できる最大コー

ド数が 64 であるため，SF＞64 の場合，結果は複数ページで表現されます。

左上の Page（1/1）は，現在表示されているグラフが 1/1 ページであることを

表しています。 
拡散率の設定およびマーカ操作とグラフのページ操作の詳細は「コードド

メイン結果の表示を変更する」を参照してください。 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

Frequency Error 
位相軌跡法により求めた被測定信号の周波数を，設定周波数に対する誤

差として kHz 単位で表示します。 
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Peak Code Domain Error 
被測定信号の拡散率 512 の各コードにおけるコードドメインエラーの最大

値を表示します。 

 
Marker 
(1) Code Number 

コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの番号を表します。 

(2) Code Domain Power 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの相対電力値を dB
単位で表示します。 

(3) Code Domain Error 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードのコードドメインエ

ラー値を dB 単位で表示します。 

(4) ρ 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの波形品質係数

（ρ）を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規格の定義に基づいて求め

ています。 



 
３章 測定 

3-23 

コードドメイン測定の結果<MX860x01B/MX268x01B> 
測定対象信号が Up Link の場合 
以下の画面は MX860x01B/MX268x01B において測定対象信号（Measuring 
Object）を Up Link とし，Trace Format で Code Domain を選択した場合の画面で

マーカを On にしたものです。 

 

コードドメインパワー波形表示： 
横軸が Channelization Code 番号，縦軸が相対電力で，全送信電力に対す

る各コード成分が持つ相対電力を表しています。グラフの右上の SF は拡

散率（Spreading Factor）を意味し，指定の拡散率で見た場合の測定結果

がグラフで表示されます。一度に表示できる最大コード数が 64 であるため，

SF＞64 の場合，結果は複数ページで表現されます。左上の Page（1/4）は，

現在表示されているグラフが 1/4 ページであることを表しています。 

2 つのグラフのうち，上側のグラフは I 相成分，下側のグラフは Q 相成分の測定結

果であり，拡散率の設定およびマーカ操作とグラフのページ操作は IQ それぞれ

個別に行えます。操作の詳細は「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照し

てください。 

Setup Common Parameter画面のSynchronizationのSpreading FactorをSet
モードとした場合，このSpreading FactorとChannelization Code Numberで設

定されたコードは無条件でI相に割り当てられます。
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PCDE 
被測定信号の拡散率 256 の各コードにおけるコードドメインエラーの最大

値（Peak Code Domain Error）を表示します。CH/SF/PHASE はコードドメイ

ンエラーが拡散率 256 の場合で最大となるチャネライゼーションコードと位

相を表示します。 

Marker I / Marker Q 
CH/SF はコードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号のチャネライ

ゼーションコードと拡散率を表示します。 
(1) Pwr(Code Domain Power) 

コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの相対電力値を dB
単位で表示します。 

(2) Err(Code Domain Error) 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードのコードドメインエ

ラー値を dB 単位で表示します。 

(3) ρ 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの波形品質係数（ρ）

を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規格の定義に基づいて求めていま

す。 
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コードドメイン測定の結果<MX860x01B/MX268x01B> 
測定対象信号が Down Link の場合 
以下の画面は MX860x01B/MX268x01B において測定対象信号（Measuring 
Object）を Down Link，Scrambling Code を AUTO とし，Trace Format で Code 
Domain を選択した場合の画面でマーカを On にしたものです。 

 

 

コードドメインパワー波形表示： 
Up Link の場合と同様，横軸が Channelization Code 番号，縦軸が相対電

力で全送信電力に対する各コード成分が持つ相対電力を表しています。

グラフの右上の SF は拡散率（Spreading Factor）を意味し，指定の拡散率で

見た場合の測定結果がグラフで表示されます。一度に表示できる最大コー

ド数が 64 であるため，SF＞64 の場合，結果は複数ページで表現されます。

左上の Page（1/4）は，現在表示されているグラフが 1/4 ページであることを

表しています。 
拡散率の設定およびマーカ操作とグラフのページ操作の詳細は「コードド

メイン結果の表示を変更する」を参照してください。 

SC  
被測定信号の Scramble Code を表示します。 

Flt Pwr，Tx Power 
Flt Pwr： RRC フィルタによりフィルタリングされたパワーを dBm 単位で表

示します。 
Tx Power： 被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示しま

す。 
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Frequency Error 
位相軌跡法により求めた被測定信号の周波数を，設定周波数に対する誤

差として kHz 単位で表示します。 

PCDE 
被測定信号の拡散率 256 の各コードにおけるコードドメインエラーの最大

値（Peak Code Domain Error）を表示します。CH/SF/PHASE はコードドメイ

ンエラーが拡散率 256 の場合で最大となるチャネライゼーションコードを表

示します。 

SCH（total） 
被測定信号の SCH レベルを dB 単位で表示します。詳細は本章「SCH レ

ベルを測定する」を参照してください。 

P-SCH 
被測定信号の Primary SCH レベルを dB 単位で表示します。詳細は本章

「SCH レベルを測定する」を参照してください。 

S-SCH 
被測定信号のSecondary SCHレベルをdB 単位で表示します。詳細は本章

「SCH レベルを測定する」を参照してください。 

 
Marker 
(1) Code Number 

コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの番号を表します。 

(2) Code Domain Power 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの相対電力値を dB
単位で表示します。 

(3) Code Domain Error 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードのコードドメインエ

ラー値を dB 単位で表示します。 

(4) ρ 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示するコードの波形品質係数（ρ）

を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規格の定義に基づいて求めていま

す。 
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 波形表示フォーマットを変更する（Trace Format） 
 

ディスプレイに表示されている波形表示フォーマットの変更方法を説明します。 

表示フォーマットの選択方法 
1. Modulation Analysis 画面で F1 （Trace Format）を押します。 

2. フォーマット選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを

移動します。 

4. Set を押します。 

設定が終了すると，表示波形が変更され右上の Trace の表示部分に選択した

フォーマットが表示されます。フォーマットとして下記が選択できます。 

・ Non：数値結果のみを表示します。 
・ Constellation：コンスタレーションを表示します。 
・ Eye Diagram：アイダイアグラムを表示します。 
・ EVM：EVM vs. チップを表示します。 
・ Phase Error：位相誤差 vs. チップを表示します。 
・ Magnitude Error：振幅誤差 vs. チップを表示します。 
・ Code Domain：コードドメインパワーまたはコードドメインエラーを表示します。 
・ Code vs Time：スロットごとのコードパワーを表示します。測定システムが 

M860x01B/MX268x01B の場合のみ使用できます。 

 

    

コンスタレーション                       アイダイアグラム 
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EVM vs. チップ                               位相誤差 vs. チップ 

   
      コードドメイン                                  Code vs Time 

 

拡散率の最大値を設定する（Max SF） 
 

拡散率の最大値の変更について説明します。 
この機能は，Measuring Object が Down Link の場合のみ設定できます。 

拡散率の最大値の変更方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 
2. F5 （Max SF）を押し，拡散率の最大値を 512 と 256 から選択します。 
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 解析範囲を設定する（Analysis Mode） 
 

波形を解析する範囲を設定します。 

解析開始位置の設定方法 
解析開始位置は，Measuring Object が QPSK 以外の場合，フレームの先頭を基

準にしています。 
1. Modulation Analysis 画面で F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Analysis Start）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析の開始位置を入

力します。 

4. Set を押します。 

解析長の設定方法 
1. Modulation Analysis 画面で F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis Mode

のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Analysis Length）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析長を入力します。 

4. Set を押します。 

どちらの場合も，設定が終了すると再測定が実行されます。値を変更しなかった

場合や Cancel した場合は，再測定は実行されません。 

解析開始位置と解析長は Up Link の場合で 256，Down Link の場合，Max SF で

設定した拡散率の倍数しか設定できません。テンキーで数値を入力した場合は

256 または Max SF で設定した拡散率の倍数を超えた分が切り捨てられて設定さ

れます。 

W-CDMA システムではマルチレート信号を解析する必要があります。その場合，1 シ

ンボルの最大チップ長（最大の拡散率）単位で解析しないと，端数を持つシンボルが正

しく解析できないことになります。

 
SCH を出力している信号の第 1 スロットを解析する場合は，解析開始位置を 256，

解析長を 2304 に設定してください。 

PICH 補正機能の設定方法（DTX Setup） 
1. Modulation Analysis 画面で F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F3 （Code Ch. Setup）を押すと，Code Ch. Setup ファンクションメニューが

開きます。 

3. F1 （DTX Setup）を押すと，On と Off が交互に切り替わります。 
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被測定信号に PICH が含まれる場合，本機能を On にすることで PICH が含まれ

る信号でも正しい測定を行うことができます。本機能を用いる場合は，PICH の

チャネライゼーションコード番号（PICH Channelizatino Code）とタイミングオフセッ

ト（PICH Timing Offset）を設定する必要があります。 

PICH チャネライゼーションコードの設定（PICH Channelization Code） 
1. Modulation Analysis 画面で F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F3 （Code Ch. Setup）を押し，ファンクションラベルを開きます。 

3. F1 （DTX Setup）を押し，On に設定します。 

4. F2 （PICH Channelization Code）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，PICH のチャネライ

ゼーションコード番号を入力します。 

6. Set を押します。 

 

PICH タイミングオフセットの設定（PICH Timing Offset） 
1. Modulation Analysis 画面で F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F3 （Code Ch. Setup）を押し，ファンクションラベルを開きます。 

3. F1 （DTX Setup）を押し，On に設定します。 

4. F3 （PICH Timing Offset）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，PICH のタイミングオフ

セットを入力します。 

6. Set を押します。 

 

 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

平均化処理の設定方法 
1. Modulation Analysis 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage Mode

のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 
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6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 

Average Mode:波形の取り込み方を設定します。 
・ normal:1 回測定ごとに波形を取り込み，平均化処理します。 
・ continuous:最大 150 slot まで連続で波形を取り込み，平均化処理します。 

Peak Hold：Peak Code Domain Error の算出方法を選択します。 
・ On：peak 値を保持します。 
・ Off：測定ごとの peak 値を平均化し，表示します。 

Continuous Avg.Length:Average Mode が continuous の場合の波形の連続取り込

み数を設定します。 

 

Average Mode, Peak Hold, Continuous Avg.Length は 測 定 シ ス テ ム が

MX860x01B/MX268x01B の場合のみ使用できます。また，ストレージモードは平

均化（Average）に加えて下記のモードが選択できます。 

・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
・ Overwrite：測定ごとに測定結果を更新し平均化は行いませんが，波形 を 上

書きします。ただし，波形表示フォーマットが Non と Code Domain の場合は波

形の上書きは行いません。 
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 コンスタレーションの表示を変更する（Scale Mode） 
 

コンスタレーション波形の表示の変更方法を説明します。 

波形の補間表示の設定 
1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode のファ

ンクションラベルを表示させます。 

2. さらに， F1 （Interpolation）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，

補間の状態が選択できます。 

・ F1 （Non）：チップ点を点で表示します。 
・ F2 （Linear）：チップ点の間を直線で表示します。 
・ F3 （10 points）：チップ点間を9点で補間（10 倍で補間）し，その間を直線で

表示します。 
・ F4 （Linear & Symbol Position）：チップ点を点で表示し，かつチップ点の間

を直線で表示します。 
・ F5 （10 points & Symbol Position）：チップ点を点で表示し，かつチップ点間

を 10 倍で直線補間します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 

   

Linear 表示                              10 points 表示 
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エラースケールの表示の設定 
1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode のファ

ンクションラベルを表示させます。 
2. さらに， F2 （Error Scale）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，

エラースケールが選択できます。 
・ F1 （5%）：エラー5%の円を描きます。 
・ F2 （10%）：エラー10%の円を描きます。 
・ F3 （20%）：エラー20%の円を描きます。 
・ F4 （OFF）：エラーの円を消します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
位相オフセットの設定 
1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode のファ

ンクションラベルを表示させます。 

2. さらに， F3 （Phase Offset）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，

位相オフセットが選択できます。 

・ F1 （0 o）：波形は回転させません。 
・ F2 （45 o）：波形を 45 o 回転させて表示します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
位相オフセットの設定は波形表示フォーマットの Constellation と Eye diagram に

有効となります。 

   

位相オフセット 0 o の場合                    位相オフセット 45 o の場合 

（エラースケール表示：20%）                   （エラースケール表示：20%） 
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 コンスタレーションのスケールを変更する（Square Scale） 
 

コンスタレーションおよびアイダイアグラム波形のスケールを変更します。コード多

重された信号のコンスタレーション，アイダイアグラムを表示する場合は，信号の

多 重 度 合 い に よ り ス ケ ー ル を 選 択 し て く だ さ い 。 な お ， 本 機 能 は

MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode の

ファンクションラベルを表示させます。 

2. さらに， F4 （Square Scale）を押すと，以下のファンクションラベルが表示さ

れ，スケールが選択できます。 

・ F1 （1）：信号の実効値を 1 にします。 
・ F2 （2）：1/2 に縮小表示します。 
・ F3 （5）：1/5 に縮小表示します。 
・ F4 （10）：1/10 に縮小表示します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
 

 EVM誤差波形のスケールを変更する（Vertical Scale） 
 

波形表示の縦軸スケールを変更します。EVM 誤差，位相誤差，振幅誤差，およ

びコードドメイン波形の縦軸の変更ができます。 

1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode の

ファンクションラベルを表示させます。 

2. さらに， F4 （Vertical Scale）を押すと，以下のファンクションラベルが表示

され，スケールが選択できます。EVM 誤差および振幅誤差波形の場合，

以下のようになります。 

・ F1 （5%）：縦軸スケールの最大値を 5%にします。 
・ F2 （10%）：縦軸スケールの最大値を 10%にします。 
・ F3 （20%）：縦軸スケールの最大値を 20%にします。 
・ F4 （50%）：縦軸スケールの最大値を 50%にします。 
・ F5 （100%）：縦軸スケールの最大値を 100%にします。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
位相誤差の場合，単位が deg.に変わること以外，ファンクションラベルなどは同様

です。 
コードドメイン画面では，上記ファンクションラベルが 20/40/60/80 dB となります。

（MX860x01A/MX268x01A では 40/80 dB のみ選択可能です。） 
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 EVMの算出方法を設定する(Exclude EVM Origin Offset) 
 

EVM 計算時に Origin Offset を除外するかどうかを設定します。初期値は 3GPP 
TS 34.121 5.13.1 EVM に準拠した Origin Offset を除外しない設定になっていま

す。 
なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

On に設定した場合，EVM の測定結果は原点オフセットを除外した値となります。

Off に設定した場合，EVM の測定結果は原点オフセットを除外しない値となりま

す。 

EVM 算出方法の設定 
1. Modulation Analysis 画面で （More）を押して，ファンクションラベルの 4

ページ目を表示させます。 

2. F1  (Exclude EVM Origin Ofst.)を押すと，OnとOffが交互に切り替わりま

す。 

 

 アクティブチャネルのしきい値を設定する（Threshold） 
 

アクティブチャネルを認識するためのしきい値を設定します。 
なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

アクティブチャネルの判定方法 
1. Modulation Analysis 画面で F3 （Scale Mode）を押して，Scale Mode の

ファンクションラベルを表示させます。 

2. （More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

3. F1 （Threshold Mode）を押し，Auto と Manual を切り替えます。 

・ Auto：   アクティブチャネルを自動的に判定し, 変調精度，コードドメイン 
解析を行います。 

・ Manual： ユーザの設定したしきい値以上のチャネルをアクティブチャネルと 
して判定し, 変調精度，コードドメイン解析を行います。 
 

しきい値の設定方法 
1. F2 （Threshold）を押し，Auto と Manual を切り替えます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，しきい値を入力します。 

3. Set を押します。 

設定されたしきい値はコードドメインパワー画面のグラフの縦軸にマーカ表示さ

れます。 
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 コードドメイン結果の表示を変更する 
 

コードドメイン結果の表示の変更方法を説明します。 
波形表示フォーマットに Code Domain が選択されているとして説明します。波形

表示フォーマットの設定方法は「波形表示フォーマットを変更する」の項を参照し

てください。 
測定対象信号が Up Link の場合，I 相と Q 相の 2 つのグラフが表示されます。以

下に示す項目は I 相と Q 相に別々の設定が可能であるため，まず設定が有効に

なるグラフの切り替え方法を説明します。 

アクティブなグラフの切替え方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ目または 3 ページ

目を表示させます。 

2. F1 （Operation Phase）を押すと，アクティブなグラフとして I 相と Q 相を交

互に切り替えます。 

表示拡散率の切替え方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 

2. F4 （Spreading Factor）を押すと，選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，Spreading Factor を選択します。 

設定が終了すると，グラフ右上の SF に設定した拡散率が表示されます。 

グラフのページ切替え方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示しま

す。 

2. F2 （Previous Page）または F3 （Next Page）を押すとグラフのページ

が変更されます。 

・ Previous Page：コード番号の小さい方へページが戻ります。1 ページ目でキー

が押された場合は最終ページが表示されます。 
・ Next Page：コード番号の大きい方へページが進みます。最終ページでキーが

押された場合は 1 ページ目が表示されます。 
 
表示中のページ番号はグラフ左上に分数形式で表示されます。 
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 Timing Offset測定について 
 

外部トリガによるトリガ時刻からフレームの先頭との時間差を測定する Timing 
Offset 測定について説明します。 
なお，外部トリガを使用しますので，背面パネルの Ext Trigger コネクタに外部トリ

ガを入力し，Setup Common Parameter 画面の Trigger を External に設定してくだ

さい。 
この機能を利用して，送信ダイバーシチでの経路間の時間差を求めることができ

ます。 

測定結果の説明 
Timing Offset 測定時は Modulation Analysis 画面に Timing Offset が結果として

追加されます。µs，chip の測定結果はそれぞれ，時間，chip rate（3.84 MHz）単

位での結果です。 
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Trigger Delay との関係 
 

t

External Triggered time
Analysis Start time

Frame Start Time

Trigger Delay Timing Offset

 

図のように外部トリガによるトリガ時刻を基準に Trigger Delay を加味した時刻から

解析を行い（Analysis Start Time），同期処理によりスクランブルコードの先頭，つ

まりフレームの先頭時刻（Frame Start Time）を求めます。つまり，Timing Offset は

Frame Start Time と Analysis Start Time との差を求めます。 
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 拡散率自動検出機能について（Auto Rate Detection） 
 

拡散率自動検出機能（Auto Rate Detection）について説明します。 
本機能を使用することにより，マルチレートで多重されている信号のコードドメイン

パワー測定がより直感的に理解できるようになることはもちろん，マルチレート信

号の変調解析が正確に行えるようになります。 

変調精度は被測定信号より作成した理想信号と被測定信号とを比較するこ

とで求められます。この理想信号は，被測定信号を逆拡散し復調することに

より求めます。したがって，マルチレートで多重された信号の理想信号を求め

るためには，多重されている各々信号のレートを正しく求め，その後で各々

のレートで逆拡散し復調する必要があります。拡散率自動検出機能を使用

すれば，多重されている各々信号のレートが求まることになり，正しい変調精

度が行えるようになります。

 

本機能を使用する場合でも Setup Common Parameter 画面の Synchronization の

設定は必要です。 

拡散率自動検出機能の実行 
1. Modulation Analysis 画面で （More）を押し，ファンクションラベルの 2

ページ目を表示させます。 

2. F2 （Auto Rate detection）を押すと，On と Off が交互に切り替わります。 
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拡散率自動検出機能の実行時の測定結果 
コードドメインパワー波形表示： 

横軸は拡散率 256 の Channelization Code 番号，縦軸が相対電力で，全送

信電力に対する各コード成分が持つ相対電力を表しています。信号が存

在しないと判定される部分については拡散率 256 のコード番号で表現され，

信号が存在する場合はその拡散率に応じた幅で表現されます。つまり，拡

散率 16 の信号は拡散率 32 の信号の 2 倍の幅で表されます。 
2 つのグラフのうち，右側のグラフは Q 相成分，左側のグラフは I 相成分の

測定結果であり，拡散率の設定およびマーカ操作とグラフのページ操作は

IQ それぞれ個別に行えます。操作の詳細は「コードドメイン結果の表示を

変更する」を参照してください。 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。 

Peak Code Domain Error 
被測定信号の拡散率 256 の各コードにおけるコードドメインエラーの最大

値を表示します(MX860x01B/MX268x01B の場合PCDEと表示されます)。 

Marker I / Marker Q 
Marker の右にある番号はマーカ番号であり，グラフに表現されているコー

ド成分を左から順に番号付けしたものです。リモート操作時はこの番号を基

にマーカデータを指定しますが，手動操作時にはあまり意味はありません。 

(1) Signal 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号が，On 状態か Off 状

態かを表します。 

(2) SF 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号の拡散率（Spreading 
Factor）を表します。 

(3) Code Number 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号のコード番号を表しま

す。 

(4) Code Domain Power 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号の相対電力値を dB
単位で表示します。 

(5) Code Domain Error 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号のコードドメインエ

ラー値を dB 単位で表示します。 

(6) ρ 
コードドメインパワー波形上でマーカが指示する信号の波形品質係数（ρ）

を表示します。この値は IS-95（cdmaOne）規格の定義に基づいて求めてい

ます。 
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 コードドメインエラーを測定する 
 

コードドメインエラーの測定結果を表示します。 

表示方法 
1. 波形表示フォーマットの Code Domain を表示します。なお，波形表示

フォーマットの設定方法は「波形表示フォーマットを変更する」の項を参照

してください。 

2. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

3. F5 （Code Domain）を押すと，コードドメインパワー波形とコードドメインエ

ラー波形を交互に切り替えます。 

コードドメインエラーの定義については，「変調精度，コードドメインエラーの定

義」の項を参照してください。 
 

 マーカを表示させる 
 

波形表示フォーマットが Non 以外に設定されている場合は，波形上にマーカを

表示することができます。 

表示方法 
1. Marker を押して，Marker のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

Normal に設定すると波形上にひし形（◆）のマーカが表示されます。 
コードドメイン波形の場合は，マーカで指示されるコードの色が変わります。 
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SCHレベルを測定する 
 

Down Link 信号の SCH レベルを測定について説明します。測定結果を表示する

には，Setup Common Parameter で Synchronization の項の Scrambling Code Sync. 
& Number を Auto に設定してください。Trace Format を Non または Code Domain
に選択すると SCH レベルが表示されます。以下の画面は Code Domain を選択し

た場合です。 

SCHレベルは，他のコードチャネルのレベルを推定することにより算出しています

ので，信号の多重度合い等で値がふらつく可能性があります。もちろん SCH と

P-CCPCH のみの信号の場合は，値はふらつきません。 
なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 
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 スロットごとのコードパワーを測定する 
 

スロットごとのコードパワーを測定する方法について説明します。本機能は，設定

した特定のコードチャネルのコードパワーを連続したスロット範囲にわたりスロット

単位で求める機能です。この機能を用いることによりコードチャネルのパワーコン

トロール，ダウンリンク信号のコンプレストモード（Spreading Factor Reduction）など

のチェックに有効です。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

以下，波形表示フォーマットに Code vs Time が選択されているものとして説明し

ます。波形表示フォーマットの設定方法は「波形表示フォーマットを変更する」の

項を参照してください。 

Code vs Time の測定結果 

 

Code vs Time 波形（表示波形の上側のグラフ） 
設定した特定のコードチャネルのパワーをスロット単位で表示します。 

Slot Number 
マーカ位置のスロット番号を表示します。 

SC 
被測定信号の Scramble Code を表示します。また，Measuring Object が

Downlink の場合では frame ごとに Scrambling Code が変更されているか判

定した結果を表示します。ただし，Measuring Object が Uplink または

Downlink(Compress)の場合は表示しません。 
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Flt Pwr/Tx Pwr 
マーカ位置でのスロットのトータルパワーを表示します。トータルパワーの

測定に用いるフィルタの選択は Filter Type で選択してください。 

Freq Err 
マーカ位置でのスロットのキャリア周波数誤差を表示します。 

NF Mkr（Marker） 
マーカ位置でのスロットの設定したチャネルコードのコードパワーを絶対値，

および相対値表示します。絶対値の基準は各スロットでのトータルパワーで

す。CH は設定したチャネライゼーションコードを SF は設定した拡散率を表

示します。チャネルコードの設定はを参照してください。Measuring Object
が Down Link(Compress)の場合は NF Mkr と表示し，それ以外は Marker
と表示します。 

CF Mkr 
NF Mkｒと同じ機能です。Measuring Object が Down Link(Compress)の場

合のみ表示されます。この場合，NF Mkr を Normal Frame 用のコードチャ

ネルに割り当て，CF Mkr を Compressed Frame 用のコードチャネルに割り

当てるとチェックが容易になります。 

Code Domain 波形（表示波形の下側のグラフ） 
設定したスロット位置でのコードドメイン波形を表示します。表示内容は

Trace Format が Code Domain の場合と同じです。 
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 Code vs Time波形の設定をする 
 

Code vs Time 波形の測定に必要な設定について説明します。以下，Modulation 
Analysis 画面で （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示さ

せ， F4 （Code vs Time Setup）を押し，Code vs Time Setup のキーが展開されて

いるものとして説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

拡散率の設定方法 
1. F3 （Spreading Factor）を押すと，設定用ウインドウが開きます 

2. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで Spreading Factor を選択します。 

3. Set を押します。 

Code vs Time 表示するチャネルコードの拡散率を設定します。Measuring Object
が Down Link(Compress)，または Up Link の場合，「設定チャネルの選択」で選

択されたコードチャネルの拡散率を設定します。 

チャネライゼーションコードの選択方法 
1. F4 （Channelization Code）を押すと，設定用ウインドウが開きます 

2. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，Channelization Code を入力しま

す。 

3. Set を押します。 

Code vs Time 表示するチャネルコードのチャネライゼーションコードを設定します。

Measuring Object が Down Link(Compress) ，または Up Link の場合，「設定チャ

ネルの選択」で選択されたコードチャネルのチャネライゼーションコードを設定し

ます。 

設定コードチャネルの選択方法 
1. F2 （Setup Channel）を押し，設定チャネルを切り替えます。Measuring 

Object が Down Link(Compress)の場合は NF と CF で切り替わり，Up Link
の場合は I と Q で切り替わります。 

NF に設定すると NF Marker のチャネライゼーションコード，拡散率の設定を行う

モードになります。CF に設定すると CF Marker のチャネライゼーションコード，拡

散率の設定を行うモードになります。Up Link の I と Q も同じです。 

解析スロット数の設定方法 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Slot Length）を押すと，選択ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析スロット数を入

力します。 

Code vs Time 波形の解析スロット（波形の横軸）を設定します。 
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Code vs Time 波形の縦軸の設定方法 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F2 （Vertical Scale）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，ス

ケールが選択できます。 

・ F1 （20 dB）：縦軸スケールの最大値を 20 dB にします。 
・ F2 （40 dB）：縦軸スケールの最大値を 40 dB にします。 
・ F3 （60 dB）：縦軸スケールの最大値を 60 dB にします。 
・ F4 （80 dB）：縦軸スケールの最大値を 80 dB にします。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 

以下の設定項目は Measuring Object に Down Link(Compress)が設定されている

場合のみ設定可能でダウンリンクのコンプレストモードに使用します。 

コンプレストフレーム用マーカモードの設定方法 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 1 ページ目を表示させます。 

2. F1 （CF Marker Mode）を押し，Auto と Manual を切り替えます。 

Auto に設定すると NF Marker のチャネライゼーションコード，拡散率の設定値を

もとに CF Marker のチャネライゼーションコード，拡散率を自動で設定します。自

動設定法は 3GPP 規格（3G TS 25.213 V4.1.0）をもとにしています。 

コンプレストフレーム用のスクランブルコードの選択方法 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 1 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Compressed Frame SC）を押すと，設定用ウインドウが開きます 

3. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，コンプレストフレーム用のスクラン

ブルコードを選択します。 

4. Set を押します。 

Code vs Time 表示するコンプレストフレーム用のチャネルコードのスクランブル

コードを設定します。コンプレストフレームマーカの設定により下記の選択肢にな

ります。 

コンプレストフレームマーカが Auto の場合。 
・ Ordinary：コード同期に用いたスクランブルコードを使用します。 
・ Alternative：Ordinary のスクランブルコード番号に 8192 または 16384 のオフ

セットされたものを使用します。オフセット値は設定されているコードチャネル

の拡散率とチャネライゼーションコードをもとに設定します。 

コンプレストフレームマーカが Manual の場合。 
・ Ordinary：コード同期に用いたスクランブルコードを使用します。 
・ Left Alternative：Ordinary のスクランブルコード番号に 8192 オフセットされたも

のを使用します。 
・ Right Alternative：Ordinary のスクランブルコード番号に 16384 のオフセットさ

れたものを使用します。 
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 Code vs Time測定のその他の機能 
 

Code vs Time 波形の測定においてその他の便利な機能について説明します。以

下，Modulation Analysis 画面で Trace Format に Code vs Time が設定されている

ものとして説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

Code vs Time データのアベレージ出力（Result Type） 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 

2. F2 （Result Type）を押し，Nomal と Average を切り替えます。 

Nomal に設定するとマーカ位置での測定結果を表示します。Average にすると解

折スロット間のアベレージ結果を表示します。 

波形取り込み On/Off の設定（Refresh Wave Memory） 
1. F4 （Refresh Wave Memory）を押し，On と Off を切り替えます。 

On に設定すると測定毎に波形データ（信号）を取り込みます。Off にすると波形

データの取り込みを行わないで解析を行います。よって，同じ波形データに対し

て異なるコードチャネルの Code vs Time 波形を測定することができます。 
本機能は Storage Mode が Average の時は設定できません。 

表示波形を変更する（Trace View） 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Trace View）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，波形

表示フォーマットが選択できます。 

・ F1 （Code Domain & Code vs Time）：Code Domian と Code vs Time の両方

を表示します。 
・ F2 （Code vs Time）：Code vs Time のみ表示します。 
・ F3 （Code Domain）：Code Domain のみ表示します。 
・ F4 （Zoom）：Code vs Time のみ表示している場合，本機能が有効になります。

Zoom In を選択するとゾーンマーカで選択されているエリアを拡大表示します。 
・ F5 （Unit）：Zoom In が選択されている場合，数値データ表示を相対値・絶

対値で切り替えます。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 

Code Domain の設定（Code Domain Setup） 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Code Domain Setup）を押すと，以下のファンクションラベルが表示さ

れ，Code Domain 波形に関する設定ができます。 

・ F1 （Scramble Code）：Code Domain 解析に用いるスクランブルコードを設定

します。Down Link のコンプレストモードの場合，特定のコードチャネルのみ

異なるスクランブルコードが使用されます。その場合，本パラメータの Ordinary 
SC（同期に用いたスクランブルコードと同じ），Left Alt SC（同期に用いたスク

ランブルコード番号+8192），Right Alt SC（同期に用いたスクランブルコード番

号+16384）から選択してください。 
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・ F2 （Auto Rate Detection）：「拡散率自動検出機能について」を参照してください。 
・ F3 （Max SF）：「拡散率の最大値を設定する」を参照してください。 
・ F4 （Vertical Scale）：「波形表示のスケールを変更する」を参照してください。 
・ F5 （Code Domain）：「コードドメインエラーを測定する」を参照してください。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

・ F1 （Operation Phase）：「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照してく

ださい。 
・ F2 （Spreading Factor）：「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照して

ください。 
・ F3 （Previous Page）：「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照してください。 
・ F4 （Next Page）：「コードドメイン結果の表示を変更する」を参照してください。 
・ F5 （Threshold）：「アクティブチャネルのしきい値を変更する」を参照してくださ

い。 

マーカ操作対象トレースを変更する（Operation Trace） 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F3 （Operation Trace）を押し，Code vs Time と Code Domain を交互に切り

替え操作対象トレースを選択します。 

ズームマーカを使用する（Marker Type） 
1. Marker を押して，Marker のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Marker Type）を押し，Normal と Zoom を交互に切り替えます。 

ズームマーカは Trace View で Code vs Time が選択され，Zoom Out の場合に使

用できます。Zoom In することによりズームマーカで選択した範囲を拡大表示でき

ます。 

   

Zoom Out の場合                            Zoom In の場合 
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 変調精度，コードドメインエラーの定義 
 

変調精度の定義およびコードドメインエラーの定義について説明します。 

変調精度とは 
ディジタル変調された被測定信号が，理想信号に対してどのくらいの誤差を持つ

のかを表します。測定項目としては，EVM，振幅誤差，位相誤差，原点オフセット

などがあり，以下のように定義されます。 

理想信号：R

被測定信号：Z

誤差ベクトル：VΔθ

（1.0，0.0）

（1.1，0.05）

 

上記の図を用いて簡単に説明します。 

理想信号を R （1.0, 0.0），被測定信号を Z （1.1, 0.05）とした場合，EVM，振幅

誤差，位相誤差，原点オフセットは以下の計算式で表されます。 

EVM： 

V
Z R
R

=
− ( ) ( )

( ) ( )
%2.11112.0

0.00.1

0.005.00.11.1
22

22

==
+

−+−
=  

 
振幅誤差： 

( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( )

M
Z R
R

=
−

=
+ − +

+
= =

11 0 05 10 0 0

10 0 0
0101 101%

2 2 2 2

2 2

. . . .

. .
. .  

 
位相誤差： 

( ) ( )∆θ θ θ= − = − =− −
i tan . / . tan . / . . deg1 10 05 11 0 0 10 2 60  

 
これらの結果は 1 ポイントに対しての値であり，rms 値は全ポイントの値の二乗和

の平均をルートすることで求まります。 

原点オフセットはキャリアリーク成分を表し，振幅を dB 単位で表示しています。 
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波形品質係数（ρ）およびコードドメインパワーとは 
波形品質係数は理想信号と被測定信号の波形の相関量を表しており，この波形

品質係数を直交するすべてのコードに対して求め，横軸：コード，縦軸：電力比

で表現したものをコードドメインパワーと呼びます。本器では，この値は IS-95 規

格（ARIB T53 規格，cdmaOne）の定義に基づいて求めています。ただし，

W-CDMA 方式では拡散率が 4～512 まで可変できるので Setup Common 
Parameter 画面に設定された拡散率で計算しています。定義式は以下のようにな

ります。 

ρ i

jk ijk
kj

ijk jk
kjk

Z R

R Z
=

∑∑

∑∑∑

2

2 2  

ここで，Zjk は被測定信号の j シンボルの k チップ目のデータです。Rijk は理想信

号でコード番号 i に対する j シンボルの k チップ目のデータです。 

具体的に 4 チップで拡散した場合の例で説明します。この場合，W-CDMA の

Channelization Code は下記のようになります。 

コード番号 0：－1, －1, －1, －1 
コード番号 1：－1, －1,   1,   1 
コード番号 2：－1,   1, －1,   1 
コード番号 3：－1,   1,   1, －1 

被測定信号がコード番号 1 で拡散された信号のみである場合，理想的な信号は 

－1 －1  1  1 となります。この信号がノイズなどの影響により －1.05 －0.99 0.9 
1.1 になった場合，この信号をコード番号 1 で逆拡散すると， 

分子は 

{ }( . ) ( ) ( . ) ( ) ( . ) ( . ) . .− × − + − × − + × + × = =105 1 0 99 1 0 9 1 11 1 4 04 16 32162 2  
分母は 

{ } { }( ) ( ) ( . ) ( . ) ( . ) ( . ) .− + − + + × − + − + + =1 1 1 1 105 0 99 0 9 11 16 41042 2 2 2 2 2 2 2

 
となり，波形品質係数が 0.9946 と求まります。 

コードドメインエラーとは 
各チップでの誤差ベクトルの各コード成分を求め，全チップに対して rms 値とした

ものをコード EVM と呼びます。コードドメインエラーとは，このコード EVM の二乗

と全電力との比を dB 単位で表現したものです。そして，最大の拡散率で求めた

コードドメインエラー値のうちで最大のものピークコードドメインエラーと定義しま

す。 
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 測定レンジの最適化（Adjust Range） 
 

測定を実行する前には，Adjust Range（測定レンジの最適化）を実施することをお

すすめします。ただし，同程度のレベルを入力している間は，この最適化を何度

も実施する必要はありません。 

測定レンジの最適化を実行すると，内部の解析用 AD 変換器を最良の状態で使

用できるように，自動的に内部のレベルダイヤを変更します。つまり，AD 変換器

でのダイナミックレンジ（S/N）が最大になるように内部回路を調整します。また，同

時にパワーメータのレンジも調整します。 
被測定信号のレベルに合わせて内部のレベルダイヤを変更するため，測定レン

ジの最適化の実行の際は被測定信号を入力している必要があります。また，大き

く変動している信号の場合は，Adjust Range 機能が正常に動作しないことも考え

られます。 
Adjust Range 実行時のレベル測定時間は Measuring Object の設定値に従って

以下のようになっています。 
� Up Link, Down Link, Down Link (Compressed), QPSK :  20ms 
� Up Link (RACH) :                             100ms 

Adjust Range を実行する際は, 信号の周期がレベル測定時間以下となるように

注意してください。 
Transmitter Power 画面では，TPC（送信電力制御）測定用に，最適化する際のレ

ベルに 10 dB オフセットを付ける機能(Adjust Range Offset)があります。TPC 測定

の場合は，この 10 dB のオフセットを設定してください。 

なお，IQ 入力時はこの測定レンジの最適化は実行できません。 
 

 パワー校正機能（Power Calibration） 
 

本体が MS860x の場合，レベル測定を高精度で行えるよう内蔵のパワーメータを

用いた Power Calibration（パワー校正）機能を備えています。レベル測定時はこ

のパワー校正を実施することをお勧めします。温度的に安定している環境の場合

は，このパワー校正機能を頻繁に実施する必要はありません。ただし，使用して

いる周波数が大きく変わった場合は，再度実施した方が良いでしょう。 

本パワー校正機能とは，被測定信号のテスタモードでの測定値と内蔵パワーメー

タでの測定値とを比較し，テスタモードでの測定値をパワーメータでの測定値で

校正するというものです。したがって，このパワー校正機能は被測定信号が入力

された状態で実施されなければなりません。また，パワー校正に先立って，パ

ワーメータのゼロ点校正を実施しておく必要があります。 

本器のパワーメータの測定範囲は 30 MHz～3 GHz です。範囲外の周波数では，

このパワー校正機能は正常に動作しません。注意してください。また，IQ 入力時

はこの機能は実行できません。 

本体が MS268x の場合，レベル測定時はスペクトラムアナライザモードでレベル
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校正を実施してください。詳細は，別冊「MS268x スペクトラムアナライザ 取扱説

明書 Vol.2（パネル操作詳細編）」を参照してください。 
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パワー校正機能（Multi Carr. Power Calibration） 
 

本機能では，内蔵の校正信号をもとに内部信号経路の補正を行っているので，

内蔵パワーメータを使用しないでレベル測定を行うことができます。 

本機能は，入力信号がマルチキャリアである場合に使用してください。テスタモー

ドの測定帯域とパワーメータの測定帯域に違いがあるため，入力信号がマルチ

キャリアのときにパワーメータを使用したパワー校正を行った場合，校正が正しく

行えない可能性があります。シングルキャリアでは，確度の高い校正を行うために，

パワーメータを使用したパワー校正を行ってください。 

 

本体オプション MS8609A-33 高確度パワー測定が搭載されている場合 

内蔵の校正信号での補正は行わず，出荷時及び校正時に作成される 1848～

1995MHz および 2105～2171MHz の周波数帯域の補正値を用います。 

以下の機能が使用可能となります。 

・ Load Multi Carr. Cal. data :PC カードより補正値を読み込みます。 
・ Write Multi Carr. Cal. data:PC カードへ補正値を書き込みます。 
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 送信電力を測定する 
 

Setup Common Parameter 画面で F3 （Transmitter Power）を押すと送信電力測

定画面に移行します。 
ここでは，Transmitter Power 画面（送信電力測定）で表示される測定結果，設定

パラメータおよび使用上の注意点について説明します。 

 測定結果の説明 
 

Transmitter Power 画面（送信電力測定）で表示される測定結果について説明し

ます。測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内のレベル設定を最適

化した状態にしてください。また本体が MS860x の場合にレベル測定の精度を上

げたい場合は，信号入力状態で F4 （Calibration）→ F1 （Power Calibration）

を押し，内蔵パワーメータを用いた校正を行ってください。本体が MS268x の場

合は，スペクトラムアナライザモードにて，レベル校正を実施してください。詳細は，

別冊「MS268xスペクトラムアナライザ 取扱説明書 Vol.2（パネル操作詳細編）」を

参照してください。レンジ最適化（Adjust Range）については「測定レンジの最適

化」の項目を，パワー校正（Power Calibration）については「パワー校正機能」の

項目を参照してください。 

測定結果 
以下の画面は Measure Method で Filtered Power & Tx Power を選択した場合の

画面です。 
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波形表示 
横 軸 を 時 間 ， 縦 軸 を レ ベ ル と し た レ ベ ル 測 定 波 形 を 表 示 し ま す 。    

F3 （Waveform Display）を押すと，波形表示の On と Off を交互に切り替

えます。 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm と W 単位で表示します。 

Filtered Power 
RRC フィルタ通過後の 1 スロット分の平均電力を dBm と W 単位で表示しま

す。 

結果表示の選択方法 
Transmitter Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，以下のファンクショ

ンラベルを表示させ，結果表示を選択します。 

・ F1 （Filtered Power & Tx Power）：フィルタ通過前および通過後の結果を同

時に表示します。 
・ F2 （Filtered Power）：フィルタ通過後の結果のみを表示します。 
・ F3 （Tx Power）：フィルタ通過前の結果のみを表示します。 
・ F4 （TPC）：送信電力制御測定画面に移行します。詳細は「送信電力制御

機能を測定する」を参照してください。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
必要な表示のみを選択することにより，測定時間を減らすことができます。 
MX860x01B/MX268x01B の場合，ボタン位置が異なります。また， F3 を押す

ことで，ランダムアクセスチャネル(RACH)の測定を行うことができます。 

 

 波形のスムージングを行う 
 

測定波形に対してスムージング処理を行うフィルタについて説明します。 

スムージング処理の設定方法 
1. Transmitter Power 画面で F4 （Smoothing Filter）を押して，スムージング

処理を行うか行わないかの選択をします。 
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 送信電力制御機能を測定する 
 < MX860x01A/MX268x01A > 
 

送信電力制御（TPC: Transmitter Power Control）機能の測定を行います。さらに，

判定用のパラメータを設定することにより，Pass/Fail の自動判定が行えます。 
本機能は MX860x01A/MX268x01A のみ使用できます。 

測定結果の説明 
Transmitter Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，以下のファンクショ

ンラベルを表示させ， F4 （TPC）を選択することにより以下の画面が表示されま

す。 

 

 
波形表示 

横軸をスロット，縦軸をレベルとし，1 スロット目を基準（0 dB）としたときの各

スロットのレベルを表した波形です。 F3 （Waveform Display）を押すと，

波形表示の On と Off を交互に切り替えます。 

Relative 
前スロットとのレベルの変化量を dB 単位で表示します。測定値が許容範囲

内にあるときには Pass と判定され，外れた場合は Fail と判定されます。判定

する/しないの設定および許容範囲の設定については，「Pass/Fail 判定を

行う」の項を参照してください。また，表示波形と本測定値は異なることに注

意してください。 
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Absolute 
スロットのレベル値を dBm 単位で表示します。測定値が許容範囲内にある

ときには Pass と判定され，外れた場合は Fail と判定されます。判定する/し
ないの設定および許容範囲の設定については，「Pass/Fail 判定を行う」の

項を参照してください。本測定値の 1 スロット目を基準として各スロットを相

対値で表現したものが表示波形となります。 

Total Judgement 
Relative および Absolute 各測定値の判定がすべて Pass の場合，Pass とな

ります。各測定値のうち１つでも Fail がある場合は Fail となります。個々の判

定結果を見なくてもこの判定だけで全体の結果がわかります。判定する/し
ないの設定は，「Pass/Fail 判定を行う」の項を参照してください。 

 

 マーカを表示させる 
 

波形表示が On に設定されている場合は，波形上にマーカを表示することができ

ます。 
ただし，TPC 波形表示の場合は，マーカは表示できません。表示させる方法には

以下の 2 種類があります。 

表示方法 1 
1. Marker を押して，Marker のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

表示方法 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F3 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

Normal に設定すると波形上にひし形（◆）のマーカが表示されます。 
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 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

平均化処理の設定方法 
1. Transmitter Power 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage Mode の

ファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entryの ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 

・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 
 
ストレージモードでは下記のモードが選択できます。 

・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
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 Pass/Fail判定を行う（Setup TPC） 
 < MX860x01A/MX268x01A > 
 

送信電力制御（TPC）測定の結果の Pass/Fail 判定を行う場合の設定を説明しま

す。 
本機能は MX860x01A/MX268x01A のみ使用できます。 

画面の説明 
Transmitter Power 画面で （More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ

目を表示させます。そこで， F2 （Setup TPC）を選択すると Setup Transmitter 
Power 画面が表示されます。 

 

 
Rel. Limit 
Slot2～15 の相対レベルの Pass/Fail 判定に使用する，しきい値を設定します。 
Slot2～15 に対してすべて同じ設定となります。 

設定方法 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Rel. Level の項目にカーソルを

移動します。 

2. Set を押すか，または入力したい数値をテンキーで押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

5. Set を押します。 



 
３章 測定 

3-60 

Abs. Limit 
Slot1～15 の絶対レベルの Pass/Fail 判定に使用する，しきい値を設定します。 
Slot1～15 に対して全て同じ設定となります。 

設定方法 
Rel. Limit と同じ。 

Input Level 
Slot1 の絶対レベルを設定します。 

設定方法 
Rel. Limit と同じ。 

TPC Slot 
Slot2～15 の各スロットのレベル変化を Up/Down で設定します。 

設定方法 
1. Entryの ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定したい Slot にカーソルを移

動します。 

2. Set を押すと，選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで Up か Down を選択します。 

4. Set を押します。 

その他の機能 
・ F1 （All Slot TPC）：TPC Slot の設定を全スロット一括で行います。 
・ F3 （Judge）：Pass/Fail 判定を行う（On）か行わない（Off）かの設定を行いま

す。 
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判定例 
Pass/Fail の判定方法を以下に説明します。 
設定値が以下の場合 
Rel. Limit: ±0.50 dB, Abs. Limit: ±0.80 dB, Input Level: 0.00 dBm 

  Slot 1   Slot 2   Slot 3   Slot 4   Slot 5 
          [Up  ]   [Down]   [Down]   [Up  ] 

 測定値：  -0.3 dBm  +1.3 dBm  +0.2 dBm  –0.6dBm  +0.9 dBm 

0 dBm

 
 
上記のような測定値が得られたとします。 
この場合，判定結果は以下のようになります。 

Relative (dB) Absolute (dBm)

下限 上限 測定値 判定 下限 上限 測定値 判定

Slot 1 –0.8 +0.8 –0.3 Pass

Slot 2 +0.5 +1.5 1.6=1.3 dBm–(–0.3 dBm) Fail +0.2 +1.8 +1.3 Pass

Slot 3 –1.5 –0.5 –1.1=0.2 dBm–1.3 dBm Pass –0.8 +0.8 +0.2 Pass

Slot 4 –1.5 –0.5 –0.8=–0.6 dBm–0.2 dBm Pass –1.8 –0.2 –0.6 Pass

Slot 5 +0.5 +1.5 1.5=0.9 dBm–(–0.6 dBm) Pass –0.8 +0.8 +0.9 Fail
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 送信電力制御機能を測定する 
 < MX860x01B/MX268x01B > 
 

送信電力制御（TPC: Transmitter Power Control）機能の測定を行います。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

測定結果の説明 
Transmitter Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，以下のファンクショ

ンラベルを表示させ， F2 （TPC）を選択することにより以下の画面が表示されま

す。 

 

 
波形表示 

波形表示は大きく２つに分類されます。 
画面上部は横軸をスロット，縦軸をレベルとし，1 スロット目を基準（0 dB）と

したときの各スロットのレベルを表した波形です。ここではこの波形を Total 
Waveform と呼びます。 
画面下部は Total Waveform 波形のマーカ位置でのスロットにおける詳細

波形を，横軸を時間，縦軸をレベルとして表示します。ここではこの波形を

Expand Waveform と呼びます。 

Total Waveform の Marker 
Slot はマーカ位置のスロット番号を表示します。 
相対値（dB 単位）は前スロットとのレベルの変化量を表示します。 
絶対値（dBm 単位）はスロットの平均レベル値を表示します。 



 
３章 測定 

3-63 

Expand Waveform の Marker 
Slot は Total Waveform 波形の Marker 位置でのスロット番号を表示し，

Expand Waveform の Marker 位置におけるレベルとそのスロットを基準とし

た時間を表示します。 

 

 送信電力制御機能の設定を行う 
 

送信電力測定に必要な設定について説明します。以下，Transmitter 画面で

Measure Method に TPC が設定されているものとして説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

解析長の設定方法 
1. F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis Mode のファンクションラベルを

表示させます。 

2. F2 （Analysis Length）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析長を入力しま

す。 

4. Set を押します。 

解析長は Expand Waveform のスロットの平均パワーを求める区間の設定に使用

します。 

解析スロット数の設定方法 
1. F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis Mode のファンクションラベルを

表示させます。 

2. F3 （Slot Length）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析スロット数を入

力します。 

4. Set を押します。 

解析スロット数は Total Waveform のスロット数，つまり横軸の設定に使用します。 

グラフ表示方法の変更 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Scale Mode）を押して，Scale Mode のファンクションラベルを表示さ

せます。 

・ F1 （Level）：グラフの縦軸を dB または dBm で表示するか選択します。 
・ F2 （Top Level）：グラフの縦軸の最大値を設定します。Level が Abs.に設定

している場合のみ使用できます。 
・ F3 （Vertical Scale）：縦軸の範囲を 20，40，60，80，100 の中から選択でき

ます。 
Operation Trace で Total Waveform を設定するか，Expand Waveform を設定する

かを選択します。 
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 Pass/Fail判定を行う（Setup TPC） 
 < MX860x01B/MX268x01B > 
 

送信電力制御（TPC）測定の結果の Pass/Fail 判定を行う場合の設定を説明しま

す。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

画面の説明 
Transmitter Power 画面で （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ

目を表示させます。そこで， F2 （Setup TPC）を選択すると Setup Transmitter 
Power 画面が表示されます。 

 

 
Judgement 
Pass/Fail 判定を行う（On）か行わない（Off）かの設定を行います。 

設定方法 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Judgement の項目にカーソルを

移動します。 

2. Set を押すと，選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで選択します。 

4. Set を押します。 
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Step 
Slot1～150 の相対レベルの Pass/Fail 判定に使用する，しきい値の絶対値を設定

します。 

設定方法 
Judgement と同じ。 

Cmnd 
Slot1～150 の相対レベルの Pass/Fail 判定に使用する，しきい値の符号を設定し

ます。 

設定方法 
Judgement と同じ。 

ページ切替え方法 
1. F3 （Previous Page）または F4 （Next Page）を押すとグラフのページ

が変更されます。 

・ Previous Page：ページ番号の小さい方へページが戻ります。1 ページ目で

キーが押された場合は最終ページが表示されます。 
・ Next Page：ページ番号の大きい方へページが進みます。最終ページでキー

が押された場合は 1 ページ目が表示されます。 
 
その他の機能 
・ F1 （All Slot TPC）：TPC Slot の設定を全スロット一括で行います。 
・ F2 （Slot Length）：｢解析スロット数の設定方法｣を参照してください 
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 しきい値の詳細設定を行う（Setup Tolerance） 
 

送信電力制御（TPC）測定の結果の Pass/Fail 判定を行う場合のしきい値の詳細

設定を説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

画面の説明 
Setup TPC 画面で F5 （Setup Tolerance）を選択すると Setup Transmitter Power
画面が表示されます。 

 

 
各 Cmnd の Lower 値および Upper 値を設定します。 

設定方法 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定する項目にカーソルを移

動します。 

2. テンキーで数値を入力します。 

3. Set を押します。 
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 RACHの測定を行う 
 

Up Link のランダムアクセスチャネル（RACH）の測定を行います。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

測定結果の説明 
Transmitter Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，以下のファンクショ

ンラベルを表示させ， F3 （RACH）を選択することにより以下の画面が表示され

ます。 

 

波形表示 
波形表示は大きく２つに分類されます。 
画面上部は横軸を時間，縦軸をレベルとし，プリアンブルやメッセージ部を

チェックするための波形で，最大 100 ms 区間の表示を行うことができます。

ここではこの波形を Total Waveform と呼びます。 
画面下部は Total Waveform 波形のプリアンブルの位置における詳細波形

を，横軸を時間，縦軸をレベルとして表示します。ここではこの波形を

Expand Waveform と呼びます。 

Total Preamble 
Total Waveform 内に表示されている Preamble の総数を表示します。 

Preamble Number 
マーカ位置のプリアンブル番号を表示し，そのプリアンブルの Signature，

On Power，およびプリアンブル前後の Off Power とその平均値を表示しま

す。また On Power と Off Power の比と選択されたプリアンブルとメッセージ

との時間差を表示します。 
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 RACH測定の設定を行う 
 

RACH 測定に必要な設定について説明します。以下，Transmitter 画面で

Measure Method に RACH が設定されているものとして説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

取り込み時間の設定方法（Capture Time） 
1. F4 （Analysis Mode）を押して，Analysis Mode のファンクションラベルを

表示させます。 

2. F3 （Capture Time）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，取り込み時間を入力

します。 

4. Set を押します。 

取り込み時間は Total Waveform の横軸の設定に使用します。 

RACH を捕捉するには，Setup Common Parameter の Trigger 設定に応じて

Capture Time の設定を変更してください。 
・ Free run の場合 

RACH 信号の繰り返し周期の 2 倍以上にしてください。 

・ External，Wide IF の場合 
RACH 信号の繰り返し周期の 1 倍以上にしてください。 

グラフ表示の変更方法は TPC の場合と同じです。 
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 占有周波数帯幅を測定する 
 

Setup Common Parameter 画面で F4 （Occupied Bandwidth）を押すと占有周波

数帯幅測定画面に移行します。 
ここでは，Occupied Bandwidth 画面（占有周波数帯幅測定）で表示される測定結

果，設定パラメータおよび使用上の注意点について説明します。 
 

 測定結果の説明 
 

Occupied Bandwidth 画面（占有周波数帯幅測定）で表示される測定結果につい

て説明します。 
測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内のレベル設定を最適化した

状態にしてください。レンジ最適化（Adjust Range）については「測定レンジの最

適化」の項目を参照してください。 

測定結果 
以下の画面は Measure Method で Spectrum を選択した場合の画面です。 
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波形表示 
横軸を周波数，縦軸をレベルとしたスペクトラム波形を表示します。Method
で Spectrum を選択している場合は，スペクトラムアナライザモードを使用し

て測定を行い波形を表示します。右下にスペクトラムアナライザモードの設

定状態が表示されます。また，Method で FFT を選択している場合は，FFT
演算による波形を表示します。入力信号が IQ 信号の場合は，Method の

Spectrum は選択できなくなり，FFT での測定のみとなります。 

OCC BW（99%） 
99%法で測定した被測定信号の占有周波数帯幅を MHz 単位で表示しま

す。 
99%法とは，被測定信号の（測定された）全パワーのうち 99%のパワーが存

在する周波数幅を求める方法です。実際の求め方は下記の Upper Limit，
Lower Limit を求めた後，以下の式により計算しています。 

        OCC BW = （Upper Limit） – （Lower Limit） 

Upper Limit 
測定された波形の上限から全パワーの 0.5%のパワーとなる周波数を求め，

その周波数と中心周波数（設定周波数）との差を MHz 単位で表示します。 

Lower Limit 
測定された波形の下限から全パワーの 0.5%のパワーとなる周波数を求め，

その周波数と中心周波数（設定周波数）との差を MHz 単位で表示します。 

Center （Upper + Lower）/2 
表記にあるように，上限周波数と下限周波数から中心周波数を求め MHz
単位で表示します。 

結果表示の選択方法 
Occupied Bandwidth 画面で F1 （Measure Method）を押して，以下のファンク

ションラベルを表示させ，結果表示を選択します。 

・ F1 （Spectrum）：スペクトラムアナライザモードを用いて測定を行います。 
・ F2 （FFT）：FFT により演算を行います。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
Spectrum 法に比べ FFT 法の方が測定時間は短くなります。 
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 Spectrum法でのSPAパラメータの設定 
 

Measure Method が Spectrum のとき，SPA 掃引時の以下のパラメータを変更する

ことができます。 

・ ATT，Ref Level Mode Auto/Manual 
Auto： Setup Common Parameter の RF 入力レベル（Reference Level）に応

じて測定器内部でアッテネータとリファレンスレベルを最適に設定し

ます。 
Manual： アッテネータとリファレンスレベルを手動で設定します。 

・ Ref Level 
SPA 掃引時のリファレンスレベルを設定します。 

・ Attenuator 
SPA 掃引時のアッテネータを設定します。 

・ Attenuator Auto/Manual 
Auto： SPA 掃引時のリファレンスレベルに応じてアッテネータを自動で設

定します。 
Manual： SPA 掃引時のアッテネータを手動で設定します。 

・ RBW 
SPA 掃引時の RBW を設定します。 

・ VBW 
SPA 掃引時の VBW を設定します。 

・ VBW Auto/Manual 
SPA 掃引時の VBW を RBW に応じて自動設定（Auto），あるいは手動設定

（Manual）します。 
・ VBW/RBW Ratio 

VBW Auto 時の VBW の設定を本パラメータにより設定します。 
・ Sweep Time 

SPA 掃引時の掃引時間を設定します。 
・ Sweep Time Auto/Manual 

SPA 掃引時の掃引時間の設定を各パラメータに応じて自動設定（Auto），ある

いは手動設定（Manual）します。 
・ Detection 

SPA 掃引時の検波モードを設定します。 
・ Data Points 

SPA 掃引データ数（501/1001）を設定します。 
・ RBW Mode（Opt04 搭載時のみ有効） 

RBW をデジタルフィルタとアナログフィルタのどちらかを設定します。デジタル

フィルタ時には，検波モードに RMS 検波が追加されます。 
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ATT，Ref Level モードの設定 1 
1. Amplitude または Att を押します。 

2. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

3. F1 （SPA ATT，Ref Level）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

ATT，Ref Level モードの設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. F1 （SPA ATT，Ref Level）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Ref Level の設定 1 
1. Amplitude または Att を押します。 

2. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

3. F2 （Ref Level（SPA））を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Ref Level の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. F2 （Ref Level（SPA））を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
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Attenuator の設定 1 
1. Amplitude または Att を押します。 

2. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

3. F3 （Attenuator（SPA））を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Attenuator の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. F3 （Attenuator（SPA））を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Attenuator モードの設定 1 
1. Amplitude または Att を押します。 

2. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

3. F3 （Attenuator）を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Attenuator モードの設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. F4 （Attenuator）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
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RBW の設定 1 
1. BW を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

4. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

RBW の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

4. F1 （RBW）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

7. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

VBW の設定 1 
1. BW を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F3 （VBW）を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

VBW の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

4. F3 （VBW）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

7. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
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VBW の自動設定 1 
1. BW を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F4 （VBW）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

4. Manual を選択すると結果表示エリアの VBW の設定値に#の表示が付加さ

れます。 

VBW の自動設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

4. F4 （VBW）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

5. Manual を選択すると結果表示エリアの VBW の設定値に#の表示が付加さ

れます。 

VBW/RBW Ratio の設定 1 
1. BW を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F5 （VBW/RBW Ratio）を押します 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

6. Set を押します。 

VBW/RBW Ratio の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

4. F5  （VBW/RBW Ratio）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

7. Set を押します。 
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Sweep Time の設定 1 
1. Sweep Time を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

4. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Sweep Time の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F2 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

4. F1 （Sweep Time）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

7. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Sweep Time の自動設定 1 
1. Sweep Time を押します。 

2. F2 （Sweep Time）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

Sweep Time の自動設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

4. F2 （Sweep Time）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

Detection の設定 1 
1. A,B を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F5 （Detection）を押します。 

4. 選択用ウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで設定したい Detection Mode を入

力します。 

6. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
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Detection の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

4. F5 （Detection）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブで設定したい Detection Mode を入力しま

す。 

7. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Data Points の設定 1 
1. A,B を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F4 （Data Points）を押し，掃引ポイント数を選択します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

Data Points の設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 

4. F4 （Data Points）を，掃引ポイント数を選択します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

RBW モードの設定 1 
1. BW を押します。 

2. 選択用ウインドウが開きます。 

3. F2 （RBW Mode）を押し，RBW モードを Digital/Normal を切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

RBW モードの設定 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

2. F1 （Setup Spectrum Analyzer）を押すと各パラメータの設定キーが表示さ

れるので，各パラメータを設定します。 

3. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

4. F2 （RBW Mode）を押し，RBW モードを Digital/Normal に切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
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 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 
他の測定画面とは異なり，占有周波数帯幅測定で平均化が行われるのは波形

に対してのみです。測定結果はこの平均化された波形を基に計算されます。数

値結果が平均化されるのではないことに注意してください。 

平均化処理の設定方法 
1. Occupied Bandwidth 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage Mode

のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entryの ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 
 
ストレージモードでは下記のモードが選択できます。 
・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
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 隣接チャネル漏洩電力を測定する 
 

Setup Common Parameter 画面で F5 （Adjacent Channel Power）を押すと隣接

チャネル漏洩電力測定画面に移行します。 
ここでは，Adjacent Channel Power 画面（隣接チャネル漏洩電力測定）で表示さ

れる測定結果，設定パラメータおよび使用上の注意点について説明します。 
IQ 入力時には，本測定は実施できません。 

 フィルタ法で測定する 
 

Adjacent Channel Power 画面（隣接チャネル漏洩電力測定）で表示される測定結

果について説明します。測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内の

レベル設定を最適化した状態にしてください。また本体が MS860x の場合にレベ

ル測定の精度を上げたい場合は，信号入力状態で F4 （Calibration）→ F1

（Power Calibration）を押し，内蔵パワーメータを用いた校正を行ってください。本

体が MS268x の場合は，スペクトラムアナライザモードにて，レベル校正を実施し

てください。詳細は，別冊「MS268x スペクトラムアナライザ 取扱説明書 Vol.2（パ

ネル操作詳細編）」を参照してください。レンジ最適化（Adjust Range）については

「測定レンジの最適化」の項目を，パワー校正（Power Calibration）については

「パワー校正機能」の項目を参照してください。 

測定結果の説明 
以下の画面はフィルタ法での測定結果です。フィルタ法の表示方法は次項に示

します。 
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Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

Filtered Power 
RRC フィルタ通過後の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。

この値は，Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

Leakage Power due to Modulation 
各オフセット周波数での漏洩電力を dBm，W 単位，または搬送波電力との

比（dB 単位）で表示します。搬送波および各オフセット周波数での電力は，

内蔵の RRC フィルタを通過したところで測定しています。 

3GPP では，受信フィルタとして RRC フィルタを用い，そのフィルタを通過

する電力を求めることを要求しています。つまり，本測定は 3GPP が要求

する通りの測定となっています。もちろん測定結果は RMS 値です。

 
フィルタ法の表示方法 
フィルタ法は以下の手順で表示します。 
1. Adjacent Channel Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，Measure 

Method のファンクションラベルを表示させます。 

2. F3 （Modulation）を押してフィルタ法を選択します。 

ワイドダイナミックレンジモードについて 
フィルタ法では，十分な測定マージンを得るために搬送波をフィルタで落とす

モードを用意しています。この機能，ワイドダイナミックレンジモードは，搬送波を

フィルタで落とすことにより 10 MHz オフセットを測定する際に ATT を抜いていま

す。 

ワイドダイナミックレンジモードは以下の手順で設定します。 
設定方法 
1. Adjacent Channel Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，Measure 

Method のファンクションラベルを表示させます。 

2. F5 （Wide Dynamic Range）を押すと，On と Off を交互に切り替えます。 

設定が終了すると再測定が実行されます。ワイドダイナミックレンジの状態

（On/Off）は Leakage Power due to Modulation に続くカッコ内に表示されます。 
ワイドダイナミックレンジモードが On の場合は，連続測定（Continuous）は行えま

せん。ただし，Storage Mode が Average の場合は，Average 回数分の繰り返し測

定は行われます。 

 注意 
ATT を含む本器の経路切替には，機械式リレースイッチを使用し

ています。機械式リレースイッチには寿命（約 500 万回）がありま

すので，本項目の繰り返し測定の実施には注意してください。 
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 掃引法で測定する 
 

本ソフトウェアがサポートしている隣接チャネル漏洩電力の測定方法としてフィル

タ法の他にスペクトラムアナライザモードを用いた掃引法があります。 

測定結果の説明 
以下の画面は掃引法での測定結果です。 

    

掃引法（オール）                      掃引法（セパレート） 

波形表示 
横軸を周波数，縦軸をレベルとしたスペクトラム波形を表示します。掃引法

には，表示領域（25 MHz）を一度に掃引するオール（All）法と，5 MHz づ

つ分割して掃引するセパレート（Separate）法があります。画面上は同一ス

パンで表示されていますが，測定ポイントはオール法が501であるのに対し

セパレート法は 2501 ポイントとなります。右下にはスペクトラムアナライザ

モードの設定状態が表示されます。 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

－10.00 MHz, －5.00 MHz, 5.00 MHz, 10.00 MHz 
各オフセット周波数での漏洩電力を dBm，W 単位，または搬送波電力との

比（dB 単位）で表示します。 
搬送波と各オフセット周波数との電力比，および各オフセット周波数の電力

値は次のように求めます。まず，搬送波の帯域（3.84 MHz）の波形データを

電力値に変換し積算します。同じように各オフセット周波数の帯域（3.84 
MHz）の積算値を求めます。この搬送波の積算値と各オフセット周波数の

積算値の比が各オフセット周波数の電力比の結果となります。各オフセット

周波数における電力値は，Tx Power 値に各オフセット周波数の電力比を

かけて求めます。 
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掃引法の表示方法 

掃引法（オール）は以下の手順で表示します。 
1. Adjacent Channel Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，Measure 

Method のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Spectrum（All））を押して掃引法（オール）を選択します。 

掃引法（セパレート）は以下の手順で表示します。 
1. Adjacent Channel Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，Measure 

Method のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Spectrum（Separate））を押して掃引法（セパレート）を選択します。 

セパレート法では，搬送波がフィルタで落ちることを利用し，10 MHz オフセットを

測定する際に ATT を抜いています。 
そのため，セパレート法では連続測定（Continuous）は行えません。ただし，

Storage Mode が Average の場合は，Average 回数分の繰り返し測定は行われま

す。 

RRC Filter による重み付け 
1. Adjacent Channel Power 画面で F1 （Measure Method）を押して，Measure 

Method のファンクションラベルを表示させます。 

2. F4 （RRC Filter）を押して，On と Off を切り換えます。 

掃引法(オール)または掃引法(セパレート)が選ばれている場合のみ選択できま

す。 

 注意 
ATT を含む本器の経路切替には，機械式リレースイッチを使用し

ています。機械式リレースイッチには寿命（約 500 万回）がありま

すので，本項目の繰り返し測定の実施には注意してください。 
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 Spectrum法でのSPAパラメータの設定 
 

Measure Method が Spectrum（All），Spectrum（Separate）の時，SPA 掃引時の以

下のパラメータを変更することができます。 

・ ATT，Ref Level Mode Auto/Manual 
Auto： Setup Common Parameter の RF 入力レベル（Reference Level）に応

じて測定器内部でアッテネータとリファレンスレベルを最適に設定し

ます。 
Manual： アッテネータとリファレンスレベルを手動で設定します。 

・ Ref Level 
SPA 掃引時のリファレンスレベルを設定します。 

・ Attenuator 
SPA 掃引時のアッテネータを設定します。 

・ Attenuator Auto/Manual 
Auto： SPA 掃引時のリファレンスレベルに応じてアッテネータを自動で設

定します。 
Manual： SPA 掃引時のアッテネータを手動で設定します。 

・ RBW 
SPA 掃引時の RBW を設定します。 

・ VBW 
SPA 掃引時の VBW を設定します。 

・ VBW Auto/Manual 
SPA 掃引時の VBW を RBW に応じて自動設定（Auto），あるいは手動設定

（Manual）します。 
・ VBW/RBW Ratio 

VBW Auto 時の VBW の設定を本パラメータにより設定します。 
・ Sweep Time 

SPA 掃引時の掃引時間を設定します。 
・ Sweep Time Auto/Manual 

SPA 掃引時の掃引時間の設定を各パラメータに応じて自動設定（Auto），ある

いは手動設定（Manual）します。 
・ Detection 

SPA 掃引時の検波モードを設定します。 
・ Data Points 

SPA 掃引データ数（501/1001）を設定します。 
・ RBW Mode（Opt04 搭載時のみ有効） 

RBW をデジタルフィルタとアナログフィルタのどちらかを設定します。デジタル

フィルタ時には，検波モードに RMS 検波が追加されます。 
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 グラフを表示させる 
 

測定方法として掃引法（オール）を選択している場合は，波形表示と同時に隣接

チャネル漏洩電力グラフを表示することができます。 
隣接チャネル漏洩電力グラフを表示した例を示します。 

 

グラフ表示 
各表示データポイントをオフセット周波数と考え，そのオフセット周波数で

の漏洩電力をdBm，W単位，または搬送波電力との比（dB単位）で波形表

示したものです。マーカの On/Off に同期してグラフ表示が On/Off され，測

定値はマーカを使用して読みます。 

グラフおよびマーカを表示させる方法には以下の 2 種類があります。 

表示方法 1 
1. Marker を押して，Marker のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

表示方法 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F3 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

Normal に設定すると波形上にひし形（◆）のマーカが表示されます。 
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 測定値の単位を変更する（Unit） 
 

隣接チャネル漏洩電力測定値の単位の変更方法を説明します。 

単位表示の設定 
Adjacent Channel power 画面で F3 （Unit）を押して，以下のファンクションラベ

ルを表示させ，単位を選択します。 
・ F1 （dBm）：電力値を dBm 単位で表示します。 
・ F2 （mW）：電力値を mW 単位で表示します。 
・ F3 （uW）：電力値を uW 単位で表示します。 
・ F4 （nW）：電力値を uW 単位で表示します。 
・ F5 （dB）：電力比を dB 単位で表示します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
 
mW/uW/nW 固定で設定が分かれているのは，同じ単位表示で比較することを考

えているためです。測定値が表示桁を超えた場合は 999.999（nW 時は 999）と表

示され，表示桁未満となった場合は 0.000 と表示されます。 
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 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

平均化処理の設定方法 
1. Adjacent Channel Power 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entryの ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 

 
ストレージモードでは下記のモードが選択できます。 
・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
 
フィルタ法の場合は，搬送波（Tx Power）および各オフセット周波数の漏洩電力

の電力値（W）を平均化します。 
掃引法の場合は波形を平均化します。ただし，平均化は電力値の次元で行いま

す。つまり，測定した波形をいったん電力値に変換し，前回までの波形と平均化

した後，再度 dBm 値に戻し波形を描きます。電力比はこの平均化された波形を

基に求めます。搬送波電力（Tx Power）は別途平均化され，この搬送波電力値と

電力比より各オフセット周波数での漏洩電力の電力値を求めます。 
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 スプリアスを測定する 
 

Spurious Emission 画面で表示される測定結果，あるいは設定するパラメータに

ついて説明します。 
IQ 入力時には，本測定は実施できません。 
 

 測定結果の説明< MX860x01A/MX268x01A > 
 

 

本機能は MX860x01A/MX268x01A のみ使用できます。 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

Frequency 
スプリアス周波数を表示します。 

Level 
スプリアスレベルを表示します。 

Judgement 
Setup Spot Table，または Setup Sweep/Search Table で設定した上限レベル

との判定を行い，結果を表示します。 
なお，この表示は F3 （View Select）で Judgement が選択されているときの

み表示されます。 
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RBW，VBW，SWT 
スペクトラムアナライザの RBW，VBW，Sweep Time の測定条件を表示しま

す。 
なお，この表示は F3 （View Select）で BW，SWT が選択されている時の

み表示されます。 

RefLvl, ATT 
スペクトラムアナライザの Reference Level，ATT の測定条件を表示します。 
なお，この表示は F3 （View Select）で RefLvl, ATT が選択されている時

のみ表示されます。 

Spurious, Detect, Preselector 
画面右上の表示部に表示されている項目です。 

（1） Spurious 
Spurious Mode で選択されている測定方法を表示します。 

（2） Detect 
スペクトラムアナライザの検波モードを表示します。 

（3） Preselector 
プリセレクタの動作モードを表示します。MS8608A-03/MS2683A-03 オ

プション搭載時にのみ表示されます。「プリセレクタのモードを設定す

る」の項目を参照してください。 
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 測定結果の説明< MX860x01B/MX268x01B > 
 

以下の画面は Waveform Display で Off を選択した場合の画面です。なお，

Waveform Display の設定方法は「波形を表示する」の項を参照してください。 

なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

 
 

Tx Power 
被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。この値は，

Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 

Frequency 
スプリアス周波数を表示します。 

Level 
スプリアスレベルを表示します。 

Judgement 
Setup Spot Table，または Setup Sweep/Search Table で設定した上限レベル

との判定を行い，判定に使用した上限レベルとともに結果を表示します。 
なお，この表示は F3 （View Select）で Judgement が選択されているときの

み表示されます。 
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RBW，VBW，SWT 
スペクトラムアナライザの RBW，VBW，Sweep Time の測定条件を表示しま

す。 
なお，この表示は F3 （View Select）で BW，SWT が選択されている時の

み表示されます。 

RefLvl, ATT 
スペクトラムアナライザの Reference Level，ATT の測定条件を表示します。 
なお，この表示は F3 （View Select）で RefLvl, ATT が選択されている時

のみ表示されます。 

Spurious, Detect, Preselector 
画面右上の表示部に表示されている項目です。 

（1） Spurious 
Spurious Mode で選択されている測定方法を表示します。 

（2） Detect 
スペクトラムアナライザの検波モードを表示します。 

（3） Preselector 
プリセレクタの動作モードを表示します。MS8608A-03/MS2683A-03 オ

プション搭載時にのみ表示されます。「プリセレクタのモードを設定す

る」の項目を参照してください。 
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以下の画面は Waveform Display で On を選択した場合の画面です。なお，

Waveform Display の設定方法は「波形を表示する」の項を参照してください。 

 
 

スプリアス波形表示 
画面下部の→で示されている周波数テーブルに対して，スペクトラムアナラ

イザで掃引した波形データおよび，Pass/Fail 判定に使用した規格値を表示

します。Spurious Mode が Spot および Search の時間軸掃引波形には，時

間軸掃引波形の平均パワーを線で表示します。 

スプリアス測定結果 
画面下部の→で示されている周波数テーブルに対して，スプリアスの測定

結果を表示します。これは，Waveform Display が Off に設定された場合の

表示と同じです。 

マーカ 
波形データ内にマーカを（◆）で表示し，その数値結果を画面上部のMKR
に表示します。 
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 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

平均化処理の設定方法 
Spurious Emission 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage Mode のファン

クションラベルを表示させます。 

1. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

3. Set を押します。 

4. Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

5. 選択用ウインドウが開きます。 

6. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Average を選択します。 

7. Set を押します。 

8. 設定が終了すると再測定が実行されます。 

ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 

また，ストレージモードは平均化（Average）に加えて下記のモードが選択できま

す。 

・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
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 波形を表示する（Waveform Display） 
 

スペクトラムアナライザで掃引した波形データの表示，および表示する周波数

テーブルの選択について説明します。 

なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

波形データ表示の設定方法 
1. （More）を押して，Spurious のファンクションラベルの 3 ページ目を表

示します。 

2. F1 （Waveform Display）を押し，On を選択します。 

表示する周波数テーブルの選択方法 
1. （More）を押して，Spurious のファンクションラベルの 3 ページ目を表

示します。 

2. F2 （Waveform Frq Tbl No）を押し，表示する周波数テーブルを選択しま

す。 F3 （Previous Page），および F4 （Next Page）を押すと周波数テーブ

ル順に表示します。 
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 スプリアスの測定方法を設定する（Spurious Mode） 
 

F1 （Spurious Mode）を押すと，以下のファンクションラベルが表示されるの

で，測定方法を選択します。 

・ F1 （Spot）：Setup Spot Table で設定した周波数をタイムドメインで測定し，

平均値を求めます。 
・ F2 （Search）：Search/Sweep Table で設定した周波数範囲を掃引し，ピー

クサーチした周波数で Spot の測定をします。 
・ F3 （Sweep）：Setup Search/Sweep Table で設定した周波数範囲を掃引し，

ピーク点の周波数とレベルを求めます。 
 

 スプリアスレベルの単位を設定する（Unit） 
 

測定値の表示単位を設定し，その単位で規格値の判定を行います。 

1. （More）を押して，Spurious のファンクションラベルの 2 ページ目を表

示します。 

2. F4 （Unit）を押すと，dBm と dB が交互に切り換わるので，単位を選択しま

す。 
dB 表示の場合の基準レベルは，Ref Power で設定した測定法で得られた

値です。 

 プリセレクタのモードを設定する（Preselector） 
 

本機能は本体オプション MS8608A-03/MS2683A-03 を搭載している場合に使用

可能です（本オプションは MS8608A/MS2683A にのみ搭載可能です）。 
本機能は 1.6 GHz から 3 GHz までの測定において，バンド 0（Normal）を使用す

るか，バンド 1（Spurious）を使用するか設定します。 
Spurious モードで測定すると，1.6 GHz から 3 GHz においてバンド 1 で掃引する

ので，スペクトラムアナライザ自体の高調波の影響を受けないようになります。 

設定方法 
1. （More）を押して，Spurious のファンクションラベルの 2 ページ目を表

示します。 

2. F5 （Setup Spectrum Analyzer）を押します。 

3. F4 （Preselector）を押すと，Normal と Spurious が交互に切り換わるので，

Preselector を有効にする場合は，Spurious を選択します。 

本機能は設定された Spurious Mode にかかわらず共通の設定となります。 
 



 
３章 測定 

3-95 

 検波モードを設定する（Detection） 
 

設定方法 
1. （More）を押して，Spurious のファンクションラベルの 2 ページ目を表

示します。 

2. F5 （Setup Spectrum Analyzer）を押します。 

3. F5 （Detection）を押します。 

4. 選択用のウインドウが開きます。 

5. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで設定したい Detection Mode を入

力します。 

6. Set を押します。 

本機能は設定された Spurious Mode ごとの共通の設定となります。 
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 スポット法の測定周波数を設定する（Setup Spot Table） 
 

スポット法で測定する場合の，測定周波数などの設定方法を説明します。 
Setup Spot Table 画面で設定します。 

Setup Spot Table 画面の表示方法 
1. Spurious Emission 画面が表示されている状態で，Spurious のファンクション

ラベルの 2 ページ目の F1 （Setup Spot Table）を押します。 

2. Setup Spot Table 画面（下図）が表示されます。 

 
 

測定周波数，RBW，VBW，Sweep Time，Limit Level の設定 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定する項目にカーソルを移

動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ を押して，設定する項目にカーソルを移動します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，指定した項目の［ ］内に設定した項目が表示されます。 
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高調波の設定 
1. （More）を押して，Setup Table Spot のファンクションラベルの 2 ページ

目を表示します。 

2. F5 （Harmonics）を押すと，確認ウインドウが開きます。Yes を選択すると

Setup Common Parameter の周波数の高調波を自動設定します。以前に設

定した周波数，RBW はすべて削除されます。 

 
設定の全消去 
1. F2 （Clear）を押すと，設定値消去の実行の確認ウインドウが開きます。 

2. ロータリノブを使用して Yes にカーソルを移動します。 

3. Entry の Set を押すと，設定値がすべて消去されます。 

 
カーソル行の削除 
1. F3 （Delete）を押すと，カーソル位置の行を削除し，カーソル位置から下

の行をすべて一行上げます。 

 
カーソル行に空欄を挿入 
1. F4 （Insert）を押すと，カーソル位置から下の行をすべて一行下げ，カー

ソル位置に空白行（---）を作ります。f15 が設定してある場合は空白行の挿

入はできません。 
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 サーチ法／掃引法の掃引範囲を設定する（Setup Search/Sweep Table） 
 

サーチ法または，掃引法で測定する場合の，掃引範囲などの設定方法を説明し

ます。 
Setup Search/Sweep Table 画面で設定します。 

Setup Search/Sweep Table 画面の表示方法 
1. Spurious Emission 画面が表示されている状態で，Spurious のファンクション

ラベルの 2 ページ目の F2 （Setup Search/Sweep Table）を押します。 

2. Setup Search/Sweep Table 画面（下図）が表示されます。 

 
 

スタート周波数，ストップ周波数の設定 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定する Start Frequency また

は，Stop Frequency の項目にカーソルを移動します。 

2. テンキーで周波数を設定します。 

設定が終了すると，指定した項目の［ ］内に設定した周波数が表示されます。ス

タート周波数とストップ周波数は，必ず1 kHz以上離れるようになっています。たと

えば，スタート周波数が 100 kHz の場合，ストップ周波数を 100 kHz と設定すると，

スタート周波数を 99 kHz に自動的に変更します。 



 
３章 測定 

3-99 

RBW，VBW，Sweep Time，Limit Level の設定 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定する項目にカーソルを移

動します。 

2. Entry の Set を押します。 

3. 設定用ウインドウが開きます。 

4. ∧ ∨ を押して，設定する項目にカーソルを移動します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，指定した項目の［ ］内に設定した項目が表示されます。 

設定の全消去 
1. （More）を押して，Setup Table Search/Sweep のファンクションラベルの

2 ページ目を表示します。 

2. F2 （Clear）を押すと，設定値消去の実行の確認ウインドウが開きます。 

3. ロータリノブを使用して Yes にカーソルを移動します。 

4. Entry の Set を押すと，設定値がすべて消去されます。 

 
カーソル行の削除 
1. （More）を押して，Setup Table Search/Sweep のファンクションラベルの

2 ページ目を表示させます。 

2. F3 （Delete）を押すと，カーソル位置の行を削除し，カーソル位置から下

の行をすべて一行上げます。 

 
カーソル行に空欄を挿入 
1. （More）を押して，Setup Table Search/Sweep のファンクションラベルの

2 ページ目を表示させます。 

2. F4 （Insert）を押すと，カーソル位置から下の行をすべて一行下げ，カー

ソル位置に空白行（---）を作ります。f15 が設定してある場合は空白行の挿

入はできません。 

 
規格値の設定 
1. （More）を押して，Setup Table Search/Sweep のファンクションラベルの

2 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Standard）を押し，規格を選択します。 
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 周波数テーブル，掃引テーブルの詳細設定 
 

周波数テーブル，または掃引テーブルの詳細設定について説明します。 
なお，設定方法は Setup Spot Table，あるいは Setup Search/Sweep Table 画面が

表示されている状態でファンクションラベルの 1 ページ目の F4 （Setup 
Spectrum Analyzer）を押すと，各設定パラメータ画面に切り換わります。 

RBW の自動設定 
1. F2 （RBW Auto/Manual）を押すと，Auto と Manual が交互に切り換わりま

す。 

Auto選択時は，スタート周波数の設定により以下のようにRBWは設定されます。 
・ 周波数が 1～150 kHz（150 kHz は含まない）の場合，1 kHz 
・ 周波数が 150 kHz～30 MHz（30 MHz は含まない）の場合，10 kHz 
・ 周波数が 30～1000 MHz（1000 MHz は含まない）の場合，100 kHz 
・ 周波数が 1000 MHz 以上の場合，1 MHz 

 
VBW の自動設定 
1. F3 （VBW）を押すと Auto と Manual が交互に切り換わるので，Auto を選

択します。 

Auto 選択時は，VBW/RBW Ratio の設定と RBW の設定により VBW は設定さ

れます。 

VBW/RBW Ratio の設定 
1. F4 （VBW/RBW Ratio）を押すと選択用ウインドウが開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで数値を入力します。 

3. Set を押します。 

Sweep Time の自動設定 
1. F5 （Sweep Time）を押すとAutoと Manual が交互に切り換わるので，Auto

を選択します。 

2. Auto を選択すると設定している周波数テーブルのすべての Sweep Time に

対して自動設定を行います。 

RBW モードの設定 
本機能は本体オプション MS860xA-04 または MS268xA/B-04 を搭載している場

合に使用可能です。 

1. F1 （RBW）を押すと Digital と Normal が交互に切り換わるので，どちらか

を選択します。Digital の場合は，Detection に Average の代わりに RMS が

追加されます。 

MS860xA-04 または MS268xA/B-04 オプションが搭載されていない場合には

RBW モードのメニュー設定は表示されません。 
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ATT，Ref Level モードの設定 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F1 （SPA ATT，Ref Level）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 

 
Attenuator モードの設定 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F4 （Attenuator）を押し，Auto/Manual を切り替えます。 
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 復調データを表示する< MX860x01A/MX268x01A > 
 

Setup Common Parameter 画面でファンクションラベルの 2 ページ目の F1

（Demodulation Data）を押すと Demodulation Data 画面に移行します。 
ここでは，Demodulation Data 画面（復調データ）で表示される測定結果，設定パ

ラメータおよび使用上の注意点について説明します。 
なお，本機能は MX860x01A/MX268x01A のみ使用できます。 
 

 測定結果の説明 
 

Demodulation Data 画面（復調データ）で表示される測定結果について説明しま

す。測定する際は，Demodulaton Data のファンクションラベル 3 ページ目で F5
（Adjust Range）を押し，測定器内のレベル設定を最適化した状態にしてください。

レンジ最適化（Adjust Range）については「測定レンジの最適化」の項目を参照し

てください。 

測定結果 
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復調データ 
ここで，表示される復調データとは，拡散された信号を逆拡散して Symbol 
Data に戻したものです。表示は 16 進数で，2 byte 毎に区切って表示されま

す。データの上と左にラベルを表示していますが，これらは見やすくするた

めのもので，復調データに対しては何の意味も持ちません。 
復調データが１画面に表示しきれない場合は，複数ページで表現されま

す。 

Spreading Factor 
復調する Spreading Factor を表示します。 

Channelization Code 
復調する Channelization Code を表示します。 

Demodulation Range 
復調するフレーム数を表示します。 

Marker 
四角形のマーカが指している復調データを 2 進数で表示します。2 進数表

示は四角形のマーカが指している復調データと，その次の分も表示します。

これは，四角形のマーカが指している部分のデータだけの表示であると，

マーカ間にまたがったデータを見るときに，見づらい場合があるのを考慮し

て，このようにしています。 
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 復調チャネルを設定する 
 

別 の チ ャ ネ ル を 復 調 す る に は ， 復 調 を 行 い た い Spreading Factor と

Channelization Code を設定します。Up Link の場合は，IQ の選択も行います。 

Spreading Factor の設定方法 
1. Demodulation Data 画面で F3 （Spreading Factor）を押して，設定用ウイン

ドウを開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブで，選択したい項目にカーソルを移動しま

す。 

3. Set を押します。 

 
Channelization Code の設定方法 
1. Demodulation Data 画面で F4 （Channelization Code）を押して，設定用ウ

インドウを開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，Channelization Code
を入力します。 

3. Set を押します。 

 
IQ の選択方法 
1. Demodulation Data 画面で F2 （Demodulation Phase）を押すことにより，I

と Q を交互に切り替えます。 

 
また，Refresh Wave Memory を Off に設定しておくと，同じ信号データに対して復

調を行います。On 設定しておいた場合は，新たに測定機の中に信号データを取

り込み復調を行います。 
 

 復調データ範囲を設定する 
 

復調データは最大 10 フレームまで復調できます。 

復調データ数の設定方法 
1. Demodulation Data 画面で F5 （Demodulation Range）を押して，設定用ウ

インドウを開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，復調データ範囲を入

力します。 

3. Set を押します。 
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 復調データと位相について 
 

ここで行う復調は，パイロットシンボル同期をする・しないが選択できます。 
パイロットシンボル同期をしないで復調している場合は，初期位相が決定できな

いため IQ 平面上でデータが回っている状態です。 
本機能は，パイロットシンボルの無い信号では意味を持ちません。 

パイロットシンボル同期の設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F4 （Pilot Symbol Sync）を押すと，パイロットシンボル同期をする・しない

を交互に切り替えます（On がパイロットシンボル同期をする状態です）。 

 
パイロットシンボル同期をしていない状態ですと，IQ 平面上でデータが回ってい

る状態なので，IQ 平面上でデータを 90 度回転させる機能があります。 

回転させる方法は下記のとおりです。 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Rotation）押すと，IQ 平面上でデータを 90 度回転させます。4 回押

すと元の状態になります。 
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 復調データを表示する< MX860x01B/MX268x01B > 
 

Setup Common Parameter 画面でファンクションラベルの 2 ページ目の F1

（Demodulation Data）を押すと Demodulation Data 画面に移行します。 
ここでは，Demodulation Data 画面（復調データ）で表示される測定結果，設定パ

ラメータおよび使用上の注意点について説明します。 
なお，本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 
 

 測定結果の説明 
 

Demodulation Data 画面（復調データ）で表示される測定結果について説明しま

す。測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内のレベル設定を最適化

した状態にしてください。レンジ最適化（Adjust Range）については「測定レンジの

最適化」の項目を参照してください。 

測定結果 

以下の画面は Measuring Object を Down Link(Compress)に設定した場合の画面

です。 
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測定結果は大きく 2 つに分類されます。 
画面上部は Code vs Time 波形です。つまり，復調するコードチャネルのスロット

毎のパワーをプロットしたものです。Code vs Time 波形については，「スロット毎の

コードパワーを測定する」を参照してください。なお，Demodulation Data 画面で

の Code vs Time 波形のパワー値は，Modulation Analysis 画面での Code vs Time
波形の解析ほどパワー値とは一致しないことがあります。これは，Demodulation
画面では，コードのレベルが視覚的にわかること，測定速度を上げることを目的と

し，計算方法を簡略化しているためです。よって Code vs Time 波形の正確なパ

ワーは，Modulation Analysis 測定で測定してください。 
画面下部は，Code ｖｓ Time 波形のマーカ位置でのスロットの復調データを表示

します。ここで，表示される復調データとは，拡散された信号を逆拡散して

Symbol Data に戻したものです。表示は 16 進数で，2 byte ごとに区切って表示さ

れます。データの上と左にラベルを表示していますが，これらは見やすくするため

のもので，復調データに対しては何の意味も持ちません。 
復調データが１画面に表示しきれない場合は，複数ページで表現されます。 

SF 
復調する Spreading Factor を表示します。 

CH 
復調する Channelization Code を表示します。 

Marker 
四角形のマーカが指している復調データを 2 進数で表示します。2 進数表

示は四角形のマーカが指している復調データを表示します。 

SC 
復調に使用したスクランブルコードを表示します。 

Timing Offset 
設定された Timming Offset 値を表示します。 
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 復調チャネルを設定する 
 

復調チャネルを設定方法について説明します。Demodulation Data 画面で

（More）を押して，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させると以下の設定

項目が表示されます。 

・ CF Marker Mode 
・ Setup Channel 
・ Spreading Factor 
・ Channelization Code 
・ Compressed Frame SC 
 
これらの設定については「Code vs Time 波形の設定をする」を参照してください。 

また，Measuring Object が Downlink(Compress)の場合は，表示する復調データ

のチャネルの設定項目が表示されます。 

表示する復調データのチャネルを設定する 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 

2. F3 （ Demod Channel ） を 押 し， NF(Normal Frame) と CF(Compressed 
Frame)を交互に切り替え，表示するチャネルを選択します。 

 

 復調データ範囲を設定する 
 

復調データは最大 10 フレームまで復調できます。 

復調データ数の設定方法 
1. Demodulation Data 画面のファンクションラベル 1 ページ目で F1

（Demodulation Range）を押して，設定用ウインドウを開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，復調データ範囲を入

力します。 

3. Set を押します。 
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 復調データと位相について 
 

ここで行う復調は，パイロットシンボル同期をする・しないが選択できます。 
パイロットシンボル同期をしないで復調している場合は，初期位相が決定できな

いため IQ 平面上でデータが回っている状態です。 
本機能は，パイロットシンボルの無い信号では意味を持ちません。 

パイロットシンボル同期の設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 1 ページ目を表示させます。 

2. F4 （Pilot Symbol Sync）を押すと，パイロットシンボル同期をする・しない

を交互に切り替えます（On がパイロットシンボル同期をする状態です）。 

 
パイロットシンボル同期をしていない状態ですと，IQ 平面上でデータが回ってい

る状態なので，IQ 平面上でデータを 90 度回転させる機能があります。 

回転させる方法は下記のとおりです。 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 1 ページ目を表示させます。 

2. F5 （Rotation）押すと，IQ 平面上でデータを 90 度回転させます。4 回押

すと元の状態になります。 

 

 マーカを使用する 
 

Demodulation 画面は Code vs Time 波形と復調データ表示の２つの結果がありま

す。ここではマーカの使用方法について説明します。Demodulation 画面でファン

クションラベルの 1 ページ目を表示してるものとして説明します。 

マーカ操作対象トレースを変更する（Operation Trace） 
1. F3 （Operation Trace）を押し，Code vs Time と Demod Data を交互に切り

替え操作対象トレースを選択します。 

Code vs Time 波形のマーカを移動する（Slot No） 
1. F2 （Slot No）を押して，設定用ウインドウを開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，Slot 番号を入力しま

す。 

3. Set を押します。 

Code vs Time 波形のマーカは Operation Trace が Code vs Time であれば Entry
の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーでも移動できます。 
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再取り込みの指定（Refresh Wave Memory） 
 

波形を再取り込みして解析するかを設定します。 

設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示させます。 

2. F2 （Refresh Wave Memory）を押し，On，Off を選択し波形を再取り込み

して解析するかどうか設定します。 

Refresh Wave Memory を Off に設定しておくと，同じ信号データに対して復調を

行います。On に設定しておいた場合は，新たに測定器の中に信号データを取り

込み復調を行います。 

Demodulation Range を変更したときは，On 設定となります。 

 

 復調データをファイルに保存する 
 

復調データをメモリカード上のファイルに保存します。 
 
保存方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 4 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Write Demodulation Data）を押し，ファンクションラベルを開きます。 

3. F２ （Data Format）を押し，ファイルに保存するフォーマットを設定します。 

･ HEX：復調データを 16 進表示で保存します。 
･ BIN：復調データを 2 進表示で保存します。 

4. F1 （Write Demodulation Data）を押し，復調データをメモリカード上の

ファイルに保存します。 

 

Timing Offsetを設定する 
 

1. （More）を押して，ファンクションラベルの 4 ページ目を表示させます。 

2. F２ （Timing Offset）を押して，設定用ウインドウを開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，Timing Offset 値を入

力します。 

4. Set を押します。 
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送信ダイバーシチを適用した信号の復調 
 

送信ダイバーシチの一種であるクローズドループモードは，両アンテナからの送

信シンボルの位相をフェージングが軽減するように制御する方式です。本機能は

DPCCH のパイロットビットを用いて位相を確定することで，クローズドループモー

ドによる位相制御に追従した復調データを表示します。 
本機能はMeasuring ObjectがDown LinkまたはDown Link(Compress)の場合に

使用できます。 

クローズドループモードの設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 4 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Closed Loop Mode Setup）を押すと，Closed Loop Mode Setup ファン

クションラベルが開きます。 

3. F1 （Closed Loop Mode）を押し，入力信号に適用されているクローズド

ループモードを選択します。 

･ Off：クローズドループモードによる位相制御の判定を行いません。 
･ Mode 1：クローズドループモード 1 による位相制御に追従した復調結果

を表示します。 
･ Mode 2：クローズドループモード 2 による位相制御に追従した復調結果

を表示します。 
4. Set を押します。 

本機能を使用する場合，対象となるコードチャネルのスロットフォーマット番号の

設定が必要となります。 

スロットフォーマット番号の設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 4 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Closed Loop Mode Setup）を押すと，Closed Loop Mode Setup ファン

クションラベルが開きます。 

3. F2 （Slot Format）を押し，対象となるコードチャネルのスロットフォーマット

番号を選択します。 

4. Set を押します。 

Measuring ObjectがDown Link(Compress)の場合，コンプレストフレームの対象と

なるコードチャネルのスロットフォーマット番号の設定も必要となります。 

コンプレストフレームのスロットフォーマット番号の設定方法 
1. （More）を押して，ファンクションラベルの 4 ページ目を表示させます。 

2. F1 （Closed Loop Mode Setup）を押すと，Closed Loop Mode Setup ファン

クションラベルが開きます。 

3. F3 （CF Slot Format）を押し，対象となるコードチャネルのスロットフォー

マット番号を選択します。 

4. Set を押します。 
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 スペクトラムエミッションマスクを測定する 
 

Spectrum Emission Mask 画面で表示される測定結果，あるいは設定するパラ

メータについて説明します。 

画面の説明 

 

 
波形表示 

横軸を周波数，縦軸をレベルとした，スペクトラム波形を表示します。 
Offset 4.0 MHz までを RBW 30 kHz，4.0 MHz 以上を RBW 1 MHz で測定

します。 

Filtered Power/Tx Power 
テンプレートの各周波数帯でのフィルタ通過後の 1 スロット分の平均電力を

dBm 単位で表示します。使用するフィルタの選択は Filter Type で選択して

ください。 

Peak（Level）/Peak（Margin） 
テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も少な

い測定ポイントのレベル／マージンを表示します。波形がテンプレートを超

えた場合は各テンプレートの左側に F を表示します。レベル／マージンの

選択は Display Data Type で選択してください。 
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 検波モードを変更する（Detect Mode） 
 

検波モードの変更方法を説明します。 

検波モードの選択方法 
1. Spectrum Emission Mask 画 面 が 表 示 さ れ て い る 状 態 で ， Spectrum 

Emission Mask のファンクションラベルの 2 ページ目の F1 （Setup 
Spectrum Analyzer）を押します。 

2. Setup Spectrum Analyzer のファンクションラベルの 3 ページ目の F5

（Detection）を押します。 

3. 検波モード選択用ウインドウが開きます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，選択したい項目にカーソルを

移動します。 

5 Set を押します。 

設定が終了すると，検波モードが変更され右上の Detect の表示部分に選択した

検波モードが表示されます。検波モードとして下記が選択できます。 

・ Positive Peak：サンプルポイント間の最大値をトレースします。 
・ Sample：サンプルポイント間の瞬時値をトレースします。 
・ Negative Peak：サンプルポイント間の最小値をトレースします。 
・ Average：サンプルポイント間の平均値をトレースします。 
・ RMS：サンプルポイント間の RMS 値をトレースします。本機能はオプションで

す。 
 

 マーカを表示させる 
 

Spectrum Emission Mask 画面では波形上にマーカを表示させることができます。 

表示方法 1 
1. Marker を押して，Marker のファンクションラベルを表示させます。 

2. F1 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

表示方法 2 
1. （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示させます。 

2. F3 （Marker）を押すと，Normal と Off を交互に切り替えます。 

Normal に設定すると波形上にひし形（◆）のマーカが表示されます。 
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 測定値の単位を変更する（Unit） 
 

マーカ値の単位の変更方法を説明します。 

単位表示の設定 
Spectrum Emission Mask 画面で F3 （Unit）を押して，以下のファンクションラベ

ルを表示させ，単位を選択します。 

F1 （dBm）：電力値を dBm 単位で表示します。 

F2 （mW）：電力値を mW 単位で表示します。 

F3 （uW）：電力値を uW 単位で表示します。 

F4 （nW）：電力値を uW 単位で表示します。 

F5 （dB）：電力比を dB 単位で表示します。 

F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 

mW/uW/nW 固定で設定が分かれているのは，マーカ操作で単位が変更されると

マーカ値の大小関係がわかりにくくなると考えているためです。測定値が表示桁

を超えた場合は 999.999（nW 時は 999）と表示され，表示桁未満となった場合は

0.000 と表示されます。 
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 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

平均化処理の設定方法 
1. Spectrum Emission Mask 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage 

Mode のファンクションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entryの ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 

ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 
 
ストレージモードでは下記のモードが選択できます。 
・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
 
平均化は電力値の次元で行います。つまり，測定した波形をいったん電力値に

変換し，前回までの波形と平均化した後，再度 dBm 値に戻し波形を描きます。 
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 測定の設定を行う 
 

Spectrum Emission Mask 測定に必要な設定について説明します。以下，

Spectrum Emission Mask 画面でファンクションラベルの 2 ページ目を表示してる

ものとして説明します。 

Display Type の選択 
F4 （Display Type）を押すと，Level と Margin が交互に切り替わります。 

・ Level：テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も

少ない測定ポイントのレベルを表示します。 
・ Margin：テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最

も少ない測定ポイントのマージンを表示します（Unit の設定値にかかわらず

dB で表示します）。 

 
Filter Type の選択 

F5 （Filter Type）を押すと，Filtered Pwr と Tx Power が交互に切り替わります。 

・ Filtered Pwr：RRC フィルタ通過後の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表

示します。 
・ Tx Power：被測定信号の 1 スロット分の平均電力を dBm 単位で表示します。

この値は，Transmitter Power（送信電力測定）画面の値と同じです。 



 
３章 測定 

3-117 

 SPAパラメータの設定 
 

Spectrum Emission Mask 画面において，SPA 掃引時の以下のパラメータを変更

することができます。 

・ ATT，Ref Level Mode Auto/Manual 
Auto： Setup Common Parameter の RF 入力レベル（Reference Level）に応

じて測定器内部でアッテネータとリファレンスレベルを最適に設定し

ます。 
Manual： アッテネータとリファレンスレベルを手動で設定します。 

・ Ref Level 
SPA 掃引時のリファレンスレベルを設定します。 

・ Attenuator 
SPA 掃引時のアッテネータを設定します。 

・ Attenuator Auto/Manual 
Auto： SPA 掃引時のリファレンスレベルに応じてアッテネータを自動で設

定します。 
Manual： SPA 掃引時のアッテネータを手動で設定します。 

・ RBW Mode 
RBWをデジタルフィルタとアナログフィルタのどちらかに設定します。デジタル

フィルタ時には，検波モードに RMS 検波が追加されます。 
・ VBW 

SPA 掃引時の VBW を設定します。 
・ VBW Auto/Manual 

SPA 掃引時の VBW を RBW に応じて自動設定（Auto），または手動設定

（Manual）します。 
・ VBW/RBW Ratio 

VBW Auto 時の VBW の設定を本パラメータにより設定します。 
・ Sweep Time 

SPA 掃引時の掃引時間を設定します。 
・ Sweep Time Auto/Manual 

SPA 掃引時の掃引時間の設定を各パラメータに応じて自動設定（Auto），また

は手動設定（Manual）します。 
・ Detection 

SPA 掃引時の検波モードを設定します。 
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 テンプレートを設定する（Setup Template） 
 

以下にテンプレートの設定方法について説明します。 

Setup Template 画面の表示方法 
1. Spectrum Emission Mask 画 面 が 表 示 さ れ て い る 状 態 で ， Spectrum 

Emission Mask のファンクションラベルの 2 ページ目の F2 （Setup 
Template）を押します。 

2. Setup Template 画面（下図）が表示されます。 

 
 
テンプレートの設定 
1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，設定したい Freq Offset のレベ

ルを選択します。 

2. テンキーで，レベルを設定します。 または，Entry の Set を押します。 

以下は Set を押した場合 

3. レベル変更ラインが表示されます。 

4. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，レベル変更ラインを所望のレベ

ルに設定します。 

5. Set を押します。 

設定が終了すると，レベルが設定したレベルになります。 
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テンプレートの種類設定 
F4 （Select Template） を押すと，テンプレートの形状を Up Link 用，Down Link

（P>=43 dBm）用，Down Link（39<=P<43 dBm）用，Down Link（31<=P<39 
dBm）用，Down Link（P<31）用と切り換えることができます。 
・ Up Link 
・ Down Link（P>=43 dBm） 
・ Down Link（39<=P<43 dBm） 
・ Down Link（31<=P<39 dBm） 
・ Down Link（P<31 dBm） 
 

Power の設定 
Select Template でテンプレートを Down Link（39<=P<43 dBm）用，Down Link
（31<=P<39 dBm）用に設定している場合，Power の設定を行えます。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，Power を選択します。 

2. テンキーで，レベルを設定します。 

設定が終了すると，3GPP TS25.141 の規格に基づいて Freq Offset のレベルが変

更されます。 

 
テンプレートを初期設定値に戻す 

F5 （Standard） を押すと，テンプレートのレベルを初期設定値に戻します。 
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 CCDF を測定する 
 

CCDF（Comｐlemetary Cumulative Distribution Function）画面で表示される測定

結果，および設定するパラメータについて説明します。 
本機能は MX860x01B/MX268x01B のみ使用できます。 

 測定結果の説明 
 

以下の画面は Measure Method で CCDF を選択した場合の画面です。 

 
 

Method 
Measure Method で選択された測定方法を表示します。Measure Method の

選択は「測定方法を選択する」で行います。 

測定波形 
Filter で帯域制限されたパワーの平均値と瞬時パワーとの差に対する累積

分布を，横軸を平均値と瞬時パワーとの差，縦軸を分布として表示します。

表示形式の選択は「表示形式を設定する」で行います。 

Count 
測定ポイントを現在のカウント値／測定カウント数で表示します。 

Filter 
解析に用いたフィルタの帯域を表示します。フィルタの選択は「測定の設定

を行う」で行います。 
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Power 
測定ポイント数の Average Power， Maximum Power，および Minimum 
Power を Average Power からの相対値で表示します。なお，Average Power
での累積確率を%表示します。 

Distribution 
グリッド位置での偏差以上の累積分布を表示します。表示形式の選択は

「測定の設定を行う」で行います。 

Marker 
マーカ位置での偏差以上の累積分布を表示します。表示形式の選択は

「表示形式を設定する」で行います。 

Delta Marker 
Reference Trace でセーブしたデータを表示した場合，現在測定を行ってい

る波形との差分を表示します。Reference Trace のセーブ，および表示方法

は「表示形式を設定する」で行います。 
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 測定方法を選択する 
 

測定方法の選択について説明します。以下，CCDF 画面でファンクションラベル

の 1 ページ目を表示しているものとして説明します。 

1. F1 （Measure Method）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，

測定方法が選択できます。 

・ F1 （CCDF）：CCDF（Complementary Cumulative Distribution Function）を

測定し表示します。本測定では，平均パワーに対する瞬時パ

ワー偏差の累積分布を測定し表示します。 
・ F2 （APD）：APD（Amplitude Probability Density）を測定し表示します。本

測定では，平均パワーに対する瞬時パワー偏差を測定し表示し

ます。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 

測定方法を変更すると再測定を行います。 

 

 

Measure Method : CCDF                          Measure Method : APD 
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 表示形式を設定する 
 

測定結果の表示形式について説明します。以下，CCDF 画面でファンクションラ

ベルの 1 ページ目を表示しているものとして説明します。 

Trace Format の選択 
1. F2 （Scale Mode）を押すと，ファンクションラベルが表示されます。 

2. F1 （Trace Format）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブで，Trace Format を選択します。 

4. Set を押します。 

Trace Format は下記のモードが選択できます。 

・ Positive：Average Power 以上の分布を表示します。 
・ Negative：Average Power 以下の分布を表示します。 
・ Positive & Negative：全分布を表示します。 

Measure Method が APD の場合のみ選択できます。 

Horizontal Scale の選択 
1. F2 （Scale Mode）を押すと，ファンクションラベルが表示されます。 

2. F2 （Horizontal Scale）を押すと，以下のファンクションラベルが表示され，

スケールが選択できます。 

・ F1 （2 dB）：最大値を 2 dB にします。 
・ F2 （5 dB）：最大値を 5 dB にします。 
・ F3 （10 dB）：最大値を 10 dB にします。 
・ F4 （20 dB）：最大値を 20 dB にします。 
・ F5 （50 dB）：最大値を 50 dB にします。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 

Display Data Type の選択 
1. F3 （Display Data Type）を押すと，Probablity と Distribution が交互に切り

替わります。 

Display Data Type はグラフの縦軸または横軸のグリッド位置での測定波形の数

値を表示する機能で下記のモードが選択できます。 

・ Probability：固定の確率での測定波形の分布（縦軸のグリッドに対する分布）

を表示します。マーカは縦軸方向で移動します。 
・ Distribution：固定の分布での測定波形の確率（横軸のグリッドに対する確立）

を表示します。マーカは横軸方向で移動します。 
 
測定波形の保存 
1. F5 （Save Trace）を押します。 

2. 確認ウインドウが表示されるので，Yes を選択し Set を押します。 

測定波形の保存は，選択されている Measure Method の波形のみを保存します。 
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Reference Trace の選択 
1. F3 （Display Data Type）を押すと，Probablity と Distribution が交互に切り

替わります。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブで，Reference Trace を選択します。 

3. Set を押します。 

Reference Trace の選択によって保存した測定波形やガウス分布波形を同時に表

示することができます。 

・ Off ：現在の測定波形のみ表示します。 

・ Save Trace ：現在の測定波形と保存した測定波形を表示します。 

・ Gaussian Trace ：現在の測定波形とガウス分布波形を表示します。 

・ Save & Gaussian ：現在の測定波形と保存した測定波形とガウス分布波形を

表示します。 

Gausiian Trace と Save & Gaussian は Measure Method が CCDF の場合のみ選

択できます。 
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 測定の設定を行う 
 

CCDF 測定に必要な設定について説明します。以下，CCDF 画面でファンクショ

ンラベルの 2 ページ目を表示してるものとして説明します。 

Filter Type の選択 
1. F1 （Filter Type）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブで，Filter Type を選択します。 

3. Set を押します。 

Filter Type は下記のフィルタが選択できます。 

・ 20 MHz，10 MHz，5 MHz，3 MHz 
・ 3.84 MHz（RRC）：α =0.22 の Root Raised Cosine Filter 
・ 3.84 MHz（RC）：α =0.22 の Raised Cosine Filter 

Data Count の選択 
1. F2 （Data Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，測定ポイント数を入

力します。 

3. Set を押します。 

Analysis Length の選択 
1. F3 （Analysis Length）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

2. Entry の ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，解析長を入力しま

す。 

3. Set を押します。 

Analysis Length は 1 回の測定に要する測定区間で，Analysis Length 設定値から

求まるデータ数を Data Count 設定値まで測定します。 
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 パワーメータ 
 

本体が MS860x の場合，Setup Common Parameter 画面でファンクションラベルの

2 ページ目の F6 （Power Meter）を押すとパワーメータ画面に移行します。 
ここでは，Power Meter 画面（パワーメータ）で表示される測定結果，設定パラメー

タおよび使用上の注意点について説明します。 
IQ 入力時には，本測定は実施できません。本体が MS268xA の場合は,本機能

は使用できません。 

 測定結果の説明 
 

Power Meter 画面（パワーメータ）で表示される測定結果について説明します。 
測定する際は F5 （Adjust Range）を押し，測定器内のレベル設定を最適化した

状態にしてください。レンジ最適化（Adjust Range）については「測定レンジの最

適化」の項目を参照してください。 

測定結果 

 
 

POWER 
内蔵のパワーセンサで測定した電力を dBm，相対レベル，W 単位で表示しま

す。 
相対レベルは F1 （Set Relative）を押した時の測定値を基準（0 dB）とします。 

Range 
現在の測定レンジを表示します。 



 
３章 測定 

3-127 

 ゼロ点校正を実施する（Zero Set） 
 

パワーメータを使用する前には，必ずゼロ点校正を実施してください。 
ゼロ点校正は，RF input コネクタを無入力状態とした後に F5 （Zero Set）を押す

ことにより実施されます。 
ゼロ点校正を実施していない場合，パワーメータの測定値が正しい値にならない

ことがあります。 
 

 相対値表示を使用する（Set Relative） 
 

相対値表示を使用する方法を説明します。 
F1 （Set Relative）を押すと，押した時点のパワー値を基準値（0 dB）に設定し，

相対値が表示されるようになります。 
 

 測定レンジを設定する（Range Up/Range Down） 
 

パワーメータの測定レンジを設定します。 

測定レンジ 
測定レンジは以下のものを持ちます。 

MS8608A のハイパワー入力時： 
0 dBm，+10 dBm，+20 dBm，+30 dBm，+40 dBm 

MS8608A のローパワー入力時および MS8609A： 
－20 dBm，－10 dBm，0 dBm，+10 dBm，+20 dBm 
 

設定方法 
F2 （Range Up）を押すと，測定レンジを上げます。 
F3 （Range Down）を押すと，測定レンジを下げます。 
F4 （Adjust Range）を押すと，測定レンジを入力信号に合わせて最適化します。

詳細は「測定レンジの最適化」の項目を参照してください。 
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 IQ レベルを測定する 
 

Setup Common Parameter 画面でファンクションラベルの 2 ページ目の F2 （IQ 
Level）を押すと IQ レベル測定画面に移行します。 
ここでは，IQ Level 画面（IQ レベル測定）で表示される測定結果，設定パラメータ

および使用上の注意点について説明します。 
RF 入力時には，本測定は実施できません。 
本体が MS268x の場合，本機能は MS2681A-17, MS2681A-18, MS2683A-17, 
MS2683A-18 または MS2687A/B-18 を搭載時にのみ有効です。 
 

 測定結果の説明 
 

IQ Level 画面（IQ レベル測定）で表示される測定結果について説明します。 

測定結果 

 
 

Level（I と Q） 
I 相信号および Q 相信号それぞれの実効値レベルを mV または dBmV 単

位で表示します。 

Level（I p-p と Q p-p） 
I 相信号および Q 相信号各々の Peak to Peak レベルを mV または dBmV
単位で表示します。 
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Phase（I/Q difference） 
I 相入力，Q 相入力に同一周波数の CW 信号を入力した場合，Ｉ相信号と

Q 相信号の位相差を deg.単位で表示します。直交復調器の直交度測定な

どに使用できます。 

 

 平均化を行う（Storage Mode） 
 

測定結果の平均化処理の設定を通してストレージモードを説明します。 

平均化処理の設定方法 
1. IQ Level 画面で F2 （Storage Mode）を押して，Storage Mode のファンク

ションラベルを表示させます。 

2. F2 （Average Count）を押すと，設定用ウインドウが開きます。 

3. Entryの ∧ ∨ ，ロータリノブ，またはテンキーで，平均化回数を入力し

ます。 

4. Set を押します。 

5. さらに，Storage Mode のメニューで F1 （Storage Mode）を押します。 

6. 選択用ウインドウが開きます。 

7. Entry の ∧ ∨ またはロータリノブで，Average を選択します。 

8. Set を押します。 

設定が終了すると再測定が実行されます。 
ストレージモードが Average に設定されている状態で平均化回数を変更した場合

も，設定終了後，再測定が実行されます。値を変更しなかった場合や Cancel した

場合は，再測定は実行されません。 

Refresh Interval：平均値表示の更新時期を設定します。 
・ Every：1 回測定ごとに表示を更新します。 
・ Once：設定された平均化回数まで測定した後に表示を更新します。 
 
ストレージモードでは下記のモードが選択できます。 
・ Normal：測定ごとに測定結果を更新し，表示します。 
・ Average：測定ごとに測定結果を平均化し，表示します。 
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 測定値の単位を変更する（Unit） 
 

IQ レベル測定値の単位の変更方法を説明します。 

単位表示の設定 
IQ Level 画面で F3 （Unit）を押して，以下のファンクションラベルを表示させ， 
単位を選択します。 
・ F1 （mV）：測定値を mV 単位で表示します。 
・ F2 （dBmV）：測定値を dBmV 単位で表示します。 
・ F6 （return）：1 つ前のファンクションラベル表示に戻ります。 
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 設定パラメータの保存と読み出し 
 

パラメータの設定値をメモリカード内に保存／読み出しする方法について説明し

ます。 
保存／読み出しを行う前に，メモリカードをメモリカード挿入口に挿入してください。

メモリカードの抜き差しは電源が入った状態で可能です。ただし，保存/読み出し

実行中はメモリカードの抜き差しは行わないようにしてください。 

1 枚のメモリカードには，100 通りの設定状態（ファイル）を保存することができます。

ファイルは，0 から 99 までのファイル番号の中に保存します。また必要によりアル

ファベットと数字によるファイル名を付けたり，書き込み保護の設定をすることがで

きます。 
ファイル名は MS-DOS 形式となっていますので，最大文字数 8 文字，アルファ

ベットの大文字小文字の区別はできません。 
 

 パラメータを保存する（Save） 
 

パラメータを保存するには，以下の手順で Save Parameter 画面を表示させます。 
1. メモリカードをメモリカード挿入口に挿入します。 

2. Shift を押してから Recall を押します。 

3. F2 （Display Dir.）を押します。 
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 1枚のメモリカードには 100 通りの設定状態（ファイル）を保存することができ

ます。ファイルは，0 から 99 までのファイル番号の中に保存します。 

4. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブでカーソルを移動し，ファイル番号

を選択します。または， F3 （File No.）で，設定ウインドウを開き，テンキー

でファイル番号を入力します。 

5.  Entry の Set を押します。 

6.  確認ウインドウが開くので，Yes を選択し Set を押します。 

以上の操作で，各パラメータの設定値はメモリカードに保存されます。 
新規の番号に保存した場合は，“PARAM**.P**”（**はファイル番号）というファ

イル名が自動で付けられます。また，すでにファイルのあるファイル番号に保存さ

れたときは，保存内容は上書きされファイル名はそのままとなります。 
 

 名前を付けて保存する（File Name） 
 

パラメータを保存するの手順 4 のところで， F4 （File Name）を押すと，ファイル

に名前を付けて保存することができます。 
ここでは， F4 （File Name）を押して，ファイル名入力用のウインドウを表示させ

たときのファイル名の入力方法について説明します。 

文字一覧

エントリエリア
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1. ロータリノブで，文字一覧のカーソルを移動し，入力したい文字を選択しま

す。 

2. Enter を押します。選択した文字が，エントリエリアに書かれます。 

3. 2 を繰り返して，ファイル名を入力します。A～F，0～9 についてはテンキー

より直接入力することもできます。ファイル名に使用できる文字数は 8 文字

までです。また，文字一覧に表示される文字のみ使用可能です。その他の

文字は使用できません。 

4. ファイル名の入力が終了したら， Set を押します。 

5. 確認ウインドウが開くので，Yes を選択し， Set を押します。 

以上の操作で，名前を付けて保存されます。 

・ ロータリノブ：文字一覧の中にあるカーソルの移動を行います。 
・ ∧ ∨ ：エントリエリアのカーソルの移動を行います。 
・ BS ：エントリエリア内のカーソルの手前の文字を消去します。 
・ Enter ：文字一覧の中にあるカーソル上の文字が，エントリエリアのカーソ

ル上に上書きされます。 
・ Set ：エントリエリアの文字列をファイル名に確定します。 

 

 ファイルの書き込み保護をする（Write Protect） 
 

ファイルの書き込み保護の設定方法について説明します。 

1. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブで，書き込み保護をしたいファイル

番号のところにカーソルを移動します。 

2. F5 （Write Protect）を押します。 

F5 Write Protect）を押すごとに，書き込み保護の On/Off が交互に切り替わりま

す。 
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パラメータを読み込む（Recall） 
 

保存したパラメータを読み込むには，以下の手順で Recall Parameter 画面を表示

させます。 
メモリカードをメモリカード挿入口に挿入します。 

1. Recall を押します。 

2. F2 （Display Dir.）を押します。 

 

3. Entry の ∧ ∨ ，またはロータリノブでカーソルを移動し，ファイル番号

を選択します。 または， F3 （File No.）で，設定ウインドウを開き，テン

キーでファイル番号を入力します。 

4. Entry の Set を押します。 

5. 確認ウインドウが開くので，Yes を選択し， Set を押します。 

パラメータの読み込みが終ると，Setup Common Parameter 画面になります。 

 

 

 



４章 性能試験 

4-1 

ここでは，MS860x/MS268x に本ソフトウェアをインストールして W-CDMA
測定を行うときの性能試験を実施する場合の測定機器，接続方法，操作内容に

ついて説明しています。 
本章で 表示されているのは，パネルキーを表します。 
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性能試験の必要な場合 
 

ここでの性能試験は，MS860x/MS268x に本ソフトウェアをインストールして

W-CDMA 測定に使用する場合の性能劣化を未然に防止するため，予防保守の

一環として行います。 
性能試験は，本器の受入検査，定期検査，修理後の性能確認などで性能試験が

必要な場合に利用してください。 
重要と判断される項目は，予防保守として定期的（年に１～２回程度が望まれ

ます）に行ってください。 
本器をW-CDMA 測定に使用される場合の受入検査，定期検査，修理後の性能

確認に対しては下記の性能試験を実施してください。 
 
• 変調／周波数測定 
• コードドメイン測定 
• 送信電力測定確度 
• リニアリティ 
• 占有周波数帯域幅測定 
• 隣接チャネル漏洩電力測定 
• スプリアス測定 
• CCDF 測定 
• IQ 入力変調精度 
• パワーメータ確度* 
*MS268x では行いません。 
性能試験で規格を満足しない項目が発見されましたら，当社または当社代理店

にご連絡ください。 
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性能試験用機器の一覧 
 

以下に性能試験用測定器の一覧を示します。 
推奨機器名（型名） 要求される性能 試験項目 

ディジタル 
変調信号発生器 

（MG3681A・MX368041） 
 
 

２台使用 
 
 
 

・周波数範囲：10 MHz～3 GHz 
  分解能 1 Hz 可能 
・出力レベル範囲 
  無変調時：–10～12 dBm 
  変調時：–10～4 dBm 
  分解能 0.1 dB 可能 
・外部基準入力：（10 MHz）可能 
・16 ch 多重が可能 
・残留ベクトル誤差：2.0%以下 typ 

変調／周波数測定 
コードドメイン測定 
送信電力測定確度 
リニアリティ 
占有周波数帯域幅測定 
隣接チャネル漏洩電力測定 
スプリアス測定 
IQ 入力変調精度 
パワーメータ確度 

校正用受信機 
（ML2530A） 

・周波数範囲：100 kHz～3 GHz 
  分解能 1 Hz 可能 
・測定電力範囲：–140～20 dBm 
・測定確度：±0.04 dB 
・外部基準入力：（10 MHz）可能 

変調／周波数測定 
リニアリティ 
パワーメータ確度 

パワーメータ 
（ML4803A） 

 
 

パワーセンサ 
（MA4601A） 

・本体確度：±0.02 dB 
・周波数範囲：100 kHz～8.5 GHz 
  （使用パワーセンサによる） 
 
・周波数範囲：10 MHz～3 GHz 
・測定電力範囲：–30～＋20 dBm 
・入力コネクタ：Ｎ型 

送信電力測定確度 
リニアリティ 
パワーメータ確度 

パワーメータ 
（ML2437A） 

 
 

・本体確度：±0.02 dB 
 
・周波数範囲：100 kHz～8.5 GHz 
（使用パワーセンサによる） 

変調／周波数測定 
コードドメイン測定 
リニアリティ 
 

パワーセンサ 
（MA2421A） 

・周波数範囲：10 MHz～3 GHz 
・測定電力範囲：–30～+20 dBm 
・入力コネクタ：N 型 

コードドメイン測定 
隣接チャネル漏洩電力測定 
スプリアス測定 

固定減衰器 
（MP721A） 

・減衰量：3 dB 
・VSWR：1.2 以下 

パワーメータ確度 

固定減衰器 
（MP721D） 

・減衰量：20 dB 
・VSWR：1.2 以下 

送信電力測定確度 

プログラマブル 
アッテネータ 
（MN72A） 

・周波数範囲：DC～18 GHz 
・減衰量確度：0.9 dB 
・VSWR：1.2 以下 

変調／周波数測定 
パワーメータ確度 
リニアリティ 

２信号パッド ・周波数範囲：50 MHz～3 GHz 
 

変調／周波数測定 

パワーデバイダ 
（1091-29） 

・周波数範囲：50 MHz～3 GHz 
 

変調／周波数測定 

パワースプリッタ ・周波数範囲：50 MHz～3 GHz 変調／周波数測定 
2-GHz LPF ・信号発生器が発生する 2 GHz 以降の高

調波をカット可能なもの 
スプリアス測定 

要求される性能は，試験項目の測定範囲をカバーできる性能の一部を抜粋しています。 
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性能試験<MS860x> 
 

被試験装置と測定器類は，特に指示する場合を除き少なくとも 30 分以上ウォ

ームアップを行い，十分に安定してから性能試験を行ってください。 
最高の測定確度を発揮するには，上記の他に室温下（25±５℃）での実施，AC
電源電圧の変動が少ないこと，騒音・振動・ほこり・湿度などについても問題

が無いことが必要です。 
 

変調／周波数測定<MS860x> 
 

ここでは，以下の規格について試験します。 
• キャリア周波数確度 
• 残留ベクトル誤差 
• 原点オフセット確度 

 
(1) 試験対象規格 
• キャリア周波数確度：±（基準水晶発振器の確度＋10 Hz） 
入力レベル： 

≧－10 dBm（MS8608A High Power入力時）， 
≧－30 dBm（MS8608A Low Power入力とMS8609A時）， 
≧－40 dBm（プリアンプオン時（MS8608AはLow Power入力に対して））， 
コードチャネル1 CHのみにて 

• 残留ベクトル誤差：＜2.0%（rms） 
入力レベル： 

≧－10 dBm（MS8608A High Power入力時）， 
≧－30 dBm（MS8608A Low Power入力とMS8609A時）， 
≧－40 dBm（プリアンプオン時（MS8608AはLow Power入力に対して））， 
コードチャネル1 CHのみにて 

• 原点オフセット確度：±0.5 dB 
入力レベル： 

≧－10 dBm（MS8608A High Power入力時）， 
≧－30 dBm（MS8608A Low Power入力とMS8609A時）， 
≧－40 dBm（プリアンプオン時（MS8608AはLow Power入力に対して））， 
コードチャネル1 CHのみ，原点オフセット–30 dBcの信号に対して 

 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
• ディジタル変調信号発生器（SG2）：MG3681A 
• 校正用受信機：ML2530A 
• プログラマブルアッテネータ：MN72A 
• ２信号パッド 
• パワースプリッタ 
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(3) セットアップ 
 

RF output 

High/Low input

MS860x 

SG2 

ML2530A 

2 信号 PAD

MN72A 

SG1 

RF output 

スプリッタ 

10 MHz Reference 

A it

10 MHz Reference 

10 MHz Reference

A it

A it
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(4) 試験手順 
1. プログラマブルアッテネータ（MN72A）を 0 dB に設定します。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

• Frequency：（19.の表の周波数＋960 kHz） 
ただし 3000 MHz のときは，–960 kHz にする。 
960 kHz はChip rate の 1/4 です。 

• Level：–10 dBm 
• Modulation：無変調 

3. SG2 を，以下のように設定します（RF Output はOff の状態で）。 
• Frequency： （19.の表の周波数） 
• Level：SG1 の設定Level–40 dBm 
• Modulation：無変調 

4. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（High Power Input） 
• Reference Level：–10 dBm 
• Frequency：（19.の表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 
• Filter：Filtering 
• Trigger：Free Run 

5.  （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
6. F6 （Power Meter）を押し，Power Meter 画面に移行します。 
7. SG1 の出力をOFF にして， F5 （Zero Set）を実行します。 
8. SG1 の出力をOn にして， F4 （Adjust Range）を実行します。 

Power Meter の指示値が–10 dBm±0.1 dB になるようにSG1 のレベルを

合わせます（SG1 のレベル可変後は必ず Adjust Range を実行します）。

レベル校正後， F6 （Back Screen）を押します。 
9. プログラマブルアッテネータ（MN72A）を 30 dB に設定します。 
10. 校正用受信機（ML2530A）の設定周波数を，19.の表の周波数＋960 kHz

に設定し（周波数が 3000 MHz の場合は－960 kHz），BW を 100 Hz，
Relative モードに設定します（レベルレンジは 2 固定）。 

11. SG2 のRF Output を On に設定し，ML2530A の周波数を 19.の表の周波

数に変更後，指示値が－30 dB±0.1 dB となるようにSG2 のレベルを合わ

せ，結果を記録します（原点オフセット期待値）。ML2530A の指示値が原

点オフセットの期待値となる 
12. プログラマブルアッテネータ（MN72A）の設定を行います。 

Pre-Ampl On 時：30 dB 
MS8609A およびMS8608A Low 入力時：20 dB 
MS8608A High 入力時：0 dB 

13. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し，本器の F2 （Modulation 
Analysis）を押し，Modulation Analysis 画面に移行します。 

14. F5 （Adjust Range）を実行します。 
15. F4 （Analysis Mode）を押し， F2 （Analysis Length）を押して

Analysis Length を 2560 chips に設定します。 F6 （Back Screen）を

押します。 
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16. 画面の測定結果表示から，原点オフセットが規格を満足していることを確

認します。 
原点オフセット確度[dB]=測定結果－原点オフセット期待値 

17. SG2 の出力をOff にします。 
18. 画面の測定結果表示から，周波数誤差と残留ベクトル誤差が規格を満足し

ていることを確認します。 
19. 下表の周波数を変更して，1.～18.を繰り返します。 
 

レベル（MS860xA への入力レベル） 
周波数 MS860xA 

Pre-Ampl On 時 
MS8609A および 

MS8608A Low入力 
MS8608A 
High 入力 

50 MHz –40 dBm±0.1 
dB 

–30 dBm±0.1 
dB 

–10 dBm±0.1 
dB 

2000 MHz –40 dBm±0.1 
dB 

–30 dBm±0.1 
dB 

–10 dBm±0.1 
dB 

3000 MHz*1 –40 dBm±0.1 
dB 

–30 dBm±0.1 
dB 

–10 dBm±0.1 
dB 

*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
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コードドメイン測定<MS860x> 
 

ここでは，以下の規格について試験します。 
• コードドメインパワー測定確度 

本測定は，当社の出荷検査と一部内容が異なります。 

(1) 試験対象規格 
• コードドメインパワー測定確度： ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 

±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 
入力レベル： 

≧＋10 dBm（High Power 入力時） 
≧–10 dBm（Low Power 入力時） 
≧–40 dBm（プリアンプオン時（MS8608AはLow Power入力に対して））

にて 
 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
 
(3) セットアップ 

 

High/Low input 

MS860x 

Anritsu
 

MS8608A 

RF output 

A it

MG3681A 
10 MHz 

 Buff Output 

Input 10/13 MHz
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(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）に“評価用信号”のデータを設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

• Frequency：50 MHz 
• Level：–10 dBm 

3. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（Low Power Input） 
• Reference Level：–10 dBm 
• Frequency：50 MHz 
• Measuring Object：Down Link 
• Filter：Filtering 
• Scrambling Code Sync. & Number：Set = 0000 
• Spreading Factor: 512 
• Channelization Code：0 
• Trigger：Free Run 

4.   （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
5. F6 （Power Meter）を押し，Power Meter 画面に移行します。 
6. SG1 の出力をOFF にして， F5 （Zero Set）を実行します。 
7. SG1 の出力をOn にして， F4 （Adjust Range）を実行します。 

Power Meterの指示値が－10 dBm±0.1 dBになるようにSG1のレベルを

合わせます（SG1 のレベル変更後は必ず Adjust Range を実行します）。

レベル校正後， F6 （Back Screen）を押します。 
8. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し，本器の F2 （Modulation 

Analysis）を押し，Modulation Analysis 画面に移行します。 
9. F5 （Adjust Range）を実行します。 
10. F4 （Analysis Mode）を押し， F1 （Analysis Start）を押してAnalysis 

Start を 0 に設定し， F2 （Analysis Length）を押してAnalysis Length
を 2560 chips に設定します。 

11. F6 （Return）を押し， F1 （Trace Format）を押してCode Domain
を設定します。 

12.   （More）を 2 回押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示し

ます。 
13. F5 （Max SF）を押し，最大の拡散率を指定するMax Spreading Factor

を 512 に設定します。 
14. F4 （Spreading Factor）を押し，画面表示コード数を指定する

Spreading Factor を 512 に設定します。 
15.   （More）を押しファンクションラベル 4 ページ目を表示させ， F1

（Exclude EVM Origin Ofst.）をOn に設定します。 
16. Single を押し，測定が終了するのを待ちます。 
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17. 下記の Code のパワー値が規格を満足していることを確認します。各 Code
のパワーの期待値は以下のとおりです。 

   Code 0 ： –2.44 dB 
   Code 63 ： –5.0 dB 
   Code 127 ：–10.0 dB 
   Code 255 ：–20.0 dB 
   Code 511 ：–25.0 dB 
18. SG1 および本器の周波数を 2 GHz，3 GHz*1 に変更して，1.～16.を繰り返

します。 
*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
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送信電力測定確度<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
±0.4 dB（内蔵のパワーメータを用いて校正後） 

(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）： MG3681A 
• パワーメータ：ML4803A 
• パワーセンサ：MA4601A 
• 20 dB 減衰器：MP721D 
 
(3) セットアップ 

 

RF output 

High/Low input 

MS860x MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz

A it

MA4601A

ML4803A 

MP721D 
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(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）に“評価用信号”のデータを設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

• Frequency：50 MHz 
• Level：+0.5 dBm 

3. パワーセンサ（MA4601A）をパワーメータ（ML4803A）の Cal Output
に接続し，Zero Adjust を実行します。 

4. Sensor Input をOn にして，ADJ を実行します（Cal Adjust）。 
5. SG1 をパワーセンサ（MA4601A）に接続します。 
6. パワーメータ（ML4803A）で+0.5 dBm±0.1 dB になるようにSG1 の出力

レベルを合わせ，測定結果を記録します（パワーメータ実測値）。 
7. SG1 の出力を本器へ接続します。 
8. 本器を，以下のように設定します。 

• Input Terminal：RF（High Power Input） 
• Reference Level：+0.5 dBm 
• Frequency：50 MHz 
• Measuring Object：QPSK 

9. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し， F3 （Transmitter Power）
を押して，Transmitter Power 画面に移行します。 

10. F5 （Adjust Range）を実行します。 
11. F4 （Calibration）を押し， F1 （Power Calibration）を実行します。 
12. 測定結果のTX Power の値を読みます（Transmitter Power 実測値）。 
13. SG1 および本器の周波数を 2 GHz，3GHz*1 に変更して 2.～12.を繰り返し

ます。各周波数での測定が終了したら，14.に進みます。 
*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 

14. Shift を押してから Hi Power を押して，入力をLow Power Input に変更

します。このとき，入力に校正されたMP721D 20 dB ATT を挿入します（事

前に各測定周波数におけるMP721D の減衰量を測定しておきます）。 
15. SG1 の出力を，Low Power Input に接続して，2.～13.を繰り返します。こ

の結果がLow Power Input の結果になります。 
• MS8608A High 入力時 

測定確度[dB]= Transmitter Power 実測値－パワーメータ実測値 
• Pre-Ampl On 時およびMS8608A Low 入力とMS8609A 時 

測定確度[dB]= Transmitter Power 実測値 
－（パワーメータ実測値－MP721D の真の減衰量） 
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リニアリティ<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
±0.2 dB（0 ～ –40 dB） 
   レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない状態で 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
• 校正用受信機：ML2530A 
• プログラマブルアッテネータ：MN72A 
• パワーメータ：ML4803A 
• パワーセンサ：MA4601A 
 
(3) セットアップ 

 

MN72A

10 MHz Buffered 
Output 

10 MHz 
Ref. In 

RF output

High/Low input 

MS860x 

ML2530A 

MG3681A 

10 MHz 
Buff Output

Input 
10/13MHz 

ML4803A 

MA4601A
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(4) 試験手順 
1. パワーセンサ（MA4601A）をパワーメータ（ML4803A）の Cal Output

に接続し，Zero Adjust を実行します。 
2. Sensor Input をOn にして，ADJ を実行します（Cal Adjust）。 
3. SG1（MN72A の出力）をパワーセンサ（MA4601A）に接続します。 
4. SG1 の周波数を設定し，プログラマブルアッテネータ（MN72A）を 0 dB

に設定します。パワーメータ（ML4803A）の指示値が+10 dBm±0.1 dB
になるように SG1 のレベルを合わせ，設定値を記録します（Set_Ref）。

測定する周波数およびレベルの組み合わせは下表とします。 
レベル（MS860x への入力レベル）  

周波数 MS860x 
Pre-Ampl On 時 

MS8608 Low 入力

およびMS8609 
MS8608A 
High 入力 

50 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB +10 dBm±0.1 dB
2000 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB +10 dBm±0.1 dB

3000 MHz*1 –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB +10 dBm±0.1 dB
     *1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
5. SG1(MN72Aの出力)を校正用受信機（ML2530A）に接続し，BWを100 Hz，

Relative モードに設定します（レベルレンジは 1 固定）。 
6. SG1 の出力レベルを（Set_Ref に対して）–40 dBc まで 10 dB ずつ下げて

いき，都度，校正用受信機（ML2530A）での測定値を記録します（ML2530A
の指示値）。 

7. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（High/Low Power Input） 
• Reference Level：（4.の表のレベル） 
• Frequency：（4.の表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 
• Filter：Filtering 
• Trigger：Free Run 

8. プログラマブルアッテネータ（MN72A）の設定を行います。 
• Pre-Ampl On 時：30 dB 
• MS8609A およびMS8608A Low 入力時：20 dB 
• MS8608A High 入力時：0 dB 

9. SG1(MN72A の出力)を本器へ接続し，SG1 のレベルをSet_Ref に設定しま

す。 
10. F3 （Transmitter Power）を押し，Transmitter Power画面に移行します。 
11. F5 （Adjust Range）を実行します。 
12. F4 （Calibration）を押し， F1 （Power Calibration）を実行します。 
13. Tx Power 値（dBm）を記録します（Measure_Ref）。 
14. SG1 の出力レベルを（Set_Ref に対して）–40 dBc まで 10 dB ずつ下げて

いき，都度，Tx Power 値を記録します。 
※ SG1 のレベルを 10 dB ずつ可変するのであって，プログラマブルアッテ

ネータ(MN72A)の設定は可変しないでください。 
15. リニアリティ誤差（下記）が，規格を満足していることを確認してください。 

リニアリティ誤差[dB]=Tx Power 値−（Measure_Ref－ML2530A の指示

値） 
16. 周波数を変更して，3.～15.を繰り返してください。 
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占有周波数帯域幅測定<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
この試験は機能試験なので，試験対象規格はありません。 

(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器：MG3681A 

(3) セットアップ 
 

High/Low input 

MS860x 

Anritsu
 

MS8608A

RF output 

A it

MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz

 

(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）に“評価用信号”のデータを設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

• Frequency：（下表の周波数） 
• Level：（下表のレベル） 

3. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（High/Low Power Input） 
• Reference Level：0 dBm（下表のレベル） 
• Frequency：50 MHz（下表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 

4. F4 （Occupied Bandwidth）を押し，Occupied Bandwidth 画面に移行

します。 
5. F4 （Adjust Range）を実行します。 
6. F1 （Measure Method）を押し，測定法をFFT 法に設定します。 
7. 占有周波数帯幅の測定値が 4.2±0.5 MHz であることを確認します。 
8. 周波数を変更して，2.～7.を繰り返してください。 

レベル（SG1 の設定値）  
周波数 MS860x 

Pre-Ampl On 時 
MS8608 Low 入力

およびMS8609 
MS8608 

High 入力 
50 MHz –30 dBm –20 dBm 0 dBm 

2000 MHz –30 dBm –20 dBm 0 dBm 
3000 MHz*1 –30 dBm –20 dBm 0 dBm 
     *1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
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隣接チャネル漏洩電力測定<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
入力レベル≧+20 dBm （MS8608A High Power 入力時），≧0 dBm 
（MS8608A Low Power 入力とMS8609A 時） 
フィルタ法，広ダイナミックレンジモード，コードチャネル 1CH 時にて 
5 MHz 離調：≧55 dBc 
10 MHz 離調：≧62 dBc 
コードチャネル 16CH 多重時（オプション 08 未搭載時のみ） 
5 MHz 離調：≧50 dBc 
10 MHz 離調：≧60 dBc 
 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
 
(3) セットアップ 

 
 

High/Low input 

MS860x 

Anritsu
 

MS8608A

RF output 

A it

MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz
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(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）を，以下のように設定します。 

• Frequency：（12.の表の周波数） 
• Level：（12.の表のレベル） 
• System：W-CDMA 
• Filter：RNYQ 
• Filter Mode：ACP 
• Maximum Code Number：１ 
• Chip Rate：3.84 Mcps 
• Roll Off Ratio：0.22 

2. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（Low Power Input） 
• Reference Level：0 dBm（12.の表のレベル） 
• Frequency：（12.の表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 
• Trigger：Free Run 

3.   （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
4. F6 （Power Meter）を押し，Power Meter 画面に移行します。 
5. SG1 の出力をOff にして， F5 （Zero Set）を実行します。 
6. SG1 を 12.の表のレベルに設定し， F4 （Adjust Range）を実行します。

Power Meter の指示値が 12.の表のレベルになるようにSG1 のレベルを合

わせます（SG1 のレベル可変後は必ずAdjust Range を実行します）。 
7. レベル校正後， F6 （Back Screen）を押します。 
8. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し， F5 （Adjacent Channel 

Power）を押し，Adjacent Channel Power 画面に移行します。 
9. F4 （Adjust Range）を実行します。 
10. F1 （Measure Method）を押し，測定法をModulation，Wide Dynamic 

Range をOn に設定します。 
11. 測定結果から，測定範囲が規格を満足することを確認します。 
12. 周波数を変更して 1.～11.を繰り返します（12.の表のCode 16 CH 時の測

定を行う場合は，SG1 のMaximum Code Number を 16 に変更します）。 
レベル（MS860x への入力レベル） 

MS8608 Low 入力および 
MS8609 

MS860x 
Pre-Ampl 搭載時*2周波数 

Code 1 CH時 Code 16 CH時 Code 1 CH時 
200 MHz 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB 
2000 MHz 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB 

3000 MHz*1 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB 
*1：オプション 08 プリアンプ実装時における上限周波数は 2300 MHz 
*2：オプション 08 実装状態でPre-Ampl はOff で測定 
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スプリアス測定<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
• 測定範囲 

搬送周波数 1800 ～ 2200 MHz にて 
≧80 dB（RBW：1 kHz） 
   （9 ～ 150 kHz，バンド 0） 
≧80 dB（RBW：10 kHz） 
   （150 kHz～30 MHz，バンド 0） 
≧80 dB（RBW：100 kHz） 
   （30 MHz～1 GHz，バンド 0） 
≧76−f[GHz]dB(RBW：1 MHz) 

（1 ～ 3.15 GHz，バンド 0，ノーマルモードにて） 

≧77 dB（RBW：1 MHz） 
（3.15 ～ 7.8 GHz，バンド 1，ノーマルモードにて） 

  オプション 03 プリセレクタ搭載時 

≧77 dB（RBW：1 MHz） 
（1.6 ～ 7.8 GHz，バンド 1，スプリアスモードにて） 

※ ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，下記周波数にス

プリアスが発生します。 
f(Spurious)=f(in)－2030.345 MHz 

 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
• 2-GHz LPF 

(3) セットアップ 
 

RF output Low input 

MS860x MG3681A

2-GHz LPF 

A it
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(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）の周波数・出力レベルの設定を行います。

本器への入力レベルは内蔵のパワーメータにて測定を行います。測定する

周波数およびレベルの組み合わせは下表とします。 
レベル（パワーメータ機能の指示値） 

周波数 MS860x 
Pre-Ampl 搭載時*1 

MS8608A Low 入力および

MS8609 
2000 MHz 0 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB 

*1：オプション 08 プリアンプ実装状態でPre-Ampl はOff 
2. 本器を，以下のように設定します。 

• Input Terminal：RF（MS8608A はLow 入力のみ） 
• Reference Level：0 dBm 
• Frequency：2000 MHz 
• Measuring Object：QPSK 
• Filter：Filtering 
• Trigger：Free Run 

3.   （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
4. F6 （Power Meter）を押し，Power Meter 画面に移行します。 
5. SG1 の出力をOFF にして， F5 （Zero Set）を実行します。 
6. SG1 の出力を上表のレベルに設定し， F4 （Adjust Range）を実行しま

す。Power Meter の指示値が 0 dBm±0.1 dB になるように，SG1 のレベル

を合わせます（SG1 のレベル可変後は必ずAdjust Range を実行します）。 
7. レベル校正後， F6 （Back Screen）を押します。 
8. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し， F6 （Spurious Emission）

を押し，Spurious Emission 画面に移行します。 
9. F1 （Spurious Mode）を押し， F3 （Sweep）に設定します。設定

完了後， F6 （return）を押します。 
10. F3 （Setup Search/Sweep Table）を押し，Table1.0 を設定します。 

設定完了後， F6 （Back Screen）を押します。 
11.   （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

F4 （Preselector）を押し，Normal モードに設定します。 
12. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻します。 

※11.および 12.は，オプション 03プリセレクタ搭載時のみ設定可能となります。 
13. F5 （Adjust Range）を実行します。 
14. F4 （Calibration）を押し， F1 （Power Calibration）を実行します。 
15. 測定範囲が規格を満足していることを確認します。 
16. オプション 03 プリセレクタ搭載時は，以下の設定も行ってください。 
17. F3 （Setup Search/Sweep Table）を押した後，  （More）を押し，

ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します 
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18.  F2 を押し，周波数テーブルをクリアします。 
19. Table1.1 を設定します。設定後， F6 （Back Screen）を押します。 
20.  （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

F4 （Preselector）を押し，Spurious モードに設定します。 
21. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻します。 
22. 同様に 13.～15.を実行します。 

 
 
 

              Table1.0 
 Start Frequency Stop Frequency RBW 

f1 9 kHz 50 kHz 1 kHz 
f2 50 kHz 150 kHz 1 kHz 
f3 150 kHz 10 MHz 10 kHz 
f4 10 MHz 30 MHz 10 kHz 
f5 30 MHz 950 MHz 100 kHz 
f6 1050 MHz 1950 MHz 1 MHz 
f7 2050 MHz 3200 MHz 1 MHz 
f8 3200 MHz 7800 MHz 1 MHz 
 
              Table1.1 

 Start Frequency Stop Frequency RBW 
f1 1600 MHz 1950 MHz 1 MHz 
f2 2050 MHz 3150 MHz 1 MHz 
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CCDF測定<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
この試験は機能試験なので，試験対象規格はありません。 

(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器：MG3681A 

(3) セットアップ 
 

High/Low input 

MS860x 

Anritsu
 

MS8608A

RF output 

A it

MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz

 

(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）を，以下のように設定します。 

• Frequency：（8.の表の周波数） 
• Level：（8.の表のレベル） 
• System：W-CDMA 
• Filter：RNYQ 
• Filter Mode：EVM 
• Maximum Code Number：１ 
• Chip Rate：3.84 Mcps 
• Roll Off Ratio：0.22 

2. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF（High/Low Power Input） 
• Reference Level：0 dBm（8.の表のレベル） 
• Frequency：50 MHz（8.の表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 

3.   （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
4. F3 （CCDF）を押し，CCDF 画面に移行します。 
5. F4 （Adjust Range）を実行します。 
6. F1 （Measure Method）を押し，測定法をCCDF 法に設定します。 
7. 0.0001%の測定値が 5.6 dB±1 dB であることを確認します。 
8. 周波数を変更して，2.～7.を繰り返してください。 

レベル（SG1 の設定値）  
周波数 MS860x 

Pre-Ampl On 時 
MS8608 Low 入力

およびMS8609 
MS8608 

High 入力 
50 MHz –30 dBm –20 dBm 0 dBm 

2000 MHz –30 dBm –20 dBm 0 dBm 
3000 MHz*1 –30 dBm –20 dBm 0 dBm 
     *1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
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IQ入力変調精度<MS860x> 
 

(1) 試験対象規格 
• 残留ベクトル誤差：<2％（rms），DC 結合 
 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器：MG3681A 
 
(3) セットアップ 

 

I I in 

MS860x MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz

A it

Q Q in

 
 
(4) 試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器の信号データを“評価用信号”に設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. 本器を，以下のように設定します。 

• Input Terminal：IQ-DC 
• Impedance：50Ω 
• Measuring Object：Down Link 
• Filter：Filtering 
• Scrambling Code Sync & Number：Set = 0000 
• Spreading Factor：512 
• Channelization Code：0 
• Trigger：Free Run 

3. F2 （Modulation Analysis）を押して，Modulation Analysis 画面を表

示します。 
4. F4 （Analysis Mode）を押し， F1 （Analysis Start）を押してAnalysis 

Start を 0 に設定し， F2 （Analysis Length）を押してAnalysis Length
を 2560 chips に設定します。 F6 （Back Screen）を押します。 

5.  （More）を 3 回押しファンクションラベル 4 ページ目を表示させ，

F1 （Exclude EVM Origin Ofst.）をOn に設定します。 
6. 残留ベクトル値が規格を満足していることを確認します。 
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評価用信号について<MS860x> 
 

本章で記載している“評価用信号”とは以下のように設定されたものとしてい

ます。 
ここでは，お客様が実際に性能試験を実施するために必要な評価用信号の内容

について説明します。この設定内容に基づいて，実際にお使いになるディジタ

ル変調信号発生器に設定してください。 
 
評価用信号の概略 

・Spreading factor = 512 
・Channelization Code = 0，63，127，255，511 の 5 code 多重 
・Scrambling Code = 0x00000 のSystem Format に則った信号 
・パワー比は下記 

 
Code ごとのパワー比 
パワー比 

Code 0  ： –2.44 dB 
Code 63  ： –5.0 dB 
Code 127 ：–10.0 dB 
Code 255 ：–20.0 dB 
Code 511 ：–25.0 dB 
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パワーメータ確度<MS860x> 
  

(1) 試験対象規格 
• 測定レベル確度 

±10% （ゼロ点校正後） 
(2) 試験用測定器 
• ディジタル信号発生器（SG1）：MG3681A 
• 校正用受信機：ML2530A 
• パワーメータ：ML4803A 
• パワーセンサ：MA4601A 
• プログラマブルアッテネータ：MN72A 
• 3 dB ATT ×2：MP721A 
 
(3) セットアップ 

 

MN72A 

10 MHz Buffered 
Output 

10 MHz 
Ref. In 

RF output

High/Low input

MS860x 

ML2530A 

MG3681A

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz 

ML4803A 

MA4601A

MP721A

MP721A
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(4) 試験手順 
1. パワーセンサ（MA4601A）をパワーメータ（ML4803A）のCal Output

に接続し，Zero Adjust を実行します。 
2. Sensor Input をOn にして，ADJ を実行します（Cal Adjust）。 
3. SG1(MN72A の出力)をパワーセンサ（MA4601A）に接続します（MP721A

付きで）。 
4. SG1 の周波数設定を行います。 

測定周波数：50 MHz，2000 MHz，3000 MHz 
5. 設定した周波数におけるパワーメータ（ML4803A）の指示値が，+10 dBm

±0.1 dB となるように，SG1 のレベルを調整し，SG1 の設定値（Set_Ref）
およびパワーメータの指示値（Read_Ref）を記録します。 

6. SG1(MN72A の出力)を校正用受信機(ML2530A)に接続し(MP721A 付き

で)，SG1 のレベルを先ほどの（Set_Ref）の値に設定します。 
7. 校正用受信機（ML2530A）をRelativeモードに設定し（レンジは 1固定），

プログラマブルアッテネータ（MN72A）を–30 dB まで 10 dB ずつ下げて

いき，各減衰時のML2530A の測定値を記録します（ATT_n）。記録終了

後，MN72A の設定を 0 dB に戻します。 
8. 本器の （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表

示します。 
9. F6 （Power Meter）を押し，Power Meter 画面に移行します。 
10. 本器に信号を入力しない状態で， F5 （Zero Set）を実行します。 
11. SG1(MN72A の出力)を本器に接続します（MP721A 付きで）。 
12. 本器の周波数を 4.で設定した周波数に合わせます。 
13. プログラマブルアッテネータ（MN72A）を–30 dB まで 10 dB ずつ下げて

いき，各減衰時の本器測定値（テスタ測定値）と，パワーメータの指示値

（Read_Ref）－ML2530A の測定値（ATT_n）より測定確度（下記）を

算出します。なお，プログラマブルアッテネータ可変時は，都度 F4
（Adjust Range）を実行してください。 

( )

( )測定確度
テスタ測定値

[%]
/

Re _Re _ /= −








 ×

+

10
10

1 100
10

10ad f ATT n  

              ※ATT_n はマイナス値 
14. 周波数を変更し，3.～13.を繰り返します。 
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性能試験<MS268x> 
 

被試験装置と測定器類は，特に指示する場合を除き少なくとも 30 分以上ウォー

ムアップを行い，十分に安定してからスペクトラムアナライザモードで内部校正を

実行してから性能試験を行ってください。 
最高の測定確度を発揮するには，上記の他に室温下（25±5 °C）での実施，AC
電源電圧の変動が少ないこと，騒音・振動・ほこり・湿度などについても問題が無

いことが必要です。 

変調／周波数測定<MS268x> 
 

ここでは，以下の規格について試験します。 
・ キャリア周波数確度 
・ 残留ベクトル誤差 
・ 原点オフセット確度 
 
（1）試験対象規格 
＜MS2681A/MS2683A＞ 

・ キャリア周波数確度：±（基準水晶発振器の確度+10 Hz） 
入力レベル≧–30 dBm（プリアンプ Off 時），コードチャネル 1 CH にて 

・ 残留ベクトル誤差：<2.0 %（rms） 
入力レベル≧–30 dBm（プリアンプ Off 時），コードチャネル 1 CH にて 

・ 原点オフセット確度：±0.5 dB 
入力レベル≧–30 dBm（プリアンプOff時），コードチャネル 1 CH，原点オフセ

ット–30 dBc の信号に対して 
 
＜MS2687A/B＞ 

・ キャリア周波数確度：±（基準水晶発振器の確度+10 Hz） 
入力レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH にて 

・ 残留ベクトル誤差：<2.0 %（rms.） 
入力レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH にて 

・ 原点オフセット確度：±0.5 dB 
入力レベル≧–30 dBm，コードチャネル 1 CH，原点オフセット–30 dBc の信号

に対して 
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（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
・ ディジタル変調信号発生器（SG2）：MG3681A 
・ 校正用受信機：ML2530A 
・ プログラマブルアッテネータ：MN72A 
・ パワーデバイダ 
・ パワースプリッタ 
・ パワーメータ：ML2437A 
・ パワーセンサ：MA2421A 

（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MA2421A
ML2437A 

RF output

RF input 

MS268x 

SG2 

ML2530A 

パワーデバイダ 

MN72A

SG1 

RF output

10 MHz Reference 

10 MHz Reference 

10 MHz Reference

スプリッタ
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（4）試験手順 
1. プログラマブルアッテネータ（MN72A）を 0 dB に設定します。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

・ Frequency：（19.の表の周波数+960 kHz） 
ただし 3000 MHz のときは，–960 kHz にします。 
960 kHz は Chip rate の 1/4 です。 

・ Level：–10 dBm 
・ Modulation：無変調 

3. SG2 を，以下のように設定します（RF Output は Off の状態で）。 
・ Frequency：（19.の表の周波数） 
・ Level：SG1 の設定 Level–40 dBm 
・ Modulation：無変調 

4. 本器を，以下のように設定します。 
・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：–10 dBm 
・ Frequency：（19.の表の周波数） 
・ Measuring Object：QPSK 
・ Filter：Filtering 
・ Trigger：Free Run 

5. スプリッタの出力をパワーセンサ（MA2421A）に接続します。 
6. パワーメータ（ML2437A）の指示値が–10 dBm±0.1 dB になるように，SG1 のレ

ベルを合わせます。 
7. スプリッタの出力を本器の RF コネクタに接続します。 
8. プログラマブルアッテネータ（MN72A）を 30 dB に設定します。 
9. 校正用受信機（ML2530A）の設定周波数を，19.の表の周波数+960 kHzに設

定し（周波数が 3000 MHz の場合は–960 kHz），BW を 100 Hz，Relative モー

ドに設定します（レベルレンジは 2 固定）。 
10. SG2 の RF Output を On に設定し，ML2530A の周波数を 19.の表の周波数に

変更後，指示値が–30±0.1 dB となるように SG2 のレベルを合わせ，結果を記

録します（原点オフセット期待値）。ML2530A の指示値が原点オフセットの期

待値となります。 
11. プログラマブルアッテネータ（MN72A）の設定を行います。 

Pre-Ampl On 時：30 dB 
Pre-Ampl Off 時：20 dB 

12. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し，本器の       （Modulation 
Analysis）を押し，Modulation Analysis 画面に移行します。 

13.        （Adjust Range）を実行します。 

14.        （Analysis Mode）を押し，      （Analysis Length）を押して Analysis 

Length を 2560chips に設定します。 F6 （Back Screen）を押します。 
16. 画面の測定結果表示から，原点オフセットが規格を満足していることを確認し

ます。 
原点オフセット確度［dB］=測定結果–原点オフセット期待値 

17. SG2 の出力を Off にします。 
18. 画面の測定結果表示から，周波数誤差と残留ベクトル誤差が規格を満足して

いることを確認します。 

F2 

F5
F4 F2
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19. 下表の周波数を変更して，1.～18.を繰り返します。 

レベル（MS268x への入力レベル） 
周波数 MS2681A/MS2683A

Pre-Ampl On 時 
MS2681A/MS2683A 

Pre-Ampl Off 時 
MS2687A/B 

 

50 MHz –40 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB

2000 MHz –40 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB

3000 MHz*1 –40 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB –30 dBm±0.1 dB

*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz
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コードドメイン測定<MS268x> 
 

ここでは，以下の規格について試験します。 
・ コードドメインパワー測定確度 
本測定は，当社の出荷検査と一部内容が異なります。 

（1）試験対象規格 
＜MS2681A/MS2683A＞ 
・ コードドメインパワー測定確度： ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
  ±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

入力レベル：≧–10 dBm（プリアンプ Off 時）にて 

＜MS2687A/B＞ 
・ コードドメインパワー測定確度： ±0.1 dB（コードパワー≧–10 dBc） 
  ±0.3 dB（コードパワー≧–25 dBc） 

入力レベル：–10 dBm にて 

（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
・ パワーメータ：ML2437A 
・ パワーセンサ：MA2421A 

（3） セットアップ 

RF output RF input 

MS268xMG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz 

MA2421A

ML2437A 
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（4）試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）に“評価用信号”のデータを設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

Frequency：50 MHz 
Level：–10 dBm 

3. 本器を，以下のように設定します。 
・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：–10 dBm 
・ Frequency：50 MHz 
・ Measuring Object：Down Link 
・ Filter：Filtering 
・ Scrambling Code Sync. & Number：Set = 0000 
・ Spreading Factor: 512 
・ Channelization Code：0 
・ Trigger：Free Run 

4. SG1 の出力をパワーセンサ（MA2421A）に接続します。 
5. パワーメータ（ML2437A）の指示値が–10 dBm±0.1 dB になるように，SG1 のレ

ベルを合わせます。 
6. SG1 の出力を本器の RF コネクタに接続します。 
7.        （Adjust Range）を実行します。 
8.        （Analysis Mode）を押し，       （Analysis Start）を押して Analysis 

Start を 0 に設定し，       （Analysis Length）を押して Analysis Length を

2560 chips に設定します。 
9.        （return）を押し，       （Trace Format）を押して Code Domain を設

定します。 
10.        （More）を 2回押し，ファンクションラベルの 3 ページ目を表示します。 
11.        （Spreading Factor）を押し，画面表示コード数を指定する Spreading 

Factor を 512 に設定します。 

12.   （More）を押しファンクションラベル 4 ページ目を表示させ， F1

（Exclude EVM Origin Ofst.）を On に設定します。 
13.         を押し，測定が終了するのを待ちます。 
14. 下記の Code のパワー値が規格を満足していることを確認します。各 Code の

パワーの期待値は以下のとおりです。 
 Code 0 ：–2.44 dB 
 Code 63 ：–5.0 dB 
 Code 127 ：–10.0 dB 
 Code 255 ：–20.0 dB 
 Code 511 ：–25.0 dB 

15. SG1 および本器の周波数を 2 GHz，3 GHz*1 に変更して，1.～14.を繰り返し

ます。 
*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 

 

F5 
F4 F1

F2

F1F6 

 
F4 

Single 
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電力測定リニアリティ<MS268x> 
 

（1）試験対象規格 
＜MS2681A/MS2683A＞ 

±0.2 dB（0～–40 dB） 
入力レベル：≧–10 dBm，レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しな

い状態で 

＜MS2687A/B＞ 

±0.2 dB 
入力レベル：–10 dBm，レンジ最適化後，基準レベルの設定を変更しない

状態で 

（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
・ 校正用受信機：ML2530A 
・ プログラマブルアッテネータ：MN72A 
・ パワーメータ：ML2437A 
・ パワーセンサ：MA2421A 
 
（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MN72A 

10 MHz Buffered 
Output 

10 MHz 
Ref. In 

RF output

RF input 

MS268x 

ML2530A 

MG3681A

10 MHz 
 Buff Output

Input 10/13 MHz

ML2437A 
MA2421A
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（4）試験手順 
1.パワーセンサ（MA2421A）をパワーメータ（ML2437A）の Cal Output に接続し，

Zero Cal を実行します。 
2. SG1（MN72A の出力）をパワーセンサ（MA2421A）に接続します。 
3. SG1の周波数を設定し，プログラマブルアッテネータ（MN72A）を0 dBに設定

します。パワーメータ（ML2437A）の指示値が+10 dBm±0.1 dB になるように

SG1 のレベルを合わせ，設定値を記録します（Set_Ref）。測定する周波数お

よびレベルの組み合わせは下表とします。 
 

レベル（MS268x への入力レベル） 
周波数 MS2681A/MS2683A

Pre-Ampl On 時 
MS2681A/MS2683A 

Pre-Ampl Off 時 
MS2687A/B 

 

50 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

2000 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

3000 MHz*1 –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
4. SG1（MN72A の出力）を校正用受信機（ML2530A）に接続し，BW を 100 Hz，

Relative モードに設定します（レベルレンジは 1 固定）。 
5. SG1の出力レベルを（Set_Refに対して）–40 dBcまで 10 dB ずつ下げていき，

都度，校正用受信機（ML2530A）での測定値を記録します（ML2530A の指

示値）。 
6. 本器を，以下のように設定します。 

・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：（3.の表のレベル） 
・ Frequency：（3.の表の周波数） 
・ Measuring Object：QPSK 
・ Filter：Filtering 
・ Trigger：Free Run 

7. プログラマブルアッテネータ（MN72A）の設定を行います。 
・ Pre-Ampl On 時：30 dB 
・ Pre-Ampl Off 時：20 dB 

8. SG1（MN72A の出力）を本器へ接続し，SG1 のレベルを Set_Ref に設定しま

す。 
9.        （Transmitter Power）を押し，Transmitter Power 画面に移行します。 
10.         （Adjust Range）を実行します。 
11.  Tx Power 値（dBm）を記録します（Measure_Ref）。 
12.  SG1の出力レベルを（Set_Refに対して）–40 dBcまで10 dBずつ下げていき，

都度，Tx Power 値を記録します。 
※ SG1 のレベルを 10 dB ずつ可変するのであって，プログラマブルアッテネ

ータ（MN72A）の設定は可変しないでください。 
13.  リニアリティ誤差（下記）が，規格を満足していることを確認してください。 

リニアリティ誤差［dB］=Tx Power 値–（Measure_Ref－ML2530A の指示値） 
14.  周波数を変更して，2.～13.を繰り返してください。 

F3 
F5 
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占有周波数帯域幅測定<MS268x> 
 

（1）試験対象規格 
この試験は機能試験なので，試験対象規格はありません。 

 
（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器：MG3681A 
 
（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

 

RF output RF input 

MS268x MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output

Input 10/13 
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（4）試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）に“評価用信号”のデータを設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. SG1 を，以下のように設定します。 

・ Frequency：（8.の表の周波数） 
・ Level：（8.の表のレベル） 

3. 本器を，以下のように設定します。 
・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：0 dBm（8.の表のレベル） 
・ Frequency：50 MHz（8.の表の周波数） 
・ Measuring Object：QPSK 

4.        （Occupied Bandwidth）を押し，Occupied Bandwidth 画面に移行しま

す。 
5.        （Adjust Range）を実行します。 
6.        （Measure Method）を押し，測定法を FFT 法に設定します。 
7. 占有周波数帯幅の測定値が 4.2±0.5 MHz であることを確認します。 
8. 周波数を変更して，2.～7.を繰り返してください。 
 

レベル（SG1 への入力レベル） 
周波数 MS2681A/MS2683A

Pre-Ampl On 時 
MS2681A/MS2683A 

Pre-Ampl Off 時 
MS2687A/B 

 

50 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

2000 MHz –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

3000 MHz*1 –20 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB –10 dBm±0.1 dB

*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 

 

F4 

F4 
F1 
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隣接チャネル漏洩電力測定<MS268x> 
 

（1）試験対象規格 
＜MS2681A/MS2683A＞ 

入力レベル：≧0 dBm（プリアンプOff時），フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて 

コード多重 離調周波数 ダイナミックレンジ 

5 MHz ≧55 dBc 
1 CH 

10 MHz ≧62 dBc 

5 MHz ≧50 dBc 
16 CH*1 

10 MHz ≧60 dBc 
*1：本体オプション 08 プリアンプを未搭載時に規定 
 
＜MS2687A/B＞ 

入力レベル：0 dBm，フィルタ法，広ダイナミックレンジモードにて 

コード多重 離調周波数 ダイナミックレンジ 

5 MHz ≧55 dBc 
1 CH 

10 MHz ≧62 dBc 
5 MHz ≧50 dBc 

16 CH 
10 MHz ≧60 dBc 

 
（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
・ パワーメータ：ML2437A 
・ パワーセンサ：MA2421A 
 

（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

RF output RF input 

MS268x MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output

Input 10/13 MHz

ML2437A 
MA2421A
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（4）試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）を，以下のように設定します。 

・ Frequency：（10.の表の周波数） 
・ Level：（10.の表のレベル） 
・ System：W-CDMA 
・ Filter：RNYQ 
・ Filter Mode：ACP 
・ Maximum Code Number：１ 
・ Chip Rate：3.84 Mcps 
・ Roll Off Ratio：0.22 

2. 本器を，以下のように設定します。 
・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：0 dBm（10.の表のレベル） 
・ Frequency：（10.の表の周波数） 
・ Measuring Object：QPSK 
・ Trigger：Free Run 

3. SG1 の出力をパワーセンサ（MA2421A）に接続します。 
4. パワーメータ（ML2437A）の指示値が 10.の表のレベルになるように，SG1 のレ

ベルを合わせます。 
5. SG1 の出力を本器の RF コネクタに接続します。 
6.        （Adjust Channel Power）を押し，Adjacent Channel Power 画面に移行

します。 
7.        （Adjust Range）を実行します。 
8.       （Measure Method）を押し，測定法を Modulation，Wide Dynamic 

Range を On に設定します。 
9. 測定結果から，測定範囲が規格を満足することを確認します。 
10. 周波数を変更して 1.～9.を繰り返します（10.の表の Code 16CH 時の測定を行

う場合は，SG1 の Maximum Code Number を 16 に変更します）。 
 

レベル（MS268x への入力レベル） 

MS2681A/MS2683A 
Pre-Ampl  Off 時 MS2687A /B 

 

周波数 

Code 1CH時 Code 16 CH時 Code 1CH時 Code 16 CH時

200 MHz 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB

2000 MHz 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB

3000 MHz 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB 0 dBm±0.1 dB –3 dBm±0.1 dB

 

F5 

F4 
F1 
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スプリアス測定<MS268x> 
 

（1）試験対象規格 
＜MS2683A＞ 

・ 測定範囲 
搬送周波数 1800 ～ 2200 MHz にて 
≧80 dB（RBW：1 kHz） 

 （9 ～ 150 kHz，バンド 0） 
≧80 dB（RBW：10 kHz） 

 （150 kHz ～ 30 MHz，バンド 0） 
≧80dB（RBW：100 kHz） 

 （30 MHz ～ 1 GHz，バンド 0） 
≧76–f［GHz］dB（RBW：1 MHz） 
  （1 ～ 3.15 GHz，バンド 0，ノーマルモードにて） 
≧77 dB（RBW：1 MHz） 
  （3.15 ～ 7.8 GHz，バンド 1，ノーマルモードにて） 
オプション 03 プリセレクタ搭載時 
≧77 dB（RBW：1 MHz） 
  （1.6～7.8 GHz，バンド 1，スプリアスモードにて） 
※ ただし搬送波周波数が 2030.354 ～ 2200 MHz の場合，下記周波数にス

プリアスが発生します。 
f（Spurious）=f（in）–2030.345 MHz 
 

（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器（SG1）：MG3681A 
・ 2-GHz LPF 
・ パワーメータ：ML2437A 
・ パワーセンサ：MA2421A 
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（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RF output
RF input 

MS268x MG3681A 

2-GHz LPF

ML2437A 
MA2421A
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（4）試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）の周波数・出力レベルの設定を行います。

周波数およびレベルの組み合わせは下表とします。 
 

レベル（パワーメータの指示値）  

周波数 MS268x 

Pre-Ampl Off 時 

2000 MHz 0 dBm±0.1 dB 

 
2. 本器を，以下のように設定します。 

・ Input Terminal：RF 
・ Reference Level：0 dBm 
・ Frequency：2000 MHz 
・ Measuring Object：QPSK 
・ Filter：Filtering 
・ Trigger：Free Run 

3. 2 GHz LPF の出力をパワーセンサ（MA2421A）に接続します。 
4. パワーメータ（ML2437A）の指示値が0 dBm±0.1 dBになるように，SG1のレベ

ルを合わせます。 
5. 2 GHz LPF の出力を本器の RF コネクタに接続します。 
6.ファンクションラベルを 1 ページ目に戻し，       （Spurious Emission）を押し，

Spurious Emission 画面に移行します。 
7.        （Spurious Mode）を押し，       （Sweep）に設定します。設定完了 

後，       （return）を押します。 
8.        （Setup Search/Sweep Table）を押し，Table1.0 を設定します。 

設定完了後，       （Back Screen）を押します。 
9.        （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

       （Preselector）を押し，Normal モードに設定します。 
10. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻します。 

※ 9.および10.は，オプション03プリセレクタ搭載時のみ設定可能となります。 
11.        （Adjust Range）を実行します。 
12. 測定範囲が規格を満足していることを確認します。 
13. オプション 03 搭載時は，以下の設定も行ってください。 
14.        （Setup Search/Sweep Table）を押した後，       （More）を押し，ファ

ンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
15.        を押し，周波数テーブルをクリアします。 
16. Table1.1 を設定します。設定後，       （Back Screen）を押します。 
17.        （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 

       （Preselector）を押し，Spurious モードに設定します。 
18. ファンクションラベルを 1 ページ目に戻します。 
19. 同様に 11.～12.を実行します。 

F6 

F1 F3
F6

F3
F6

 

F4

F5

F3  

F2

 

F4

F6
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Table1.0 

 Start Frequency Stop Frequency RBW 

f1 9 kHz 50 kHz 1 kHz 

f2 50 kHz 150 kHz 1 kHz 

f3 150 kHz 10 MHz 10 kHz 

f4 10 MHz 30 MHz 10 kHz 

f5 30 MHz 950 MHz 100 kHz 

f6 1050 MHz 1950 MHz 1 MHz 

f7 2050 MHz 3200 MHz 1 MHz 

f8 3200 MHz 7800 MHz 1 MHz 

 
Table1.1 

 Start Frequency Stop Frequency RBW 

f1 1600 MHz 1950 kHz 1 MHz 

f2 2050 kHz 3150 kHz 1 MHz 
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CCDF測定<MS268x> 
 

(1)試験対象規格 
この試h 験は機能試験なので，試験対象規格はありません。 
(2)試験用測定器 
• ディジタル変調信号発生器：MG3681A 
(3)セットアップ 

 

RF input 

MS268x 

Anritsu
 

MS8608A

RF output 

A it

MG3681A 

10 MHz 
 Buff Output 

Input 10/13 MHz

 

(4)試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器（SG1）を，以下のように設定します。 

• Frequency：（8.の表の周波数） 
• Level：（8.の表のレベル） 
• System：W-CDMA 
• Filter：RNYQ 
• Filter Mode：EVM 
• Maximum Code Number：１ 
• Chip Rate：3.84 Mcps 
• Roll Off Ratio：0.22 

2. 本器を，以下のように設定します。 
• Input Terminal：RF 
• Reference Level：0 dBm（8.の表のレベル） 
• Frequency：50 MHz（8.の表の周波数） 
• Measuring Object：QPSK 

3.  （More）を押し，ファンクションラベルの 2 ページ目を表示します。 
4. F3 （CCDF）を押し，CCDF 画面に移行します。 
5. F4 （Adjust Range）を実行します。 
6. F1 （Measure Method）を押し，測定法をCCDF 法に設定します。 
7. 0.0001%の測定値が 5.6 dB±1 dB であることを確認します。 
8. 周波数を変更して，2.～7.を繰り返してください。 

レベル（SG1 の設定値）  
周波数 MS268xA 

Pre-Ampl On 時 
MS268xA 

Pre-Ampl Off 時 
MS2687A/B 

50 MHz –30 dBm –20 dBm –20 dBm 
2000 MHz –30 dBm –20 dBm –20 dBm 

3000 MHz*1 –30 dBm –20 dBm –20 dBm 
*1：オプション08プリアンプ搭載時における上限周波数は2300 MHz 
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IQ入力変調精度<MS268x> 
 

（1）試験対象規格 
・ 残留ベクトル誤差：<2 %（rms），DC 結合 

（ MS2681A-17, MS2681A-18, MS2683A-17, MS2683A-18 ま た は

MS2687A/B-18 を搭載時のみ） 
 
（2）試験用測定器 
・ ディジタル変調信号発生器：MG3681A 
 
（3）セットアップ 
 

 

 

 

 

 

（4）試験手順 
1. ディジタル変調信号発生器の信号データを“評価用信号”に設定します。 

評価用信号の詳細は，「評価用信号について」を参照してください。 
2. 本器を，以下のように設定します。 

・ Input Terminal：IQ-DC 
・ Impedance：50 Ω 
・ Measuring Object：Down Link 
・ Filter：Filtering 
・ Scrambling Code Sync & Number：Set = 0000 
・ Spreading Factor：512 
・ Channelization Code：0 
・ Trigger：Free Run 

3.        （Modulation Analysis）を押して，Modulation Analysis 画面を表示し

ます。 

4.        （Analysis Mode）を押し，      （Analysis Start）を押して Analysis 

Startを 0に設定し，      （Analysis Length）を押してAnalysis Lengthを 2560 

chips に設定します。 F6 （Back Screen）を押します。 

5.   （More）を 3 回押しファンクションラベル 4 ページ目を表示させ， F1

（Exclude EVM Origin Ofst.）を On に設定します。 
6. 残留ベクトル値が規格を満足していることを確認します。 

I I in 

MS268xMG3681A 

10 MHz 
 Buff Output

Input 10/13 MHz

Q Q in 

F2 

F4 F1

F2
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評価用信号について<MS268x> 
 

本章で記載している“評価用信号”とは以下のように設定されたものとしています。 
ここでは，お客様が実際に性能試験を実施するために必要な評価用信号の内容

について説明します。この設定内容に基づいて，実際にお使いになるディジタル

変調信号発生器に設定してください。 

評価用信号の概略 
・ Spreading factor = 512 
・ Channelization Code = 0，63，127，255，511 の 5code 多重 
・ Scrambling Code = 0x00000 の System Format にのっとった信号 
・ パワー比は下記 
 
Code ごとのパワー比 
パワー比 

Code 0 ：–2.44 dB 
Code 63 ：–5.0 dB 
Code 127 ：–10.0 dB 
Code 255 ：–20.0 dB 
Code 511 ：–25.0 dB 
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 性能試験結果記入用紙例 
 

MS860xA ディジタル移動無線送信機テスタ/MS268x スペクトラムアナライ

ザの性能試験を行う際に，試験結果をまとめるための用紙例です。 
性能試験のさいに，本項を複写し，利用してください。 

テスト場所            レポート No.           
               日付              
               テスト担当者           
 
機器名  MS8608A ディジタル移動無線送信機テスタ 
    MX860801A W-CDMA 測定ソフトウェア 
 
製造 No.             周囲温度         ℃ 
電源周波数         Hz   相対湿度         ％ 
 
特記事項                                
                                  
                                  

変調／周波数測定 
 

周波数／変調精度測定確度（High Power 入力） 
 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 

最小値 0% 
実測値    %    %    % 
最大値 1.8% 

残留ベクトル

誤差 
測定不確かさ 0.2% 

最小値 –9.9 Hz 
実測値    Hz    Hz    Hz 
最大値 +9.9 Hz 

キャリア周波

数 
測定不確かさ ±0.1 Hz 

 
周波数／変調精度測定確度（Low Power 入力） 

 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
最小値 0% 
実測値    %    %    % 
最大値 1.8% 

残留ベクトル

誤差 
測定不確かさ 0.2% 

最小値 –9.9 Hz 
実測値    Hz    Hz    Hz 
最大値 +9.9 Hz 

キャリア周波

数 
測定不確かさ ±0.1 Hz 

周波数／変調精度測定確度（Low Power 入力Pre-Ampl On 時） 
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 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
最小値 0% 
実測値    %    %    % 
最大値 1.8% 

残留ベクトル

誤差 
測定不確かさ 0.2% 

最小値 –9.9 Hz 
実測値    Hz    Hz    Hz 
最大値 +9.9 Hz 

キャリア周波

数 
測定不確かさ ±0.1 Hz 

 
            原点オフセット期待値 

 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
期待値    dB    dB    dB 
 
            原点オフセット（High Power 入力） 

 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
測定結果    dB    dB    dB 
上限値 +0.46 dB 

原点オフセット

確度*2    dB    dB    dB 

下限値 －0.46 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 

 
            原点オフセット（Low Power 入力） 

 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
測定結果    dB    dB    dB 
上限値 +0.46 dB 

原点オフセット

確度*2    dB    dB    dB 

下限値 –0.46 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 

 
            原点オフセット（Low Power 入力Pre-Ampl On 時） 

 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
測定結果    dB    dB    dB 
上限値 +0.46 dB 

原点オフセット

確度*2    dB    dB    dB 

下限値 –0.46 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 

*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
*2：原点オフセット確度[dB]=測定結果－原点オフセット期待値 
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コードドメイン測定 
 

コードドメインパワー測定確度（Low Power 入力） 
コード番号  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 

上限値 –2.36 dB 
実測値    dB    dB    dB 0 
下限値 –2.52 dB 
上限値 –4.92 dB 
実測値    dB    dB    dB 63 
下限値 –5.08 dB 
上限値 –9.92 dB 
実測値    dB    dB    dB 127 
下限値 –10.08 dB 
上限値 –19.72 dB 
実測値    dB    dB    dB 255 
下限値 –20.28 dB 
上限値 –24.72 dB 
実測値    dB    dB    dB 511 
下限値 –25.28 dB 

測定不確かさ ±0.02 dB 
 
コードドメインパワー測定確度（Low Power 入力Pre-Ampl On 時） 

コード番号  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
上限値 –2.36 dB 
実測値    dB    dB    dB 0 
下限値 –2.52 dB 
上限値 –4.92 dB 
実測値    dB    dB    dB 63 
下限値 –5.08 dB 
上限値 –9.92 dB 
実測値    dB    dB    dB 127 
下限値 –10.08 dB 
上限値 –19.72 dB 
実測値    dB    dB    dB 255 
下限値 –20.28 dB 
上限値 –24.72 dB 
実測値    dB    dB    dB 511 
下限値 –25.28 dB 

測定不確かさ ±0.02 dB 
*1：オプション 08 プリアンプ搭載時における上限周波数は 2300 MHz 
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送信電力測定確度 
 

パワーメータの指示値 
  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 

上限値 +10.1 dBm 
指示値    dBm    dBm    dBm 

パワーメータ

指示値 
下限値 –9.9 dBm 

 
         MP721D の真の減衰量（+0.5 dBm からの減衰量） 

周波数 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
減衰量     dB     dB     dB 

 
送信電力測定確度（High Power 入力） 

  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
上限 +0.23 dB 

実測値    dB    dB    dB 
下限値 –0.23 dB 

測定確度 

測定不確かさ ±0.17 dB 
     測定確度[dB]=Tx Power 値－パワーメータ指示値 

 
送信電力測定確度（Low Power 入力） 

  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
上限 +0.23 dB 

実測値    dB    dB    dB 
下限値 –0.23 dB 

測定確度 

測定不確かさ ±0.17 dB 
     測定確度[dB]=Tx Power 値－（パワーメータ指示値－MP721D の真の減衰量） 

 
送信電力測定確度（Low Power 入力Pre-Amp On 時） 

  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*1 
上限 +0.23 dB 

実測値    dB    dB    dB 
下限値 –0.23 dB 

測定確度 

測定不確かさ ±0.17 dB 
     測定確度[dB]=Tx Power 値－（パワーメータ指示値－MP721D の真の減衰量） 
     *1：オプション 08 プリアンプ実装時における上限周波数は 2300 MHz 
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リニアリティ 
 

各周波数における+0.5 dBm 校正時におけるSG1 の設定値 
  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz*3 

SG1 設定値 Set_Ref    dBm    dBm    dBm 
 
リニアリティ確度（High Power 入力） 

周波数 
(MHz) 

SG レベル

(dBm) 
校正用受信機測

定値(dB) 
テスタ測定値

(dBm) 
リニアリティ 
演算値(dB)*2 

有効範囲 
(dB) 

+10 -----    dBm*1   
0    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

–10    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

50 

–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
+10 -----    dBm*1   

0    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–10    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

2000 

–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
+10 -----    dBm*1   

0    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–10    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

3000*3 

–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 
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リニアリティ確度（Low Power 入力） 
周波数 
(MHz) 

SG レベル

(dBm) 
校正用受信機測

定値(dB) 
テスタ測定値

(dBm) 
リニアリティ演算

値(dB)*2 
有効範囲 

(dB) 
–10 -----    dBm*1   
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

50 

–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–10 -----    dBm*1   
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

2000 

–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–10 -----    dBm*1   
–20    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

3000*3 

–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 

 
リニアリティ確度（Low Power 入力Pre-Ampl On 時） 

周波数 
(MHz) 

SG レベル

(dBm) 
校正用受信機測

定値(dB) 
テスタ測定値

(dBm) 
リニアリティ演算

値(dB)*2 
有効範囲 

(dB) 
–20 -----    dBm*1   
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

50 

–60    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–20 -----    dBm*1   
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

2000 

–60    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–20 -----    dBm*1   
–30    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–40    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
–50    dB    dBm    dB ±0.16 dB 

3000*3 

–60    dB    dBm    dB ±0.16 dB 
測定不確かさ ±0.04 dB 

*1：Measure_Ref 
*2：リニアリティ演算値の計算方法 
  リニアリティ演算値（dB）＝テスタ測定値（dBm）－｛Measure_Ref（dBm）－校正用受信機測定値

（dB）} 
*3：オプション 08 プリアンプ実装時における上限周波数は 2300 MH 
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隣接チャネル漏洩電力測定 
 

隣接チャネル漏洩電力測定範囲（Low Power 入力） 
コード 
多重数 

離調 
周波数 

200 MHz 2000 MHz 3000 MHz 
測定 

不確かさ 
有効 
下限値 

–10 MHz   dB   dB   dB 63 dB 
–5 MHz   dB   dB   dB 56 dB 
+5 MHz   dB   dB   dB 56 dB 

1 CH 

+10 MHz   dB   dB   dB 63 dB 
–10 MHz   dB   dB   dB 61 dB 
–5 MHz   dB   dB   dB 51 dB 
+5 MHz   dB   dB   dB 51 dB 

16 CH 

+10 MHz   dB   dB   dB 

1 dB 

61 dB 
 

隣接チャネル漏洩電力測定範囲（Low Power 入力オプション 08 プリアンプ搭載時）*1 
コード 
多重数 

離調 
周波数 

200 MHz 2000 MHz 2300 MHz 
測定 

不確かさ 
有効 
下限値 

–10 MHz   dB   dB   dB 63 dB 
–5 MHz   dB   dB   dB 56 dB 
+5 MHz   dB   dB   dB 56 dB 

1 CH 

+10 MHz   dB   dB   dB 

1 dB 

63 dB 
*1：オプション 08 プリアンプ搭載時の測定（Pre-Ampl 設定はOff） 
 

IQ入力変調精度 
 

変調精度測定確度（IQ 入力） 
最小値 0% 
実測値    % 
最大値 1.8% 

残留ベクトル誤差 

測定不確かさ 0.2% 
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パワーメータ確度 
 

パワーメータ指示値（Set_Ref） 
  50 MHz 2000 MHz 3000 MHz 

SG 設定値 
(Set_Ref) 

-----    dBm    dBm    dBm 

上限値 +10.1 dBm 
指示値    dBm    dBm    dBm 

パワーメータ

指示値 
(Read_Ref) 下限値 –9.9 dBm 

プログラマブルアッテネータ可変時のML2530A の測定値（ATT_n）*1 
ATT 設定値 ATT_n 50 MHz 2000 MHz 3000 MHz 

10 dB ATT_10     dB     dB     dB 
20 dB ATT_20     dB     dB     dB 
30 dB ATT_30     dB     dB     dB 

測定確度（Low Power 入力） 
周波数 
（MHz） 

入力レベル

（dBm） 
SG&ATT 
設定レベル 

テスタ測定値

（dBm） 
測定確度（%）*2 有効範囲（dB）

+10 Set_Ref    dBm    dB ±5.8%  
0 Set_Ref+ATT:10 dB    dBm    dB ±5.8%  

–10 Set_Ref+ATT:20 dB    dBm    dB ±5.8%  
50 

–20 Set_Ref+ATT:30 dB    dBm    dB ±5.8%  
+10 Set_Ref    dBm    dB ±5.8%  

0 Set_Ref+ATT:10 dB    dBm    dB ±5.8%  
–10 Set_Ref+ATT:20 dB    dBm    dB ±5.8%  

2000 

–20 Set_Ref+ATT:30 dB    dBm    dB ±5.8%  
+10 Set_Ref    dBm    dB ±5.8%  

0 Set_Ref+ATT:10 dB    dBm    dB ±5.8%  
–10 Set_Ref+ATT:20 dB    dBm    dB ±5.8%  

3000 

–20 Set_Ref+ATT:30 dB    dBm    dB ±5.8%  
測定不確かさ ±4.2% 

*1：ATT_n の値はマイナス値 
*2：測定確度の計算方法 

 

( )

( )測定確度
テスタ測定値

[%]
/

Re _Re _ /= −








 ×

+

10
10

1 100
10

10ad f ATT n
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安全情報の表示について 
当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関

する情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。 

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含ま

れるとき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。 

 

説明書中の表示について 
 
 回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る可能性がある潜在的危険について警告しています｡ 

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。 

機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて 

機器の内部や操作箇所の近くに，または説明書に，安全上または操作上の注意を喚起するための表示があります。 

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。 

 

 
 

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。 

  守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。 

  警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。 

  
注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

 

  このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。 

 
MX860801A/MX860901A/MX268101A/MX268301A/MX268701A/ 
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W-CDMA 測定ソフトウェア（MS8608A/MS8609A/ MS2681A/MS2683A/MS2687A/MS2687B 用） 
取扱説明書 2 / 2 
2001 年（平成１３年）８月２４日（初 版） 
2005 年（平成１７年）９月１４日（第１３版） 
  
・予告なしに本書の内容を変更することがあります。 
・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。 
Copyright © 2001-2005, ANRITSU CORPORATION 
Printed in Japan 
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   警告 

   注意 
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品質証明 
アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足することを証

明します。  
 

品質保証 
・ アンリツ株式会社は，本ソフトウェアが付属のマニュアルに従った使用方法にも

かかわらず，実質的に動作しなかった場合に，無償で補修または交換します。 
・ その保証期間は，購入から１年間とします。 
・ 補修または交換後の本ソフトウェアの保証期間は，購入時から一年内の残余の

期間，または補修もしくは交換後から 30 日のいずれか長い方の期間とします。 
・ 本ソフトウェアの不具合の原因が，天災地変などの不可抗力による場合，お客

様の誤使用の場合，またはお客様の不十分な管理による場合は，保証の対象

外とさせていただきます。 
 
また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。 
 
アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別

の事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を

負いかねます。 
 
 

当社へのお問い合わせ 
本製品の故障については，本説明書（紙版説明書では巻末，CD 版説明書では

別ファイル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連

絡ください。 
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国外持出しに関する注意 

1.本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責任

を負いかねます。 
2.本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替および外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合がありま

す。 
本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。 
輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

などに不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。 
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正面の電源スイッチについて 
 

本器の正面の電源スイッチは誤まった操作による誤動作を防止するため，スタン

バイ状態から約１秒押すと電源が On になり，また電源 On から約 1 秒押すとスタ

ンバイ状態になります。 
電源 On の状態で，電源プラグをコンセントから抜いて，再度差し込んだ場合，ま

た，瞬断または停電などによりラインが断になり，再度ラインが復帰しても，（スタン

バイ状態で）電源は On になりません。 
 
これは，不測の事態によりラインが断になり，再度ラインが復帰した場合（本器は

スタンバイ状態になり，）誤ったデータを取得することを防ぐための配慮です。 
たとえば，掃引時間が 1000 秒でデータ取得に時間を要する場合など，測定の途

中で瞬断（停電）が起き，電源が On で自動復帰すると，瞬断に気付かず，誤った

データを正しいデータと誤認してしまうことがあります。 
 
瞬断または停電などにより本器がスタンバイ状態になった場合，測定系の状態を

確認のうえ，正面の電源スイッチを押し，本器の電源を再投入してください。 
 
システムに本器が組み込まれており，不測の事態によりシステムの電源が断にな

り，再投入された場合も同様に，本器の電源を再投入する必要があります。 
そのため，MODEM を使った遠隔モニタリングシステムなどに組み込む場合は，

別途，オプション 46「停電後の電源復帰」を装着してください。 
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ソフトウェア使用許諾書 
本契約書とともに提供するソフトウェア・プログラム（以下，「本ソフトウェア」とい

う。）を使用する前に，本契約書をお読みください。 
お客様が本契約書の各条件に同意いただいた場合のみ，本ソフトウェアを使用

することができます。 
お客様が，本ソフトウェアの使用を開始した時点または，本ソフトウェアの梱包を

開封した時点で，お客様が本契約書の各条件に同意したものとします。お客様

が本契約に同意できない場合は，ご購入時の原状のままでアンリツ株式会社

（以下，アンリツという。）へ返却してください。 
 
１．使用許諾 

（１） お 客 様 は ， １ 台 の MS8608A/MS8609A/MS2681A/MS2683A/ 
MS2687A/MS2687B（以下，コンピュータシステムという。）で本ソフト

ウェアを使用できます。 
（２） コンピュータシステムでの使用には，本ソフトウェアがコンピュータシス

テムの記憶装置に記録されていることも含みます。 
（３） お客様が，複数台のコンピュータシステムに本ソフトウェアを使用する

場合には，同時に使用されない場合でも，使用するコンピュータシス

テムの数と同じ数の使用許諾を受けてください。 
 

２．著作権 
（１） 本ソフトウェアの著作権はアンリツが所有しています。 
（２） お客様が本ソフトウェアを購入されたことは，本契約に規定された以外

の権利をお客様に移転することを意味するものではありません。 
（３） お客様は，本ソフトウェアの全部または一部をアンリツの事前の同意を

得ることなく印刷，複製，改変，修正，その他のプログラムとの結合，逆

アセンブルまたは逆コンパイルを行うことはできません。 
 

３．複製 
お客様は，上記２（３）の規定にかかわらず，購入した本ソフトウェアを保存

する目的で一部のみ複製することができます。この場合，本ソフトウェアのオ

リジナルまたは複製のいずれか一方のみを使用することができます。 
 

４．契約の終了 
（１） お客様が，本契約に違反したとき，またはアンリツの著作権を侵害した

とき，アンリツは本契約を解除し，以後お客様の本ソフトウェアのご使

用を終了させることができます。 
（２） お客様またはアンリツは，事前の一ヵ月前までに相手方へ書面で通知

することにより，本契約を終了させることができます。 
（３） 本契約が終了した場合，お客様は，本ソフトウェアおよび付属のマ

ニュアルをすみやかに廃棄またはアンリツへ返却するものとします。 
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はじめに 
1. 本取扱説明書の記載内容は MS8608A/MS8609A ディジタル移動無線送

信機テスタまたは MS2681A/MS2683A/MS2687A/MS2687B スペクトラ

ムアナライザに本ソフトウェアをインストールした状態で説明しています。 
本取扱説明書中，MS860x は MS8608A，MS8609A を，MS268ｘは
MS2681A，MS2683A および MS2687A, MS2687B を表します。 

2. 取扱説明書の構成 
本ソフトウェアの取扱説明書は，下記の２編で構成されています。 

 

パネル操作編 
MX860x01A/MX268x01A/MX860x01B/MX268x01B の概要・パネル

説明・操作・性能試験を説明してあります。 

リモート制御編 
MX860x01A/MX268x01A/MX860x01B/MX268x01B の RS-232C リモ

ート制御・GPIBリモート制御するために必要なことについて説明してありま

す。 

パネル操作編 

リモート制御編 

MX860x01A/
MX268x01A/
MX860x01B/
MX268x01B
取扱説明書 
の構成 
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W-CDMA 測定ソフトウェア 

（MS8608A/MS8609A/MS2681A/ 
MS2683A/MS2687A/ MS2687B 用） 

取扱説明書 
（リモート制御編） 



II 

 
 

目次 
 

第 1 章 概要 .................................................  1-1 

概要 ......................................................................................  1-3 
 

第 2 章 接続方法 ..........................................  2-1 

RS-232C ケーブルによる外部機器との接続 .............................  2-3 
RS-232C インタフェース信号の接続図......................................  2-4 
GPIB ケーブルによる接続 ........................................................  2-5 
GPIB アドレスの設定 ................................................................  2-6 
 

第 3 章 デバイスメッセージの形式..................  3-1 

概要 ......................................................................................  3-3 
 

第 4 章 ステータス・ストラクチャー ..................  4-1 

IEEE488.2 標準ステータスのモデル .........................................  4-3 
ステータスバイト（STB）レジスタ ................................................  4-5 
サービスリクエスト（SRQ）のイネーブル動作 .............................  4-8 
標準イベントステータス・レジスタ ...............................................  4-9 
拡張イベントステータス・レジスタ ...............................................  4-11 
本器とコントローラ間の同期のとり方 .........................................  4-14 
 

第 5 章 イニシャル設定 .................................  5-1 

IFC ステートメントによるバスの初期化 ......................................  5-4 
DCL, SDC バスコマンドによるメッセージ交換の初期化 .............  5-5 
＊RST コマンドによるデバイスの初期化 ...................................  5-6 
INI/IP コマンドによるデバイスの初期化 .....................................  5-7 
電源投入時のデバイスの状態...................................................  5-8 
 
 



III 

第 6 章 コマンド一覧表 ..................................  6-1 

測定画面別コマンド一覧表........................................................  6-3 
全測定画面共通 .......................................................................  6-4 
Setup Common Parameter .....................................................  6-9 
Modulation Analysis ................................................................  6-12 
Transmitter Power ...................................................................  6-24 
Occupied Bandwidth ...............................................................  6-30 
Adjacent Channel Power.........................................................  6-32 
Spurious Emission ..................................................................  6-37 
Power Meter ............................................................................  6-44 
IQ Level ...................................................................................  6-45 
Demodulation Data .................................................................  6-46 
Spectrum Emission Mask........................................................  6-51 
CCDF ......................................................................................  6-54 
 

第 7 章 コマンド詳細説明 ..............................  7-1 

アルファベット順コマンド詳細説明..............................................  7-6 
測定画面依存性を持つコマンド .................................................  7-443 
 

 



IV. 

 

 



１章  概要 
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この章では，リモート制御の概説，システムアップ例などを説明します。 

 

概要 ...................................................................................  1-3 
リモート制御機能 ........................................................  1-3 
インタフェースポートの選択機能 ..................................  1-3 
RS-232C/GPIB を利用したシステムアップ例...............  1-4 
RS-232C の規格 ........................................................  1-5 
GPIB の規格 ..............................................................  1-6 
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 概要 
 

本器は，外部コントローラ（ホストコンピュータ，パーソナルコンピュータなど）と組み

合わせて，測定の自動化を行うことができます。このために本器は RS-232C インタ

フェースポートおよび GPIB インタフェースバス（IEEE std 488.2-1987）を標準で

装備しています。また，オプションで Ethernet インタフェースを装備できます。 
 

 リモート制御機能 
 

本器には，次のようなリモート制御機能があります。 

（1） 電源スイッチおよび［LOCAL］キーなどの一部を除く，すべての機能の制御 

（2） すべての設定条件の読み出し 

（3） RS-232C インタフェース条件をパネルから設定 

（4） GPIB アドレスをパネルから設定 

（5） Ethernet 用の IP アドレスなどをパネルから設定（オプション搭載時） 

（6） インタフェースポートをパネルから選択 

（7） パーソナルコンピュータや他の測定器と組み合わせての自動計測システム

の構成 

 

 インタフェースポートの選択機能 
 

本器には，外部機器とのインタフェースポートとして，標準で RS-232C インタ

フェース，GPIB インタフェースバス，およびパラレル（Centro）インタフェースを装

備しています。また，オプションを追加することで Ethernet インタフェースも装備で

きます。これらのインタフェースポートを，パネルから選択します。 

外部コントローラとの接続ポート：RS-232C/GPIB/Ethernet（オプション）のうちか

ら選択 

プリンタとの接続ポート：パラレルインタフェース 
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 RS-232C/GPIBを利用したシステムアップ例 
 

（1） スタンドアロン方式 
本器で測定した波形をプリンタへ出力します。 

MS860x/MS268x

Printer

パラレルインタフェース

 
 

（2） ホストコンピュータ制御（その 1） 
コンピュータから，自動制御／リモート制御します。 

コンピュータ 
MS860x/MS268x 

RS-232C/GPIB 

Ethernet（オプション）  
 

（3） ホストコンピュータ制御（その 2） 
コンピユータから，自動制御／リモート制御し，測定した波形をプリンタヘ出力しま

す。 

MS860x/MS268x

RS-232C/GPIB

Ethernet
（オプション）

Printer

コンピュータ

パラレル
インタフェース
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 RS-232Cの規格 
 

本器に標準装備の RS-232C の規格を以下に示します。 

項  目 規  格  値  

機 能 外部のコントローラからの制御（電源スイッチを除く） 

通信方式 非同期（調歩同期方式），半 2 重 

通信制御方式 X-ON/OFF 制御 

ボーレイト 1200，2400，4800，9600，19.2 k，38.4 k，56 k，115 k (bps)

データビット 7 ビット，8 ビット 

パリティ 奇数（ODD），偶数（EVEN），なし（NON） 

スタートビット 1 ビット 

ストップビット 1 ビット，2 ビット 

コネクタ D-sub 9 ピン，オス 
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 GPIBの規格 
 

本器に標準装備の GPIB の規格を以下に示します。  

項  目 規格値と捕捉説明  

機 能 IEEE488.2 対応 
本器をデバイスとして，外部のコントローラから制御 
（電源スイッチを除く）。 

インタフェース
ファンクション 

SH1： ソース・ハンドシェイクの全機能あり。 
データ送信のタイミングをとります。 

AH1： アクセプタ・ハンドシェイクの全機能あり。 
データ受信のタイミングをとります。 

T6： 基本的トーカ機能あり。シリアルポール機能あり。 
トークオンリ機能なし。MLA によるトーカ解除機能あり。

L4： 基本的リスナ機能あり。リスンオンリ機能なし。 
MTA によるリスナ解除機能あり。 

SR1： サービスリクエスト，ステータスバイトの全機能あり。 

RL1： リモート／ローカル全機能あり。 
ローカルロックアウトの機能あり。 

PP0： パラレルポール機能なし。 

DC1： デバイスクリアの全機能あり。 

DT1： デバイストリガの機能あり。 

C0： システムコントローラ機能なし。 

E2： トライステート出力 
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この章では，ホストコンピュータ，パーソナルコンピュータ，プリンタなどの外部機器

と本器の接続方法およびインタフェースの設定方法について説明します。 

 

RS-232C ケーブルによる外部機器との接続 ..........................  2-3 
RS-232C インタフェース信号の接続図...................................  2-4 
GPIB ケーブルによる接続 .....................................................  2-5 
GPIB アドレスの設定.............................................................  2-6 
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 RS-232C ケーブルによる外部機器との接続 
 

本器の背面にある RS-232C コネクタ（D-sub，9 ピン，オス）と周辺機器の

RS-232C コネクタを RS-232C ケーブルで接続します。 

MS860x/MS268x の背面

外部機器

RS-232C

RS-232C ケーブル

RS-232C

 
 

注： 
RS-232C コネクタのピン数は 9 ピンと 25 ピンの 2 種類あるので，外部機器

の RS-232C のピン数などを確認して，RS-232C ケーブルを購入してくださ

い。なお，本器の応用部品として，下記の RS-232C ケーブルが準備されて

います。 

 

D-sub 
9 ピン 
メス 

D-sub 
9 ピン 
メス 

長さ 1.5 m

（クロス）

（本器側） （パーソナルコンピュータ側） 

・ RS-232C ケーブル
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 RS-232C インタフェース信号の接続図 
 

本器とパーソナルコンピュータの RS-232C インタフェース信号の接続図を下記に

示します。 

･ パーソナルコンピュータとの接続図 
 

MS860x/MS268x パーソナル 
コンピュータ 

（クロスケーブル） 

D-sub 9P メス D-sub 9P メス  
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 GPIB ケーブルによる接続 
 

本器の背面にある GPIB コネクタと，周辺機器の GPIB コネクタを GPIB ケーブル

で接続します。 

注： 
GPIB ケーブルの接続は，必ず本器の電源を投入する前に行ってくださ

い。 

1つのシステムに接続可能なデバイス台数は，コントローラを含めて最大15台です。

下記に示す条件に従って接続してください。 

GPIB
コネクタ

GPIB
ケーブル

ケーブルの長さの総和 ≦20 m
デバイス間のケーブルの長さ ≦4 m
接続可能なデバイス数 ≦15  
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 GPIB アドレスの設定 
 

以下の操作で，本器の GPIB アドレスを設定してください。 

Config Interface
（カーソル移動）
My Address 1 Set

 
 

本器の GPIB アドレスをテンキーまたはロータリノブで入力し，最後に set を押し

て確定させます。 

 

 

 

 

 



３章  デバイスメッセージの形式 

3-1 

この章では，RS-232C/GPIB/Ethernet を通してコントローラ（ホストコンピュータ）

と本器（デバイス）の間で送受されるデバイスメッセージの形式について説明しま

す。 

 

概要 ...................................................................................  3-3 
プログラムメッセージ形式 ............................................  3-3 
レスポンスメッセージ形式 ............................................  3-8 
 

 



３章  デバイスメッセージの形式 

3-2 

 
 



３章  デバイスメッセージの形式 

3-3 

 概要 
 

デバイスメッセージはコントローラと本器間で送受されるデータで，プログラムメッ

セージ（コントローラから本器に出力するデータ）と，レスポンスメッセージ（コント

ローラが本器から入力するデータ）があります。プログラムメッセージには，本器の

パラメータを設定したり処理を指示するためのプログラム命令（command）とパラ

メータや測定結果の内容を問い合わせるプログラム問い合わせ（query）の 2 つが

あります。 
 

 プログラムメッセージ形式 
 

コントローラのプログラムから，WRITE 文などで本器にプログラムメッセージを出力

する場合は以下の形式で行います。 

WRITE  #1, "CF 1GHZ"

プログラムメッセージ コントローラから本器に出力され
る場合は指定されたターミネータ
が付加されます。

プログラムメッセージ
プログラムメッセージ

ターミネータ

 
 

（1） プログラムメッセージ・ターミネータ 

NL： New line または LF（Line 
Feed）とも呼ばれます。  

 

CR（carriage return）はターミネータとしては処理されず無視されます。 
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（2） プログラムメッセージ  

 
 

；で複数のコマンドを続けて出力することができます。 

＜例＞WRITE #1,"CF  1GHZ;SP 500KHZ" 

（3） プログラムメッセージ・ユニット 

 

・ IEEE488.2 共通コマンドのプログラムヘッダには先頭に“＊”がついています。 
・ プログラムデータが数値プログラムデータの場合はプログラムヘッダとの問の SP

は省略できます。 
・ プログラム問い合わせ（query）のプログラムヘッダにはヘッダの最後に“？”が

ついています。  
 
（4） プログラムデータ  

 
 

（5） キャラクタプログラムデータ 
A～Z/a～z のアルファベット，0～9 の数字および“＿”（アンダーライン）からなる決

められた文字列のデータです。  

＜例＞WRITE #1, "ST AUTO" .......... Sweep Time を“AUTO”に設定します。 
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（6） 数値プログラムデータ 
数値プログラムデータには整数形式（NR1）と固定小数点形（NR2）があります。 

＜整数形式（NR1）＞ 

・ 先頭に 0 挿入可　→　005,＋000045
・ 符号（＋または－）と数字の間にスペース挿入不可　→　＋5,＋△5（×）

・ 数字の後にスペース挿入可　→　＋5△△△

・ ＋符号は，付けても付けなくてもかまいません。　→　＋5, 5
・ 桁区切りにコンマは使用できません。　→　1,234,567（×）

 
 

＜固定栄小数点形式（NR2）＞ 

・ （整数部）は，整数形式の数値表現が適用されます。

・ 数字と小数点の間にスペース挿入不可　→　＋753△.123（×）

・ （小数部）の数字の後にスペース挿入可　→　＋753.123△△△△

・ 小数点の前に数値がなくてもかまいません。　→　.05
・ 小数点の前に符号がおけます。　→　＋.05, －.05
・ 小数点で終わることも可。　→　12.
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（7） サフィックスデータ（単位） 
本器で使用されるサフィックスを下表に示します。 

サフィックスコード一覧表 

分 類 単 位 サフィックスコード 

GHz GHZ, GZ 

MHz MHZ, MZ 

KHz KHZ, KZ 

Hz HZ 

周波数 

省略時解釈 HZ 

second S 

m second MS 

µ second US 
時間 

省略時解釈 MS 

dB DB 

dBm DBM, DM 

dBµV DBUV 

dBmV DBMV 

dBµV (emf) DBUVE 

dBµV/m DBUVM 

レベル（dB 系） 

省略時解釈 設定されているスケール
単位に準ずる。 

V V 

mV MV 

µV UV 
レベル（V 系） 

省略時解釈 UV 

W W 

mW MW 

µW UW 

nW NW 

pW PW 

fW FW 

レベル（W 系） 

省略時解釈 UW 
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（8） 文字列プログラムデータ 

 
 

• 文字列プログラムデータの前後は必ず’……’のように’の対で囲みます。 
 WRITE #1,"TITLE 'MS8608A'" 

• 文字列の中に’を含める場合は続けて”のように 2 つ指定します。 
 WRITE #1,"TITLE 'MS8608A''NOISE MEAS''' " 

 タイトルとして MS8608A 'NOISE MEAS'と設定されます。  
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 レスポンスメッセージ形式 
 

コントローラが本器から READ 文などで，レスポンスメッセージを入力する場合は

以下の形式で行います。 

レスポンスメッセージ
レスポンスメッセージ

ターミネ－タ

 
 

（1） レスポンスメッセージ・ターミネータ 

 

レスポンスメッセージまたはターミネータのどちらを使用するかは TRM コマンドによ

り指定します。 

（2） レスポンスメッセージ 

 
 

レスポンスメッセージは，1 つの WRITE 文で問い合わせした 1 つまたは複数のプ

ログラム問い合わせに対する，1 つまたは複数のレスポンスメッセージ・ユニットから

なります。 

（3） 通常のレスポンスメッセージ・ユニット 
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（4） レスポンスデータ 

 
 

（5） キャラクタレスポンスデータ 
A～Z/a～z, 0～9“＿”（アンダーライン）からなる決められた文字列のデータです。 

（6） 数値レスポンスデータ 
 

＜整数形式（NR1）＞ 

・ 先頭桁は 0 以外の数字です。

・ 正の数には“＋”は付きません。

＜例＞
123
－1234

 
 

＜固定栄小数点形式（NR2）＞ 

・ 先頭桁は 0 以外の数字です。

・ 正の数には“＋”は付きません。

・ 小数点以下が 0 の場合は整数形式で出

力します。
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（7） 文字列レスポンスデータ 

 
 

“……”で囲まれたアスキー文字列として出力されます。  
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（8） バイナリデータによる波形データ入力レスポンスメッセージ 
波形バイナリデータは，下記に示すように－32768～32767 までの 65536 個の整

数を 2 バイトとし，上位バイト，下位バイトの順に送り出します。 
 

 16-Bit Binary  With Sign  No Sign 

 1000000000000000
1000000000000001
1000000000000010
1111111111111101
1111111111111110
1111111111111111
0000000000000000
0000000000000001
0000000000000010
0000000000000011
0111111111111101
0111111111111110
0111111111111111

 -32768 
–32767 
–32766 

-3 
–2 
–1 
0 
1 
2 
3 

32765 
32766 
32767 

 32768 
32769 
32770 
65533 
65534 
65535 

0 
1 
2 
3 

32765 
32766 
32767 

 

 
符号ビット ： bit 15（MSB）が使用されます。 
整数桁数 ： bit 0～bit 14 が使用されます。 

従って，16 ビット（2 バイト）が使用されます。 

MSB LSB上位バイト 下位バイト 

整数桁数 † 符
号
ビ
ッ
ト

2 バイトバイナリデータ内部表現 
 

† 負数が数値変数へ格納されるとき，MSB には符号 bit 1 がおかれ，負数であることを

示します。また，負数は 2 の補数の形式で数値変数へ格納されます。 
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例として，16706 という整数値を ASCII 転送した場合とバイナリ転送した場合とを

比較すると，下記のように ASCII ならば 5 バイト必要ですが，バイナリならば 2 バイ

トで済み，かつデータ形式を変換する必要がないので高速データ転送には，よく

使用されます。 

 
 

波形バイナリデータは 

 指定されたポイント数×2 バイト＋終端コード 

の，バイト数分出力されます。ここで終端コードは“TRM”コマンドにより指定された

内容に従い LF（0D（H）：1 バイト）または CR＋LF（0A0D（H）：2 バイト）です。 
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この章では，GPIB インタフェースバスを使用する際の IEEE488.2 規格で定義さ

れているデバイスのステータス報告とそのデータ構造について説明します。また，

デバイスとコントローラ間の同期のとり方について説明します。 

本機能はGPIBインタフェースバスを使用して外部コントローラから制御を行う際の

機能ですが，RS-232C/Ethernet インタフェースを使用して外部コントローラから

制御を行う場合も，一部の機能を除いて，本機能を使用することができます。 

 

IEEE488.2 標準ステータスのモデル ......................................  4-3 
ステータスバイト（STB）レジスタ .............................................  4-5 

ESB および MAV サマリメッセージ ..............................  4-5 
本器固有のサマリメッセージ........................................  4-6 
STB レジスタの読み出しとクリア .................................  4-7 

サービスリクエスト（SRQ）のイネーブル動作 ..........................  4-8 
標準イベントステータス・レジスタ ............................................  4-9 

標準イベントステータス・レジスタのビット定義 ..............  4-9 
標準イベントステータス・レジスタの読み取り・ 
書き込み・クリア ..........................................................  4-10 
標準イベントステータス・イネーブルレジスタの読み取り・ 
書き込み・クリア ..........................................................  4-10 

拡張イベントステータス・レジスタ ............................................  4-11 
END イベントステータス・レジスタのビット定義 .............  4-12 
拡張イベントステータス・レジスタの読み取り・ 
書き込み・クリア ..........................................................  4-13 
拡張イベントステータス・イネーブルレジスタの読み取り・ 
書き込み・クリア ..........................................................  4-13 

本器とコントローラ間の同期のとり方 ......................................  4-14 
＊OPC?問い合わせによるレスポンス待ち...................  4-14 
＊OPC によるサービスリクエスト待ち 
（GPIB インタフェースバス使用時のみ） .......................  4-15 
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コントローラに送るステータスバイト（STB-Status Byte）は，IEEE488.2 規格に基

づいていますが，その構成ビットはステータスサマリ・メッセージと呼ばれ，レジスタ

やキュー（待ち行列）に蓄えられたデータの現在の内容を要約して表したものです。 
 

 IEEE488.2 標準ステータスのモデル 
 

IEEE488.2 で定義されているステータスデータ構造の標準モデル図を下記に示

します。 

 

標準ステータスモデル図 
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ステータスモデルでは，最下位のステータスとして IEEE488.2 ステータスバイトが

使用されます。そのステータスバイトは，上位のステータスストラクチャーから供給さ

れる 7 個のサマリメッセージビットで構成されます。これらのサマリメッセージビットを

生成するため，ステータスデータ構造はレジスタモデルとキューモデルの 2 種類か

ら構成されます。 

レジスタモデル キューモデル 

デバイスの遭遇した事象（event）および状態（condition）
を記録するための一組のレジスタをレジスタモデル
（register-model）といいます。その構造はイベントステータ
ス・レジスタ（Event Status Register）とイベントステータ
ス・イネーブルレジスタ（Event Status Enable Register）
とから構成され，両者の AND が 0 でないとき，ステータス
ビットの対応ビットが 1 となります。それ以外の場合は 0 とな
ります。そして，それらの論理 OR の結果が 1 であれば，サ
マリメッセージビットは 1 となります。論理 OR の結果が 0 で
あれば，サマリメッセージビットは 0 となります。 

順序を待つ状態値また
は情報をシーケンシャル
に記録するための待ち
行列で，これをキューモ
デル（queue-model ）と
いいます。キュー構造で
は，キューにデータがあ
るときだけ対応ビットが 1
となり，キューが空であれ
ば 0 となります。 

 
以上，説明したレジスタモデルとキューモデルをもとに，IEEE488.2 のステータス

データ構造の標準モデルは，2種類のレジスタモデルと1個のキューモデルから構

成されています。 

① 標準イベントステータスレジスタと標準イベントステータス・イネーブルレジスタ 
② ステータスバイト・レジスタとサービスリクエスト・イネーブルレジスタ 
③ 出力キュー 

 
標準イベントステータス・レジスタ
（Standard Event Status Register）

ステータスバイト・レジスタ 
（Status Byte Register） 

出力キュー 
（Output Queue）

前記のレジスタモデルの構造を
持ち，この内容はデバイスが遭
遇する事象の中で，８種類の事
象（①電源投入，②ユーザ要求，
③コマンドエラー，④実行時エ
ラー，⑤デバイス固有エラー，⑥
問い合わせエラー，⑦バス制御
権要求，⑧オペレーション終了）
の各ビットを標準事象として，標
準イベントステータス・レジスタに
立てます。論理 OR 出力ビット
は，Event Status Bit（ESB）サ
マリメッセージとして，ステータス
バイト・レジスタの bit5（DI06）に
要約表示されます。 

ステータスバイト・レジスタは，
RQS ビットおよびステータス
データ構造からの 7 個のサマ
リメッセージビットがセット可能
なレジスタで，サービスリクエス
ト・イネーブルレジスタと組で
使用され，両者の OR が 0 で
ないとき SRQ を ON にしま
す。このときのステータスバイ
ト・レジスタの bit6（DI07）は，
RQS ビットとしてシステム予約
されており，このビットにより外
部コントローラにサービス要求
の有ることを報告します。この
SRQ の仕組みは IEEE488.2
の規格に従っています。 

前記のキューモデ
ルの構造を持ち，
この内容は出力
バッファにデータ
の有ることを知らせ
る Message 
Avai1able（MAV）
サマリメッセージと
してステータスバイ
ト・レジスタの bit4
（DI05）に要約表
示されます。 
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 ステータスバイト（STB）レジスタ 
 

STB レジスタは，デバイスの STB と RQS（または MSS）メッセージから構成されま

す。 
 

 ESBおよびMAVサマリメッセージ 
 

ESB サマリメッセージおよび MAV サマリメッセージについて説明します。 

（1） ESB サマリメッセージ 
ESB（Event Summary Bit）サマリメッセージは，IEEE488.2 で定義されたメッ

セージで，STB レジスタの bit5 を使用します。ESB サマリメッセージビットは，イベ

ント発生が有効となるように設定された状態で，標準イベントステータスレジスタに

登録されたイベントが一つでも 1 になると 1 になります。逆に ESB サマリメッセージ

ビットは，イベント発生が有効となるように設定された状態でも，登録されたイベント

の発生がひとつもないときに 0 になります。 

本ビットは＊ESR?問い合わせで ESR レジスタを読み込んだ場合，および＊CLS
コマンドで ESR レジスタをクリアした場合に 0 となります。 

（2） MAV サマリメッセージ 
MAV（Message Available）サマリメッセージは，IEEE488.2 で定義されたメッ

セージで，STB レジスタの bit4 を使用します。この bit の状態は，出力キューが

‘空’であるかどうかを示します。デバイスがコントローラからレスポンスメッセージの

送出要求を受け付ける用意ができているときに，MAV サマリメッセージビットは１と

なり，出力キュー‘空’のときに 0 となります。このメッセージはコントローラとの情報

交換に同期を取るために利用されます。たとえば，コントローラがデバイスに問い

合わせコマンドを送り，MAV が 1になるのを待つというように使うことができます。そ

して，デバイスが応答をするのを待つ間，他の処理をすることができます。もし，初

めにMAVをチェックすることなしに出力キューを読み取り始めた場合は，すべての

システムバス動作はデバイスが応答するまで待たされます。 
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 本器固有のサマリメッセージ 
 

本器では下記に示すように，bit0, bit1, bit3, および bit7 を未使用とし，bit2 をイ

ベントレジスタのサマリビットとして使用しています。 
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 STBレジスタの読み出しとクリア 
 

STB レジスタの内容は，シリアルポールまたは＊STB?共通問い合わせを使って

読み取ります。どちらの方法でも IEEE488.2のSTBメッセージを読み取りますが，

bit6（位置）に送られる値はその方法によって異なります。STB レジスタの内容は，

＊CLS コマンドによってクリアすることができます。 

（1） シリアルポールを使って読む（GPIB インタフェースバス使用時のみ） 
IEEE488.2 によるシリアルポールが行われた場合，7 ビットのステータスバイトと

IEEE488.2 による RQS メッセージビットを返送します。ステータスバイトの値は，シ

リアルポールを行っても変化しません。デバイスは，ポーリングされた直後 RQSメッ

セージビットを 0 にセットします。 

（2） ＊STB 共通問い合わせを使って読む 
＊STB?共通問い合わせにより，デバイスに STB レジスタの内容と MSS（Master 
Summary Status）サマリメッセージからなる整数形式のレスポンスメッセージを送

出させます。これにより，RQS メッセージの代わりに MSS サマリメッセージが bit6
位置に現れることを除いては，＊STB?に対する応答は，シリアルポールに対する

対応と一致します。 

（3） MSS（Master Summary Status）の定義 
デバイスに少なくとも一つのサービスを要求する原因があることを示します。MSS
メッセージは＊STB?間い合わせに対するデバイスの応答の中で bit 6 に現れます

が，シリアルポールに対する応答としては現れません。また，IEEE488.2 のステー

タスバイトの一部ではありません。MSS は STB レジスタと SRQ イネーブル（SRE）

レジスタのビットの組み合わせによる総合的 OR により構成されます。 

（4） ＊CLS 共通コマンドによる STB レジスタのクリア 
＊CLS 共通コマンドは，すべてのステータスデータ構造をクリアし，それらに対応

するサマリメッセージもクリアします。なお，各イネーブル・レジスタの設定値につい

ては，＊CLS によって影響されません。 
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 サービスリクエスト（SRQ）のイネーブル動作 
 

サービスリクエスト・イネーブル（SRE）レジスタの bit 0～7 の状態により STB の対

応ビットが SRQ を発生するかどうかを制御することができます。 

サービスリクエスト・イネーブルレジスタ上のビットは，ステータスバイト・レジスタ上の

ビットと対応しています。サービスリクエスト・イネーブルレジスタのビットのうち 1 と

なっているビットに対応するステータスバイト中のビットに 1 が立つと，デバイスは，

RQS ビットを 1 とし，サービスリクエストをコントローラに対して行います。 

 
 

（1） SRE レジスタの読み出し 
SRE レジスタの内容は，＊SRE?共通問い合わせを使って読み出します。この問

い合わせに対するレスポンスメッセージは，0～255 の整数で，SRE レジスタの各

ビット桁値の総和となります。 

（2） SRE レジスタの更新 
SRE レジスタは，＊SRE 共通命令を使って書き込みます。パラメータとして 0～
255 の整数をつけ，SRE レジスタのビットを 0 または 1 に設定します。bit 6 の値は

無視されます。 
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 標準イベントステータス・レジスタ 
 

 標準イベントステータス・レジスタのビット定義 
 

下図に，標準イベント・ステータスレジスタモデルの動作を示します。 

 
 

左側の標準イベントステータス・イネーブル（ESE）レジスタは，対応するイベントレ

ジスタのどのビットが立ったとき，サマリメッセージを真にするかどうかを選択しま

す。 

ビット イベント名 説明 

7 電源投入（PON-Power on） 電源投入が OFF から ON へと変化した。

6 （未使用） （未使用） 

5 コマンドエラー 
（CME-Command Error） 

文法に従わないプログラムメッセージ，ミス
スペルのコマンドを受信した。 

4 実行時エラー 
（EXE-Execution Error） 

文法に問題はないが，実行できないプロ
グラムメッセージを受信した。 

3 デバイス固有エラー 
（DDE-Device-dependent Error）

CME, EXE, QYE 以外の原因によるエ
ラーが発生した。（パラメータエラーなど） 

2 問い合わせエラー 
（QYE-Query Error） 

出力キューにデータがないのに，出力
キューからデータを読もうとした。または出力
キューのデータが読まれる前に失われた。 

1 （未使用） （未使用） 

0 オペレーション終了 
（OPC-Operation Complete) 

このビットは本測定器が*OPC コマンドを
処理した時点で 1 になります。 
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 標準イベントステータス・レジスタの読み取り・書き込み・クリア 
 

読み取り 

＊ESR?共通問い合わせにより読み取られます。 
読み取られた後，レジスタはクリアされます。レスポンスメッセージは，イベ
ントビットに 2進数の重みを付けて総和した値を 10進数に変換した整数形
式のデータです。 

書き込み クリアすることを除き，外部から書き込みは行えません。 

クリア 

次の場合にクリアされます。 
① ＊CLS コマンド受信 
② 電源 ON 時 

bit 7 が ON となりその他のビットは 0 にクリアされます。 
③ ＊ESR? 問い合わせコマンドに対して，イベントが読み込まれた。 

 

 標準イベントステータス・イネーブルレジスタの読み取り・書き込み・クリア 
 

読み取り 
＊ESE?共通問い合わせにより読み取られます。 
レスポンスメッセージは，2 進数の重みを付けて総和した値を 10 進数に変
換した整数形式のデータです。 

書き込み ＊ESE 共通コマンドによって書き込まれます。 

クリア 

次の場合にクリアされます。 
① データ値 0 の＊ESE コマンドを受信 
② 電源 ON 時 
標準イベントステータス・イネーブルレジスタは， 
下記事項に影響されません。 
① IEEE488.1 のデバイスクリア・ファンクションの状態変化 
② ＊RST 共通コマンドの受信 
③ ＊CLS 共通コマンドの受信 
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 拡張イベントステータス・レジスタ 
 

本器では，下記に示すように，bit7, bit3, bit1, bit0 を未使用とし，bit2 を拡張レ

ジスタモデルから供給されるステータスサマリビット用として，END サマリビットに割

当てています。 
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 ENDイベントステータス・レジスタのビット定義 
 

END イベントスータス・レジスタモデルの動作，イベントビット名およびその意味に

ついて説明します。 

 
 

END イベントステータス・レジスタは対応するイベントレジスタのどのビットが立った

とき，サマリメッセージを真にするかどうか選択します。 

ビット イベント名 説明 

7 （未使用） （未使用） 

6 Max Hold/Min Hold Hold 指定回数の掃引終了 

5 Measure 終了 Measure 機能（Freq count, Noise など）
の計算処理終了 

4 AVERAGE 終了 AVERAGE 指定回数の掃引終了 

3 プリセレピーク終了 プリセレクタピーキング終了 

2 AUTO TUNE 終了 AUTO TUNE 終了 

1 CAL 終了 ALL CAL, LEVEL CAL, FREQ CAL
いずれかの CAL 終了 

0 掃引終了 1 回掃引が終了または掃引スタンバイ状態
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 拡張イベントステータス・レジスタの読み取り・書き込み・クリア 
 

読み取り 

ESR2?問い合わせにより読み取られます。 
読み取られた後，クリアされます。レスポンスメッセージはイベントビットに 2
進数の重みを付けて総和した値を 10 進数に変換した整数形式のデータ
です。 

書き込み クリアすることを除き，外部から書き込みは行えません。 

クリア 

次の場合にクリアされます。 
① ＊CLS コマンド受信 
② 電源 ON 時 
③ ESR2?問い合わせコマンドにより，イベントが読み込まれた。 

 

 拡張イベントステータス・イネーブルレジスタの読み取り・書き込み・クリア 
 

読み取り 
ESE2?問い合わせにより読み取られます。 
レスポンスメッセージは，2 進数の重みを付けて総和した値を 10 進数に変
換した整数形式のデータです。 

書き込み 

ESE2 プログラムコマンドによって書き込まれます。 
レジスタの bit0～7 は，それぞれ 1, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128 に重み付けさ
れていますので，書き込みデータは，その中から希望のビット桁値を総和
した整数形式のデータで送ります。 

クリア 

次の場合にクリアされます。 
① データ値 0 の ESE2 プログラムコマンドを受信 
② 電源 ON 時 
拡張イベントステータス・イネーブルレジスタは， 
下記事項に影響されません。 
① ＊IEEE488.1 のデバイスクリア・ファンクションの状態変化 
② ＊RST 共通コマンドの受信 
③ ＊CLS 共通コマンドの受信 
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 本器とコントローラ間の同期のとり方 
 

本器は指定されるプログラムメッセージをシーケンシャルコマンド（1 つのコマンドの

処理を完了してから次のコマンドの処理を行う）として扱うので，本器とコントローラ

間の 1 対 1 での同期は特別に考慮する必要はありません。 

コントローラが複数のデバイスを制御し，かつ複数の機器の同期をとりながら制御

を行う場合には，本測定器に指定したコマンドの処理がすべて完了してから別の

機器にコマンドを送るなどの処理が必要となります。 

本器とコントローラ間での同期のとり方には以下の 2 種類の方法があります。 

① ＊OPC?問い合わせによるレスポンス待ち 

② ＊OPC による SRQ 待ち 
 

 ＊OPC?問い合わせによるレスポンス待ち 
 

本器は＊OPC?問い合わせを実行すると，レスポンスメッセージとして“1”を出力し

ます。コントローラはこのレスポンスメッセージを入力するまで待つことにより同期を

とります。 

①　1 つまたは複数のコマンドを
連続して送出

②　＊OPC?問い合わせ送出

③　レスポンスメッセージの
読み出し

次の動作へ

.............. ［読み出された“1”を無視します。］

＜コントロールプログラム＞
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 ＊OPCによるサービスリクエスト待ち（GPIBインタフェースバス使用時のみ） 
 

本器は，＊OPC コマンドを実行すると標準イベントステータスレジスタの“オペレー

ション終了”ビット（bit0）を1にセットします。このビットをSQRに反映させるように設

定しておき，SRQ を持つことにより同期をとります。 

 
 

■＜コントロールプログラム＞ 

PRINT @1; "＊ESE 1"

PRINT @1; "＊SRE 32"

③ デバイスに指定した動作を実行させる。 

④ ＊OPC コマンド送出 PRINT @1; "＊OPC" 

⑤ SRQ 割り込み待ち（ESB サマリメッセージ） .....ステータスバイトの値は 26
＋25

＝96 

① 標準イベントステータス・イネーブルレジスタの 20
ビットをイネーブルにする。

② サービスリクエスト・イネーブルレジスタの 25
ビットをイネーブルにする。 
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本器は IEEE488.2 規格に従って 3 段階のレベルで初期化処理を行います。この

章では，この 3 段階の初期化処理の内容およびコントローラからの初期化方法に

ついて説明します。 

 

IFC ステートメントによるバスの初期化 ...................................  5-4 
DCL，SDC バスコマンドによるメッセージ交換の初期化..........  5-5 
＊RST コマンドによるデバイスの初期化 ................................  5-6 
INI/IP コマンドによるデバイスの初期化 ..................................  5-7 
電源投入時のデバイスの状態 ...............................................  5-8 
 
 



５章  イニシャル設定 

5-2 

 
 



第５章  イニシャル設定 

5-3 

IEEE488.2 では，GPIB システムの初期化について 3 つのレベルに分けられてい

ます。第 1 レベルを『バスの初期化』，第 2 レベルを『メッセージ交換の初期化』，第

3 レベルを『デバイスの初期化』として規定されています。また，電源投入時のデバ

イスの状態についても，既知の状態へ設定することが定められています。 

レベル 初期化の種類 概   要 レベルの組み合わせと
順序 

1 バスの初期化 

コントローラからの IFCメッセージ
によって，バスに接続されたすべ
てのインタフェース機能を初期化
します。 

他のレベルと組み合わ
せて使用できますが，
レベル 1 はレベル 2 の
前に実行しなければな
りません。 

2 メッセージ 
交換の初期化 

GPIBバスコマンド DCLによって
GPIB 上の全デバイス，あるいは
GPIB バスコマンド SDC によって
指定したデバイスのメッセージ交
換の初期化やオペレーションが
終了したことをコントローラへ報
告する機能を無効にします。 

他のレベルと組み合わ
せて使用できますが，
レベル 2 はレベル 3 の
前に実行しなければな
りません。 

3 デバイスの 
初期化 

*RST または INI/IP コマンドに
よって指定したデバイスを，過去
の使用状態に関係なく，そのデ
バイス固有の既知の状態に戻し
ます。 

他のレベルと組み合わ
せて使用できますが，
レベル 3 はレベル 1，レ
ベル 2 の後で実行しな
ければなりません。 

 

本器では RS-232C（標準装備）／Ethernet（オプション）インタフェースポートを使

用してコントローラから制御する場合には，レベル 3 『デバイスの初期化』機能が使

用可能です。レベル 1, 2 の初期化機能は使用できません。 

GPIB（標準装備）インタフェースバスを使用してコントローラから制御する場合には，

レベル 1, 2, 3 すべての初期化機能が使用可能です。 

レベル 1, 2, 3 については，これらを実行する命令およびその結果である初期化対

象項目を中心に説明します。また，電源投入時に設定される既知の状態について

説明します。 
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 IFC ステートメントによるバスの初期化 
 

■ 使用例 
board%=0 

CALL SendIFC (board%) 

■ 解 説 
本機能は GPIB インタフェースバスを使用してコントローラから制御する場合に使

用可能です。 

IFC ステートメントにより GPIB バスラインに接続されているすべてのデバイスのイン

タフェース機能が初期化されます。 

インタフェース機能の初期化とは，コントローラによって設定されているデバイスの

インタフェース機能の状態（トーカ, リスナ, その他）を解除して初期状態に戻すも

ので，下表の中で○印の各ファンクションを初期化します。△印は，その一部を初

期化します。 

No ファンクション 記  号 IFC での初期化

1 ソース・ハンドシェイク SH ○ 

2 アクセプタ・ハンドシェイク AH ○ 

3 トーカまたは拡張トーカ T または TE ○ 

4 リスナまたは拡張リスナ L または LT ○ 

5 サービス要求 SR △ 

6 リモート・ローカル RL  

7 パラレル・ポール PP  

8 デバイス・クリア DC  

9 デバイス・トリガ DT  

10 コントローラ C ○ 
 
IFC ステートメントによるバスの初期化では，デバイスの動作状態（周波数の設定

値，ランプの ON/OFF など）には影響を与えません。 
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 DCL，SDC バスコマンドによるメッセージ交換の初期化 
 

■ 使用例 
バス下の全デバイスのメッセージ交換の初期化（DCL 送出） 
board% = 0 
addresslist% = NOADDR 
CALL DevClearList(board%, addresslist%) 

アドレス 3 番のデバイスのみのメッセージ交換の初期化（SDC 送出） 
board% = 0 
address% = 3 
CALL DevClear(board%, address%) 

■ 解 説 
本機能は GPIB インタフェースバスを使用してコントローラから制御する場合に使

用可能です。 

指定したセレクトコードの GPIB 上の全デバイス，または指定したデバイスだけの，

メッセージ交換に関する初期化を行うステートメントです。 

■ メッセージ交換の初期化対象項目 
本器は DCL, SDC バスコマンドを受け取ると以下の処理を行います。 

① 入力バッファと出力キュー ............クリアされます。同時に MAV ビットもクリアさ

れます。 
② 構文解析部・実行制御部・応答作成部 ..リセットされます。 
③ ＊RST を含むデバイスコマンド ....これらのコマンドの実行を妨げるすべてのコ

マンドをクリアします。 
④ ＊OPC コマンドの処理 ................デバイスを OCIS（Operation Complete 

Command Idle State）にします。この結果，

オペレーション終了ビットを標準イベントス

テータス・レジスタに設定することはできませ

ん。 
⑤ ＊OPC?間い合わせの処理 .........デバイスを OQIS（Operation Complete 

Query Idle State）にします。この結果，オ

ペレーション終了ビット“１”を出力キューに

セットすることができません。 
⑥デバイスファンクション ...................メッセージ交換に関する部分は，すべてアイ

ドル状態におかれます。デバイスは，コント

ローラからのメッセージを待ち続けます。 

 注意 
DCL, SDC バスコマンドによる処理を行っても以下の項目には影響

を与えません。 
① 現在のデバイスの設定データやストアされているデータ 
② フロントパネルの状態 
③ MAV ビット以外の他のステータスバイトの状態 
④ 現在進行中のデバイスの動作 
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 ＊RST コマンドによるデバイスの初期化 
 

■ 書 式────────────────────────────── 
＊RST 

────────────────────────────────── 

■ 使用例 
RS232C/Ethernet の場合 

WRITE #1,"∗RST" .............アドレス 1 番のデバイス（本器）をレベル 3 で

初期化 

GPIB の場合 
SPA%=1 

CALL Send(０,SPA%,"∗RST",NLend) 

■ 解 説 
＊RST（Reset）コマンドは IEEE488.2 共通コマンドの一つで，デバイスをレベル 3
で初期化します。 

＊RST（Reset）コマンドはデバイス（本器）を特定の初期状態にするために使用し

ます。 

注： 
＊RST コマンドは，下記事項には影響を与えません。 

① IEEE488.1 インタフェースの状態 

② デバイスアドレス 

③ 出力キュー 

④ サービスリクエスト・イネーブルレジスタ 

⑤ 標準イベントステータス・イネーブルレジスタ 

⑥ Power-on-status-clear フラグ設定 

⑦ デバイスの規格に影響する校正データ 

⑧ 外部機器制御などに関する設定パラメータなど 

 



５章  イニシャル設定 

5-7 

 INI/IP コマンドによるデバイスの初期化 
 

■ 書 式────────────────────────────── 
INI 

IP 

────────────────────────────────── 

■ 使用例（プログラムメッセージ） 
RS232C/Ethernet の場合 

WRITE #1,"INI" ...............アドレス 1 番のデバイス（本器）をレベル 3 で

初期化 

GPIB の場合 
SPA%=1 

CALL Send(０,SPA%,"INI",NLend) 

■ 解 説 
INI コマンド/IP コマンドは本器固有のデバイスメッセージの一つで，デバイスをレ

ベル 3 で初期化します。 
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 電源投入時のデバイスの状態 
 

電源が投入されると： 

① 最後に電源を OFF したときの状態に設定されます。 
② 入力バッファと出力キューは，クリアされます。 
③ 構文解析部･実行制御部･応答作成部は，初期化されます。 
④ デバイスを OCIS ステート（Operation Complete Command Idle State）にし

ます。 
⑤ デバイスを OQIS ステート（Operation Complete Query Idle State）にしま

す。 
⑥ 標準イベント･ステータス･レジスタおよび標準イベント･ステータス･イネーブル･

レジスタは，クリアされます。イベントはクリア後に記録されます。 
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この章では，W-CDMA ソフトウェアで使用できる外部制御コマンドを一覧表で示

しています。この一覧表は各コマンドが測定器の測定画面ごとに整理されていま

す。各コマンドの詳細は，７章｢コマンド詳細説明｣を参照してください。 

 
測定画面別コマンド一覧表 ....................................................  6-3 
全測定画面共通....................................................................  6-4 
Setup Common Parameter ..................................................  6-9 
Modulation Analysis .............................................................  6-12 
Transmitter Power ...............................................................  6-24 
Occupied Bandwidth............................................................  6-30 
Adjacent Channel Power .....................................................  6-32 
Spurious Emission ...............................................................  6-37 
Power Meter.........................................................................  6-44 
IQ Level................................................................................  6-45 
Demodulation Data ..............................................................  6-46 
Spectrum Emission Mask ....................................................  6-51 
CCDF ...................................................................................  6-54 
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測定画面別コマンド一覧表 

 
W-CDMA ソフトウェア測定画面の各項目ごとにコマンド（デバイスメッセージ）をまとめたものを次ペー

ジより示します。 
 
 
■ デバイスメッセージ文字列の意味 
(a) 大文字：予約語 
(b) 数値：予約語（数値コード） 
(c) 小文字：パラメータ（引数） 

パラメータ 意味 値／型 単位／サフィックスコード 

f frequency 小数点つきの実数または整数 GHZ, MHZ, KHZ, HZ, GZ, MZ, KZ, 
省略（HZ） 

t time 小数点つきの実数または整数 S, SC, MS, US, なし（MS） 
l level 小数点つきの実数または整数 DB, DBM, DM, DBMV, DBUV, 

DBUVE, V, MV, UV, W, MW ,UW, 
NW, 省略（既定単位） 

n 無単位整数

ま た は 単 位

指定整数 

10 進整数 なし，または指定 

o 無単位整数 8 進整数 なし 
h 無単位整数 16 進整数 なし 
r 無単位実数

ま た は 単 位

指定実数 

実数 なし，または指定 

j 数値判定 PASS（合格） / FAIL（規定外） なし 
s 2 値判定 ON / OFF なし 
u 単位指定 DB, DBM, DM, DBMV, DBUV, 

DBUVE, V, MV, UV, W, MW ,UW, 
NW 

なし 
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全測定画面共通 

 
ここでは W-CDMA ソフトウェアの全測定画面で使用するコマンドを一覧にしています。MS860x/MS268x 全
測定モード共通の外部制御コマンドについては MS860x/MS268x 取扱説明書を参照してください。 

 
測定モード切り替え 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Spectrum Analyzer PNLMD SPECT PNLMD? SPECT  
Tx Tester PNLMD SYSTEM PNLMD? SYSTEM  
Config PNLMD CONFIG PNLMD? CONFIG  

 
測定システム切り替え 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

System – 1 (F1) SYS 1 SYS? 1  
System – 2 (F2) SYS 2 SYS? 2  
System – 3 (F3) SYS 3 SYS? 3  

 
出力データフォーマット 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

BIN ON BIN? ON  
Binary コード 

BIN 1 BIN? ON  
BIN OFF BIN? OFF  

ASCII 文字列 
BIN 0 BIN? OFF  

 
入力コネクタ切り替え 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

High RFINPUT HIGH RFINPUT? HIGH *1 
Low RFINPUT LOW RFINPUT? LOW *1 
*1 MS8608A のみ有効です。 

 

初期化 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

PRE --- ---  
INI --- ---  Preset 

IP --- ---  
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測定画面の切り替え 

Function Item Program Message 
Query 

Message
Response Message Remarks 

Setup Common Parameter DSPL SETCOM DSPL? SETCOM  
Modulation Analysis DSPL MODANAL DSPL? MODANAL  

Filtered 
Power & 
Tx Power 

DSPL RFPWR,FILTER DSPL? RFPWR,FILTER  

Filtered 
Power DSPL RFPWR,RRCFILTER DSPL? RFPWR,RRCFILTER  

Tx Power DSPL RFPWR,NONFILTER DSPL? RFPWR,NONFILTER  

TPC DSPL RFPWR,TPC DSPL? RFPWR,TPC  
RACH DSPL RFPWR,RACH DSPL? RFPWR,RACH *1 
Setup TPC DSPL SETTPC DSPL? SETTPC  

Transmitter 
Power 

Setup TPC2 DSPL SETTPC2 DSPL? SETTPC2 *1 
Spectrum DSPL OBW,SPECT DSPL? OBW,SPECT  

DSPL OBW,FFT DSPL? OBW,FFT  
Occupied 
Bandwidth FFT 

DSPL OBW,HIGH DSPL? OBW,FFT  
DSPL ADJ,SPECT DSPL? ADJ,SPECT1  Spectrum(All) 
DSPL ADJ,SPECT1 DSPL? ADJ,SPECT1  

Spectrum 
(Separate) DSPL ADJ,SPECT2 DSPL? ADJ,SPECT2  

Adjacent 
Channel Power 

Modulation DSPL ADJ,MOD DSPL? ADJ,MOD  
Spot DSPL SPURIOUS,SPOT DSPL? SPURIOUS,SPOT  

Search DSPL SPURIOUS,SEARCH DSPL? SPURIOUS,SEARCH  

Sweep DSPL SPURIOUS,SWEEP DSPL? SPURIOUS,SWEEP  

Spot DSPL SETTBL_SPU,SPOT DSPL? SETTBL_SPU,SPOT  
Spurious 
Emission Setup 

Frequ-
ency 
Table

Search 
& 
Sweep 

DSPL SETTBL_SPU,SWEEP DSPL? SETTBL_SPU,SWEEP  

Spectrum 
Emission 
Mask 

DSPL SMASK DSPL? SMASK  

Spectrum 
Emission Mask 

Setup 
Spectrum 
Emission 
Mask 
Template 

DSPL SETTEMP_SMASK DSPL? SETTEMP_SMASK  

CCDF DSPL CCDF,CCDF DSPL? CCDF,CCDF 
CCDF 

APD DSPL CCDF,APD DSPL? CCDF,APD 
*1 

Power Meter DSPL PWRMTR DSPL? PWRMTR *2 
IQ Level DSPL IQLVL DSPL? IQLVL *3 
Demodulation Data DSPL DEMOD DSPL? DEMOD  
Back Screen BS --- ---  
*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 本体が MS860x のみ有効です。 
*3 本体が MS268x の場合，オプション MS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されているときのみ有効です。 
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測定エラー読み出し 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Normal --- MSTAT? 0  
RF Level Limit --- MSTAT? 1  
Level Over --- MSTAT? 2  
Level Under --- MSTAT? 3  
Signal Abnormal --- MSTAT? 4  
No Synchronization --- MSTAT? 5  
Trigger Timeout --- MSTAT? 6  
No Measure --- MSTAT? 9  

 
測定開始 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

SNGLS --- ---  
No Sync 

S2 --- ---  
SWP --- ---  

Single 
Sync 

TS --- ---  
CONTS --- ---  

Continuous No Sync 
S1 --- ---  

END --- SWP? SWP 0  Measurement 
status Measuring --- SWP? SWP 1  
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測定画面の切り替え＋測定開始 
Function Item Program Message 

Query 
Message

Response Message Remarks 

Setup Common Parameter MEAS SETCOM MEAS? SETCOM  
Modulation Analysis MEAS MODANAL MEAS? MODANAL  

Filtered 
Power & Tx 
Power 

MEAS RFPWR,FILTER MEAS? RFPWR,FILTER  

Filtered 
Power MEAS RFPWR,RRCFILTER MEAS? RFPWR,RRCFILTER  

Tx Power MEAS RFPWR,NONFILTER MEAS? RFPWR,NONFILTER  

TPC MEAS RFPWR,TPC MEAS? RFPWR,TPC  
RACH MEAS RFPWR,RACH MEAS? RFPWR,RACH *1 
Setup TPC MEAS SETTPC MEAS? SETTPC  

Transmitter 
Power 

Setup TPC2 MEAS SETTPC2 MEAS? SETTPC2 *1 
Spectrum MEAS OBW,SPECT MEAS? OBW,SPECT  

MEAS OBW,FFT MEAS? OBW,FFT  
Occupied 
Bandwidth FFT 

MEAS OBW,HIGH MEAS? OBW,FFT  
MEAS ADJ,SPECT  MEAS? ADJ,SPECT1  

Spectrum(All) 
MEAS ADJ,SPECT1 MEAS? ADJ,SPECT1  

Spectrum 
(Separate) MEAS ADJ,SPECT2 MEAS? ADJ,SPECT2  

Adjacent 
Channel Power 

Modulation MEAS ADJ,MOD MEAS? ADJ,MOD  
Spot MEAS SPURIOUS,SPOT MEAS? SPURIOUS,SPOT  

Search MEAS SPURIOUS,SEARCH MEAS? SPURIOUS,SEARCH  

Sweep MEAS SPURIOUS,SWEEP MEAS? SPURIOUS,SWEEP  

Spot MEAS SETTBL_SPU,SPOT MEAS? SETTBL_SPU,SPOT  
Spurious 
Emission Setup 

Frequ-
ency 
Table

Search 
& 
Sweep 

MEAS 
SETTBL_SPU,SWEEP 

MEAS? SETTBL_SPU,SWEEP  

Spectrum 
Emission 
Mask 

MEAS SMASK MEAS? SMASK  

 Spectrum 
Emission Mask 

Setup 
Spectrum 
Emission 
Mask 
Template 

MEAS SETTEMP_SMASK MEAS? SETTEMP_SMASK 

 

CCDF MEAS CCDF,CCDF MEAS? CCDF,CCDF 
CCDF 

APD MEAS CCDF,APD MEAS? CCDF,APD 
*1 

Power Meter MEAS PWRMTR MEAS? PWRMTR *2 
IQ Level MEAS IQLVL MEAS? IQLVL *3 
Demodulation Data MEAS DEMOD MEAS? DEMOD  
*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 本体が MS860x のみ有効です。 
*3 本体が MS268x の場合，オプション MS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されているときのみ有効です。 
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Pre Ampl (Option 08) 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

On PREAMP ON PREAMP? ON *1 
Off PREAMP OFF PREAMP? OFF *1 
*1 オプション MS860xA-08/MS2681A-08/MS2683A-08 プリアンプが搭載されている場合のみ有効です。 
 
Correction 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Off CORR 0 CORR? 0  
Table1 CORR 1 CORR? 1  
Table2 CORR 2 CORR? 2  
Table3 CORR 3 CORR? 3  
Table4 CORR 4 CORR? 4  
Table5 CORR 5 CORR? 5  
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Setup Common Parameter 

下表は Setup Common Parameter 画面での設定項目と外部制御コマンドを対応づけたものです。 

Function Item Program Message Query Message
Response 
Message 

Remarks 

RF TERM RF TERM? RF  
IQ-DC TERM IQDC TERM? IQDC *1 
IQ-AC TERM IQAC TERM? IQAC *1 

Terminal 

IQ-Balance TERM IQBAL TERM? IQBAL *1 
50Ω IQINZ 50 IQINZ? 50 *1 

Impedance 
1MΩ IQINZ 1M IQINZ? 1M *1 

SPREV ON SPREV? ON 
Spectrum 

SPREV OFF SPREV? OFF 
*2 

Reference Level RFLVL l RFLVL? l 

l:  
<High> 
(－10+offset) ～  
(42+offset) dBm 
<Low> 
(－30+offset) ～  
(22+offset) dBm 

Reference Level Offset RFLVLOFS l RFLVLOFS? l l: － 99.99 dB ～  99.99 
dB 

Channel CHAN n CHAN? n n: 1 ～ 20000 

Frequency FREQ f FREQ? f 

f: 
(MS8608A) 
100 Hz ～ 7.8 GHz 
(MS8609A) 
100 Hz ～ 13.2 GHz  
(MS2681A) 
100 Hz ～ 3.0 GHz 
(MS 2683A) 
100Hz ～ 7.8 GHz  
(MS2687A/B) 
100 Hz ～ 30 GHz 

Channel & Frequency CHFREQ n,f --- --- 

n: 1 ～20000 
f: 
(MS8608A) 
100 Hz ～ 7.8 GHz 
(MS8609A) 
100 Hz ～ 13.2 GHz 
(MS2681A) 
100 Hz ～ 3.0 GHz 
(MS2683A) 
100 Hz ～ 7.8 GHz  
(MS2687A/B) 
100 Hz ～ 30 GHz 

Channel Spacing CHSPC f CHSPC? f f:–10.0 GHz ～ 10.0 GHz
*1 本体が MS268x の場合，オプション MS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されているときのみ有効です。 
*2 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Setup Common Parameter（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Up Link MEASOBJ UPLNK MEASOBJ? UPLNK  
Up Link 
(RACH) 

MEASOBJ 
UPLNKRACH 

MEASOBJ? UPLNKRACH
*1 

Down Link MEASOBJ 
DNLNK 

MEASOBJ? DNLNK  

Down Link 
(Compress) 

MEASOBJ 
DNLNKCOMP 

MEASOBJ? DNLNKCOMP
*1 

Measuring Object 

QPSK MEASOBJ QPSK MEASOBJ? QPSK  
No Filter FILTER OFF FILTER? OFF  

Filter 
Filtering FILTER ON FILTER?  ON  
Long UPCODESYNC 

LONG 
UPCODESYNC? LONG  

Scrambling Code 
Sync. 
<Up Link> Short UPCODESYNC 

SHORT 
UPCODESYNC? SHORT  

Auto CODESYNC AUTO CODESYNC? AUTO  Scrambling Code 
Sync. 
<Down Link> Set CODESYNC SET CODESYNC? SET  

Scrambling Code Number CODENO h CODENO? h 

h:  
<Up Link> 
000000 ～ FFFFFF 
<Down Link> 
00000 ～ 3FFFF 

Scrambling Code 
Number(RACH) 

CODENORACH h CODENORACH? h 
h: 0000 ～ 1FFF 
*1 

DPCCH SFMD DPCCH SFMD? DPCCH  Spreading Factor 
Mode<Up Link> Set SFMD SET SFMD? SET  

P-CPICH SFMD PCPICH SFMD? PCPICH  Spreading Factor 
Mode 

<Down Link> Set SFMD SET SFMD? SET  

Spreading Factor SF n SF? n 
n: 512(Down Link 
のみ),256,128,64,32, 
16,8,4 

Channelization Codes Number SCNO n SCNO? n 
n: 0 ～ 
 (Spreading Factor －

1) 

Spreading Factor for DPDCH SFDPDCH n SFDPDCH? n 
n: 
256,128,64,32,16,8,4 

Slot Format for DPCCH SLTFORM n SLTFORM? n 
n:0 ～ 5 
*1 

Spreading Factor for DPCH SFDPCH n SFDPCH? n 
n: 
512,256,128,64,32,16,
8,4 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Setup Common Parameter（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Free Run TRG FREE TRG? FREE  
External TRG EXT TRG? EXT  Trigger 

Wide IF TRG WIDEVID TRG? WIDEVID *1 
Rise TRGEDGE RISE TRGEDGE? RISE  

Trigger Edge 
Fall TRGEDGE FALL TRGEDGE? FALL  

Trigger Delay TRGDLY r TRGDLY? r 
r: －384000.0 ～ 
384000.0 chip 

High TRGLVL HIGH TRGLVL? HIGH 
Middle TRGLVL MIDDLE TRGLVL? MIDDLE Trigger Level 
Low TRGLVL LOW TRGLVL? LOW 

*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis 

下表は Modulation Analysis 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけ

たものです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

None TRFORM NON TRFORM? NON  
Constellation TRFORM CONSTEL TRFORM? CONSTEL  
Eye Diagram TRFORM EYE TRFORM? EYE  
EVM TRFORM VECT TRFORM? VECT  
Phase Error TRFORM PHASE TRFORM? PHASE  
Magnitude Error TRFORM MAGTD TRFORM? MAGTD  
Code Domain TRFORM CODE TRFORM? CODE  

Trace Format 

Code vs Time TRFORM CDVSTM TRFORM? CDVSTM *1 
I OPRTP I OPRTP? I  

Operation Phase 
Q OPRTP Q OPRTP? Q  
Power CDDSPL PWR CDDSPL? PWR  Code Domain 

Display Error CDDSPL ERR CDDSPL? ERR  
Normal STRG_MOD NRM STRG_MOD? NRM  
Average STRG_MOD AVG STRG_MOD? AVG  Storage Mode 
Overwrite STRG_MOD OVER STRG_MOD? OVER  

Average Count AVR_MOD n AVR_MOD? n n: 2 ～ 9999 
Every INTVAL_MOD EVERY INTVAL_MOD? EVERY  

Refresh Interval 
Once INTVAL_MOD ONCE INTVAL_MOD? ONCE  
Normal AVGMD_MOD NRM AVGMD_MOD? NRM 

Average Mode Continuous AVGMD_MOD 
CONTS 

AVGMD_MOD? CONTS *1 

On PHOLD_MOD ON ON 
Peak Hold 

Off PHOLD_MOD OFF 
PHOLD_MOD?

OFF 
*1 

Continuous Avg.Length CONTAVGLENGTH a
CONTAVGLENG
TH? 

a 
a: 15 ～ 150 
*1 

Non INTPOL NON INTPOL? NON  
Linear INTPOL LIN INTPOL? LIN  
10points INTPOL POINT10 INTPOL? POINT10  
Linear & 
Symbol Position 

INTPOL LINSYM INTPOL? LINSYM  Interpolation 

10 points &  
Symbol Position 

INTPOL P10SYM INTPOL? P10SYM  

5 % ERRSC 5 ERRSC? 5  
10 % ERRSC 10 ERRSC? 10  
20 % ERRSC 20 ERRSC? 20  

Error Scale 

OFF ERRSC OFF ERRSC? OFF  
0° SCOFS 0 SCOFS? 0  

Phase Offset 
45° SCOFS 45 SCOFS? 45  

*1：MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

5 % or 5 deg VSCALE 5 5  
10 % or 10 deg VSCALE 10 10  
20 % or 20 deg VSCALE 20 20  
50 % or 50 deg VSCALE 50 50  

Vertical Scale 
(EVM,Phase Error, 
Magnitude Error) 

100 % or 100 
deg 

VSCALE 100 

VSCALE? 

100  

20 dB VSCALE_CDP 20 20 *1 
40 dB VSCALE_CDP 40 40  
60 dB VSCALE_CDP 60 60 *1 

Vertical Scale 
(Code Domain 
Power) 

80 dB VSCALE_CDP 80 

VSCALE_CDP? 

80  
20 dB VSCALE_CVT 20 20 
40 dB VSCALE_CVT 40 40 
60 dB VSCALE_CVT 60 60 

Vertical Scale 
(Code vs Time) 

80 dB VSCALE_CVT 80 

VSCALE_CVT? 

80 

*1 

1 SSCALE 1 1 
2 SSCALE 2 2 
5 SSCALE 5 5 

Square Scale 

10 SSCALE 10 

SSCALE? 

10 

*1 

Analysis Start ANLYSTA n ANLYSTA? n n: 
0 ～ 38400 chip 

Analysis Length ANLYLEN n ANLYLEN? n 

n:  
<Up Link> 
256/512 ～  2560
chip  
<Down Link> 
256/512 ～  2560
chip 
<QPSK> 
4 ～ 2560 chip 

256 MAXSF 256 256 Max Spreading 
Factor 512 MAXSF 512 

MAXSF? 
512 

 

On EXEVMORGOFST ON ON Exclude EVM 
Origin Offset Off EXEVMORGOFST OFF 

EXEVMORGOFST? 
OFF 

*1 

Auto TRESHMD_MOD AUTO AUTO 
Threshold Mode 

Manual 
TRESHMD_MOD  
MANUAL 

TRESHMD_MOD? 
MANUAL 

*1 

Threshold THRESH_MOD l THRESH_MOD? l 
l: － 50.0 ～  －

10.0 dB *1 
Off DTXSETUP_MOD OFF DTXSETUP_MOD? OFF 

DTX Setup 
On DTXSETUP_MOD ON DTXSETUP_MOD? ON 

*1 

PICH Channelization Code  PICHCNO_MOD n PICHCNO_MOD? n n : 0 ～ 255. *1 

PICH Timing Offset 
PICHTIMINGOFS_
MOD n 

PICHTIMINGOFS_
MOD? 

n n : 0 ～ 149. *1 

*1： MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message

Remarks 

SF_CDP n SF_CDP? n n: 512 (Down Link のみ ), 
256, 128, 64, 32, 16, 8, 4 

 

SF_CDANAL n SF_CDANAL? n n: 512 (Down Link のみ ), 
256, 128, 64, 32, 16, 8, 4 

I <Up Link> SF_CDP n,I SF_CDP? I n n: 256, 128, 64, 32, 16, 8, 4
Spreading Factor 

Q <Up Link > SF_CDP n,Q SF_CDP? Q n n: 256, 128, 64, 32, 16, 8, 4

On AUTODET ON AUTODET? ON  Auto Rate 
Detection Off AUTODET OFF AUTODET? OFF  

Spreading Factor 
(Code Domain) SF_CDANAL n SF_CDANAL? n 

n: 
<Up Link> 
4,8,16,32,64,128,256 
<Down Link> 
4,8,16,32,64,128,256,512 

On 
TAKEWAVE_MOD 
ON 

ON 
Refresh Wave 
Memory 

Off 
TAKEWAVE_MOD 
OFF 

TAKEWAVE_MOD?
OFF 

*1 

Code vs Time OPRTTR CDVSTM
CDVST
M Operation Trace 

Code Domain OPRTTR CODE 
OPRTTR? 

CODE 
*1 

Code vs Time & 
Code Domain 

TRVIEW_MOD 
CDCDVSTM 

CDCDV
STM 

Code vs Time
TRVIEW_MOD 
CDVSTM 

CDVST
M 

Trace View 

Code Domain
TRVIEW_MOD 
CODE 

TRVIEW_MOD? 

CODE 

*1 

Ordinary 
CODECDANAL 
ORD 

ORD 

Left 
Alternative 

CODECDANAL 
LALTN 

LALTN
Scramble Code 
(Code Domain) 

Right 
Alternative 

CODECDANAL 
RALTN 

CODECDANAL? 

RALTN

*1 

Zoom In ZOOM_MOD IN IN 
Zoom 

Zoom Out ZOOM_MOD OUT 
ZOOM_MOD? 

OUT 
*1 

dBm UNIT_MOD DBM DBM Unit for 
Code vs Time dB UNIT_MOD DB 

UNIT_MOD? 
DB 

*1 

dBm UNIT_CDP DBM DBM  Unit for Code 
Domain Power dB UNIT_CDP DB 

UNIT_CDP? 
DB  

dBm UNIT_MOD DBM DBM 
Unit 

dB UNIT_MOD DB 
UNIT_MOD? 

DB 
*1 

Auto 
CFMKR_MOD 
AUTO 

AUTO 
Compressed 
Frame Marker 
Mode Manual CFMKR_MOD MAN

CFMKR_MOD? 
MAN 

*1 

*1 MX268x01B/MX860x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item Program Message Query Message
Response 
Message 

Remarks 

Channel Setup Down Link 
SETCH_CDVSTM 
na,nb,nc 

SETCH_CDVSTM
? nc   

na,nb 

na: Channelization Code 
nb:  
Spreading Factor 
nc:  
<Up Link> 
1(I), 2(Q) 
<Down Link> 
1 
<Down Link(Compress)> 
1(Normal Frame), 
2(Compressed Frame) 
*1 

Ordinary 
CFSC_CDVSTM 
ORD 

ORD 

Alternative 
CFSC_CDVSTM 
ALTN 

ALTN 

Compressed Frame
Marker Mode: Auto 
*1 

Ordinary 
CFSC_CDVSTM 
ORD 

ORD 

Left 
Alternative 

CFSC_CDVSTM 
LALTN 

LALTN 

Compressed 
Frame 
Scramble Code 

Right 
Alternative 

CFSC_CDVSTM 
RALTN 

CFSC_CDVSTM?

RALTN 

Compressed Frame 
Marker Mode: Manual 
*1 

Slot Length SLTLEN_MOD n SLTLEN_MOD? n 
n: 15 ～ 150 
*1 

Tx Power 
FLTTYPE_MOD 
TXPOWER 

TXPOWER 
Filter Type 

Filtered 
Power 

FLTTYPE_MOD 
RRCFILTER 

FLTTYPE_MOD?
RRCFILTE
R 

*1 

Normal 
RSLTTYPE_MOD 
NRM 

NRM 
Result Type 

Average 
RSLTTYPE_MOD 
AVG 

RSLTTYPE_MOD
? 

AVG 
*1 

Scrambling Code Result --- SCCODENO_MO
D?  h 

<Up Link> 
h:000000 ～ FFFFFF 
<Down Link> 
h:00000 ～ 3FFFF 

Normal MKR_MOD NRM NRM 
Marker Mode 

Off MKR_MOD OFF 
MKR_MOD? 

OFF 
 

Normal MKR_CDVSTM NRM NRM 
Marker Type 

Zoom 
MKR_CDVSTM 
ZOOM 

MKR_CDVSTM?
ZOOM 

*1 

*1 MX860x01B/MX260x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message

Remarks 

Constellation,
Eye Diagram,
EVM, 
Phase Error, 
Magnitude 
Error 

MKP_MOD r MKP_MOD? r 
r: 0chip ～  (Analysis 
Length － 1)chip 

MKP_CDP n MKP_CDP? 

MKP_CDP n,I MKP_CDP? I Code Domain
MKP_CDP n,Q MKP_CDP? Q 

n 
n: 0 ～  Max Marker 
Position 

Code vs Time
(Normal 
Marker) 

MKPSLT_CDVST
M n 

MKPSLT_CDVSTM
? 

n 
n: 1 ～ Slot Length 
*1 

Marker Position 

Code vs Time
(Zoom 
Marker) 

MKPZOOM_CDVS
TM n 

MKPZOOM_CDVST
M? 

n 
n: 1 ～ (Slot Length－14)
*1 

--- MKL_MOD? r  
--- MKL_MOD? I r  

Constellation,
Eye Diagram,
EVM, 
Phase Error, 
Magnitude 
Error 

--- MKL_MOD? Q r  

--- MKCDP? l  
--- MKCDP? I l  

Code Domain
Power 
(Relative) --- MKCDP? Q l  

--- MKCDPABS? l  
--- MKCDPABS? I l  

Marker Level 

Code Domain
Power 
(Absolute) --- MKCDPABS? Q l  

*1 MX860x01B/MX260x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

--- MKCDPERR? l  
--- MKCDPERR? I l  

Code Domain 
Error 

--- MKCDPERR? Q l  
--- MKWAV? l  
--- MKWAV? I l  

Waveform 
Quality 

--- MKWAV? Q l  
--- MKSF? n  
--- MKSF? I n  

Spreading 
Factor 

--- MKSF? Q n  
--- MKSCNO? n  
--- MKSCNO? I n  

Channelization 
Code Number 

--- MKSCNO? Q n  
--- MKSGNL? s  
--- MKSGNL? I s  Signal 
--- MKSGNL? Q s  
--- MKPMAX_CDP? n  
--- MKPMAX_CDP? I n  Max Marker 

Position --- MKPMAX_CDP? 
Q 

n  

--- MKCDVSTM? n la, lb 
--- MKCDVSTM? 

n,REL 
la 

Code vs Time 

--- MKCDVSTM? 
n,ABS 

lb 

n: 
<Up Link> 
 0: Total 
 1: I Channel 
 2: Q Channel 
<Down Link> 
 0: Total 
 1: Channel 
<Down Link  
(Compress)> 
 0: Total 
 1: NF Channel 
 2: CF Channel 
*1 

Carrier 
Frequency 
Error for Code 
vs Time 

--- 
MKCDVSTMCAR
RFERR? u 

f u: HZ または PPM
*1 

Marker Level 

Scrambling 
Code Number 
for Code vs 
Time 

--- 
MKCDVSTMSCC
ODENO? 

n *1 

Adjust Range ADJRNG --- ---  
*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l l: － 10.00 ～

10.00dB 
*2 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Write Multi Carrier 
Calibration 

WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 

Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正， 
1: 内部校正， 
2: 外部書き込み， 
3: 内部校正 
  (Multi Carr.Cal))
l: －10.00 ～10.00
dB 

--- SLTAVG_MOD? na lb,lc 
na: 0,1,2,ALL 
*1 

--- 
SLTAVG_MOD? 
na,REL lb 

na: 1,2,ALL 
*1 Averaged Code Domain Power 

--- 
SLTAVG_MOD? 
na,ABS lc 

na: 0,1,2,ALL 
*1 

Averaged Carrier Frequency 
Error 

--- 
SLTAVGCARRFER
R? u 

f u: HZ または PPM
*1 

n,PASS 
n,FAIL All 

SLTAVGSCCODENO
? ALL 

n,OFF 

Number 
SLTAVGSCCODENO
? NUMBER 

n 

PASS 
FAIL 

All Slot 
Scrambling 
Code Number 

Judge 

--- 

SLTAVGSCCODENO
? JUDGE 

OFF 

n: Scrambling code 
number 
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x のみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Tx Power --- TXPWR? u l u: DBM または 
WATT 

Carrier 
Frequency --- CARRF? f  

--- CARRFERR? f  
--- CARRFERR? HZ f  

Carrier 
Frequency 
Error --- CARRFERR? PPM r unit: ppm 
Waveform 
Quality Factor --- WAVQUAL? r  

RMS EVM --- VECTERR? r unit: % 
Peak EVM --- PVECTERR? r unit: % 
Phase Error --- PHASEERR? r unit: deg 
Magnitude 
Error --- MAGTDERR? r unit: % 

Origin Offset --- ORGNOFS? l  
Timing Offset --- TIMINGOFS? l  

--- SCHPWR? la, lb, lc 
--- SCHPWR? PSCH la 
--- SCHPWR? SSCH lb 
--- SCHPWR? TSCH lc 

SCH Level 

--- SCHPWR? ALL la,lb,lc 

la: Primary SCH 
lb: Secondary SCH
lc: Total SCH 
*1 

--- PPCDPERR? 

--- PPCDPERR? ERR 
l *1 

--- PPCDPERR? CH na 
na:Channelization 
Code Number 
*1 

--- PPCDPERR? SF nb 
nb:Spreading 
Factor 
*1 

Measure 
Result 
 

Peak Code 
Domain Error 

--- PPCDPERR? 
PHASE a a: I または Q 

*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query 
Message 

Response Message Remarks 

I Phase Data 
(Constellation, 
Eye Diagram) 

XMC 0,na,nb XMC? 
0,nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 25590（データ

書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～  32767

（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 25591（データ

読み出しアドレス） 
nd: 1 ～ 25600（読み出

しポイント数） 
ne: －32768 ～  32767

（読み出しデータ  
理想信号"1"=10000） 

Q Phase Data 
(Constellation, 
Eye Diagram) 

XMC 1,na,nb XMC? 
1,nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 25590（データ

書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～  32767

（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 25591（データ

読み出しアドレス） 
nd: 1 ～ 25600（読み出

しポイント数） 
ne: －32768 ～  32767

（読み出しデータ  
理想信号"1"=10000） 

Origin 
I-Q Signal OXMC na,nb OXMC? na nc 

na: 0,1 
nb: －32768 ～ 32767
*1 

EVM XMV na,nb XMV? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 2559（データ

書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～  32767

（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 2559（データ読

み出しアドレス） 
nd: 1 ～ 2560（読み出

しポイント数） 
ne: －32768 ～ 32767 

（ 読 み 出 し デ ー タ 
1 %=100） 

Wave 
Data 

Phase Error XMP na,nb XMP? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 2559（データ

書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～  32767

（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 2559（データ読

み出しアドレス） 
nd: 1 ～ 2560（読み出

しポイント数） 
ne: －32768 ～ 32767 
(読み出しデータ 
1 deg=100） 

*1 MX860x01B/MX260x01B でのみ使用可能です。 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message Response Message Remarks 

Wave 
Data 

Magnitude 
Error 

XMN 
na,nb XMN? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 2559（データ
書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～ 32767

（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 2559（データ
読み出しアドレス） 
nd: 1 ～ 2560（読み出
しポイント数） 
ne: －32768 ～ 32767

（ 読 み 出 し デ ー タ 
1 %=100） 

--- CDANAL? na,nb la,lb,r,lc 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

--- CDANAL? na,nb,I la,lb,r,lc 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

One Point

--- CDANAL? na,nb,Q la,lb,r,lc 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

--- CDANAL? PWR na1,nb1,la1,na2,nb2,la2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 

--- CDANAL? PWR,I na1,nb1,la1,na2,nb2,la2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 

Code 
Domain 
Data 

Code 
Domain 
Power 
(Relative) 

--- CDANAL? PWR,Q na1,nb1,la1,na2,nb2,la2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message Response Message Remarks 

--- CDANAL? ERR na1,nb1,lb1,na2,nb2,lb2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lb: Code Domain Error

--- CDANAL? 
ERR,I na1,nb1,lb1,na2,nb2,lb2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lb: Code Domain Error

Code 
Domain 
Error 

--- CDANAL? 
ERR,Q na1,nb1,lb1,na2,nb2,lb2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lb: Code Domain Error

--- CDANAL? 
WAVE na1,nb1,r1,na2,nb2,r2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
r: Waveform Quality 

--- CDANAL? 
WAVE,I na1,nb1,r1,na2,nb2,r2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
r: Waveform Quality 

Waveform 
Quality 

--- CDANAL?  
WAVE,Q na1,nb1,r1,na2,nb2,r2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
r: Waveform Quality 

--- CDANAL? 
PWRABS na1,nb1,lc1,na2,nb2,lc2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

--- CDANAL? 
PWRABS,I na1,nb1,lc1,na2,nb2,lc2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

Code 
Domain 
Data 

Code 
Domain 
Power 
(Absolute) 

--- CDANAL? 
PWRABS,Q na1,nb1,lc1,na2,nb2,lc2,... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization 
Code Number 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 
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Modulation Analysis（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message Response Message Remarks 

--- CDANAL? ALL na1,nb1,la1,lb1,r1,lc1, 
na2,nb2,la2,lb2,r2,lc2... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization Code 
Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error 
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

--- CDANAL? 
ALL,I 

na1,nb1,la1,lb1,r1,lc1, 
na2,nb2,la2,lb2,r2,lc2... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization Code 
Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error 
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

Code 
Domain 
Data 

All 

--- CDANAL? 
ALL,Q 

na1,nb1,la1,lb1r1,lc1, 
na2,nb2,la2,lb2,r2,lc2... 

na: Spreading Factor 
nb: Channelization Code 
Number 
la: Code Domain Power 
(Relative) 
lb: Code Domain Error 
r: Waveform Quality 
lc: Code Domain Power 
(Absolute) 

--- SLTCDPWR? 
na,nb la,lb 

--- SLTCDPWR? 
na,nb, REL la Code vs Time 

--- SLTCDPWR? 
na,nb, ABS lb 

na: 
<Up Link> 
 0: Total 
 1: I Channel 
 2: Q Channel 
nb: Slot Number 
la: Relative Power 
lb: Absolute Power 
<Down Link> 
 0: Total 
 1: Channel 
<Down Link(Compress)> 
 0: Total 
 1: NF Channel 
2: CF Channel 
*1 

Carrier Frequency 
Error for Code vs 
Time 

--- SLTCARRFERR
? n,u f 

n: slot number 
u: HZ または PPM 
f: frequency error 
*1 

Scrambling Code 
Number for Cod 
Channel e vs Time 

--- SLTSCCODEN
O? n a 

n: slot number 
a: Scrambling Code Number 
*1 

--- TOTALSNGL? n *1 Total 
Active  --- TOTALSNGL? I n *1 Measure 

Result Channel
Number --- TOTALSNGL? 

Q n *1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Transmitter Power 

下表は Transmitter Power 画面（Setup TPC 画面を含む）での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御

コマンドを対応づけたものです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Filtered 
Power & 
Tx Power 

DSPL RFPWR,FILTER RFPWR,FILTER 
 

Filtered 
Power 

DSPL 
RFPWR,RRCFILTER RRCFILTER  

Tx Power DSPL 
RFPWR,NONFILTER NONFILTER  

TPC DSPL RFPWR,TPC RFPWR,TPC  

Measure 
Method 

RACH DSPL RFPWR,RACH 

DSPL? 

RFPWR,RACH *1 
On WAVEFORM ON ON  Waveform 

Display Off WAVEFORM OFF 
WAVEFORM? 

OFF  
On SMOFLT ON ON  Smoothing 

Filter Off SMOFLT OFF 
SMOFLT? 

OFF  
Relative LVLREL_RFPWR ON ON 

Level 
Absolute LVLREL_RFPWR OFF 

LVLREL_RFPWR
? OFF 

*1 

Analysis Length ANLYLEN_RFPWR t ANLYLEN_RFPW
R? t 

t: 400.0 ～

666.5 (TPC) 
400.0 ～ 1066.5 
(RACH) 
*1 

Slot Length SLTLEN_RFPWR n SLTLEN_RFPWR
? n n: 15 ～ 150 

*1 

Capture Time CAPTIME_RFPWR t CAPTIME_RFPW
R? t 

t: 10 ～ 100 
msec 
*1 

Total & 
Expand 

TRVIEW_RFPWR 
EXPNDTOTAL 

EXPNDTOTAL 

Total TRVIEW_RFPWR 
TOTAL 

TOTAL Trace View 

Expand TRVIEW_RFPWR 
EXPND 

TRVIEW_RFPWR
? 

EXPND 

*1 

Slot WINDOW_RFPWR 
SLOT 

SLOT 

Leading WINDOW_RFPWR 
LEAD 

LEAD 

Trailing WINDOW_RFPWR 
TRAIL 

TRAIL 
Window 

Leading & 
Trailing 

WINDOW_RFPWR 
LEADTRAIL 

WINDOW_RFPW
R? 

LEADTRAIL 

*1 

Zoom In ZOOM_RFPWR IN IN Zoom 
Zoom Out ZOOM_RFPWR OUT 

ZOOM_RFPWR?
OUT 

*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Transmitter Power（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Total OPRTTR_RFPWR 
TOTAL TOTAL 

Expand OPRTTR_RFPWR 
EXPND EXPND 

Total(Trail) OPRTTR_RFPWR 
TOTALTRAIL TOTALTRAIL 

Operation 
Trace 

Expand 
(Trail) 

OPRTTR_RFPWR 
EXPNDTRAIL 

OPRTTR_RFPWR
? 

EXPNDTRAIL 

*1 

Total VSCALE_RFPWR 
TOTAL,la,lb  

VSCALE_RFPWR
? TOTAL la,lb,TOTAL 

Leading VSCALE_RFPWR 
LEAD,la,lb  

VSCALE_RFPWR
? LEAD la,lb,LEAD Vertical Scale 

Trailing VSCALE_RFPWR 
TRAIL,la,lb  

VSCALE_RFPWR
? TRAIL la,lb,TRAIL 

la(Range): 
20,40,60,80,100 
dB 
lb(Top Level): 
0 ～50 dB 
または  
(Reference 
Level －50)  ～

(Reference 
Level + 50) dB
*1 

Tx Power FLTTYPE_RFPWR 
TXPOWER TXPOWER 

Filter Type 
RRC FLTTYPE_RFPWR 

RRCFILTER 

FLTTYPE_RFPW
R? 

RRCFILTER 
*1 

Normal MKR_RFPWR NRM NRM  Marker Mode 
Off MKR_RFPWR OFF 

MKR_RFPWR? 
OFF  

Slot MKR_TPC NRM NRM *1 
Marker Type 

Zone MKR_TPC ZOOM 
MKR_TPC? 

ZOOM *1 

Marker Position MKP_RFPWR t MKP_RFPWR? t t: －30.0 ～ 
 700.0 usec 

MKPTOTAL_RFPWR la MKPTOTAL_RFP
WR?  la *1 

MKPTOTAL_RFPWR 
la,LEAD 

MKPTOTAL_RFP
WR? LEAD la *1 

TPC Marker Position 
(Total Waveform) 

MKPTOTAL_RFPWR 
la,TRAIL 

MKPTOTAL_RFP
WR? TRAIL la *1 

RACH Marker Position 
(Total Waveform) MKP_RACH n MKP_RACH? n 

n: 1 ～ 
(Total 
Preamble) 
*1 

Marker Position 
(Expand Waveform) 

MKPEXPND_RFPWR 
la,lb 

MKPEXPND_RFP
WR? lb la *1 

Marker Level --- MKL_RFPWR? l  
*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Transmitter Power（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

 --- MKLEXPND_RFP
WR? l *1 

Leading --- MKLEXPND_RFP
WR? LEAD l *1 

Marker Level 
(Expand  
Waveform) 

Trailing --- MKLEXPND_RFP
WR? TRAIL l *1 

Normal STRG_RFPWR NRM STRG_RFPWR? NRM  Storage Mode 
Average STRG_RFPWR AVG STRG_RFPWR? AVG  

Average count AVR_RFPWR n AVR_RFPWR? n n: 2 ～ 9999 
INTVAL_RFPWR 
EVERY 

INTVAL_RFPWR? EVERY  
Refresh Interval 

INTVAL_RFPWR ONCE INTVAL_RFPWR? ONCE  
Tester Root Zero Set TZEROSET --- --- *1 
Tester Root Zero Set Value --- TZEROSETVAL? l *1 
Tester Root Zero Set Value 
Setting TZEROSET_SW n TZEROSET_SW? n n: 0 または 1 

*1 
Adjust Range ADJRNG --- ---  

0 dB ADJRNGOFS 0 ADJRNGOFS? 0  Adjust Range 
Offset 10 dB ADJRNGOFS 10 ADJRNGOFS? 10  

Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l 
l: －10.00 ～ 
 10.00 dB 
*2 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正， 
1: 内部校正， 
2: 外部書き込み，

3: 内部校正 
 (Multi Carr.Cal)）
l: － 10.00 ～

10.00 dB 
Setup TPC DSPL SETTPC DSPL? SETTPC  
Setup TPC2 DSPL SETTPC2 DSPL? SETTPC2 *1 

Input Level (Slot 1) INPLVL l INPLVL? l l: － 70.00 ～

50.00 dBm 
TPC na,UP,nb TPC? na UP,nc 
TPC na,DN,nb TPC? na DN,nc 

1slot 

TPC na,NO,nb TPC? na NO,nc 

na: 2 ～ 150 
nb: 1,2,3 
*1 

ALLTPC UP,n --- --- 
ALLTPC DN,n --- --- 

Transmitter 
Power Control 
(Slot2 to 15) All 

ALLTPC NO,n --- --- 

n: 1,2,3 
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x のみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Transmitter Power（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

On JALLTPC 
ON 

ON  

Judgement 
Off JALLTPC 

OFF 

JALLTPC? 
OFF  

Relative Limit RLALLTPC 
la,lb,lc 

RLALLTPC?  
lb,lc ld 

la: 0.00 ～ 
99.99 dB 
lb: 0,1,2 
(Command) 
lc: 1,2,3 
(Step) 

Absolute Limit ALALLTPC l ALALLTPC? l l: 0.00 ～  99.99 
dB 

Power Control Tolerance RLTPCTOL 
la,lb,na,nb RLTPCTOL? na,nb la,lb 

la: －99.99 ～ 
99.99 dB 
(Lower Limit) 
lb: －99.99 ～ 
99.99 dB 
(Upper Limit) 
na: 0,1,2 
(Command) 
nb: 1,2,3 (Step) 
*1 

TX Power --- TXPWR? u l u: DBM ま た は 
WATT 

Filtered Power --- FILTERPWR? u l u: DBM ま た は 
WATT 

RC Filtered 
Power --- RCFILTERPWR? u l 

u:DBM ま た は 
WATT 
*1 

Wide Tx Power --- WIDETXPWR? u l 
u:DBM ま た は 
WATT 
*1 

Off Power --- OFFPWR? u la,lb,lc 

u: DBM ま た は 
WATT 
la: Average 
lb: Leading 
lc: Trailing 
*1 

Ratio --- RATIO? l  
Total Preamble --- TOTALPREAM? n  

Signature --- SIGNATURE? n n: 0 ～ 15 
*1 

Timing(p-m) --- TIMINGPM? l  
Timing(t-p) --- TIMINGTP? l *1 

Measure 
Result 

Slot Power 
(Relative & 
Absolute) 

--- SLTPWR? n la,lb 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
la: slot n 
 relative level 
lb: slot n 
 absolute level 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Transmitter Power（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Slot Power 
(Relative) --- SLTPWR? n,REL la 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
la: slot n 
 relative level 

Slot Power 
(Absolute) --- SLTPWR? n,ABS la 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
la: slot n 
 absolute level 

Slot Power 
(All) --- SLTPWR? ALL la1,lb1,la2,lb2,...

,la15,lb15 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
la: slot n 
 relative level 
lb: slot n 
 absolute level 

Slot Power 
 (Relative 
All) 

--- SLTPWR? ALL,REL la1,la2,la3,...,la1
5 

la: slot n 
 relative level 

Slot Power 
 (Absolute 
All) 

--- SLTPWR? ALL,ABS lb1,lb2,lb3,...,lb1
5 

lb: slot n 
 absolute level 

Judgement 
 (Relative & 
Absolute) 

--- TPCPASS? n ja,jb 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
ja: judgement of 
slot n relative 
limit 
jb: judgement of 
slot n absolute 
limit 

Judgement  
(Relative) --- TPCPASS? n,REL ja 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
ja: judgement of 
slot n relative 
limit 

Judgement  
(Absolute) --- TPCPASS? n,ABS jb 

n: 1 ～ 15 (Slot) 
jb: judgement of 
slot n absolute 
limit 

Judgement 
(All) --- TPCPASS? ALL ja1,jb1,ja2,jb2,...,

ja15,jb15 

ja: judgement of 
slot n relative 
limit 
jb: judgement of 
slot n absolute 
limit 

Judgement 
 (Relative 
All) 

--- TPCPASS? ALL,REL ja1,ja2,ja3,...,ja1
5 

ja: judgement of 
slot n relative 
limit 

Judgement 
 (Absolute 
All) 

--- TPCPASS? ALL,ABS jb1,jb2,jb3,...,jb1
5 

jb: judgement of 
slot n absolute 
limit 

Measure 
Result 

Total 
Judgement --- TOTALPASS? j j: total judgement 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Transmitter Power（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Wave Data XMD na,nb XMD? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 292(TxPower, 
FilteredPower),  
3468(TPC), 5068(RACH)
（データ書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～ 32767 
（書き込みデータ 1 dBm = 
100） 
nc: 0 ～ 292 
(TxPower, FilteredPower) 
3468(TPC), 5068(RACH)
（データ読み出し開始アドレ

ス） 
nd: 1 ～ 293(Tx Power, 
Filtered Power), 
3469(TPC), 5069(RACH)
（データ読み出し個数） 
ne: －32768 ～ 32767（読

み 出 し デ ー タ 1 dBm = 
100） 

Wave Data(TPC Trailing) XMDE na,nb XMDE? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 3468 
（データ書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～ 32767 
（書き込みデータ 1 dBm = 
100） 
nc: 0 ～ 3468（データ読み

出し開始アドレス） 
nd: 1 ～ 3469（データ読み

出し個数） 
ne: －32768 ～ 32767（読

み 出 し デ ー タ 1 dBm = 
100） 
*1 

Wave Data(RACH Total) XMDR na,nb XMDR? nc,nd ne(1),ne(2),...,ne(nd) 

na: 0 ～ 1040 
（データ書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～ 32767 
（書き込みデータ 1 dBm = 
100） 
nc: 0 ～ 1040（データ読み

出し開始アドレス） 
nd: 1 ～ 1041（データ読み

出し個数） 
ne: －32768 ～ 32767（読

み 出 し デ ー タ 1 dBm = 
100） 
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Occupied Bandwidth 

下表は Occupied Bandwidth 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたも
のです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Spectrum DSPL OBW,SPECT OBW,SPECT  
DSPL OBW,FFT OBW,FFT  

Measure 
Method FFT 

DSPL OBW,HIGH 

DSPL? 

OBW,FFT  
Normal STRG_OBW NRM NRM  Storage 

Mode Average STRG_OBW AVG 
STRG_OBW? 

AVG  
Average count AVR_OBW n AVR_OBW? n n: 2 ～ 9999 

Every 
INTVAL_OBW 
EVERY 

INTVAL_OBW?
EVERY  

Refresh 
Interval 

Once INTVAL_OBW ONCE INTVAL_OBW? ONCE  
Ref Level RL_OBW l RL_OBW? l  

Auto 
ATTRLMD_OBW 
AUTO 

AUTO  
Attenuator 
Ref Level 
Mode Manual 

ATTRLMD_OBW 
MAN 

ATTRLMD_OB
W ? MAN  

Attenuator ATT_OBW l ATT_OBW? l  
Auto ATTMD_OBW AUTO AUTO  Attenuator 

Mode Manual ATTMD_OBW MAN
ATTMD_OBW?

MAN  
RBW RBW_OBW n RBW_OBW? n  

Normal RBD_OBW NRM NRM  
RBW Type 

Digital RBD_OBW DGTL 
RBD_OBW? 

DGTL  
VBW VBW_OBW n VBW_OBW? n  

Auto VBM_OBW AUTO AUTO  
VBW Mode 

Manual VBM_OBW MAN 
VBM_OBW? 

MAN  
VBW/RBW Ratio VBR_OBW n VBR_OBW? n  
Sweep Time SWT_OBW t SWT_OBW? t  

Auto STM_OBW AUTO AUTO  Sweep 
Time Mode Manual STM_OBW MAN 

STM_OBW? 
MAN  

Positive DET_OBW POS POS  
Sample DET_OBW SMP SMP  
Negative DET_OBW NEG NEG  
Average DET_OBW AVG AVG  

Detection 

RMS DET_OBW RMS 

DET_OBW? 

RMS  
501 DPTS_OBW 501 501  

Data Points 
1001 DPTS_OBW 1001 

DPTS_OBW? 
1001  
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Occupied Bandwidth（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Adjust Range ADJRNG --- ---  
Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l *1 
Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1，*2 
Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1，*2 
Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode  
（0: 未校正， 
1: 内部校正， 
2: 外部書き込み， 
3: 内部校正 
  (Multi Carr.Cal)） 
l:－10.00 ～ 10.00 dB 

--- OCCBW? f  Occupied 
Bandwidth --- OBW? f  

--- OBWFREQ? 
UPPER 

f  
Upper Limit 

--- OBWFREQ? + f  
--- OBWFREQ? 

LOWER 
f  

Lower Limit 
--- OBWFREQ? - f  

Center 
(Upper+Lower)/2 

--- OBWFREQ? 
CENTER 

f  

Measure 
Result 

Span Width --- FSPAN_OBW? f  

Wave Data XME na,nb XME? nc,nd ne(1),ne(2),..,ne(nd) 

na: 0 ～ 500/1000  
（データ書き込みアドレ

ス） 
nb: －32768 ～ 32767
（書き込み 16 bit 波形

データ） 
nc: 0 ～ 500/1000  
（データ読み出し開始

アドレス） 
nd: 1 ～ 501/1001  
（読み出しポイント数） 
ne: －32768 ～ 32767
（読み出し 16 bit 波形

データ） 
*1 MS860x のみ有効です。 
*2 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Adjacent Channel Power 

下表は Adjacent Channel Power 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応
づけたものです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

DSPL ADJ,SPECT  DSPL? ADJ,SPECT1  
Spectrum (All) 

DSPL ADJ,SPECT1 DSPL? ADJ,SPECT1  
Spectrum 
(Separate) 

DSPL ADJ,SPECT2 DSPL? ADJ,SPECT2  
Measure 
Method 

Modulation DSPL ADJ,MOD DSPL? ADJ,MOD  
On WIDE_ADJ ON ON  Wide 

Dynamic  
Range Off WIDE_ADJ OFF WIDE_ADJ? OFF  

On RRCFLT_ADJ ON ON  
RRC Filter 

Off RRCFLT_ADJ OFF 
RRCFLT_ADJ? 

OFF  
dB UNIT_ADJ DB DB  
dBm UNIT_ADJ DBM DBM  
mW UNIT_ADJ MW MW  
uW UNIT_ADJ UW UW  

Unit 

nW UNIT_ADJ NW 

UNIT_ADJ? 

NW  
Normal STRG_ADJ NRM NRM  

Storage Mode 
Average STRG_ADJ AVG 

STRG_ADJ? 
AVG  

Average Count AVR_ADJ n AVR_ADJ? n n: 2 ～ 9999 
Every INTVAL_ADJ EVERY EVERY  Refresh 

Interval Once INTVAL_ADJ ONCE 
INTVAL_ADJ? 

ONCE  
Ref Level RL_ADJ l RL_ADJ? l  

Auto 
ATTRLMD_ADJ 
AUTO 

ATTRLMD_ADJ?
AUTO  Attenuator 

Ref Level  
Mode Manual ATTRLMD_ADJ MAN ATTRLMD_ADJ? MAN  

Attenuator ATT_ADJ l ATT_ADJ? l  
Auto ATTMD_ADJ AUTO AUTO  Attenuator 

Mode Manual ATTMD_ADJ MAN 
ATTMD_ADJ? 

MAN  
RBW RBW_ADJ n RBW_ADJ? n  

Normal RBD_ADJ NRM NRM  
RBW Type 

Digital RBD_ADJ DGTL 
RBD_ADJ? 

DGTL  
VBW VBW_ADJ n VBW_ADJ? n  

Auto VBM_ADJ AUTO AUTO  
VBW Mode 

Manual VBM_ADJ MAN 
VBM_ADJ? 

MAN  
VBW/RBW Ratio VBR_ADJ n VBR_ADJ? n  
Sweep Time SWT_ADJ t SWT_ADJ? t  

Auto STM_ADJ AUTO AUTO  Sweep Time  
Mode Manual STM_ADJ MAN 

SWM_ADJ? 
MAN  
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Adjacent Channel Power（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

DET_ADJ POS DET_ADJ? POS  
DET_ADJ 
POS,SPECT1 

DET_ADJ? 
SPECT1 POS  

Positive 
DET_ADJ 
POS,SPECT2 

DET_ADJ? 
SPECT2 POS  

DET_ADJ SMP DET_ADJ? SMP  
DET_ADJ 
SMP,SPECT1 

DET_ADJ? 
SPECT1 SMP  

Sample 
DET_ADJ 
SMP,SPECT2 

DET_ADJ? 
SPECT2 SMP  

DET_ADJ NEG DET_ADJ? NEG  
DET_ADJ 
NEG,SPECT1 

DET_ADJ? 
SPECT1 NEG  

Negative 
DET_ADJ 
NEG,SPECT2 

DET_ADJ? 
SPECT2 NEG  

DET_ADJ AVG DET_ADJ? AVG  
DET_ADJ 
AVG,SPECT1 

DET_ADJ? 
SPECT1 AVG  

Average 
DET_ADJ 
AVG,SPECT2 

DET_ADJ? 
SPECT2 AVG  

DET_ADJ RMS DET_ADJ? RMS  
DET_ADJ 
RMS,SPECT1 

DET_ADJ? 
SPECT1 RMS  

Detection 

RMS 
DET_ADJ 
RMS,SPECT2 

DET_ADJ? 
SPECT2 RMS  

DPTS_ADJ n DPTS_ADJ?  n 

DPTS_ADJ n,SPECT1 DPTS_ADJ? 
SPECT1 n Data Points 

DPTS_ADJ n,SPECT2 DPTS_ADJ? 
SPECT2 n 

n: 501,1001 
*1 
 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Adjacent Channel Power（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Adjust Range ADJRNG --- ---  
Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l *2 
Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正,  
1: 内部校正,  
2: 外部書き込み,
3: 内部校正 
  (Multi Carr.Cal)）
l: －10.00 dB ～

 10.00 dB 
Normal MKR_ADJ NRM NRM  Marker Mode 
Off MKR_ADJ OFF 

MKR_ADJ? 
OFF  

Point MKP_ADJ n MKP_ADJ? n 

n: 38 ～ 462 
（501 ポイント） 
n: 76 ～ 924 
（1001 ポイント） 

MKRS_ADJ f MKRS_ADJ? f f: － 10.60 ～

10.60 MHz 

Marker 
Position 

Frequency 
MKN_ADJ f MKN_ADJ? f f: － 10.60 ～

10.60 MHz 
--- MKL_ADJ? l  

Marker Level 
--- MKL_ADJ? u l u: DB, DBM, 

 WATT 
*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x のみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Adjacent Channel Power（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

--- TXPWR? u l u: DBM または WATTTx Power 
--- ADJCH? l unit: dBm 

Filtered Power --- CHPWR? l unit: dBm 
--- ADJCH? LOW2 l  
--- CHPWR? LOW2 l  

--- ADJCH? LOW2,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
-10.00 MHz 

--- CHPWR? LOW2,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
--- ADJCH? LOW1 l  
--- CHPWR? LOW1 l  

--- ADJCH? LOW1,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
-5.00 MHz 

--- CHPWR? LOW1,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
--- ADJCH? UP1 l  
--- CHPWR? UP1 l  

--- ADJCH? UP1,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
5.00 MHz 

--- CHPWR? UP1,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
--- ADJCH? UP2 l  
--- CHPWR? UP2 l  

--- ADJCH? UP2,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
10.00 MHz 

--- CHPWR? UP2,u 
l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
--- ADJCH? ALL la,lb,lc,ld 

--- CHPWR? ALL la,lb,lc,ld 

la: level at 
 －10.00 MHz 
lb: level at －5.00 MHz
lc: level at 10.00 MHz
ld: level at 5.00 MHz

--- ADJCH? ALL,u la,lb,lc,ld 

Adjacent 
Channel 
Power 
(RRC 
Filter 
OFF) 

All 

--- CHPWR? ALL,u la,lb,lc,ld 

la: level at  
－10.00MHz 
lb: level at －5.00 MHz
lc: level at 10.00 MHz
ld: level at 5.00 MHz
u: DB, DBM, MW, 
UW, NW 

Measure 
Result 

Span Width --- FSPAN_ADJ? f u: DB, DBM, MW,
UW, NW 
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Adjacent Channel Power（続き） 

Function Item 
Program 
Message 

Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

－10.00 
 MHz --- ACPRRC? LOW2,u l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
－5.00 
 MHz --- ACPRRC? LOW1,u l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
+5.00 
MHz --- ACPRRC? UP1,u l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW 
+10.00 
MHz --- ACPRRC? UP2,u l u: DB, DBM, MW, 

UW, NW Measure 
Result 

Adjacent 
Channel 
Power 
(RRC 
Filter On) 

All --- ACPRRC? ALL,u la,lb,lc,ld 

la: level at  
－10.00 MHz 
lb: level at  
－5.00 MHz 
lc: level at 5.00 MHz
ld: level at 10.00 MHz
u: DB, DBM, MW, 
UW, NW 

Spectrum All XMB na,nb XMB? nc,nd ne(1),ne(2), 
...,ne(nd) 

na: 0 ～  500/1000 
（データ書き込みアドレ
ス） 
nb: － 32768 ～ 
32767 （書き込みデー
タ） 
nc: 0 ～  500/1000 
（データ読み出し開始
アドレス） 
nd: 1 ～  501/1001
（読み出しポイント数） 
ne: － 32768 ～ 
32767（読み出しデー
タ） 

Spectrum Separate XMBS na,nb XMBS? nc,nd ne(1),ne(2), 
...,ne(nd) 

na: 0 ～  2504/5004
（データ書き込みアドレ
ス） 
nb: － 32768 ～
32767（書き込みデー
タ） 
nc: 0 ～  2504/5004
（データ読み出し開始
アドレス） 
nd: 1 ～  2505/5005
（読み出しポイント数） 
ne: － 32768 ～ 
32767（読み出しデー
タ） 

Wave 
Data 

Spectrum All  
積分波形 

XMAG 
na,nb XMAG? nc,nd ne(1),ne(2), 

...,ne(nd) 

na: 0 ～  500/1000
（データ書き込みアドレ
ス） 
nb: － 32768 ～
32767（書き込みデー
タ） 
nc: 0 ～  500/1000
（データ読み出し開始
アドレス） 
nd: 1 ～  501/1001
（読み出しポイント数） 
ne: － 32768 ～ 
32767（読み出しデー
タ） 
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Spurious Emission 

下表は Spurious Emission 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたもの
です。 
 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Spot DSPL 
SPURIOUS,SPOT 

SPURIOUS, 
SPOT  

Search 
DSPL 
SPURIOUS,SEARC
H 

SPURIOUS, 
SEARCH  Spurious 

Mode 

Sweep DSPL 
SPURIOUS,SWEEP

DSPL? 

SPURIOUS, 
SWEEP  

Normal STRG_SPU NRM NRM Storage 
Mode Average STRG_SPU AVG 

STRG_SPU? 
AVG 

*1 

Average Count AVR_SPU n AVR_SPU? n n: 2 ～ 9999 
*1 

Every INTVAL_SPU 
EVERY EVERY Refresh 

Interval Once INTVAL_SPU ONCE
INTVAL_SPU? 

ONCE 
*1 

Positive 
Peak 

DET_SPU 
SPOT,POS POS  

Sample DET_SPU 
SPOT,SMP SMP  

Negativ
e Peak 

DET_SPU 
SPOT,NEG NEG  

Average DET_SPU 
SPOT,AVG AVG  

Spot 

RMS DET_SPU 
SPOT,RMS 

DET_SPU? SPOT 

RMS  

Positive 
Peak 

DET_SPU 
SEARCH,POS POS  

Sample DET_SPU 
SEARCH,SMP SMP  

Negativ
e Peak 

DET_SPU 
SEARCH,NEG NEG  

Average DET_SPU 
SEARCH,AVG AVG  

Search 

RMS DET_SPU 
SEARCH,RMS 

DET_SPU? 
SEARCH 

RMS  

Positive 
Peak 

DET_SPU 
SWEEP,POS POS  

Sample DET_SPU 
SWEEP,SMP SMP  

Negativ
e Peak 

DET_SPU 
SWEEP,NEG NEG  

Average DET_SPU 
SWEEP,AVG AVG  

Detect 
Mode 

Sweep 

RMS DET_SPU 
SWEEP,RMS 

DET_SPU? SWEEP

RMS  

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

dBm UNIT_SPU DBM UNIT_SPU? DBM  
Unit 

dB UNIT_SPU DB UNIT_SPU? DB  

Normal BAND 0 BAND? 0 *1 Preselecto
r Spurious BAND 1 BAND? 1 *1 

Judgement VIEW_SPU JDG VIEW_SPU? JDG  

BW,SWT VIEW_SPU BWSWT VIEW_SPU? BWSWT  View 

Ref Level,ATT VIEW_SPU REFATT VIEW_SPU? REFATT  

Off WAVEFORM_SPU 
OFF OFF Waveform 

Display On WAVEFORM_SPU 
ON 

WAVEFORM_SPU? 
ON 

*2 

Display Waveform Table 
Number  

WAVETBLNO_SPU 
Fn WAVETBLNO_SPU? Fn *2 

Spot DSPL 
SETTBL_SPU,SPOT

SETTBL_SPU,
SPOT  Setup 

Frequency 
Table Search & 

Sweep 

DSPL 
SETTBL_SPU,SWE
EP 

DSPL? SETTBL_SPU,
SWEEP  

Frequency TBLFREQ_SPU 
SPOT,Fn,f f 

n: 1 ～ 15 
f: 100 Hz ～ 
 7.9 GHz 

Harmonics TBLFREQ_SPU 
SPOT,HRM 

TBLFREQ_SPU? 
SPOT,Fn 

f 
n: 1 ～ 15 
f: 100 Hz ～ 
 7.9 GHz 

Auto TBLATTRLMD_SPU 
SPOT,AUTO AUTO  Attenu

ator 
Ref 
Level 
Mode 

Manual TBLATTRLMD_SPU 
SPOT,MAN 

TBLATTRLMD_ 
SPU? SPOT MAN  

Auto TBLATTMD_SPU 
SPOT,AUTO AUTO  Attenu

ator 
Mode Manual TBLATTMD_SPU 

SPOT,MAN 

TBLATTMD_SPU? 
SPOT MAN  

Ref Level TBLRL_SPU 
SPOT,Fn,l 

TBLRL_SPU? 
SPOT,Fn l n: 1 ～ 15 

Attenuator TBLATT_SPU 
SPOT,Fn,l 

TBLATT_SPU? 
SPOT,Fn l n: 1 ～ 15 

Spot 
Table 

RBW TBLRBW_SPU 
SPOT,Fn,f 

TBLRBW_SPU? 
SPOT,Fn f 

n: 1 ～ 15 
f: 300 Hz, 
1 kHz,3 kHz, 
10 kHz, 
30 kHz, 
100 kHz, 
300 kHz, 
1 MHz,3 MHz,
5 MHz, 
10 MHz, 
20 MHz 

*1 MS8608A-03 または MS2683A-03 が搭載されている時のみ使用可能です。 
*2 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Auto TBLRBWMD_SPU 
SPOT,AUTO AUTO  RBW 

Mode 
Manual TBLRBWMD_SPU 

SPOT,MAN 

TBLRBWMD_SPU? 
SPOT 

MAN  

Normal TBLRBWTP_SPU 
SPOT,NRM NRM  RBW 

Type 
Digital TBLRBWTP_SPU 

SPOT,DGTL 

TBLRBWTP_SPU? 
SPOT 

DGTL  

VBW TBLVBW_SPU 
SPOT,Fn,f 

TBLVBW_SPU? 
SPOT,Fn f 

n: 1 ～ 15  
f: 1 Hz ～  3 
MHz 
(1-3 sequence), 
Off 

Auto TBLVBWMD_SPU 
SPOT,AUTO AUTO  VBW 

Mode 
Manual TBLVBWMD_SPU 

SPOT,MAN 

TBLVBWMD_SPU? 
SPOT 

MAN  

RBW/VBW Ratio TBLVBWRT_SPU 
SPOT,r 

TBLVBWRT_SPU? 
SPOT r r: 0.001 ～ 

100 

SWT TBLSWT_SPU 
SPOT,Fn,ta 

TBLSWT_SPU? 
SPOT,Fn tb tb: 10 ms ～ 

1000 s 

Auto TBLSWTMD_SPU 
SPOT,AUTO AUTO  SWT 

Mode 
Manual TBLSWTMD_SPU 

SPOT,MAN 

TBLSWTMD_SPU? 
SPOT 

MAN  

 SPULMT SPOT,Fn,l SPULMT? SPOT,Fn l  

Rel SPULMT 
SPOT,Fn,l,REL 

SPULMT? 
SPOT,Fn,REL l *1 Limit 

Abs SPULMT 
SPOT,Fn,l,ABS 

SPULMT? 
SPOT,Fn,ABS l *1 

JUDGUNIT_SPTBL 
s s 

JUDGUNIT_SPTBL 
ABS ABS 

JUDGUNIT_SPTBL 
REL REL 

Judge Unit 

JUDGUNIT_SPTBL 
RELABS 

JUDGUNIT_SPTBL
? 

RELABS 

*1 

On SPLITSWP_SPU ON SPLITSWP_SPU? ON  Split 
Sweep Off SPLITSWP_SPU 

OFF SPLITSWP_SPU? OFF  

RBW, 
VBW, 
SWT 

TBLVIEW_SPU 
SPOT,BWSWT BWSWT  

Ref 
Level, 
Attenu
ator 

TBLVIEW_SPU 
SPOT,REFATT REFATT  

Spot 
Table 

View 

Limit TBLVIEW_SPU 
SPOT,LMT 

TBLVIEW_SPU? 
SPOT 

LMT  

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Start Frequency TBLFREQ_SPU 
START,Fn,f 

TBLFREQ_SPU? 
START,Fn f 

n: 1 ～ 15 
f: 1 kHz ～ 
7899.999 MHz

Start Frequency 
Cancel 

TBLFREQ_SPU 
START,Fn,0 

TBLFREQ_SPU? 
START,Fn 0 n: 1 ～ 15 

Stop Frequency TBLFREQ_SPU 
STOP,Fn,f 

TBLFREQ_SPU? 
STOP,Fn f 

n: 1 ～ 15 
f: 2 kHz ～ 
7900.000 MHz

Stop Frequency 
Cancel 

TBLFREQ_SPU 
STOP,Fn,0 

TBLFREQ_SPU? 
STOP,Fn 0 n: 1 ～ 15 

Auto TBLATTRLMD_SPU 
SWEEP,AUTO AUTO  Attenu

ator 
Ref 
Level 
Mode 

Manual TBLATTRLMD_SPU 
SWEEP,MAN 

TBLATTRLMD_SP
U? SWEEP 

MAN  

Auto TBLATTMD_SPU 
SWEEP,AUTO AUTO  Attenu

ator 
Mode Manual TBLATTMD_SPU 

SWEEP,MAN 

TBLATTMD_SPU? 
SWEEP 

MAN  

Ref Level TBLRL_SPU 
SWEEP,Fn,l 

TBLRL_SPU? 
SWEEP,Fn l n: 1 ～ 15 

Attenuator TBLATT_SPU 
SWEEP,Fn,l 

TBLATT_SPU? 
SWEEP,Fn l n: 1 ～ 15 

RBW TBLRBW_SPU 
SWEEP,Fn,f 

TBLRBW_SPU? 
SWEEP,Fn f 

n: 1 ～ 15 
f: 300 Hz, 
1 kHz, 3 kHz, 
10 kHz, 
30 kHz, 
100 kHz, 
300 kHz, 
1 MHz, 
3 MHz, 
5 MHz, 
10 MHz, 
20 MHz 

Auto TBLRBWMD_SPU 
SWEEP,AUTO AUTO  RBW 

Mode 
Manual TBLRBWMD_SPU 

SWEEP,MAN 

TBLRBWMD_SPU? 
SWEEP 

MAN  

Normal TBLRBWTP_SPU 
SWEEP,NRM NRM  RBW 

Type 
Digital TBLRBWTP_SPU 

SWEEP,DGTL 

TBLRBWTP_SPU? 
SWEEP 

DGTL  

VBW TBLVBW_SPU 
SWEEP,Fn,f 

TBLVBW_SPU? 
SWEEP,Fn f n: 1 ～ 15 

Auto TBLVBWMD_SPU 
SWEEP,AUTO AUTO  VBW 

Mode 
Manual TBLVBWMD_SPU 

SWEEP,MAN 

TBLVBWMD_SPU? 
SWEEP 

MAN  

RBW/VBW Ratio TBLVBWRT_SPU 
SWEEP,r 

TBLVBWRT_SPU? 
SWEEP r  

Search 
and 
Sweep 
Table 

SWT TBLSWT_SPU 
SWEEP,Fn,ta 

TBLSWT_SPU? 
SWEEP,Fn tb n: 1 ～ 15 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Auto TBLSWTMD_SPU 
SWEEP,AUTO 

TBLSWTMD_SPU
? SWEEP AUTO  SWT 

Mode 
Manual TBLSWTMD_SPU 

SWEEP,MAN 
TBLSWTMD_SPU
? SWEEP MAN  

 SPULMT SWEEP,Fn,l SPULMT? 
SWEEP,Fn l  

Rel SPULMT 
SWEEP,Fn,l,REL 

SPULMT? 
SWEEP,Fn,REL l *1 Limit 

Abs SPULMT 
SWEEP,Fn,l,ABS 

SPULMT? 
SWEEP,Fn,ABS l *1 

JUDGUNIT_SWTBL ON ON 
JUDGUNIT_SWTBL OFF OFF 
JUDGUNIT_SWTBL ABS ABS 
JUDGUNIT_SWTBL REL REL 

Judge Unit 

JUDGUNIT_SWTBL 
RELABS 

JUDGUNIT_SPTBL? 

RELABS 

*1 

RBW, 
VBW, 
SWT 

TBLVIEW_SPU 
SWEEP,BWSWT 

TBLVIEW_SPU? 
SWEEP BWSWT  

Ref 
Level, 
Attenua
tor 

TBLVIEW_SPU 
SWEEP,REFATT 

TBLVIEW_SPU? 
SWEEP REFATT  

Search 
and 
Sweep 
Table 

View 

Limit TBLVIEW_SPU 
SWEEP,LMT 

TBLVIEW_SPU? 
SWEEP LMT  

Adjust Range ADJRNG --- ---  
Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l l: － 10.00 ～ 

10.00 dB 
*2 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0:未校正， 
1:内部校正， 
2:外部書き込み，

3: 内部校正 
(Multi Carr.Cal)） 
l: －10.00 ～ 
 10.00 dB 

Marker Position MKP_SPU n MKP_SPU? n n: 0 ～ 500 
*1 

Marker Level MKL_SPU Fna,nb,u MKL_SPU? 
Fna,nb,u l 

na: 1 ～ 15 
nb: 0,1 
u: DB,DBM 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x のみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

Tx Power --- TXPWR? u  
u: 
DBM ま た は 
WATT 

Frequency --- SPUFREQ? Fna,nb f1,f2,...,fnb 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始
周波数テーブル
番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）

--- SPULVL? Fna,nb l1,l2,...,lnb 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始
周波数テーブル
番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）

Level 

--- SPULVL? Fna,nb,u l1,l2,...,lnb 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始
周波数テーブル
番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）
u: DBM, DB 

--- SPUFREQLVL? 
Fna,nb 

f1,l1,f2,l2,...,f
nb,lnb 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始
周波数テーブル
番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）Frequency and 

Level 

--- SPUFREQLVL? 
Fna,nb,u 

f1,l1,f2,l2,...,f
nb,lnb 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始
周波数テーブル
番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）
u: DBM, DB 

Ref Level --- SPURL? Fna,nb l(na),l(na+1),..
.,l(na+nb)  

Attenuator --- SPUATT? Fna,nb l(na),l(na+1),..
.,l(na+nb)  

RBW --- SPURBW? Fna,nb f(na),f(na+1),.
..,f(na+nb)  

VBW --- SPUVBW? Fna,nb f(na),f(na+1),.
..,f(na+nb)  

Sweep Time --- SPUSWT? Fna,nb t(na),t(na+1),.
..,t(na+nb)  

Measure 
Result 

Judge Level --- SPUJUDGLVL? 
Fna,nb nc,nd 

na: 1 ～ 15 
（読み出す先頭
の周波数テーブ
ル番号） 
nb: 1 ～ 15 
（読み出し個数）
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Spurious Emission（続き） 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

All --- SPUALL? 
Fna,nb,u 

fa(na),la(na), 
lb(na),lc(na), 
fb(na),fc(na), 
t(na),...  
,fa(na+nb), 
la(na+nb), 
lb(na+nb), 
lc(na+nb), 
fb(na+nb), 
fc(na+nb), 
t(na+nb) 

 

 --- SPUPASS? Fn jn  Judge
ment All --- SPUPASS? ALL j1,j2,j3,...,j15  

Measure 
Result 

Total Judgement --- SPUJDG? j  

Time Domain XMGT Fna,nb,nc XMGT? Fna,nd,ne f(1),f(2),…f(nd) 

Wave 
Data 

Frequency 
Domain XMG Fna,nb,nc XMG? Fna,nd,ne f(1),f(2),…f(nd) 

na: 1 ～ 15 
（ 読 み 出 し 開 始

周波数テーブル

番号） 
nb: 0 ～  500
（データ書き込み

アドレス） 
nc: －32768 ～ 
322767（ 書き込

みデータ） 
nd: 0 ～  500
（データ読み出し

アドレス） 
ne: 1 ～ 501 
（読み出しデータ

数） 
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Power Meter 

下表は Power Meter 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたものです。
下表のコマンドは MS860x のみ有効です。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

ZEROSET --- ---  Zero Set 
ZAJ --- ---  

Adjust Range ADJRNG --- ---  
Range Up RNG UP --- ---  
Range Down RNG DN --- ---  
Range1 RNG1 --- ---  
Range2 RNG2 --- ---  
Range3 RNG3 --- ---  
Range4 RNG4 --- ---  
Range5 RNG5 --- ---  
Set Relative SETREL --- ---  

--- POWER? DBM l  
--- POWER? WATT l  Measure Result Power 
--- POWER? DB l  
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IQ Level 

下表は IQ Level 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたものです。 
本体が MS268x の場合，オプション MS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されているときのみ，下表のコマンドは

有効です。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Normal STRG_IQL NRM NRM  Storage Mode 
Average STRG_IQL AVG 

STRG_IQL? 
AVG  

Average count AVR_IQL n AVR_IQL? n n: 2 ～ 9999 
Every INTVAL_IQL 

EVERY 
INTVAL_IQL? EVERY  Refresh 

Interval 
Once INTVAL_IQL ONCE INTVAL_IQL? ONCE  
mV UNIT_IQL MV UNIT_IQL? MV  Unit 
dBmV UNIT_IQL DBMV UNIT_IQL? DBMV  

--- IQLVL? la,lb,lc,ld 

la: I Level(rms) 
lb: Q Level(rms) 
lc: I p-p 
ld: Q p-p 

--- IQLVL? MV la,lb,lc,ld 

la: I Level(rms) 
lb: Q Level(rms) 
lc: I p-p 
ld: Q p-p 

All 

--- IQLVL? DBMV la,lb,lc,ld 

la: I Level(rms) 
lb: Q Level(rms) 
lc: I p-p 
ld: Q p-p 

--- ILVL? l  
--- ILVL? MV l  I 

(rms) 
--- ILVL? DBMV l  
--- QLVL? l  
--- QLVL? MV l  Q 

(rms) 
--- QLVL? DBMV l  
--- IPPLVL?   
--- IPPLVL? MV   I p-p 
--- IPPLVL? DBMV   
--- QPPLVL?   
--- QPPLVL? MV   

Level 

Q p-p 
--- QPPLVL? DBMV   

Measure 
Result 

I/Q Phase 
difference 

--- IQPHASE? r unit: deg 
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Demodulation Data 

下表は Demodulation Data 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたもの

です。 

Function Item Program Message Query Message 
Response 
Message 

Remarks 

I DEMODPHASE I I  Demodulation 
Phase Q DEMODPHASE Q 

DEMOSPHASE? 
Q  

Spreading Factor SF_DEMOD n SF_DEMOD? n 
n: 512 (Down Link), 
256, 128, 64, 32, 16, 8, 
4 

Channelization Code SCNO_DEMOD n SCNO_DEMOD? n n: 0 ～ 
(Spreading Factor － 1)

Rotation ROTATION --- ---  
On PSSYNC_DEMOD ON ON  Pilot Symbol 

Sync Off PSSYNC_DEMOD 
OFF 

PSSYNC_DEMOD? OFF  

Display Page PAGE_DEMOD n PAGE_DEMOD? n 
n:  
1 ～ 80 (Down Link) 
1 ～ 40 (Up Link) 

Timing Offset TIMINGOFS_ 
DEMOD n 

TIMINGOFS_ 
DEMOD? n n：chip 

0 ～ 150 
Adjust Range ADJRNG --- ---  
Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l l : － 10.00 ～  10.00

dB 
*1 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  
Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 
Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正 
1: 内部校正， 
2: 外部書き込み， 
3: 内部校正 
 (Multi Carr.Cal)） 
l : － 10.00 ～  10.00
dB 

Marker Position MKPSLT_DEMOD n MKPSLT_DEMOD? n 
n: 1 ～ (Demodulation 
Frame * 15) 
*2 

Demodulatio
n 

OPRTTR_DEMOD 
DEMOD 

DEMOD *2 
Operation 
Trace Code vs 

Time 
OPRTTR_DEMOD 
CDVSTM 

OPRTTR_DEMOD? 
CDVSTM *2 

Auto CFMKR_DEMOD 
AUTO 

AUTO *2 
CF Marker 
Mode Manual CFMKR_DEMOD 

MAN 

CFMKR_DEMOD? 
MAN *2 

*1 MS860x のみ有効です。 
*2 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Demodulation Data（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Setup Channel Data SETCH_DEMOD 
na,nb,nc 

SETCH_DEMOD? 
nc na,nb 

na: Channelization 
Code 
nb: Spreading Factor
nc: 
<Up Link> 
1(I),2(Q) 
<Down Link> 
1 
<Down 
Link(Compress)> 
1(Normal Frame), 
2(Compressed 
Frame) 
*2 

Normal 
Frame 

DEMODCHAN_DEM
OD NF 

NF *1 
Demodulate 
Channel Compressed 

Frame 
DEMODCHAN_DEM
OD CF 

DEMODCHAN_
DEMOD? CF *1 

 --- MKDEMOD? r r: 0 ～ 65535 
*1 

Decimal --- MKDEMOD? 
DEC 

r r: 0 ～ 65535 
*1 Marker Data 

Hexadecimal --- MKDEMOD? 
HEX 

h h: 0 ～ FFFF 
*1 

Maker Position MKP_DEMOD r MKP_DEMOD? r 

r: 0 ～ 
(Demodulation 
Length － 1) 
*1 

Decimal 

--- SLT_DEMOD? 
na,nb,DEC,c 

l na: 1 ～ 
 (Demodulation 
Frame * 15) 
nb: 1 ～ 
((Demodulation 
Frame * 15) – a + 1) 
c: 0 または 1 
l: 0 ～ 65535 
*1 Slot 

Demodulation 
Output 

Hexadecimal 

--- SLT_DEMOD? 
na,nb,HEX,c 

h na: 1 ～ 
(Demodulation 
Frame * 15) 
nb: 1 ～ 
((Demodulation 
Frame * 15) – a + 1)
c: 0 または 1 
h: 0 ～ FFFF 
*1 

SCCODENO_DE
MOD? 
SCCODENO_DE
MOD? NF Scrambling Code Result --- 

SCCODENO_DE
MOD? CF 

h 

<Up Link> 
h: 000000 ～ FFFFFF
<Down Link> 
h: 00000 ～ 3FFFF
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Demodulation Data（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response 

Message 
Remarks 

--- SLTCDPWR_DEM
OD? na,nb la,lb 

--- SLTCDPWR_DEM
OD? na,nb, REL la 

Code vs Time 

--- SLTCDPWR_DEM
OD? na,nb, ABS lb 

na: 
<Up Link> 
 0: Total,1: I Channel 
 2: Q Channel 
nb: Slot Number 
la: Relative Power 
lb: Absolute Power 
<Down Link> 
 0: Total,1: Channel 
<Down Link(Compress)> 
 0: Total,1: NF Channel 
 2: CF Channel*1 

Ordinary CFSC_DEMOD  
ORD ORD 

Alternative CFSC_DEMOD 
ALTN ALTN 

Compressed Frame 
Marker Mode: Auto 
*1 

Ordinary CFSC_DEMOD 
ORD ORD 

Left 
Alternative 

CFSC_DEMOD 
LALTN LALTN 

Compressed 
Frame 
Scramble Code 

Right 
Alternative 

CFSC_DEMOD 
RALTN 

CFSC_DEMOD? 

RALTN 

Compressed Frame Marker 
Mode: 
Manual 
*1 

FRMDM ON FRMDM? ON,1  On 
FRMDM ON,n FRMDM? ON,n n: 1 ～ 10 

Frame 
Demodulation 
Output Off FRMDM OFF FRMDM? OFF,0  

On TAKEWAVE ON TAKEWAVE? ON  Refresh Wave  
Memory Off TAKEWAVE OFF TAKEWAVE? OFF  
Write Demodulation Data 
down to the PC Card WRDATA_DEMOD a --- --- a：HEX または BIN 

Dec XMM na,nb XMM? nc,nd ne1,ne2,..., 
ne(nd) 

na: 0 ～ 11999 
（データ書き込みアドレス） 
nb: －32768 ～ 32767 
（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 11999 
（データ読み出し開始アドレス）

nd: 1 ～ 12000 
（読み出しポイント数） 
ne: －32768 ～ 32767 
（読み出しデータ） Demodulation 

Data 
 

Hex XMMH na,ha XMMH? nc,nd hb1,hb,..., 
hb(nd) 

na: 0 ～ 11999 
（データ書き込みアドレス） 
ha: 0 ～ FFFF 
（書き込みデータ） 
nc: 0 ～ 11999 
（データ読み出し開始アドレス）

nd: 1 ～ 12000 
（読み出しポイント数） 
hb: 0 ～ FFFF 
（読み出しデータ） 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Demodulation Data（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response 

Message 
Remarks 

Off CLOOP_DEMOD OFF CLOOP_DEMOD? OFF 
Mode 1 CLOOP_DEMOD MODE1 CLOOP_DEMOD? MODE1 

Closed Loop 
Mode 

Mode 2 CLOOP_DEMOD MODE 2 CLOOP_DEMOD? MODE2 
*1 

0 SLTFORMAT_DEMOD 0 SLTFORMAT_DEMOD? 0 
1 SLTFORMAT_DEMOD 1 SLTFORMAT_DEMOD? 1 
2 SLTFORMAT_DEMOD 2 SLTFORMAT_DEMOD? 2 
3 SLTFORMAT_DEMOD 3 SLTFORMAT_DEMOD? 3 
4 SLTFORMAT_DEMOD 4 SLTFORMAT_DEMOD? 4 
5 SLTFORMAT_DEMOD 5 SLTFORMAT_DEMOD? 5 
6 SLTFORMAT_DEMOD 6 SLTFORMAT_DEMOD? 6 
7 SLTFORMAT_DEMOD 7 SLTFORMAT_DEMOD? 7 
8 SLTFORMAT_DEMOD 8 SLTFORMAT_DEMOD? 8 
9 SLTFORMAT_DEMOD 9 SLTFORMAT_DEMOD? 9 
10 SLTFORMAT_DEMOD 10 SLTFORMAT_DEMOD? 10 
11 SLTFORMAT_DEMOD 11 SLTFORMAT_DEMOD? 11 
12 SLTFORMAT_DEMOD 12 SLTFORMAT_DEMOD? 12 
13 SLTFORMAT_DEMOD 13 SLTFORMAT_DEMOD? 13 
14 SLTFORMAT_DEMOD 14 SLTFORMAT_DEMOD? 14 
15 SLTFORMAT_DEMOD 15 SLTFORMAT_DEMOD? 15 

Slot Format 

16 SLTFORMAT_DEMOD 16 SLTFORMAT_DEMOD? 16 

*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Demodulation Data（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response 

Message 
Remarks 

0A CFSLTFORM_DEMOD 0A CFSLTFORM_DEMOD? 0A  

2A CFSLTFORM_DEMOD 2A CFSLTFORM_DEMOD? 2A  

3A CFSLTFORM_DEMOD 3A CFSLTFORM_DEMOD? 3A  

4A CFSLTFORM_DEMOD 4A CFSLTFORM_DEMOD? 4A  

5A CFSLTFORM_DEMOD 5A CFSLTFORM_DEMOD? 5A  

6A CFSLTFORM_DEMOD 6A CFSLTFORM_DEMOD? 6A  

7A CFSLTFORM_DEMOD 7A CFSLTFORM_DEMOD? 7A  

8A CFSLTFORM_DEMOD 8A CFSLTFORM_DEMOD? 8A  

9A CFSLTFORM_DEMOD 9A CFSLTFORM_DEMOD? 9A  

10A CFSLTFORM_DEMOD 10A CFSLTFORM_DEMOD? 10A  

11A CFSLTFORM_DEMOD 11A CFSLTFORM_DEMOD? 11A  

12A CFSLTFORM_DEMOD 12A CFSLTFORM_DEMOD? 12A  

13A CFSLTFORM_DEMOD 13A CFSLTFORM_DEMOD? 13A  

14A CFSLTFORM_DEMOD 14A CFSLTFORM_DEMOD? 14A  

15A CFSLTFORM_DEMOD 15A CFSLTFORM_DEMOD? 15A  

16A CFSLTFORM_DEMOD 16A CFSLTFORM_DEMOD? 16A  

0B CFSLTFORM_DEMOD 0B CFSLTFORM_DEMOD? 0B  

1B CFSLTFORM_DEMOD 1B CFSLTFORM_DEMOD? 1B  

2B CFSLTFORM_DEMOD 2B CFSLTFORM_DEMOD? 2B  

3B CFSLTFORM_DEMOD 3B CFSLTFORM_DEMOD? 3B  

4B CFSLTFORM_DEMOD 4B CFSLTFORM_DEMOD? 4B  

5B CFSLTFORM_DEMOD 5B CFSLTFORM_DEMOD? 5B  

6B CFSLTFORM_DEMOD 6B CFSLTFORM_DEMOD? 6B  

7B CFSLTFORM_DEMOD 7B CFSLTFORM_DEMOD? 7B  

8B CFSLTFORM_DEMOD 8B CFSLTFORM_DEMOD? 8B  

9B CFSLTFORM_DEMOD 9B CFSLTFORM_DEMOD? 9B  

10B CFSLTFORM_DEMOD 10B CFSLTFORM_DEMOD? 10B  

11B CFSLTFORM_DEMOD 11B CFSLTFORM_DEMOD? 11B  

12B CFSLTFORM_DEMOD 12B CFSLTFORM_DEMOD? 12B  

13B CFSLTFORM_DEMOD 13B CFSLTFORM_DEMOD? 13B  

14B CFSLTFORM_DEMOD 14B CFSLTFORM_DEMOD? 14B  

CF Slot Format 

15B CFSLTFORM_DEMOD 15B CFSLTFORM_DEMOD? 15B  
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Spectrum Emission Mask 

下表は Spectrum Emission Mask 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけ

たものです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Positive Peak DET_SMASK POS POS  

Sample DET_SMASK SMP SMP  

Negative Peak DET_SMASK NEG NEG  

Average DET_SMASK AVG AVG  

Detect 
Mode 

RMS DET_SMASK RMS 

DET_SMASK? 

RMS  

Normal STRG_SMASK NRM NRM  Storage 
Mode Average STRG_SMASK AVG

STRG_SMASK?
AVG  

Average Count AVR_SMASK n AVR_SMASK? n n: 2 ～ 9999 

Every INTVAL_SMASK 
EVERY EVERY  Refresh 

Interval 
Once INTVAL_SMASK 

ONCE 

INTVAL_SMASK
? 

ONCE  

dBm UNIT_SMASK DBM DBM  

mW UNIT_SMASK MW MW  

µW UNIT_SMASK UW UW  

nW UNIT_SMASK NW NW  

Unit 

dB UNIT_SMASK DB 

UNIT_SMASK?

DB  

Ref Level RL_SMASK l RL_SMASK? l  

Auto ATTRLMD_SMASK 
AUTO AUTO  Attenuator 

Ref Level 
Mode Manual ATTRLMD_SMASK 

MAN 

ATTRLMD_ 
SMASK? 

MAN  

Attenuator ATT_SMASK l ATT_SMASK? l  

Auto ATTMD_SMASK 
AUTO AUTO  Attenuator 

Mode 
Manual ATTMD_SMASK 

MAN 

ATTMD_SMASK
? 

MAN  

Frequency Offset TEMPLVL_SMASK 
n,l 

TEMPLVL_ 
SMASK? n   

Sweep Time SWT_SMASK t SWT_SMASK? t  

Manual STM_SMASK MAN MAN  Sweep 
Time Mode Auto STM_SMASK AUTO

STM_SMASK? 
AUTO  

Normal RBD_SMASK NRM NRM  
RBW Type 

Digital RBD_SMASK DGTL
RBD_SMASK? 

DGTL  

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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Spectrum Emission Mask（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Manual VBM_SMASK MAN MAN  
VBW Mode 

Auto VBM_SMASK AUTO
VBM_SMASK?

AUTO  

VBW/RBW Ratio VBR_SMASK l VBR_SMASK? l l: 0.0001 ～ 100 

VBW VBW_SMASK n VBW_SMASK? n n: 0 (OFF) ～ 3000000

Level DISPTYPE_SMASK 
LVL LVL  Display 

Data Type 
Margin DISPTYPE_SMASK 

MARGIN 

DISPTYPE_ 
SMASK? 

MARGIN  

Tx Power FLTTYPE_SMASK 
TXPOWER TXPOWER  Filter 

Power 
Filtered Power FLTTYPE_SMASK 

RRCFILTER 

FLTTYPE_ 
SMASK? 

RRCFILTER  

Template Power TEMPPWR_SMASK l TEMPPWR_ 
SMASK? l l: －100.0 ～ 100.0

Standard SLCTTEMP_SMASK 
STD 

SLCTTEMP_ 
SMASK? STD  Template 

Condition 
Not Selected --- SLCTTEMP_ 

SMASK? NOT  

Up Link TEMPTYPE_SMASK 
UPLNK UPLNK  

Down Link 
(P>=43dBm) 

TEMPTYPE_SMASK 
DNLNK1 DNLNK1 *1 

Down Link 
(39<=P<43dBm) 

TEMPTYPE_SMASK 
DNLNK2 DNLNK2 *1 

Down Link 
(31<=P<39dBm) 

TEMPTYPE_SMASK 
DNLNK3 DNLNK3 *1 

Template 
Type 

Down Link 
(P<31dBm) 

TEMPTYPE_SMASK 
DNLNK 

TEMPTYPE_ 
SMASK? 

DNLNK *1 

Adjust Range ADJRNG --- ---  

Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l l: －10.00 ～ 10.00dB
*2 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  

Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1, *3 

Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1, *3 

Calibration Cancel CALCANCEL --- ---  

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正， 
 1: 内部校正， 
 2: 外部書き込み， 
 3: 内部校正 
 (Multi Carr.Cal)） 
l: －10.00 ～ 10.00dB

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x のみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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Spectrum Emission Mask（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Normal MKR_SMASK NRM NRM  Marker 
Mode Off MKR_SMASK OFF 

MKR_SMASK?
OFF  

Point MKP_SMASK n MKP_SMASK? n 
n:  
0 ～ 798 (Up Link)
0 ～ 840 (Down Link)

MKRS_SMASK f MKRS_SMASK? f f: － 12.5 ～  12.5
MHz Frequency 

MKN_SMASK f MKN_SMASK? f f: － 12.5 ～  12.5
MHz 

Marker 
Position 

Digital RBD_SMASK DGTL RBD_SMASK? DGTL  

Marker Level --- MKL_SMASK? 
u l u: DB,DBM,WATT 

Tx Power --- TXPWR? u I u: DBM または WATT

Span Width --- FSPAN_SMASK
? f  

PEAK_SMASK? 
Ln,u 
PEAK_SMASK? 
Un,u 

l,PASS  

PEAK_SMASK? 
PEAK,u 

Peak Data --- 

PEAK_SMASK? 
ALL,u 

l,FAIL 

n:  
1 ～ 4 (Up Link) 
1 ～ 5 (Down Link)
u: DB,DBM,W,MW, 
UW,NW 
 

Template Judgement --- TEMPPASS_ 
SMASK? PASS または FAIL  

Wave Data XMFN na,nb XMFN? nc,nd ne 

na: 0 ～ 2400（データ

書き込みアドレス） 
nb: － 32768 ～

32767（書き込み 16 bit
波形データ） 
nc: 0 ～ 2400（データ

読み出し開始アドレス）

nd: 1 ～  2401（読み

出しポイント数） 
ne: － 32768 ～

32767（読み出し 16 bit
波形データ） 
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CCDF 

下表は CCDF 画面での設定項目および測定結果の読み出しと外部制御コマンドを対応づけたものです。 
 

Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

CCDF DSPL CCDF,CCDF CCDF,CCDF Measure 
Method APD DSPL CCDF,APD 

DSPL? 
CCDF,APD 

*1 

Positive TRFORM_CCDF 
POS POS 

Negative TRFORM_CCDF 
NEG NEG Trace 

Format 
Positive & 
Negative 

TRFRM_CCDF 
POSNEG 

TRFORM_ 
CCDF? 

POSNEG 

*1 

2dB HSCALE_CCDF 2 2 

5dB HSCALE_CCDF 5 5 

10dB HSCALE_CCDF 10 10 

20dB HSCALE_CCDF 20 20 

Horizontal 
Scale 

50dB HSCALE_CCDF 50 

HSCALE_ 
CCDF? 

50 

*1 

Probability DISPTYPE_CCDF 
PROB PROB Display 

Data Type Distribution DISPTYPE_CCDF 
DSTRBT 

DISPTYPE_ 
CCDF? DSTRBT 

*1 

Off REFTR_CCDF OFF OFF 

Save REFTR_CCDF SAVE SAVE 

Gaussian REFTR_CCDF 
GAUSS GAUSS 

Reference 
Trace 

Save & Gaussian REFTR_CCDF 
SAVEGAUSS 

REFTR_CCDF?

SAVEGAUSS 

*1 

Save Trace SAVETR_CCDF --- --- *1 

20MHz RBW_CCDF 20MHZ 20MHZ 

10MHz RBW_CCDF 10MHZ 10MHZ 

5MHz RBW_CCDF 5MHZ 5MHZ 

3MHz RBW_CCDF 3MHZ 3MHZ 

3.84MHz(RRC) RBW_CCDF RRC RRC 

Filter Type 

3.84MHz(RC) RBW_CCDF RC 

RBW_CCDF? 

RC 

*1 

Data Count DCOUNT_CCDF n DCOUNT_ 
CCDF? n 

n: 10000 ～
2000000000 
*1 

Analysis Length ANLYLEN_CCDF t ANLYLEN_ 
CCDF? t t: 1 ～ 100000 

*1 
Off MKR_CCDF OFF OFF Marker 

Mode Normal MKR_CCDF NRM 
MKR_CCDF? 

NRM 
*1 

Adjust Range ADJRNG --- --- *1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
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CCDF（続き） 
Function Item Program Message Query Message Response Message Remarks 

Power Calibration PWRCAL PWRCAL? l 
l: － 10.00 ～  10.00
dB 
*1 *2 

Multi Carrier Calibration MLTCARRCAL --- ---  

Load Multi Carrier Calibration LOADMLTCALDATA --- --- *1 *3 

Write Multi Carrier Calibration WRTMLTCALDATA --- --- *1 *3 

Calibration Cancel CALCANCEL --- --- *1 

Calibration Value CALVAL l CALVAL? n,l 

n: mode 
（0: 未校正， 
 1: 内部校正，  
2: 外部書き込み，  
3: 内部校正 
 (Multi Carr.Cal)） 
l: － 10.00 to 10.00
dB 
*1 

Power --- POWER_CCDF? la, lb, lc, ld, le *1 

Power at x % --- PROBPWR_ 
CCDF? la, lb, lc, ld, le, lf *1 

Distribution at grid --- PWRPROB_ 
CCDF? la, lb, lc, ld, le *1 

Normal MKR_CCDF NOM NOR Marker 
Mode Off MKR_CCDF OFF 

MRK_CCDF? 
OFF 

*1 

Marker Position MKR_CCDF a MRK_CCDF? a 

a: 0.0001 ～ 100.000
(probability) 
－50.00 ～ 50.00 
(distribution) 
*1 

--- MKL_CCDF? 
n,PROB la n: 0,1 

*1 

--- MKL_CCDF? 
n,DSTRBT lb n: 0,1 

*1 

--- MKL_CCDF? 
ALL,PROB la, lc, ld *1 

Marker Level 

--- MKL_CCDF? 
ALL,DSTRBT lb, le, lf *1 

Delta Marker --- DELTAMKR_C
CDF? l *1 

Wave Data --- CCDFDSTRBT? 
la, lb,lc ld 

la: － 50.0 ～ 50.0 
(CCDF) 
0.0 ～ 50.0 (APD) 
lb: 1 ～ 1001 (CCDF)
1 ～ 501 (APD) 
lc: 0,1,2 
*1 

*1 MX860x01B/MX268x01B でのみ使用可能です。 
*2 MS860x でのみ有効です。 
*3 本体オプション MS8609A-33 搭載時のみ使用可能です。 
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この章では，本ソフトウェアで使用できる外部制御用コマンドの詳細説明をアル

ファベット順に示しています。 
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アルファベット順コマンド詳細説明 
 

ここでは，アルファベット順に外部制御コマンドの詳細な仕様を示しています。機能別にコマンドを検索する場合は，

6章 ｢コマンド一覧表｣を参照してください。 
 
■コマンド詳細説明の見方 
 
  ① CHAN 
  ②■機能 
    Channel 
    チャネルを設定します。 

  ③■構文 

Program 

Message 

Query 

Message 

Response 

Message 

CHAN ch CHAN? ch 

  ④■パラメータ 
    ch 
    チャネル 

範囲 分解能 初期値 
0～20000 1 9600 

  ⑤■制約条件 

・ Terminal を RF に設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
・ Channel Spacing の値により Frequency が設定範囲外となる場合は， 

Channel の設定範囲内であっても Channel の変更はできません（cf. CHSPC）。 
  ⑥■初期化コマンド  
     *RST 
  ⑦■使用例 

「チャネルを 5 に設定する」 
<Program> 
TERM RF 
CHAN 5 
CHAN? 
<Response> 
5 

 
 

① コマンド名です。この章では，デバイスメッセージのヘッダ部をコマンド名としています。 
② ■機能   測定器に対して設定を行うコマンドはProgram Messageを送信したときの機能，測定結果を読み出

すコマンドはResponse Messageを送信したときの機能を示しています。 
③ ■構文   デバイスメッセージの作成方法を示しています。メッセージヘッダとパラメータ（斜体）の間にはスペー

スを１つ入れます。 
④ ■パラメータ   デバイスメッセージの引数の意味を示しています。項目設定の場合は「値」の欄にかかれている

文字列を代入します。数値設定の場合は「範囲」内の数値を代入します。「分解能」は，Program Message，

Query Messageの場合は設定ステップ値を，Response Messageの場合は測定結果の分解能を示していま

す。 
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⑤ ■制約条件  コマンドを使用する上での注意点です。「cf.」に書かれているコマンドが関連しています。 
⑥ ■初期化コマンド   このコマンドの設定対象となる項目を初期化するコマンドを示しています。 
⑦ ■使用例   このコマンドを使用する上での基本的な順番を示しています。測定結果の読み出しをするコマンド

の例に書かれている<Response>の値は実際の値とは異なります。 
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ACPALL 
 
■機能 
Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定においてMeasure MethodがSPA（All）またはSPA（Separate）の場合，RRC
フィルタで重み付けされた測定結果と重み付けされていない測定結果を読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 

--- ACPALL? a c,d 
--- ACPALL? a,b c,d 
--- ACPALL? ALL e,f,g,h,i,j,k,l 
--- ACPALL? ALL,b e,f,g,h,i,j,k,l 

 
■a の値 
オフセット周波数 
aの値 オフセット周波数 

LOW2 －10.00 MHz 
LOW1 －5.00 MHz 
UP1 5.00 MHz 
UP2 10.00 MHz 
 
■b の値 
出力単位 
bの値 出力時単位 

なし 既存の設定値に依存します（cf. UNIT_ADJ） 
DB dB 
DBM dBm 
MW W 
UW W 
NW W 
 
■c の値 
aで指定した周波数におけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■d の値 
aで指定した周波数におけるRRCフィルタで重み付けしたPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
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■e の値 
－10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■f の値 
－10.00 MHzにおけるRRCフィルタによる重み付けされたPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■g の値 
－5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■h の値 
－5.00 MHzにおけるRRCフィルタによる重み付けされたPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■i の値 
10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■j の値 
10.00 MHzにおけるRRCフィルタによる重み付けされたPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■k の値 
5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■l の値 
5.00 MHzにおけるRRCフィルタによる重み付けされたPower 
分解能 単位 

0.01 bで指定した値に依存します 
 
■制約条件 
なし。 
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■使用例 
「RRCフィルタで重み付けされたPowerを読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
ACPALL? UP2,DB 
 
<Response> 
-1.63 
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ACPRRC 
 
■機能 
Adjacent Channel Power with Root Raised Cosine Filtering 
Adjacent Channel Power測定においてMeasure MethodがSPA（All）またはSPA（Separate）の場合，RRC
フィルタで重み付けされた測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- ACPRRC? a c 
--- ACPRRC? a,b c 
--- ACPRRC? ALL d,e,f,g 
--- ACPRRC? ALL,b d,e,f,g 

 
■a の値 
オフセット周波数 

aの値 オフセット周波数 
LOW2 －10.00 MHz 
LOW1 －5.00 MHz 
UP1 5.00 MHz 
UP2 10.00 MHz 
 
■b の値 
出力単位 
bの値 出力時単位 

なし 既存の設定値に依存します（cf. UNIT_ADJ） 
DB dB 
DBM dBm 
MW mW 
UW µW 
NW nW 
 
■c の値 
aで指定した周波数におけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■d の値 
－10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
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■e の値 
－5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■f の値 
10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■g の値 
5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 bで指定した値に依存します 
 
■制約条件 
なし。 
 
■使用例 
「10.00 MHzにおけるPowerをdB単位で読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
ACPRRC? UP2,DB 
 
<Response> 
-1.63 
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ADJCH 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，測定方法がSpectrum法の場合はAdjacent Channel Power Offset
を，Modulationの場合はFiltered PowerまたはLeakage Power due to Modulationの測定結果を出力します。

CHPWRコマンドと同機能です。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 

--- ADJCH? filteredpower 
--- ADJCH? offset offsetpower 
--- ADJCH? offset,unit offsetpower 
--- ADJCH? ALL low2,low1,up2,up1 
--- ADJCH? ALL,unit low2,low1,up2,up1 

 
■パラメータ 
offset 
オフセット周波数 

値 オフセット周波数 
LOW2 －10.00 MHz
LOW1 －5.00 MHz
UP1 5.00 MHz
UP2 10.00 MHz
 
unit 
出力時単位 

値 出力時単位 
なし 既存の設定値に依存します（cf. UNIT_ADJ） 
DB dB 
DBM dBm 
MW mW 
UW µW 
NW nW 
 
filtered power 
Filtered Power 
分解能 単位 
0.01 dBm 
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offsetpower 
Offsetで指定した周波数におけるPower 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します 

 
low2 
－10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します 

 
low1 
－5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します 

 
up1 
5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します 
 
up2 
10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します 
 
■使用例 
「10.00 MHzにおけるPowerをdB単位で読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
ADJCH? UP2,DB 
 
<Response> 
-1.63 
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ADJRNG 
 
■機能 
Adjust Range 
Adjust Rangeを実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
ADJRNG --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter, IQ Levelの場合は実行できません。 
 
■使用例 
「Adjust Rangeを実行する」 
<Program> 
ADJRNG 
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ADJRNGOFS 
 
■機能名 
Adjust Range Offset 
Transmitter Power測定において，Adjust Rangeのオフセット値を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ADJRNGOFS offset ADJRNGOFS? offset 
 
■パラメータ 
offset 
Adjust Rangeオフセット値 
値 Adjust Rangeオフセット 初期値 

0 0 dB ＊ 
10 10 dB  

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Adjust Rangeのオフセット値を10 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
ADJRNGOFS 10 
ADJRNGOFS? 
 
<Response> 
10 
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ALALLTPC 
 
■機能 
TPCのSlot1から15までに対するAbsolute Limitを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
ALALLTPC abslimit ALALLTPC? abslimit 
 
■パラメータ 
abslimit 
Absolute Limit 

範囲 分解能 初期値 単位

0.00～99.99 0.01 0.80 dB 
 
□サフィックスコード 
なし : dB 
DB  : dB 
 
■制約条件 
・ TerminalをRFに設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「TPCのAbsolute Limitを40.00 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL SETTPC 
ALALLTPC 40. 00DB 
ALALLTPC? 
 
<Response> 
40.00 
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ALLTPC 
 
■機能 
TPCのスロット2～解析スロットまでのTPCを一括で設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ALLTPC up_down,step --- --- 
 
■パラメータ 
up_down 
TPCへのUp/Down指定 
値 TPCのUp/Down指定 初期値

UP すべてのスロットをUpに指定します。 ＊ 
DN すべてのスロットをDownに指定します。  
NO すべてのスロットを0に指定します。  
 
step 
TPCへのUp/Down指定 

値 TPCのUp/Down指定 単位 初期値

なし ステップサイズを1 dBに指定します。  ＊ 
1,2,3 設定ステップサイズに指定します。 dB  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ NO，stepはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「すべてのTPCスロットをDownに指定する」 
<Program> 
DSPL SETTPC 
ALLTPC DN  
 
■備考 
・各スロットの設定値を確認するにはTPCコマンドを使います。 
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ANLYLEN 
 
■機能 
Analysis Length 
変調信号の解析長を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ANLYLEN chip ANLYLEN? chip 
 
■パラメータ 
chip 
解析するchip数 

範囲 Measuring Object 
（cf. MEASOBJ） 

分解能 初期値 単位

256～2560 Up Link 256 2560 chip 
Max SF～

2560 
Down Link Max SF 2048 chip 

4～2560 QPSK 1 2560 chip 
Max SF: MAXSFで設定した拡散率の最大値（cf. MAXSF） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Up Linkの変調解析を行うときの解析長を256 chipに設定する」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
ANLYLEN 256 
ANLYLEN? 
 
<Response> 
256 
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ANLYLEN_CCDF 
 
■機能 
Analysis Length for CCDF 
CCDF画面において，1回の測定を行う解析長を設定します。 
最小解析時間（1usec）における解析データ数の関係は下表のとおりです。 

Filter (Hz) 解析データ数 
20 M 64 
10 M 32 
5 M 32 
3 M 32 
3.84 M (RC) 32 
3.84 M (RRC) 32 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ANLYLEN_CCDF a ANLYLEN_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a 
解析長 

範囲 分解能 初期値 
1～100000 1 µs 500（500 µs） 

 
□サフィックスコード 
なし : µs 
S : s 
MS : ms 
US : µs 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，*RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「解析長を1 msecにする」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
ANLYLEN_CCDF 1MS 
ANLYLEN_CCDF? 
 
<Response> 
1000 
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ANLYLEN_RFPWR 
 
■機能 
Analysis Length for Transmitter Power 
Transmitter Power測定の平均パワーを測定する解析長を設定します。解析開始位置は，（スロットの中心位置

－解析長／2）とします。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ANLYLEN_RFPWR a ANLYLEN_RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a 
平均パワー測定区間 

範囲 分解能 初期値 単位 Measure Method 
（cf. DSPL） 

400.0～666.5 0.5 616.5 µs TPC 

400.0～1066.5 0.5 1016.5 µs RACH 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHのみ設定可能です。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「TPC測定を行うときの解析長を600.0 µsに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
ANLYLEN_RFPWR 600.0 
ANLYLEN_RFPWR? 
 
<Response> 
600.0 
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ANLYSTA 
 
■機能 
Analysis Start 
変調解析を開始するchipを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ANLYSTA chip ANLYSTA? chip 
 
■パラメータ 
chip 
解析開始chip 

範囲 Measuirng Object 
（cf. MEASOBJ） 

分解能 初期値 単位

Up Link 256 0 chip
Down Link Max SF 512 chip0～38400 
QPSK 1 0 chip

Max SF: MAXSFで設定した拡散率の最大値（cf. MAXSF） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI， IP，*RST 
 
■使用例 
「解析開始シンボルを512に設定する」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
ANLYSTA 512 
ANLYSTA? 
 
<Response> 
512 
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ATT_ADJ 
 
■機能 
Attenuator for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定におけるAttenuatorを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATT_ADJ a ATT_ADJ? a 
 

a の値 
Attenuator 

範囲 RF Input 分解能 初期値 単位

20～82 High Power 2 50 dB
0～62 Low Power 2 50 dB

 
□サフィックスコード 
なし : dB 
DB : dB 
 
■設定の初期化 
PRE，INI，IP，*RST 
 
■制約条件 
・ Attenuatorの設定範囲は，RF InputまたはRef Levelによりかわります（cf. RFINPUT, RL_ADJ）。 
 
■使用例 
「Attenuatorを20 dBに設定する」 
<Program> 
ATTMD_ADJ AUTO  
RL_ADJ -30DBM 
ATT_ADJ 20DB 
ATT_ADJ? 
 
<Response> 
20 
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ATT_OBW 
 
■機能 
Attenuator for Occupied Bandwidth 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定におけるAttenuatorを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATT_OBW a ATT_OBW? a 
 
■aの値 
Attenuator 

範囲 RF Input 分解能 初期値 単位

20～82 High Power 2 50 dB
0～62 Low Power 2 50 dB

 
□サフィックスコード 
なし : dB 
DB : dB 
 
■設定の初期化 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Attenuatorの設定範囲は，RF InputまたはRef Levelによりかわります（cf. RFINPUT, RL_OBW）。 
 
■使用例 
「Attenuatorを20 dBに設定する」 
<Program> 
ATTMD_OBW AUTO 
RL_OBW -30DBM 
ATT_OBW 20DB 
ATT_OBW? 
 
<Response> 
20 
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ATT_SMASK 
 
■機能 
Attenuator for Spectrum Emission Mask 
スペクトラムアナライザを使ったSpectrum Emission Mask測定におけるAttenuatorを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATT_SMASK a ATT_SMASK? a 
 
■aの値 
Attenuator 

範囲 RF Input 分解能 初期値 単位

20～82 High Power 2 50 dB
0～62 Low Power 2 50 dB

 
□サフィックスコード 
なし : dB 
DB : dB 
 
■設定の初期化 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■制約条件 
・ Attenuatorの設定範囲は，RF InputまたはRef Levelによりかわります（cf. RFINPUT, RL_SMASK）。 
 
■使用例 
「Attenuatorを20 dBに設定する」 
<Program> 
ATTMD_SMASK AUTO 
RL_SMASK -30DBM 
ATT_SMASK 20DB 
ATT_SMASK? 
 
<Response> 
20 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-26 

ATTMD_ADJ 
 
■機能 
Attenuator Mode:Manual/Auto for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorの設定を，手動または自動のどち

らで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATTMD_ADJ a ATTMD_ADJ? a 
 
■aの値 
Attenuator設定モード 

値 Trace表示 初期値

MAN Attenuatorを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuatorを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Attenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuatorを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTMD_ADJ AUTO 
ATTMD_ADJ? 
 
<Response> 
AUTO 
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ATTMD_OBW 
 
■機能 
Attenuator Mode:Manual/Auto for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorの設定を，手動または自動のどちらで

行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATTMD_OBW a ATTMD_OBW? a 
 
■aの値 
Attenuator設定モード 

値 Trace表示 初期値

MAN Attenuatorを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuatorを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Attenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuatorを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTMD_OBW AUTO 
ATTMD_OBW? 
 
<Response> 
AUTO 
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ATTMD_SMASK 
 
■機能 
Attenuator Mode:Manual/Auto for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorの設定を，手動または自動のど

ちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATTMD_SMASK a ATTMD_SMASK? a 
 
■aの値 
Attenuator設定モード 

値 Trace表示 初期値 
MAN Attenuatorを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuatorを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Attenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuatorを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTMD_SMASK AUTO 
ATTMD_SMASK? 
 
<Response> 
AUTO 
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ATTRLMD_ADJ 
 
■機能 
Attenuator Ref Level Mode:Manual/Auto for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorとRef Levelの設定を，手動また

は自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ATTRLMD_ADJ a ATTRLMD_ADJ? a 
 
■aの値 
Attenuator，Ref Level設定モード 

値 Mode表示 初期値

MAN Attenuator，Ref Levelを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorまたはRef Levelが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Ref LevelおよびAttenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTRLMD_ADJ AUTO 
ATTRLMD_ADJ? 
 
<Response> 
AUTO 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-30 

ATTRLMD_OBW 
 
■機能 
Attenuator Ref Level Mode:Manual/Auto for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorとRef Levelの設定を，手動または自

動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ATTRLMD_OBW a ATTRLMD_OBW? a 
 
■aの値 
Attenuator，Ref Level設定モード 

値 Mode表示 初期値

MAN Attenuator，Ref Levelを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorまたはRef Levelが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Ref Level およびAttenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTRLMD_OBW AUTO 
ATTRLMD_OBW? 
 
<Response> 
AUTO 
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ATTRLMD_SMASK 
 
■機能 
Attenuator Ref Level Mode:Manual/Auto for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorとRef Levelの設定を，手動また

は自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ATTRLMD_SMASK a ATTRLMD_SMASK? a 
 
■aの値 
Attenuator，Ref Level設定モード 

値 Mode表示 初期値

MAN Attenuator，Ref Levelを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorまたはRef Levelが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Ref Level およびAttenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■使用例 
「Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにする」 
<Program> 
ATTRLMD_SMASK AUTO 
ATTRLMD_SMASK? 
 
<Response> 
AUTO 
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AUTODET 
 
■機能 
Auto Rate Detection 
Modulation Analysis測定において，Auto Rate Detection機能のOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AUTODET on_off AUTODET? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Auto Rate DetectionのOn/Off 
値 Auto Rate DetectionのOn/Off 初期値

ON Auto Rate DetectionをOnにします。  
OFF Auto Rate DetectionをOffにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをUp LinkまたはDown Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「Auto Rate DetectionをOnに設定する」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
AUTODET ON 
AUTODET? 
 
<Response> 
ON 
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AVGMD_MOD 
 
■機能 
Average Mode for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，測定結果の平均方法を選択します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
AVGMD_MOD mode AVGMD_MOD? mode 
 
■パラメータ 
mode 
測定結果の平均方法 

値 測定結果の平均方法 初期値

NRM Normal:1スロットの結果を表示します。 ＊ 
CONTS Continuous:各スロットの平均を表示します。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Average Modeをcontinuousに設定する」 
<Program> 
AVGMD_MOD CONTS 
AVGMD_MOD? 
 
<Response> 
CONTS 
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AVR_ADJ 
 
■機能 
Average Count for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_ADJ count AVR_ADJ? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値

2～9999 1 10 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL ADJ,MOD 
STRG_ADJ AVG 
AVR_ADJ 500 
AVR_ADJ? 
 
<Response> 
500 
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AVR_IQL 
 
■機能 
Average Count for IQ Level 
IQ Level測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_IQL count AVR_IQL? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値 
2～9999 1 10 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL IQLVL 
STRG_IQL AVG 
AVR_IQL 500 
AVR_IQL? 
 
<Response> 
500 
 
 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xのとき，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q入力が搭載されていない場合は，本コマンドは無効で

す。 
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AVR_MOD 
 
■機能 
Average Count for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_MOD count AVR_MOD? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値

2～9999 1 10 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
STRG_MOD AVG 
AVR_MOD 500 
AVR_MOD? 
 
<Response> 
500 
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AVR_OBW 
 
■機能 
Average Count for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_OBW count AVR_OBW? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値 
2～9999 1 10 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL OBW,SPECT 
STRG_OBW AVG 
AVR_OBW 500 
AVR_OBW? 
 
<Response> 
500 
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AVR_RFPWR 
 
■機能 
Average Count for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
AVR_RFPWR count AVR_RFPWR? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値

2～9999 1 10 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
STRG_RFPWR AVG 
AVR_ RFPWR 500 
AVR_ RFPWR? 
 
<Response> 
500 
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AVR_SMASK 
 
■機能 
Average Count for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_SMASK a AVR_SMASK? a 
 
■aの値 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値 
2～9999 1 10 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL SMASK  
STRG_SMASK AVG  
AVR_SMASK 500  
AVR_SMASK?  
 
<Response> 
500 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-40 

AVR_SPU 
 
■機能 
Average Count for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，Storage ModeがAverageのときの平均（測定）回数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

AVR_SPU count AVR_SPU? count 
 
■パラメータ 
count 
平均（測定）回数 

範囲 分解能 初期値

2～9999 1 10 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Average Countを500に設定する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
STRG_SPU AVG 
AVR_SPU 500 
AVR_SPU? 
 
<Response> 
500 
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BAND 
 
■機能 
Preselector 
信号測定の前の測定経路を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

BAND pre BAND? pre 
 
■パラメータ 
pre 
プリセレクタの設定 
値 プリセレクタの設定 初期値 

0 Normal ＊ 
1 Spurious  
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「PreselectorをSpuriousに設定する」 
<Program> 
BAND 1 
BAND? 
 
<Response> 
1 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS8608A/MS2683A のときに使用できます。 
MS8608A-03/MS2683A-03 プリセレクタ下限拡張が搭載されていない場合は，本コマンドは無効です。 
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BIN 
 
■機能 
波形データをASCII形式で読み出すか，バイナリ形式で読み出すかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

BIN format BIN? format 
 
■パラメータ 
format 
ASCII/バイナリの指定 
値 ASCII/バイナリ 初期値 

ON 
1 

バイナリ形式 ＊ 

OFF 
0 

ASCII形式  

 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「波形データをバイナリ形式で読み出す」 
<Program> 
BIN ON 
BIN? 
 
<Response> 
ON 
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BS 
 
■機能 
Back Screen 
現在表示している画面の上位画面へ切り換えます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 
BS --- --- 
 
■使用例 
「上位画面へ移行する」 
<Program> 
BS 
 
■備考 
・Setup Common Parameter画面が最上位画面です。 
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CALCANCEL 
 
■機能 
Power Calibration Cancel 
Power Calibrationを解除し，校正値を0.00にリセットします。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CALCANCEL --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter，Power Meter，またはIQ Levelの場合は実行できません 

（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「Power Calibrationを解除する」 
<Program> 
CALVAL 10.00DB 
CALVAL ? 
CALCANCEL 
CALVAL? 
 
<Response> 
2,10.00 
0,0.00 
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CALVAL 
 
■機能 
Power Calibration Value 
Power Calibrationによる校正値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CALVAL callevel CALVAL? calmode, callevel 
 
■パラメータ 
callevel 
校正値 

範囲 分解能 初期値 単位

－10. 00～10. 00 0.01 0.00 dB 
 
□サフィックスコード 
なし : dB 
DB : dB 
 
calmode 
校正の種類 
値 校正の種類 初期値 

0 未校正 ＊ 
1 内部校正 

(Power Cal.) 
 

2 外部校正  
3 内部校正 

(Multi Carr. Cal.) 
 

 
■制約条件 
・ 測定画面がIQ Levelの場合は設定できません（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「校正値を5 dBに設定する」 
<Program> 
CALVAL 5.00 
CALVAL ? 
 
<Response> 
2,5.00 
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CAPTIME_RFPWR 
 
■機能 
Capture Time for Transmitter Power (RACH) 
Transmitter Power 測定でMeasure MethodがRACH時の波形取り込み時間を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
CAPTIME_RFPWR? a CAPTIME_RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a 
解析スロット長 

範囲 分解能 単位 初期値 

10.0～100.0 0.1 ms 30.0 
 
□サフィックスコード 
なし: ms 
MS : ms 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがRACHのみ設定可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「取り込み時間を100 msに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
CAPTIME_RFPWR 100 
CAPTIME_RFPWR? 
 
<Response> 
100 
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CARRF 
 
■機能 
Carrier Frequency 
Modulation Analysis測定において，キャリア周波数を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- CARRF? freq 
 
■パラメータ 
freq 
キャリア周波数 
分解能 単位 

0.1 Hz 
 
■使用例 
「キャリア周波数を読み出す」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
CARRF? 
 
<Response> 
1922499857.2 
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CARRFERR 
 
■機能 
Carrier Frequency Error 
Modulation Analysis測定において，キャリア周波数誤差を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- CARRFERR? unit freq 
 
■パラメータ 
unit 
出力単位 

値 出力単位 
なし Hz 
HZ Hz 
PPM ppm 
 
freq 
周波数誤差 
分解能 単位 
0.1 Hz 
0.01 ppm 
 
■使用例 
「キャリア周波数誤差を読み出す」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
CARRFERR? HZ 
 
<Response> 
−14.5 
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CCDFDSTRBT 
 
■機能 
Distribution for CCDF 
CCDF測定において，分布波形を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- CCDFDSTRBT? a,b,c d(1),d(2),...,d(b) 

 
■aの値 
データ読み出し開始位置 

範囲 分解能 単位 
Measure 
Method 

－50.0～50.0 0.1 dB APD 
0.0～50.0 0.1 dB CCDF 

 
■bの値 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 Measure Method
1～1001 1 APD 
1～501 1 CCDF 

 
■cの値 
出力波形データ 

値 出力波形データ 
なし 
0 

測定波形データを出力します。 

1 
Save Reference Trace（cf. SAVETR_CCDF）で設定した

Traceの波形データを出力します。 
2 Gaussian Traceの波形データを出力します。 
 
■d(n)の値 
読み出しデータ 

範囲 分解能 
0.0001～1.0000 0.0001 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「分布波形をメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
CCDFDSTRBT? 0,5 
 
<Response> 
0.5123,0.2432,0.1234,0.1123,0.00123 
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CDANAL 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，指定したSpreading Factor，Channelization Codeにおける，Code 
Domain Power，Code Domain Error，およびWaveform Qualityの測定結果を出力します。Spreading 
Factor ， Channelization Code を 指 定 し な い 場 合 は ， 信 号 成 分 に 含 ま れ る 各 Spreading Factor ，

Channelization Codeの各測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 

--- CDANAL? sf,code, phase pwr_rel, err, qual, pwr_abs 

--- CDANAL? PWR, phase sf1, code1, pwr_rel1, sf2, code2,  pwr_rel2,...

--- CDANAL? ERR, phase sf1, code1, err1, sf2, code2, err2,... 

--- CDANAL? WAVE, phase sf1, code1, qual1, sf2, code2, qual2,... 

--- CDANAL? PWRABS, phase sf1, code1, pwr_abs1, sf2, code2, pwr_abs2,...

--- CDANAL? ALL, phase sf1, code1, pwr_rel1, err1, qual1, pwr_abs1, 
sf2, code2, pwr_rel2, err2, qual2, pwr_abs2,...

 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

値 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link 
 
code 
Channelization Code Number 

範囲 分解能 
0 ～ (sf － 1) 1 

 
pwr_rel 
Code Domain Power（相対値） 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
err 
Code Domain Error 
分解能 単位 

0.01 dB 
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pwr_abs 
Code Domain Power(絶対値) 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
qual 
Waveform Quality 
分解能 単位 

0.00001 なし 
 
phase 
信号の指定 
値 信号 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 

なし 既存の設定信号 Up Link, Down Link 
I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
■制約条件 
・ Auto Rate DetectionがOnの場合，sf，codeは設定できません（cf.. AUTODET）。 
・ Auto Rate DetectionがOffの場合，PWR，ERR，WAVE，PWRABS，ALLは設定できません。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの指定はできません（cf.. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
①「Spreading Factor64，Channelization Code3でのCode Domain Power(Relative)，Code Domain Error，
Waveform Quality，Code Domain Power(Absolute)の測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
AUTODET OFF 
SWP 
CDANAL? 64,3 
 
<Response> 
−1.25,−10.44,0.00152,-0.44 
 
②「各Spreading Factor，Channelization CodeでのCode Domain Errorの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
AUTODET ON 
CDANAL? ERR,I 
 
<Response> 
4,0,−12.4,8,0,−8.55,..... 
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CDDSPL 
 
■機能 
Code Domain Display 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainのとき，Trace表示をCode Domain 
Powerにするか，Code Domain Errorにするかを選択します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CDDSPL trace CDDSPL? trace 
 
■パラメータ 
trace 
Trace表示 

値 Trace表示 初期値

PWR Code Domain Powerを表示します。 ＊ 
ERR Code Domain Errorを表示します。  
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをUp LinkまたはDown Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatをCode Domainに設定しておく必要があります（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Code Domainの表示をCode Domain Errorに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
CDDSPL ERR 
CDDSPL? 
 
<Response> 
ERR 
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CFMKR_DEMOD 
 
■機能 
Select Compressed Frame Marker Mode for Demodulation 
・ Demodulation 測定において Normal Frame のマーカの設定をもとに Compressed Frame のマーカ設定を

するかしないかを設定します。  
・ Auto/Manualでの，Normal Frame, Compressed Frameの各マーカのパラメータは以下のとおりです。 

Marker Scrambling Code Spreading Factor Channelization Code 
Normal 
Frame 
Marker 

Ordinary Scrambling 
Code 

設定Spreading Factor 設定Channelization 
Code 

Auto 
Compressed 
Frame 
Marker 

設定Scrambling Code 自動設定 自動設定 

Normal 
Frame 
Marker 

Ordinary Scrambling 
Code 

設定Spreading Factor 設定Channelization 
Code 

Manual 
Compressed 
Frame 
Marker 

設定Scrambling Code 設定Spreading Factor 設定Channelization 
Code 

設定Scrambling Code，設定Spreading Factor，設定Channelization CodeはSETCH_DEMODを参照してく

ださい。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
CFMKR_DEMOD a CFMKR_DEMOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
CF Marker Mode 

値 CF Marker Mode 初期値

AUTO Normal FrameマーカからCompressed Modeのマーカ値を自動で設定します。 ＊ 
MAN Compressed Modeのマーカ値を手動で設定します。  
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown Link（Compress）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「Normal FrameのチャネルがSF=128, CH=11の場合でCF MarkerをAutoで設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
CFMKR_DEMOD AUTO 
CFSC_DEMOD ALTN 
SETCH_DEMOD 11,128,1 
CFMKR_DEMOD? 
 
<Response> 
AUTO 
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CFMKR_MOD 
 
■機能 
Select Compressed Frame Marker Mode for Code vs. Time 
・ Modulation Analysis 測定において Trace Format が Code vs Time の場合，Normal Frame のマーカ設定

をもとに Compressed Frame のマーカ設定をするかしないかをを設定します。  
・ Auto/Manualでの，Normal Frame, Compressed Frameの各マーカのパラメータは以下のとおりです。 

Marker Scrambling Code Spreading Factor Channelization Code 
Normal 
Frame 
Marker 

Ordinary Scrambling 
Code 

設定Spreading Factor 設 定 Channelization 
Code 

Auto 
Compressed 
Frame 
Marker 

設定Scrambling Code 自動設定 自動設定 

Normal 
Frame 
Marker 

Ordinary Scrambling 
Code 

設定Spreading Factor 設 定 Channelization 
Code 

Manual 
Compressed 
Frame 
Marker 

設定Scrambling Code 設定Spreading Factor 設 定 Channelization 
Code 

設定Scrambling Code，設定Spreading Factor，設定Channelization CodeはSETCH_CDVSTMを参照して

ください。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CFMKR_MOD a CFMKR_MOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
CF Marker Mode 

値 CF Marker Mode 初期値

AUTO Normal FrameマーカからCompressed Modeのマーカ値を自動で設定します。 ＊ 
MAN Compressed Modeのマーカ値を手動で設定します。  
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown Link（Compress）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「Normal FrameのチャネルがSF=128, CH=11の場合でCF MarkerをAutoで設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
CFMKR_MOD AUTO 
CFSC_CDVSTM ALTN 
SETCH_CDVSTM 11,128,1 
CFMKR_MOD? 
 
<Response> 
AUTO 
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CFSC_CDVSTM 
 
■機能 
Select Scramble Code for Compressed Mode 
Modulation Analysis測定のコンプレストモードのチャネルの解析に用いるScramble Codeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CFSC_CDVSTM a CFSC_CDVSTM? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 CF Marker Mode CF Marker Mode 初期値 
ORD Auto 通常のScramble Codeで解析します。 ＊ 
ALTN Auto Alternative Scramble Codeで解析します。  
ORD Manual 通常のScramble Codeで解析します。  
LALTN Manual Left Alternative Scramble Codeで解析します。  
RALTN Manual Right Alternative Scramble Codeで解析します。  
CF Marker Modeの設定はCFMKR_MODで行います。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown Link（Compress）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Normal FrameのチャネルがSF=128，CH=11でコンプレストモードのスクランブルコードをAlternativeに設定

する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
CFMKR_MOD AUTO 
CFSC_CDVSTM ALTN 
SETCH_CDVSTM 11,128,1 
CFSC_CDVSTM? 
 
<Response> 
ALTN 
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CFSC_DEMOD 
 
■機能 
Select Scramble Code for Compressed Mode 
Demodulation測定のコンプレストモードのチャネルの解析に用いるScramble Codeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CFSC_DEMOD a CFSC_ DEMOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 CF Marker Mode CF Marker Mode 初期値

ORD Auto 通常のScramble Codeで解析します。 ＊ 
ALTN Auto Alternative Scramble Codeで解析します。  
ORD Manual 通常のScramble Codeで解析します。  
LALTN Manual Left Alternative Scramble Codeで解析します。  
RALTN Manual Right Alternative Scramble Codeで解析します。  
CF Marker Modeの設定はCFMKR_DEMODで行います。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown Link（Compress）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Normal FrameのチャネルがSF=128，CH=11でコンプレストモードのスクランブルコードをAlternativeに設定

する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
CFMKR_DEMOD AUTO 
CFSC_DEMOD ALTN 
SETCH_DEMOD 11,128,1 
CFSC_DEMOD? 
 
<Response> 
ALTN 
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CFSLTFORM_DEMOD 
 
■機能 
Demodulation Data測定において, Closed Loop Mode のアンテナ2側の位相制御に対応した位相補正をする

場合に, コンプレストフレームでの復調対象のDPCHのスロットフォーマットを指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
CFSLTFORM_DEMOD format CFSLTFORM _DEMOD? format 
 
■パラメータ 
format 
Slot Format の選択 

値 Slot Format 
0A Slot Format 0A のコードチャンネルの復調を行う。 
2A Slot Format 2A のコードチャンネルの復調を行う。 
3A Slot Format 3A のコードチャンネルの復調を行う。 
4A Slot Format 4A のコードチャンネルの復調を行う。 
5A Slot Format 5A のコードチャンネルの復調を行う。 
6A Slot Format 6A のコードチャンネルの復調を行う。 
7A Slot Format 7A のコードチャンネルの復調を行う。 
8A Slot Format 8A のコードチャンネルの復調を行う。 
9A Slot Format 9A のコードチャンネルの復調を行う。 
10A Slot Format 10A のコードチャンネルの復調を行う。 
11A Slot Format 11A のコードチャンネルの復調を行う。 
12A Slot Format 12A のコードチャンネルの復調を行う。 
13A Slot Format 13A のコードチャンネルの復調を行う。 
14A Slot Format 14A のコードチャンネルの復調を行う。 
15A Slot Format 15A のコードチャンネルの復調を行う。 
16A Slot Format 16A のコードチャンネルの復調を行う。 
0B Slot Format 0B のコードチャンネルの復調を行う。 
1B Slot Format 1B のコードチャンネルの復調を行う。 
2B Slot Format 2B のコードチャンネルの復調を行う。 
3B Slot Format 3B のコードチャンネルの復調を行う。 
4B Slot Format 4B のコードチャンネルの復調を行う。 
5B Slot Format 5B のコードチャンネルの復調を行う。 
6B Slot Format 6B のコードチャンネルの復調を行う。 
7B Slot Format 7B のコードチャンネルの復調を行う。 
8B Slot Format 8B のコードチャンネルの復調を行う。 
9B Slot Format 9B のコードチャンネルの復調を行う。 
10B Slot Format 10B のコードチャンネルの復調を行う。 
11B Slot Format 11B のコードチャンネルの復調を行う。 
12B Slot Format 12B のコードチャンネルの復調を行う。 
13B Slot Format 13B のコードチャンネルの復調を行う。 
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14B Slot Format 14B のコードチャンネルの復調を行う。 
15B Slot Format 15B のコードチャンネルの復調を行う。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown LinkまたはDown Link(Compress)に設定しておく必要があります（cf. 

MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
・ パラメータの有効条件は下表のようになります。 

Closed Loop Mode  
Mode 1 Mode 2 

512 0A* 0A* 
256 0B*,1B,4A,5A,6A,7A 0B*,1B,2A,3A,4A,5A,6A,7A, 
128 4B*,5B,6B,7B,8A,9A,10A,11A 2B*,3B,4B,5B,6B,7B,8A,9A,10A,11A 
64 8B*,9B,10B,11B,12A 8B*,9B,10B,11B,12A 
32 12B*,13A 12B*,13A 
16 13B*,14A 13B*,14A 
8 14B*,15A 14B*,15A 

Spreading 
Factor 

4 15B*,16A 15B*,16A 
*はそれぞれの条件での初期値 
 
■使用例 
「コンプレストフレームでの復調対象のDPCHのスロットフォーマットを4Aに設定する」 
<Program> 
MEASOBJ DNLNKCOMP  
DSPL DEMOD 
CFMKR_DEMOD MAN 
DEMODCHAN_DEMOD CF 
SETCH_DEMOD 11,256,2 
CFSLTFORM_DEMOD 4A 
CFSLTFORM_DEMOD? 
 
<Response> 
4A 
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CHAN 
 
■機能 
Channel 
チャネルを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CHAN ch CHAN? ch 
 
■パラメータ 
ch 
チャネル 

範囲 分解能 初期値

1～20000 1 9600 
 
■制約条件 
・ TerminalをRFに設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
・ Channel Spacingの値によりFrequencyが設定範囲外となる場合は，Channelの設定範囲内であっても

Channelの変更はできません（cf. CHSPC）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「チャネルを5に設定する」 
<Program> 
TERM RF 
CHAN 5 
CHAN? 
 
<Response> 
5 
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CHFREQ 
 
■機能 
Channel and Frequency 
チャネル番号とそのチャネルの周波数を同時に設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CHFREQ ch,freq --- --- 
--- CHAN? ch 
--- FREQ? freq 
 
■パラメータ 
ch 
チャネル 

範囲 分解能 初期値 
1～20000 1 9600 
 
freq 

範囲 型名 分解能 初期値 単位

100～7900000000 MS8608A 1 1920000000 Hz 
100～13200000000 MS8609A 1 1920000000 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ : Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ TerminalをRFに設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
*RST 
 
■使用例 
「チャネル2のキャリア周波数を1 GHzに設定する」 
<Program> 
TERM RF 
CHFREQ 2,1GHZ 
CHAN? 
FREQ? 
 
<Response> 
2 
1000000000 
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CHPWR 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，測定方法がSpectrum法の場合はAdjacent Channel Power at 
Offsetを，Modulationの場合はFiltered PowerまたはLeakage Power due to Modulationの測定結果を出力

します。ADJCHコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- CHPWR? filteredpower 
--- CHPWR? offset offsetpower 
--- CHPWR? offset,unit offsetpower 
--- CHPWR? ALL low2,low1,up2,up1
--- CHPWR? ALL,unit low2,low1,up2,up1

 
■パラメータ 
offset 
オフセット周波数 

値 オフセット周波数 
LOW2 －10.00 MHz 
LOW1 －5.00 MHz 
UP1 5.00 MHz 
UP2 10.00 MHz 
 
unit 
出力時単位 

値 出力時単位 
なし 既存の設定値に依存します。（cf. UNIT_ADJ）

DB dB 
DBM dBm 
MW mW 
UW µW 
NW nW 
 
filteredpower 
FilteredPower 
分解能 単位 

0.01 dBm 
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offsetpower 
offsetで指定した周波数におけるPower 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
low2 
－10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
low1 
－5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
up1 
5.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
up2 
10.00 MHzにおけるPower 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
■使用例 
「10.00 MHzにおけるPowerをdB単位で読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
CHPWR? UP2,DB 
 
<Response> 
−1.63 
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CHSPC 
 
■機能 
Channel Spacing 
チャネル間の周波数幅を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CHSPC freq CHSPC? freq 
 
■パラメータ 
freq 

範囲 分解能 初期値 単位

−10000000000～10000000000 1 200000 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ : Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ TerminalをRFに設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「チャネル周波数幅を300 kHzに設定する」 
<Program> 
TERM RF 
CHAN 1 
FREQ 400MHZ 
CHSPC 300KHZ 
CHSPC? 
CHAN 2 
FREQ? 
 
<Response> 
300000 
400300000 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-67 

CLOOP_DEMOD 
 
■機能 
Demodulation Data測定において, Closed Loop Modeのアンテナ2側の位相制御に対応した位相補正をするか

どうかを選択します。 また位相補正をする場合はModeの選択を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
CLOOP_DEMOD mode CLOOP_DEMOD? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Modeの選択 

値 Modeの選択 初期値 
OFF Closed Loop Modeに対応した位相補正を行いません。 ＊ 
MODE1 Closed Loop Mode1のアンテナ2側の位相制御に対応した位相補正を行います。  

MODE2 Closed Loop Mode2のアンテナ2側の位相制御に対応した位相補正を行います。  

 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP,＊RST 
 
■制約条件 
・ Measuring Object をDown Link ま た はDown Link(Compress) に設 定して お く必 要が あ り ます (cf. 

MEASOBJ)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
 
■使用例 
「Closed Loop Mode2のアンテナ2側の信号の復調を行う」 
<Program> 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL DEMOD 
CLOOP_DEMOD MODE2 
CLOOP_DEMOD? 
 
<Response> 
MODE2 
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CODECDANAL 
 
■機能 
Scramble Code for Code Domain Power 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeのとき，Code Domain Powerを解析する

Scramble Codeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CODECDANAL a CODECDANAL? a 
 
■パラメータ 
a の値 
Scramble Codeの設定 

値 Scramble Codeの設定 初期値 
ORD Ordinary Scramble CodeでCode Domain解析を行います。 ＊ 
LALTN Left Alternative Scramble CodeでCode Domain解析を行います。  

RALTN Right Alternative Scramble CodeでCode Domain解析を行います。  

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectをDown Link（Compress）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Right Alternative Scramble CodeでCode Domain解析を行う」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
CODECDANAL RALTN 
CODECDANAL? 
 
<Response> 
RALTN 
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CODENO 
 
■機能 
Scrambling Code Number 
Setup Common Parameter画面において，同期処理のための初期位相値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CODENO phase CODENO? phase 
 
■パラメータ 
phase 
初期位相値 

範囲（16進数） Measuring Object（cf. MEASOBJ） 分解能 初期値 
000000～FFFFFF Up Link 1 000000 

00000～3FFFF Down Link 1 00000 

 
■制約条件 
・ 測定画面をSetup Common Parameter画面に設定しておく必要があります（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをUp LinkまたはDown Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合は，Scrambling Code SyncをSetに設定しておく必要があります 

（cf. CODESYNC）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Down Linkにおいて，Scrambling Code Numberを12に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
CODESYNC SET 
CODENO 12 
CODENO? 
 
<Response> 
12 
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CODENORACH 
 
■機能 
Scrambling Code Number（RACH） 
Setup Common Parameter画面において，Up Link（RACH）時に同期処理のための初期位相値を設定しま

す。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
CODENORACH phase CODENORACH? ｐhase 
 
■パラメータ 
phase 
初期位相値 

範囲（16進数） Measuring Object（cf. MEASOBJ） 分解能 初期値

0000～1FFF Up Link（RACH） 1 0000 

 
■制約条件 
・ 測定画面をSetup Common Parameter画面に設定しておく必要があります（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをUp Link（RACH）に設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Up Link（RACH）において，Scrambling Code Numberを12に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNKRACH 
CODENORACH 12 
CODENORACH? 
 
<Response> 
12 
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CODESYNC 
 
■機能 
Scrambling Code Synchronization 
Setup Common Parameter 画面において，Measuring Object が Down Link のとき，同期処理を SCH を用い

て行うか，Scrambling Code Number で指定した初期位相値を用いて行うかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
CODESYNC syncmode CODESYNC? syncmode 
 
■パラメータ 
syncmode 
同期処理の設定 

値 同期処理の設定 初期値

AUTO 同期処理をSCHを用いて行います。 ＊ 
SET 同期処理を指定した初期位相値を用いて行います。  

 
■制約条件 
・ 測定画面をSetup Common Parameter画面にしておく必要があります（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをUp LinkまたはDown Linkにしておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「同期処理にSCHを使う」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
CODESYNC AUTO 
CODESYNC? 
 
<Response> 
AUTO 
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CONTS 
 
■機能 
Continuous Measure/Sweep 
測定／掃引を連続的に実行します。測定中であってもコマンドを受け付けます。測定中に再度CONTSコマンドな

どの測定実行コマンドを受け取った場合，その時点で現在の測定を中断し，新たに測定を開始します。また，測定

中に測定に関係しない動作のコマンド，たとえばINTPOLコマンドやQuery Messageを受け取った場合は，そのコ

マンドに応答しつつその測定は継続されます。しかし，測定に関わるコマンドを測定中に受け取った場合は，測定

を中断してそのコマンドの動作を実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CONTS --- --- 
 
■使用例 
「連続測定／掃引を行う」 
<Program> 
CONTS 
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CORR 
 
■機能 
Correction 
レベル補正用のCorrectionデータテーブルの選択をします。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

CORR table CORR? table 
 
■パラメータ 
table 
Correctionデータテーブル 
値 Correction データテーブル 初期値

0 データ補正を行いません。 ＊ 
1 Table1  
2 Table2  
3 Table3  
4 Table4  
5 Table5  
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Correctionデータテーブル3を選択する」 
<Program> 
CORR 3 
CORR? 
 
<Response> 
3 
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DCOUNT_CCDF 
 
■機能 
Measurement Data Count for CCDF 
CCDF画面において，測定データ数を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
DCOUNT_CCDF a DCOUNT_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a 
測定データ数 

範囲 分解能 初期値 
10000～2000000000 1 1000000 

 
□サフィックスコード 
なし: 1ポイント 
KP: Kポイント 
MP: Mポイント 
GP: Gポイント 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「測定データ数を10000にする」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
DCOUNT_CCDF 10KP 
DCOUNT_CCDF? 
 
<Response> 
10000 
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DELTAMKR_CCDF 
 
■機能 
Delta Marker Value for CCDF 
CCDF画面において，デルタマーカのパワー偏差，確率を出力します。 
Reference Trace（cf. REFTR_CCDF）の設定値によりデルタマーカを設定し，Display Data Type（cf. 
DISPTTYPE_CCDF）によりパワー偏差，確率のいずれかを出力します。 
 

Reference Trace Delta Marker 
Save Trace Measure Trace - Save Trace 
Gaussin Trace Measure Trace - Gaussian Trace
Save & Gaussian Measure Trace - Save Trace 
Off 出力しません。 
 
Display Data Type 出力形式 
Distribution 確率 
Probability パワー偏差 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- DELTAMKR_CCDF? a 

 
■パラメータ 
a の値 
出力データ 
分解能 単位 出力形式 

0.0001 % 確率 

0.1 dB パワー偏差 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MarkerまたはReference TraceがOffの場合は出力しません（cf. MKR_CCDF）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「パワー偏差の差分を読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
MKR_CCDF VERT 
REFTR_CCDF SAVE 
SWP 
DELTAMKR_CCDF? 
<Response> 
5.12 
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DEMODCHAN_DEMOD 
 
■機能 
Demodulation Channel 
Demodulation Data画面において，復調する対象のFrameを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
DEMODCHAN_DEMOD chan DEMODCHAN_DEMOD? chan 
 
■パラメータ 
chan 
復調する対象のFrame 
値 復調対象のFrame 初期値 

NF Normal Frame ＊ 
CF Compressed Frame  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown Link(Compress)の場合は設定できます(cf. MEASOBJ)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「復調対象のFrameをCFに設定する」 
<Program> 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
DEMODCHAN_DEMOD CF 
DEMODCHAN_DEMOD? 
 
<Response> 
CF 
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DEMODPHASE 
 
■機能 
Demodulation Phase 
Demodulation Data画面において，復調する対象の信号の種類を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
DEMODPHASE phase DEMODPHASE? phase 
 
■パラメータ 
phase 
復調対象信号の種類 
値 復調対象信号の種類 初期値 
I I信号 ＊ 
Q Q信号  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「復調対象の信号をIに設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
DEMODPHASE I 
DEMODPHASE? 
 
<Response> 
I 
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DET_ADJ 
 
■機能 
Detection Mode 
Adjacent Channel Power測定における検波モードを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DET_ADJ a,b DET_ADJ? b a 
 
■aの値 
検波モード 

a 検波モード 初期値 
POS 検波モードをPositive Peakにします。 

１サンプリング時間中の最大値をそのポイントのデータとします。 
 

NEG 検波モードをNegative Peakにします。 
１サンプリング時間中の最小値をそのポイントのデータとします。 

 

SMP 検波モードをSampleにします。 
ハードウェアがサンプリング動作を実行するその時点での瞬時データをそのポイントの
データとします。 

＊ 

AVG 検波モードをAverageにします。 
サンプルポイント間の平均値をそのポイントのデータとします。 

 

RMS 検波モードをRMSにします。 
サンプルポイント間のRMS値をそのポイントのデータとします。 

 

 
■bの値 
対象波形データ 

Mode 対象波形データ 
なし 
SPECT1 

Spectrum（All）の波形を対象に設定します。 

SPECT2 Spectrum（Separate）の波形を対象に設定します。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, ＊RST 
 
■制約条件 
・ 検波モードRMSはオプション04がインストールされ，かつRBW ModeがDigitalに設定されている場合に設定できます。 
 
■使用例 
「検波モードをAverageにする」 
<Program> 
DET_ADJ AVG 
DET_ADJ? 
 
<Response> 
AVG 
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DET_OBW 
 
■機能 
Detection Mode 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定における検波モードを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DET_OBW a DET_OBW?  a 
 
■aの値 
検波モード 

a 検波モード 初期値

POS 検波モードをPositive Peakにします。 
1サンプリング時間中の最大値をそのポイントのデータとします。 

＊ 

NEG 検波モードをNegative Peakにします。 
1サンプリング時間中の最小値をそのポイントのデータとします。 

 

SMP 検波モードをSampleにします。 
ハードウェアがサンプリング動作を実行するその時点での瞬時データをそのポイントの

データとします。 

 

AVG 検波モードをAverageにします。 
サンプルポイント間の平均値をそのポイントのデータとします。 

 

RMS 検波モードをRMSにします。 
サンプルポイント間のRMS値をそのポイントのデータとします。 

 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「検波モードをAverageにする」 
<Program> 
DET_OBW AVG 
DET_OBW? 
 
<Response> 
AVG 
 
■注意 
RMSはオプションです。 
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DET_SMASK 
 
■機能 
Detection Mode 
Spectrum Emission Mask測定における検波モードを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DET_SMASK a DET_SMASK? a 
 
■aの値 
検波モード 

a 検波モード 初期値 
POS 検波モードをPositive Peakにします。 

1サンプリング時間中の最大値をそのポイントのデータとします 
 

NEG 検波モードをNegative Peakにします。 
1サンプリング時間中の最小値をそのポイントのデータとします。 

 

SMP 検波モードをSampleにします。 
ハードウェアがサンプリング動作を実行するその時点での瞬時データをそのポイントの

データとします。 

 

AVG 検波モードをAverageにします。 
サンプルポイント間の平均値をそのポイントのデータとします。 

＊ 

RMS 検波モードをRMSにします。 
サンプルポイント間のRMS値をそのポイントのデータとします。 

 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「検波モードをAverageにする」 
<Program> 
DET_SMASK AVG 
DET_SMASK? 
 
<Response> 
AVG 
 
■注意 
RMSはオプションです。 
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DET_SPU 
 
■機能 
Detection Mode 
Spurious Emission測定における検波モードを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DET_SPU a,b DET_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

a 測定法 
SPOT Spot法測定で使用する検波モードを対象とします。 
SEARCH Search法測定で使用する検波モードを対象とします。 
SWEEP Sweep法測定で使用する検波モードを対象とします。 
 
■bの値 
検波モード 

a 検波モード 初期値

POS 検波モードをPositive Peakにします。 
1サンプリング時間中の最大値をそのポイントのデータとします。 

 

NEG 検波モードをNegative Peakにします。 
1サンプリング時間中の最小値をそのポイントのデータとします。 

 

SMP 検波モードをSampleにします。 
ハードウェアがサンプリング動作を実行するその時点での瞬時データをそのポイントの

データとします。 

 

AVG 検波モードをAverageにします。 
サンプルポイント間の平均値をそのポイントのデータとします。 

＊ 

RMS 検波モードをRMSにします。 
サンプルポイント間のRMS値をそのポイントのデータとします。 

 

 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「Sweep法の検波モードをPositive Peakにする」 
<Program> 
DET_SPU SWEEP,POS 
DET_SPU? SWEEP 
 
<Response> 
POS 
 
■注意 
RMSはオプションです。 
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DISPTYPE_CCDF 
 
■機能 
Display Data Type for CCDF 
CCDF画面において，グリッドの表示形式を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
DISPTYPE_CCDF a DISPTYPE_CCDF? a 
 
■aの値 
表示形式の選択 

a 表示形式 初期値

PROB 縦軸のグリッドに対する波形の分布を表示します。 ＊ 
DSTRBT 横軸のグリッドに対する波形の確率を表示します。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「DistributionをPROBに設定する」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
DISPTYPE_CCDF PROB 
DISPTYPE_CCDF? 
 
<Response> 
PROB 
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DISPTYPE_SMASK 
 
■機能 
Display Data Type for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask 画面において，ピーク値の表示形式を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
DISPTYPE_SMASK a DISPTYPE_SMASK? a 
 
■aの値 
表示形式の選択 

a 表示形式 初期値 
LVL テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も少

ない測定ポイントのレベルを表示します。 
＊ 

MARGIN テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も少

ない測定ポイントのマージンを表示します。Unitの設定値にかかわらず

dBで表示します（cf. UNIT_SMASK）。 

 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「表示形式をMARGINに設定する」 
<Program> 
DSPL SMASK 
DISPTYPE_SMASK MARGIN 
DISPTYPE_SMASK? 
 
<Response> 
MARGIN 
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DPTS_ADJ 
 
■機能 
Data Points:1001/501 
Adjacent Channel Power画面において，スペクトラムアナライザの掃引で得られるデータ数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DPTS_ADJ a,mode DPTS_ADJ? mode a 
 
■aの値 
データ数 

a データ数 初期値

1001 1001ポイントのデータが得られるようにします。  
501 501ポイントのデータが得られるようにします。 ＊ 
 
■modeの値 
対象波形データ 

Mode 対象波形データ 
なし 
SPECT1 

Spectrum（All）の波形を対象に設定します。 

SPECT2 Spectrum（Separate）の波形を対象に設定します。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■制約条件 
・ SPECT1，SPECT2はMX860x01B/MX268x01Bでのみ設定可能です。 
 
■使用例 
「スペクトラムアナライザの掃引データを1001ポイントにする」 
<Program> 
DPTS_ADJ 1001,SPECT1 
DPTS_ADJ? SPECT1 
 
<Response> 
1001 
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DPTS_OBW 
 
■機能 
Data Points:1001/501 
Occupied Bandwidth画面において，スペクトラムアナライザの掃引で得られるデータ数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

DPTS_OBW a DPTS_OBW? a 
 
■aの値 
データ数 

a データ数 初期値

1001 1001ポイントのデータが得られるようにします。  
501 501ポイントのデータが得られるようにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, ＊RST 
 
■使用例 
「掃引データを1001ポイントにする」 
<Program> 
DPTS_OBW 1001 
DPTS_OBW? 
 
<Response> 
1001 
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DSPL 
 
■機能 
測定画面および測定方法を設定します。測定は開始しません。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
DSPL meas,mode DSPL? meas,mode 
DSPL meas DSPL? meas 
 
■パラメータ 
meas: 測定画面名 
mode: 測定方法／テンプレートの種類 

measの値 測定画面名 modeの値 
測定方法／テンプレー

トの種類 

初

期

値 

Input 
Terminal 

（->TERM） 
SETCOM Setup Common Paramter なし --- ＊ 
MODANAL Modulation Ananlysis なし ---  
DEMOD Demodulation Data なし ---  

FILTER Filtered Power & Tx 
Power 

 

RRCFILTER Filtered Power  
NONFILTER Tx Power  
TPC TPC  

RFPWR Transmitter Power 

RACH RACH  
SETTPC Setup TPC なし ---  
SETTPC2 Setup TPC2 なし ---  

CCDF CCDF  CCDF CCDF APD APD  

RF， 
IQ-DC， 
IQ-AC， 
IQ-Balance 

SPECT Spectrum  RF 
FFT FFT  

OBW Occupied Bandwidth 
HIGH FFT 

 
RF， 
IQ-DC， 
IQ-AC， 
IQ-Balance 

SPECT  
SPECT1 Spectrum (All)  
SPECT2 Spectrum (Separate)  ADJ Adjacent Channel Power 

MOD Modulation  
SPOT Spot  
SEARCH Search  SPURIOUS Spurious Emission 
SWEEP Sweep  
SPOT Spot  SETTBL_SPU Setup Frequency Table 

for Spurious Emission SWEEP Search & Sweep  
SMASK Spectrum Emission Mask なし ---  
SETTEMP_S
MASK 

Setup spectrum Emission 
Mask Template なし ---  

RF 
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measの値 測定画面名 modeの値 
測定方法／テンプレー

トの種類 

初

期

値 

Input 
Terminal 

（->TERM） 
PWRMTR Power Meter なし ---   

IQLVL IQ Level なし --- 
 IQ-DC， 

IQ-AC， 
IQ-Balance 

 
■制約条件 
・ SETTPCはTransmitter Power画面のMeasure MethodでTPCが選択されている場合のみ有効です。 
・ RACH，SETTPC2，CCDF，APDはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ 本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q入力が搭載されていないときは，IQ Level画面に

は移行できません。 
・ 本体がMS268xの場合，Power Meter画面には移行できません。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
①「Modulation Analysis画面に移行する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
DSPL? 
 
<Response> 
MODANAL 
 
②「Spurious Emission画面のSweep測定に移行する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
DSPL? 
 
<Response> 
SPURIOUS,SWEEP 
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DTXSETUP_MOD 
 
■機能 
DTX Setup 
Modulation Analysis測定において，PICH補正機能のOn/Offを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
DTXSETUP_MOD  on_off DTXSETUP_MOD? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
PICH補正機能 

値 DTX検出機能のOn/Offの設定 初期値 
OFF PICH補正機能をOffにします。 ＊ 
ON PICH補正機能をOnにします。  
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown LinkおよびDown Link(Compressed)の場合に設定できます(cf.MEASOBJ)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「PICH補正機能をOnに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
DTXSETUP_MOD ON 
DTXSETUP_MOD? 
 
<Response> 
ON 
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ERRSC 
 
■機能 
Error Scale for Constellation 
Modulation Analysis測定のConstellation表示において，各シンボルにおける誤差範囲を示す円の設定をしま

す。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ERRSC scale ERRSC? scale 
 
■パラメータ 
scale 
誤差範囲 

値 誤差範囲 初期値 
5 5% ＊ 
10 10%  
20 20%  
OFF Off  
 
■制約条件 
・ Trace FormatをConstellationに設定しておく必要があります（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「Error Scaleを20%にする」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM CONSTEL 
ERRSC 20 
ERRSC? 
 
<Response> 
20 
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EXEVMORGOFST 
 
■機能 
Exclude EVM Origin Offset for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，EVM計算時にOrigin Offsetを除外するかどうかを設定します。初期値は

3GPP TS 34.121 5.13.1 EVMに準拠したOrigin Offsetを除外しない設定になっています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
EXEVMORGOFST on_off EXEVMORGOFST? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
EVM計算時の原点オフセット除外のOn/Off 

値 原点オフセットの処理 初期値

ON EVMの測定結果は原点オフセットを除外した値となります  
OFF EVMの測定結果は原点オフセットを除外しない値となります ＊ 
 
■制約条件 
・ 測定画面がModulation Analysis以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「EVMの測定結果から原点オフセットを除外する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
EXEVMORGOFST ON 
EXEVMROGOFST? 
 
<Response> 
ON 
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FILTER 
 
■機能 
Filter 
Setup Common Parameter画面において，解析前および測定前にルートナイキストフィルタ処理を行うかどうかを

設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

FILTER on_off FILTER? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
フィルタ処理のOn/Off 

値 フィルタ処理 初期値

ON ルートナイキストフィルタ処理を行います ＊ 
OFF ルートナイキストフィルタ処理を行いません  
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「フィルタ処理を行う」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
FILTER ON 
FILTER? 
 
<Response> 
ON 
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FILTERPWR 
 
■機能 
Filtered Power 
Transmitter Power測定において，ルートナイキストフィルタ処理を行った平均電力の測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- FILTERPWR? unit filteredpower 
 
■パラメータ 
unit 
出力単位の指定 

値 出力単位 
DBM dBm 
WATT W 
 
filtered power 
分解能 単位 

0.01 dBm 
0.001 W 

 
■使用例 
「Filtered Powerの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
SWP 
FILTERPWR? DBM 
 
<Response> 
23.87 
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FLTTYPE_MOD 
 
■機能 
Filter Type for Modulation Analysis 
Modulation Analysis画面で，各スロットのTotal Powerを測定するフィルタの選択を行います。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

FLTTYPE_MOD a FLTTYPE_MOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
フィルタの選択 

値 フィルタの種類 初期値

TXPOWER Tx Power：BW=5 MHzのフィルタによりフィルタリングされたパワーで

す。 
 

RRCFILTER Filtered Power：RRCフィルタによりフィルタリングされたパワーです。 ＊ 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Filtered Powerに設定する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
FLTTYPE_MOD RRCFILTER 
FLTTYPE_MOD?  
 
<Response> 
RRCFILTER 
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FLTTYPE_RFPWR 
 
■機能 
Filter Type for Transmitter Power 
Transmitter Power画面のMeasure MethodがTPCの場合，各スロットのTotal Powerを測定するフィルタの選

択を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
FLTTYPE_RFPWR a FLTTYPE_RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 
フィルタの選択 

値 フィルタの種類 初期値 
TXPOWER Tx Power：BW=5 MHzのフィルタによりフィルタリングされたパワーで

す。 
 

RRCFILTER Filtered Power：RRCフィルタによりフィルタリングされたパワーです。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCに設定されている場合のみ有効です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Filtered Powerに設定する」 
<Program>  
DSPL RFPWR,TPC 
FLTTYPE_RFPWR RRCFILTER 
FLTTYPE_RFPWR?  
 
<Response> 
RRCFILTER 
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FLTTYPE_SMASK 
 
■機能 
Filter Type for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面でパワー測定に用いるフィルタの選択を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
FLTTYPE_SMASK a FLTTYPE_SMASK? a 
 
■パラメータ 
a の値 
フィルタの選択 

値 フィルタの種類 初期値

TXPOWER Tx Power：BW=5 MHzのフィルタによりフィルタリングされたパワーで

す。 
 

RRCFILTER Filtered Power：RRCフィルタによりフィルタリングされたパワーです。 ＊ 
 
■使用例 
「Filtered Powerに設定する」 
<Program>  
DSPL SMASK 
FLTTYPE_SMASK RRCFILTER 
FLTTYPE_SMASK?  
 
<Response> 
RRCFILTER 
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FREQ 
 
■機能 
Frequency 
被測定周波数のキャリア周波数を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

FREQ freq FREQ? freq 
 
■パラメータ 
freq 
キャリア周波数 

範囲 形名 分解能 初期値 単位 

100～7800000000 MS8608A 1 1920000000 Hz 
100～13200000000 MS8609A 1 1920000000 Hz 
100～3000000000 MS2681A 1 1920000000 Hz 
100～7800000000 MS2683A 1 1920000000 Hz 

100～30000000000 MS2687A/B 1 1920000000 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHz, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ TerminalがRF以外の場合は設定できません（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「キャリア周波数を1 GHzに設定する」 
<Program> 
TERM RF 
FREQ 1GHZ 
 
<Response> 
1000000000 
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FRMDM 
 
■機能 
Demodulation測定において，復調する範囲を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
FRMDM ON ,limit FRMDM? ON, limit 
FRMDM OFF  FRMDM? OFF 
 
■パラメータ 
on_off 
フレーム復調出力のOn/Off 
値 フレーム復調出力のOn/Off 初期値

ON フレーム復調出力します。 ＊ 
OFF フレーム復調出力しません。  
 
limit 
復調範囲 

値 分解能 初期値 単位 
0, 1～10 1 1 frame 

・0はレスポンス値のみです。設定はできません。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「フレーム復調範囲を5に設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
FRMDM ON, 5 
FRMDM? 
 
<Response> 
ON,5 
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FSPAN_ADJ 
 
■機能 
Frequency Span for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，周波数帯域幅を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- FSPAN_ADJ? freq 

 
■パラメータ 
freq 
周波数帯域幅 
分解能 単位 
100000 Hz 

 
■使用例 
「Adjacent Channel Powerの測定においてFrequency Spanを読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
FSPAN_ADJ? 
 
<Response> 
25000000 
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FSPAN_OBW 
 
■機能 
Frequency Span for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，測定周波数幅を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- FSPAN_OBW? freq 

 
■パラメータ 
freq 
周波数帯域幅 
分解能 単位 
100000 Hz 

 
■使用例 
「Occupied Bandwidth画面におけるSpanを読み出す」 
<Program> 
DSPL OBW,FFT 
SWP 
FSPAN_OBW? 
 
<Response> 
10000000 
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FSPAN_SMASK 
 
■機能 
Frequency Span for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，測定周波数幅を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- FSPAN_SMASK? a 

 
■aの値 
周波数幅 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■制約条件 
・ 常に25 MHzが返ります。設定を変更することはできません。 
 
■使用例 
「Spectrum Emission Mask画面におけるSpanを読み出す」 
<Program> 
DSPL SMASK 
FSPAN_SMASK? 
 
<Response> 
25000000 
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HSCALE_CCDF 
 
■機能 
Horizontal Scale for CCDF 
CCDF画面において，トレースの横軸のスケールを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
HSCALE_CCDF a HSCALE_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a の値 
設定トレース 

値 横軸目盛り最大値（絶対値） 初期値

2 2 dB  
5 5 dB  

10 10 dB  
20 20 dB ＊ 
50 50 dB  

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Horizontal Scaleを2 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
HSCALE_CCDF 2 
HSCALE_CCDF? 
 
<Response> 
2 
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ILVL 
 
■機能 
I Level (RMS) 
IQ Level画面において，I信号のRMS値の測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- ILVL? unit rms 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位（cf. UNIT_IQL） 
MV mV 
DBMV dBmV 
 
rms 
I信号のRMS値 
分解能 単位 

0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
■使用例 
「I Level (RMS) 値を読み出す」 
<Program> 
MEAS IQLVL 
ILVL? MV 
 
<Response> 
1.42 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-103 

INI 
 
■機能 
Initialize 
すべての初期化対象測定制御パラメータを初期化します。PRE, IPコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

INI --- --- 
 
■使用例 
「初期化対象のパラメータを初期化する」 
<Program> 
INI 
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INPLVL 
 
■機能 
Slot 1 Input Level 
TPCスロット１の入力信号レベルを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
INPLVL level INPLVL? level 
 
■パラメータ 
level 
スロット１の信号レベル 

範囲 分解能 初期値 単位

（－70 + Offset）～（50 + Offset） 0.01 0.00 dBm 
・Offsetはリファレンスレベルのオフセット値です（cf. RFLVLOFS）。 
 
□サフィックスコード 
なし: dBm 
DBM: dBm 
 
■制約条件 
・ TerminalをRFに設定しておく必要があります（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「スロット1のInput Levelを4.50 dBmに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
RFLVLOFS 0.00 
DSPL SETTPC 
INPLVL 4.50 
INPLVL? 
 
<Response> 
4.50 
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INTPOL 
 
■機能 
Interpolation for Constellation 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがConstellationのときの補間表示を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

INTPOL a INTPOL? a 
 
■aの値 
補間表示 

a 補間モード 初期値

NON Non : シンボル点のみを表示します。 ＊ 
LIN Linear : シンボル点を直線で補間して表示します。  
POINT10 10points : シンボル点の間を10分割で補間して表示します。  
LINSYM Linear & Symbol Position : シンボル点と，シンボル点を直線で補間したものを表示

します。 
 

P10SYM 10points & Symbol Position : シンボル点と，シンボル点の間を10分割で補間したも

のを表示します。 
 

 
■制約条件 
・ Trace FormatがConstellation以外の場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「シンボル点を直線で補間する」 
<Program> 
TRFORM CONSTEL 
INTPOL LIN 
INTPOL? 
 
<Response> 
LIN 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-106 

INTVAL_ADJ 
 
■機能 
Refresh Interval for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
INTVAL_ADJ intval INTVAL_ADJ? intval 
 
■パラメータ 
intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとります。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS ADJ,MOD 
INTVAL_ADJ ONCE 
INTVAL_ADJ? 
 
<Response> 
ONCE 
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INTVAL_IQL 
 
■機能 
Refresh Interval for IQ Level 
IQ Level測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
INTVAL_IQL intval INTVAL_IQL? intval 
 
■パラメータ 
intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとりま

す。 
 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS IQLVL 
INTVAL_IQL ONCE 
INTVAL_IQL? 
 
<Response> 
ONCE 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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INTVAL_MOD 
 
■機能 
Refresh Interval for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
INTVAL_MOD intval INTVAL_MOD? intval 
 
■パラメータ 
intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとりま

す。 
 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
INTVAL_MOD ONCE 
INTVAL_MOD? 
 
<Response> 
ONCE 
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INTVAL_OBW 
 
■機能 
Refresh Interval for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
INTVAL_OBW intval INTVAL_OBW? intval 
 
■パラメータ 
intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとりま

す。 
 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS OBW,SPECT 
INTVAL_OBW ONCE 
INTVAL_OBW? 
 
<Response> 
ONCE 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-110 

INTVAL_RFPWR 
 
■機能 
Refresh Interval for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
INTVAL_RFPWR Intval INTVAL_RFPWR? Intval 
 
■パラメータ 
Intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとりま

す。 
 

 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS RFPWR,SPECT 
INTVAL_RFPWR ONCE 
INTVAL_RFPWR? 
 
<Response> 
ONCE 
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INTVAL_SMASK 
 
■機能 
Refresh Interval for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
INTVAL_SMASK a INTVAL_SMASK? a 
 
■aの値 
更新間隔 

a 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとりま

す。 
 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS SMASK,SPECT  
INTVAL_SMASK ONCE  
INTVAL_SMASK?  
 
<Response> 
ONCE 
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INTVAL_SPU 
 
■機能 
Refresh Interval for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，Storage ModeがAverageのときの表示更新間隔を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
INTVAL_SPU intval INTVAL_SPU? intval 
 
■パラメータ 
intval 
更新間隔 

値 更新間隔 初期値

EVERY 1掃引ごとに更新します。その回までに測定した回数で平均をとります。 ＊ 
ONCE アベレージ終了後に1回更新します。Average Countで指定された回数で平均をとります。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「更新間隔をOnceに設定する」 
<Program> 
MEAS SPURIOUS,SWEEP 
INTVAL_SPU ONCE 
INTVAL_SPU? 
 
<Response> 
ONCE 
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IP 
 
■機能 
Preset 
すべての初期化対象測定制御パラメータを初期化します。PRE，INIコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

IP --- --- 
 
■使用例 
「初期化対象のパラメータを初期化する」 
<Program> 
IP 
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IPPLVL 
 
■機能 
I Level (Peak to Peak) 
IQ Level測定において，I信号のPeak to Peak値の測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- IPPLVL? unit pp 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位 
MV mV 
DBMV dBmV 
 
pp 
I信号のPeak to Peak値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
■使用例 
「I Level (Peak to Peak) 値を読み出す」 
<Program> 
MEAS IQLVL 
IPPLVL? MV 
 
<Response> 
4.07 
 
■機器・オプションによる制約 
本体が MS268x の場合，オプション MS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効

です。 
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IQINZ 
 
■機能 
IQ Impedance 
Setup Common Parameter画面において，IQ信号の入力インピーダンスを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
IQINZ r IQINZ? r 
 
■パラメータ 
r 
インピーダンス 
値 インピーダンス 初期値 

50 50 Ω ＊ 
1 M 1 MΩ  
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ TerminalがIQ-AC，IQ-DC，IQ-Balanse以外の場合は設定できません（cf. TERM）。 
 
■使用例 
「I Level (Peak to Peak) 値を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
TERM IQAC 
IQINZ 50 
IQINZ? 
 
<Response> 
50 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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IQLVL 
 
■機能 
IQ Level 
IQ Level測定において，I信号のRMS値，Q信号のRMS値，I信号のPeak to Peak値，Q信号のPeak to Peak
値の測定結果を読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- IQLVL? unit Irms,Qrms,Ipp,Qpp

 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位（cf. UNIT_IQL） 
MV mV 
DBMV dBmV 
 
Irms : I信号のRMS値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
Qrms : Q信号のRMS値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
Ipp : I信号のPeak to Peak値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します。 
 
Qpp : Q信号のPeak to Peak値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定した値に依存します。 
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■使用例 
「IQ Level値を読み出す」 
<Program> 
MEAS IQLVL 
IQLVL? MV 
 
<Response> 
1.42,0.53,4.07,3.55 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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IQPHASE 
 
■機能 
IQ Phase difference 
IQ Level測定において，IQ信号の位相差の測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- IQPHASE? phase 
 
■パラメータ 
phase 
IQの位相差 
分解能 単位 
0.01 deg 

 
■使用例 
「IQの位相差を読み出す」 
<Program> 
MEAS IQLVL? 
IQPHASE? 
 
<Response> 
99.97 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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JALLTPC 
 
■機能 
TPC測定において，各スロットに対するJudgement機能のOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

JALLTPC on_off JALLTPC? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Judgement機能のOn/Off 

値 Judgement機能のOn/Off 初期値

ON Judgementを行います。  
OFF Judgementを行いません。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「TPCのJudgement機能をOnにする」 
<Program> 
DSPL SETTPC 
JALLTPC ON 
JALLTPC? 
 
<Response> 
ON 
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JUDGUNIT_SPTBL 
 
■機能 
Judge Unit for Spurious Emission (Spot) 
スプリアス測定のSpot法での判定の単位を切り替えます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
JUDGUNIT_SPTBL on_off JUDGUNIT_SPTBL? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Judgement機能のOn/Off 

値 Judgement機能のOn/Off 初期値

ABS 
ON 

dBmで判定を行います。 ＊ 

REL 
OFF 

dBで判定を行います。 
 

RELABS dBmとdBのうち条件の厳しい方で判定を行います。  
 
■制約条件 
・ ABS，REL，RELABSはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Judge UnitをRelativeに設定する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
JUDGUNIT_SPTBL ON 
JUDGUNIT_SPTBL? 
 
<Response> 
ON 
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JUDGUNIT_SWTBL 
 
■機能 
Judge Unit for Spurious Emission (Sweep, Search) 
スプリアス測定のSweep法での判定の単位を切り替えます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
JUDGUNIT_SWTBL on_off JUDGUNIT_SWTBL? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Judgement機能のOn/Off 

値 Judgement機能のOn/Off 初期値 
ABS 
ON 

dBmで判定を行います。 ＊ 

REL 
OFF 

dBで判定を行います。  

RELABS dBmとdBのうち条件の厳しい方で判定を行います。  
 
■制約条件 
・ ABS，REL，RELABSはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Judge UnitをRelativeに設定する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
JUDGUNIT_SWTBL ON 
JUDGUNIT_SWTBL? 
 
<Response> 
ON 
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LOADMLTCALDATA 
 
■機能 
Load Multi Carrier Calibration data 
PCカードよりMulti Carrier Calibrationで用いる補正値を読み込みます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
LOADMLTCALDATA --- --- 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ 本体オプションMS8609A-33搭載時のみ使用可能です。 
・ TerminalがRF以外の場合は実行できません。 
 
■使用例 
「Load Multi Carr. Cal. Dataを実行する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
LOADMLTCALDATA 
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LVLREL_RFPWR 
 
■機能 
Level Relative/Absolute for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがTPCの場合，Total WaveformのVertical ScaleをdB
表示にするか，dBm表示にするかを選択します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
LVLREL_RFPWR on_off LVLREL_RFPWR? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Relative/Absoute 

値 Veritcal Scaleの単位 初期値

ON dBで表示します。 ＊ 
OFF dBmで表示します。  
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPC以外の場合は設定できません(cf. DSPL)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Total Waveformの単位をdBに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
LVLREL_RFPWR ON 
LVLREL_RFPWR? 
 
<Response> 
ON 
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MAGTDERR 
 
■機能 
RMS Magnitude Error 
Modulation Analysis測定において，Magnitude ErrorのRMS値の測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MAGTDERR? rms 
 
■パラメータ 
rms 
Magnitude ErrorのRMS値 
分解能 単位 

0.01 % 
 
■使用例 
「Magnitude Errorの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
MAGTDERR? 
 
<Response> 
16.67 
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MAXSF 
 
■機能 
Maximum Spreading Factor of Down Link for Modulation Analysis 
Max Spreading Factorを切り替えます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MAXSF a MAXSF? a 
 
■aの値 
拡散率（Spreading Factor）の最大値 

a Max Spreading Factor 256/512 初期値

256 Max Spreading Factor 256の信号として解析します。 ＊ 
512 Max Spreading Factor 512の信号として解析します。  
 
□サフィックスコード 
なし 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合のみ設定できます（cf. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
「Max Spreading Factorを256に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
MAXSF 256 
MAXSF? 
 
<Response> 
256 
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MEAS 
 
■機能 
測定画面および測定方法を設定し，測定を開始します。直前の測定が連続測定でないときはSingle測定を，連続

測定の場合はContinuous測定を実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MEAS meas,mode MEAS? meas,mode 
MEAS meas MEAS? meas 
 
■パラメータ 
meas: 測定画面名  mode: 測定方法／テンプレートの種類 

measの値 測定画面名 modeの値 
測定方法／テンプ

レートの種類 

初

期

値 

Input Terminal 
（cf. TERM） 

SETCOM Setup Common Paramter なし --- ＊ 
MODANAL Modulation Ananlysis なし ---  
DEMOD Demodulation Data なし ---  

FILTER 
Filtered Power & 
Tx Power 

 

RRCFILTER Filtered Power  
NONFILTER Tx Power  
TPC TPC  

RFPWR Transmitter Power 

RACH RACH  
SETTPC Setup TPC なし ---  

RF， 
IQ-DC， 
IQ-AC， 
IQ-Balance 

SETTPC2 Setup TPC2 なし ---   
CCDF CCDF  

CCDF CCDF 
APD APD  

 

SPECT Spectrum  RF 

FFT FFT 
 

OBW Occupied Bandwidth 

HIGH FFT  

RF， 
IQ-DC， 
IQ-AC， 
IQ-Balance 

SPECT1  
SPECT 

Spectrum (All) 
 

SPECT2 Spectrum 
(Separate) 

 ADJ Adjacent Channel Power 

MOD Modulation  
SPOT Spot  
SEARCH Search  SPURIOUS Spurious Emission 
SWEEP Sweep  
SPOT Spot  

SETTBL_SPU 
Setup Frequency Table 
for Spurious Emission SWEEP Search & Sweep  

RF 
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（続き） 

measの値 測定画面名 modeの値 
測定方法／テンプ

レートの種類 

初

期

値 

Input Terminal 
（cf. TERM） 

SMASK Spectrum Emission Mask なし ---  
SETTEMP_S
MASK 

Setup spectrum Emission 
Mask Template 

なし ---  

PWRMTR Power Meter なし ---  

RF 

IQLVL IQ Level なし --- 
 IQ-DC， 

IQ-AC， 
IQ-Balance 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ RACH，CCDF，APDはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ 本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q入力が搭載されていないときは，IQ Level画面に

は移行できません。 
・ 本体がMS268xの場合，Power Meter画面には移行できません。 
 
■使用例 
①「Modulation Analysis画面に移り測定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
MEAS? 
 
<Response> 
MODANAL 
 
②「Spurious Emission画面に移りSweep測定をする」 
<Program> 
MEAS SPURIOUS,SWEEP 
MEAS? 
 
<Response> 
SPURIOUS,SWEEP 
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MEASOBJ 
 
■機能 
Measuring Object 
Setup Common Paramter画面において，測定対象の信号の種類を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MEASOBJ object MEASOBJ? object 
 
■パラメータ 
object 
測定対象信号 

値 測定対象 初期値 
UPLNK Up Link ＊ 
UPLNKRACH Up Link (RACH)  
DNLNK Down Link  
DNLNKCOMP Down Link(Compress)  
QPSK QPSK  
 
■制約条件 
・ 測定画面をSetup Common Parameterに設定しておく必要があります（cf. DSPL）。 
・ UPLNKRACH，DNLNKCOMPはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「測定対象信号をDown Linkに設定する」 
<Program> 
MEASOBJ DNLNK 
MEASOBJ? 
 
<Response> 
DNLNK 
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MKCDP 
 
■機能 
Marker Level for Modulation Analysis (Code Domain) 
Modulation Analysis 測定において，Trace Format が Code Domain のとき，Marker 位置での Code Domain 
Power を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKCDP? phase pwr 
 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 
値 信号の種類 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 

なし 
Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または

指定不可（Down Link時） 
Up Link，Down Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
pwr 
Code Domain Power 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合はphaseを設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatがCode Domain以外の場合は***が読み出されます（cf. TRFORM）。 
・ Marker ModeがOffの場合は***が読み出されます（cf. MKR_MOD）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目におけるCode Domain Powerを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SF_CDP 128,I 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKCDP?  
<Response> 
−22.08 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-130 

MKCDPABS 
 
■機能 
Marker Level for Code Domain Power 
Modulation Analysis画面において，Code Domain Powerの絶対値を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKCDPABS? a b 
 
■aの値 
信号の種類 

値 信号の種類 Measuring Object 
なし Operation Phaseで指定されている信号(Up Link時) 

または指定不可(Down Link時) 
Up Link, Down 
Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
■bの値 
Code Domain Powerの絶対値 

分解能 単位 
0.01 dBm 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は実行できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown LinkまたはDown Link(Compress)の場合，aの値は設定できません。 
 
■使用例 
「Code Domain Powerの絶対値を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SWP 
MKCDPABS? 
 
<Response> 
−49.42 
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MKCDPERR 
 
■機能 
Marker Level for Code Domain Error 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainのとき，Marker位置でのCode Domain 
Errorを読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKCDPERR? phase err 
 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 
値 信号の種類 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 

なし Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または

指定不可（Down Link時） 
Up Link，Down Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
err 
Code Domain Error 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合はphaseを設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatがCode Domain以外の場合は***が読み出されます（cf. TRFORM）。 
・ Marker ModeがOffの場合は***が読み出されます（cf. MKR_MOD）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目におけるCode Domain Errorを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SF_CDP 128,I 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKCDPERR? I 
<Response> 
−25.34 
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MKCDVSTM 
 
■機能 
Code Domain Power in Slot Duration for Code vs Time 
Code vs Time波形のマーカ位置のスロットのCode Domain Powerを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- MKCDVSTM? a b,c 
--- MKCDVSTM? a,REL b 
--- MKCDVSTM? a,ABS c 

 
■パラメータ 
a の値 
設定チャネル 

値 Measuring Object 設定チャネル 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処

理されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 

Down Link 
設定されたチャネルのCode Domain Powerを出力します。 

0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処

理されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたチャネルのNormal Frame用のCode Domain Powerを出

力します。 
2 

Down Link (Compress) 

設定されたチャネルのCompressed Frame用のCode Domain Power
を出力します。 

0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処

理されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたI相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
2 

Up Link 

設定されたQ相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
 
b の値 
設定したチャネルのPower（相対値） 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
c の値 
設定したチャネルのPower（絶対値） 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「Compressed Frameのスロット番号4の相対電力と絶対電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
MKPSLT_CDVSTM 4 
MKCDVSTM? 2 
 
<Response> 
−1.59, 0.84 
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MKCDVSTMCARRFERR 
 
■機能 
Frequency Error in Slot Duration for Code vs Time 
Code vs Time波形のマーカ位置のスロットのFrequency Errorを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- MKCDVSTMCARRFERR? unit freq 

 
■パラメータ 
unitの値 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし Hz 
HZ Hz 
PPM ppm 
 
freqの値 
マーカ位置のスロットのFrequency Error。単位はunit で設定された値。 
分解能 単位 

0.1 Hz 
0.001 ppm 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「スロット番号4のFrequency Errorを単位Hzで読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
MKPSLT_CDVSTM 4 
MKCDVSTMCARRFERR? HZ 
 
<Response> 
10.1 
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MKCDVSTMSCCODENO 
 
■機能 
Scrambling code number in Slot Duration for Code vs Time 
Code vs Time波形のマーカ位置のスロットのScrambling code numberを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- MKCDVSTMSCCODENO? a 

 
■パラメータ 
a の値 
マーカ位置のスロットのScrambling code number 
分解能 単位 

1 なし 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「スロット番号4のScrambling code numberを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
MKPSLT_CDVSTM 4 
MKCDVSTMSCCODENO? 
 
<Response> 
00070 
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MKDEMOD 
 
■機能 
Marker Data for Demodulation 
Demodulation測定において，Marker位置での復調データを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- MKDEMOD? a b 

 
■パラメータ 
a の値 
出力形式 

値 出力形式 
なし 
DEC 

10進数で出力します。 

HEX 16進数で出力します。 
 
b の値 
復調データ 

範囲 分解能 出力形式 

0～65535 10進数 
0～FFFF 

1 
16進数 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，5番目（10 byte目）における復調データを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL DEMOD 
MKP_DEMOD 5 
SWP 
MKDEMOD? 
 
<Response> 
10011 
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MKL_ADJ 
 
■機能 
Marker Level for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，マーカ位置におけるPower値を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKL_ADJ? unit pwr 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位に従います（cf. UNIT_ADJ）。ただし，mW,uW,nWに関しては一様にWatt値です。 
DB dB 
DBM dBm 
WATT  W 
 
pwr 
Power 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrum（All）以外の場合は***が出力されます（cf. DSPL）。 
・ MarkerがOffの場合は***が出力されます（cf. MKR_ADJ）。 
 
■使用例 
「周波数3.05 MHzの位置のPowerを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL ADJ,SPECT1 
MKR_ADJ NRM 
MKRS_ADJ 3.05MHZ 
SWP 
MKL_ADJ? 
 
<Response> 
−34.19 
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MKL_CCDF 
 
■機能 
Marker Value for CCDF 
CCDF画面において，マーカ位置でのパワー偏差，確率を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- MKL_CCDF? a,b c 

 
■パラメータ 
a の値 
出力波形 

値 出力波形 
0 測定波形の値を出力します。  
1 保存された波形の値を出力します。波形がSaveされていない場合は0を出力します。 
2 Gaussian Traceの波形の値を出力します。 
ALL  測定波形，保存された波形の順で値を出力します。 
 
b の値 
出力形式 

値 出力形式 
PROB パワー偏差（x座標）の値を出力します。 
DSTRBT 確率（y座標）の値を出力します。 
 
c の値 
bで設定した値 

分解能 単位 出力形式 
0.1 dB パワー偏差 
0.0001 % 確率 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「測定波形のマーカ位置での確率の測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
MKL_CCDF? 0,Y 
 
<Response> 
0.5012 
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MKL_MOD 
 
■機能 
Marker Level for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがConstellation，Eye Diagram，EVM，Phase Error，ま

たはMagnitude Errorのとき，Marker位置での各測定値を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKL_MOD? phase level 
 
パラメータ 
phase 
信号の種類 
値 信号の種類 Trace Format（cf. TRFORM） 

なし なし EVM, Phase Error, Magnitude Error
I I信号 Constellation, Eye Diagram 
Q Q信号 Constellation, Eye Diagram 
 
level 
Marker Level 
分解能 単位 Trace Format（cf. TRFORM） 
0.0001 なし Constellation, Eye Diagram 

0.01 % EVM, Magnitude Error 
0.01 deg Phase Error 

 
■制約条件 
・ Trace FormatがConstellation，Eye Diagram，EVM，Phase Error，またはMagnitude Error以外の場合

は***が読み出されます（cf. TRFORM）。 

・ MarkerがOffの場合は***が読み出されます（cf. MKR_MOD）。 

 
■使用例 
「ConstellationのI信号において768.0 chip点での値を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CONSTEL 
MKR_MOD NRM 
SWP 
MKP_MOD 768.0 
MKL_MOD? 
 
<Response> 
−0.2889 
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MKL_RFPWR 
 
■機能 
Marker Level for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Marker位置におけるPowerを出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKL_RFPWR? pwr 
 
■パラメータ 
pwr 
Power 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCの場合は***が出力されます（cf. DSPL）。 
・ Waveform DisplayがOffの場合は***が出力されます（cf. WAVEFORM）。 
・ MarkerがOffの場合は***が出力されます（cf. MKR_RFPWR）。 
 
■使用例 
「500.0 µsecにおけるPowerを読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
SWP 
WAVEFORM ON 
MKR_RFPWR NRM 
MKP_RFPWR 500.0 
MKL_RFPWR? 
 
<Response> 
20.55 
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MKL_SMASK 
 
■機能 
Marker Level for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission画面における，Marker位置の測定値を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKL_SMASK? a b 
 
■aの値 
読み出し単位 

値 出力単位 
なし Unitの設定に従います。 
DB dB 
DBM dBm 
WATT W 
 
■bの値 
Marker Level 

分解能 単位

0.01 dBm 
0.01 dB 
有効数字4桁（浮動小数点型） W 
 
■使用例 
「オフセット周波数2.512 MHzでのレベルを読み出す」 
<Program> 
DSPL SMASK 
MKN_SMASK 2.512MHZ 
SWP 
MKL_SMASK? DB 
 
<Response> 
−34.08 
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MKL_SPU 
 
■機能 
Marker Level for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，マーカ位置におけるPower値を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 

--- MKL_SPU? 
Ftable_no,wave_type, unit 

pwr 

 
■パラメータ 
table_no 
読み出す周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1 ～ 15 1 
 
wave_type 
波形種別 

値 波形種別 
0 周波数軸掃引波形 
1 時間軸掃引波形 
 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位に従います（cf. UNIT_SPU）。 
DB dB 
DBM dBm 
 
pwr 
Marker Level 

分解能 単位 
0.01 dBm 
0.01 dB 
 
■制約条件 
・ 波形データが無い場合は***が出力されます。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「周波数テーブル1の周波数軸掃引波形のマーカ位置のPowerを読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SEARCH 
SWP 
MKL_SPU? F1,0,DBM 
 
<Response> 
−34.19 
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MKLEXPND_RFPWR 
 
■機能 
Marker Level(expand) for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Expand WaveformのMarker位置におけるPowerを出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKLEXPND_RFPWR? window pwr 
 
■パラメータ 
window 
対象Window 

値 対象Window 
なし 
LEAD 

現在選択されているWindow 
またはLeading Window 

TRAIL Trailing Window 
 
pwr 
Power 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACH以外の場合は出力できません（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「500.0 µsecにおけるPowerを読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
MKP_RFPWR 500.0 
MKLEXPND_RFPWR? 
 
<Response> 
20.55 
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MKN_ADJ 
 
■機能 
Marker Position for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power画面において，Marker位置を周波数単位で設定します。MKRS_ADJコマンドと同機能

です。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
MKN_ADJ freq MKN_ADJ? freq 
 
■パラメータ 
freq 
周波数 

範囲 分解能 初期値 単位

－10600000～10600000 50000 0 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrum（All）の場合のみ設定できます（cf. DSPL）。 
・ MarkerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_ADJ）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「3.05 MHzのところにマーキングをする」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
MKR_ADJ NRM 
MKN_ADJ 3.05MHZ 
MKN_ADJ? 
 
<Response> 
3050000 
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MKN_SMASK 
 
■機能 
Marker Position for Spectrum Emission Mask (in frequency) 
Spectrum Emission Mask画面におけるMarker位置を周波数で指定します。MKRS_SMASKと同機能です。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
MKN_SMASK a MKN_SMASK? a 
 
■aの値 
周波数位置 

範囲 分解能 初期値 単位

－12000000～12000000 10000 0 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカ位置を2.51 MHzに設定する」 
<Program> 
MKN_SMASK 2.51MHZ 
MKN_SMASK? 
 
<Response> 
2510000 
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MKP_ADJ 
 
■機能 
Marker Position for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power画面において，Measure MethodをSpectrum（All）にしたとき，Marker位置を画面

座標単位で設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKP_ADJ point MKP_ADJ? point 
 
■パラメータ 
point 
画面座標 

範囲 分解能 初期値 測定データ数 
38～462 1 250 501 
76～924 1 500 1001 

 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrum（All）の場合のみ設定できます（cf. DSPL）。 
・ MarkerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_ADJ）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「380 pixelのポイントにマーキングする」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
MKR_ADJ NRM 
MKP_ADJ 380 
MKP_ADJ? 
 
<Response> 
380 
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MKP_CCDF 
 
■機能 
Marker Position for CCDF 
CCDF画面において，マーカ位置を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKP_CCDF a MKP_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a の値 
Display Data Type（cf. DISPTYPE_CCDF）の設定値によりパワー偏差，確率のいずれかを設定します。 
Display Data Type 範囲 分解能 単位 
Probability 0.0001～100.0000 0.0001 確率（%） 
Distribution －50.0～50.0 0.1 パワー偏差（dB） 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ パラメータaの範囲はDisplay Data Type : Distributionの場合に以下の条件があります。 

Measure Method : CCDFの場合は正の値のみ。 
Horizontal Scaleの値が最大値。 
Trace FormatがPosの場合は正の値のみ，Negの場合は負の値のみ。 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカを10.0 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL CCDF 
SWP 
MKR_CCDF HORIZ 
MKP_CCDF? 10.0 
 
<Response> 
10.0 
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MKP_CDP 
 
■機能 
Marker Position for Modulation Analysis (Code Domain) 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode DomainのときのMarker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKP_CDP num,phase MKP_CDP? phase num 
 
■パラメータ 
num 
Code Domain棒グラフの原点から数えた棒の数 

範囲 分解能 初期値

0～Code Domain棒グラフの原点から数えた棒の数 1 0 
 
phase 
信号の指定 

値 信号 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
なし 既存の設定信号 Up Link, Down Link 
I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの値は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatがCode Domain以外の場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
・ MarkerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_MOD）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「I信号の7本目にマーキングする」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
MEAS MODANAL 
TRFORM CODE 
SWP 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 6,I 
MKP_CDP? 
 
<Response> 
6 
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MKP_DEMOD 
 
■機能 
Marker Position for Demodulation 
Demodulation測定において，復調データのMarker位置を指定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKP_DEMOD a MKP_DEMOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
マーカ位置 

範囲 初期値 分解能 単位

0.0～（制約条件を参照） 0 1 chip 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Marker位置の設定範囲は使用しているシステムによって変わります。 
 
MX860x01A/MX268x01Aの場合 
・ Measuring ObjectがDown Link（( ) 内の数字は，復調ビット数です。） 

Spreading Factor Demodulation 
Range 4 8 16 32 64 128 256 512

1 Frame 1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

19
(300)

10
(150)

2 Frame 2400
(38400)

1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

19
(300)

3 Frame 3600
(57600)

1800
(28800)

900
(14400)

450
(7200)

225
(3600)

113
(1800)

57
(900)

29
(450)

4 Frame 4800
(76800)

2400
(38400)

1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

5 Frame 6000
(96000)

3000
(48000)

1500
(24000)

750
(12000)

375
(6000)

188
(3000)

94
(1500)

47
(750)

6 Frame 7200
(115200)

3600
(57600)

1800
(28800)

900
(14400)

450
(7200)

225
(3600)

113
(1800)

57
(900)

7 Frame 8400
(134400)

4200
(67200)

2100
(33600)

1050
(16800)

525
(8400)

263
(4200)

132
(2100)

66
(1050)

8 Frame 9600
(153600)

4800
(76800)

2400
(38400)

1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

9 Frame 10800
(172800)

5400
(86400)

2700
(43200)

1350
(21600)

675
(10800)

338
(5400)

169
(2700)

85
(1350)

10 Frame 12000
(192000)

6000
(96000)

3000
(48000)

1500
(24000)

750
(12000)

375
(6000)

188
(3000)

94
(1500)
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・ Up Linkの場合（( ) 内の数字は，復調ビット数です。） 
Spreading Factor Demodulation Range 4 8 16 32 64 128 256

1 Frame 600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

19
(300)

10
(150)

2 Frame 1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

19
(300)

3 Frame 1800
(28800)

900
(14400)

450
(7200)

225
(3600)

113
(1800)

57
(900)

29
(450)

4 Frame 2400
(38400)

1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

38
(600)

5 Frame 3000
(48000)

1500
(24000)

750
(12000)

375
(6000)

188
(3000)

94
(1500)

47
(750)

6 Frame 3600
(57600)

1800
(28800)

900
(14400)

450
(7200)

225
(3600)

113
(1800)

57
(900)

7 Frame 4200
(67200)

2100
(33600)

1050
(16800)

525
(8400)

263
(4200)

132
(2100)

66
(1050)

8 Frame 4800
(76800)

2400
(38400)

1200
(19200)

600
(9600)

300
(4800)

150
(2400)

75
(1200)

9 Frame 5400
(86400)

2700
(43200)

1350
(21600)

675
(10800)

338
(5400)

169
(2700)

85
(1350)

10 Frame 6000
(96000)

3000
(48000)

1500
(24000)

750
(12000)

375
(6000)

188
(3000)

94
(1500)

 
MX860x01B/MX268x01Bの場合 
・ Measuring ObjectがDown LinkまたはDown Link(Compress) 

Spreading Factor 4 8 16 32 64 128 256 512
最大設定範囲 79 39 19 9 4 2 1 0
 
・ Measuring ObjectがUp Link 

Spreading Factor 4 8 16 32 64 128 256
最大設定範囲 39 19 9 4 2 1 0
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「復調データのマーカ位置を0 chip目に設定する」 
<Program> 
MEAS DEMOD 
SWP 
MKP_DEMOD 0 
MKP_DEMOD? 
 
<Response> 
0 
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MKP_MOD 
 
■機能 
Marker Position for Modulation Analysis  
(Constellation, Eye Diagram, EVM, Phase Error, Magnitude Error) 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがConstellation，Eye Diagram，EVM，Phase Error，ま

たはMagnitude ErrorのときのMarker位置を指定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKP_MOD chip MKP_MOD? chip 
 
■パラメータ 
chip 
chip位置 

範囲 初期値 分解能 Trace Format 単位 
1.0 Constellation，EVM，Phase Error，

Magnitude Error 
0.0 ～ （ Analysis 
Length － 1） 

768.0 

0.1 Eye Diagram 

chip 

・ Analysis LengthはANLYLENコマンドで，Trace FormatはTRFORMコマンドで設定します。 
 
■制約条件 
・ Trace FormatがConstellation，Eye Diagram，EVM，Phase Error，またはMagnitude Error以外の場合

は設定できません。 
・ Marker ModeがOffの場合は設定できません（cf. MKR_MOD）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Up LinkのEVM表示において600.0 chip目にマーカを設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
SWP 
TRFORM EVM 
MKR_MOD NRM 
MKP_MOD 600.0 
MKP_MOD? 
 
<Response> 
600.0 
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MKP_RACH 
 
■機能 
Marker Position for Transmitter Power (RACH) 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがRACHの場合，Preambleの位置を指定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKP_RACH n MKP_RACH? n 
 
■パラメータ 
n の値 
Preambleの位置（番号） 

範囲 分解能 初期値

1～Total Preamble 1 1
• Total Preambleは，Preambleの総数です（cf. TOTALPREAM）。 
• Total Preambleが0の場合，***が出力されます。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Transmitter Power測定において，1番目のPreambleに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
MKP_RACH 1 
MKP_RACH? 
 
<Response> 
1 
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MKP_RFPWR 
 
■機能 
Marker Position for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，Marker位置の時間を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKP_RFPWR time MKP_RFPWR? time 
 
■パラメータ 
time 
マーカー位置の時間 

範囲 分解能 単位 初期値 
－30.0～700.0 2.5 µsec 312.5 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCの場合は設定できません（cf. TPC）。 
・ Waveform DisplayがOffの場合は設定できません（cf. WAVEFORM）。 
・ Marker Mode for Transmitter PowerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_RFPWR）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Transmitter Power測定において，500.0 µsecの位置をマーキングする」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
WAVEFORM ON 
SWP 
MKR_RFPWR NRM 
MKP_RFPWR 500.0 
MKP_RFPWR? 
 
<Response> 
500.0 
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MKP_SMASK 
 
■機能 
Marker Position for Spectrum Emission Mask (in points) 
Spectrum Emission Mask画面におけるMarker位置をポイント数で指定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKP_SMASK a MKP_SMASK? a 
 
■aの値 
ポイント位置 

範囲 分解能 初期値 
0～2400 1 1200 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカ位置を250ポイントに設定する」 
<Program> 
DSPL SMASK 
SWP 
MKP_SMASK 250 
MKP_SMASK? 
 
<Response> 
250 
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MKP_SPU 
 
■機能 
Marker Position for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，Waveform DisplayをOnにしたとき，Marker位置を画面座標単位で設定し

ます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKP_SPU point MKP_SPU?  point 
 
■パラメータ 
point 
画面座標 

範囲 分解能 初期値 
0～500 1 波形の最大レベルでのMarker位置 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「380 pixelのポイントにマーキングする」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
WAVEFORM_SPU ON 
MKP_SPU F1,380 
MKP_SPU? 
 
<Response> 
380 
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MKPEXPND_RFPWR 
 
■機能 
Expand Waveform Marker Position for Transmitter Power (TPC，RACH) 
Transmitter Power画面におけるExpand WaveformトレースのMarker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
MKPEXPND_RFPWR a,b MKPEXPND_RFPWR? b a 
 
■aの値 
マーカ位置 
Measure Method 

（cf. DSPL） 
Window 

（cf. WINDOW_RFPWR）

範囲 分解能 単位 初期値 

Slot －100.00 ～ 767.00 335.00 
Leading －100.00 ～ 100.00 0.00 
Trailing 567.00 ～ 767.00 667.00 TPC 
Leading & Trailing －100.00 ～ 100.00 

567.00 ～ 767.00 

0.25 µs 
0.00 
667.00 

Slot － 100.00 ～

1167.00 
335.00 

Leading －100.00 ～ 100.00 0.00 RACH 

Trailing 967.00 ～ 1167.00 

0.25 µs 

1067.00 
 
■bの値 
マーカ対象 

範囲 マーカ対象 Window 
（cf. WINDOW_RFPWR） 

なし 
LEAD 

Expand Waveformのマーカを設定します Leading & Trailing以外 

なし 
LEAD 

Expand WaveformのLeading用のマーカ

を設定します 
TRAIL Expand WaveformのTrailing用のマーカ

を設定します 

Leading & Trailing 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
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■使用例 
「マーカ位置を10 µsに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
MKPEXPND_RFPWR 10.00,LEAD 
MKPEXPND_RFPWR? 
 
<Response> 
10.00 
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MKPMAX_CDP 
 
■機能 
Max Marker Position for Code Domain 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode DomainのときのMarker Positionの最大値を読み

出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

---- MKPMAX_CDP? phase position 
 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 

値 信号の種類 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
なし Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）また

は指定不可（Down Link時） 
Up Link, Down Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
position 
Marker Positionの最大値 
分解能 単位 

1 なし 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合はphaseを設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatがCode Domain以外の場合は***が読み出されます（cf. TRFORM）。 
・ Marker Mode for Transmitter PowerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_RFPWR）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkの場合におけるI信号のMax Marker Position値を読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
AUTODET ON 
MKR_MOD NRM 
SWP 
MKPMAX_CDP? I 
 
<Response> 
32 
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MKPSLT_CDVSTM 
 
■機能 
Marker Position for Code vs Time 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode vs TimeのときのSlotのMarker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKPSLT_CDVSTM a MKPSLT_CDVSTM? a 
 
■aの値 
Code vs Time波形のSlotのMarker位置 

範囲 分解能 初期値 
1～設定Slot Length 1 1 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Slot番号10番に設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL  
TRFORM CDVSTM  
SWP 
MKPSLT_CDVSTM 10 
MKPSLT_CDVSTM? 
 
<Response> 
10 
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MKPSLT_DEMOD 
 
■機能 
Slot Number for Demodulation 
Demodulation測定において復調データを表示するスロット位置を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
MKPSLT_DEMOD a MKPSLT_ DEMOD? a 
 
■aの値 
スロット番号 

範囲 分解能 初期値 
1～（Demodulation Frame * 15） 1 1 
Demodulation FrameはFRMDMで設定します。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Slot番号15番に設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SWP 
MKPSLT_DEMOD 15 
MKPSLT_DEMOD? 
 
<Response> 
15 
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MKPTOTAL_RFPWR 
 
■機能 
Total Waveform Marker Position for Transmitter Power (TPC) 
Transmitter Power画面におけるTotal WaveformトレースのMarker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKPTOTAL_RFPWR a,b MKPTOTAL_RFPWR? b a 
 
■aの値 
マーカ位置 

範囲 分解能 初期値 
1～Slot Length 1 0 
Slot Length : SLTLEN_RFPWRで設定した解析スロット数（cf. SLTLEN_RFPWR） 
 
■bの値 
マーカ対象 

範囲 マーカ対象 Window 
（cf. WINDOW_RFPWR） 

なし 
LEAD 

Expand Waveformのマーカを設定します。 Leading & Trailing以外 

なし 
LEAD 

Expand WaveformのLeading用のマーカを設

定します。 
TRAIL Expand WaveformのTrailing用のマーカを設

定します。 

Leading & Trailing 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカ位置をスロット番号10に設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
MKPTOTAL_RFPWR 10,LEAD 
MKPTOTAL_RFPWR? LEAD 
 
<Response> 
10 
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MKPZOOM_CDVSTM 
 
■機能 
Zoom Marker Position for Code vs Time 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode vs TimeのときのZoom Marker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKPZOOM_CDVSTM a MKPZOOM_CDVSTM? a 
 
■aの値 
Code vs Time波形のZoom Marker位置 

範囲 分解能 初期値

1～（設定Slot Length – 14） 1 1 
設定Slot Length : SLTLEN_MODで設定した解析スロット数（cf. SLTLEN_MOD） 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Modulation Analysis測定においてTrace FormatがCode vs Time以外の場合は設定できません 

（cf. TRFORM）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Slot番号10番に設定する」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK  
MEAS MODANAL  
TRFORM CODE  
SWP 
MKR_MOD NRM  
MKPZOOM_CDVSTM 10 
MKPZOOM_CDVSTM? 
 
<Response> 
10 
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MKPZOOM_RFPWR 
 
■機能 
Zoom Marker Position for Transmitter Power (TPC) 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがTPCのときのZoom Marker位置を指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKPZOOM_RFPWR a MKPZOOM_ RFPWR? a 
 
■aの値 
Code vs Time波形のZoom Marker位置 

範囲 分解能 初期値

1～（設定Slot Length – 14） 1 1 
設定Slot Length : SLTLEN_RFPWRで設定した解析スロット数（cf. SLTLEN_RFPWR） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPC，Trace ViewがTotal Waveform以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Slot番号10番に設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TRVIEW_RFPWR TOTAL 
SWP 
MKPZOOM_RFPWR 10 
MKPZOOM_RFPWR? 
 
<Response> 
10 
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MKR_ADJ 
 
■機能 
Marker Mode for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定におけるMarkerのOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKR_ADJ mode MKR_ADJ? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値

NRM Normal : マーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
OFF Off : マーカの表示を消去し，マーカ位置のエントリ状態を解除します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrum（All）の場合のみ設定できます（cf. DSPL）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Adjacent Channel Power測定後にMarkerをOnにする」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
MKR_ADJ NRM 
MKR_ADJ? 
 
<Response> 
NRM 
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MKR_CCDF 
 
■機能 
Marker Mode for CCDF 
CCDF画面において，マーカモードを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKR_CCDF a MKR_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a の値 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値 
NRM Normal : マーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。 ＊ 
OFF Off : マーカの表示を消去し，マーカ位置のエントリ状態を解除します。  
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカモードをエントリ状態にする」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
MKR_CCDF NRM 
MKR_CCDF? 
 
<Response> 
NRM 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-167 

MKR_CDVSTM 
 
■機能 
Marker Type for Modulation Analysis 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeで，かつTrace ViewがCode vs Timeの

場合，Markerのタイプを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKR_CDVSTM mode MKR_CDVSTM? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値

NRM Normal : ポイントマーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。 ＊ 
ZOOM Zoom : ズームマーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
 
■制約条件 
・ Trace FormatがCode vs Timeで，かつTrace ViewがCode vs Timeの場合以外は設定できません 

（cf. TRFORM）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカをズームマーカにする」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
TRVIEW_MOD CDVSTM 
SWP 
MKR_CDVSTM ZOOM 
MKR_CDVSTM? 
 
<Response> 
ZOOM 
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MKR_MOD 
 
■機能 
Marker Mode for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，各TraceにおけるMarkerのOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKR_MOD mode MKR_MOD? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値 
NRM Normal : マーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
OFF Off : マーカの表示を消去し，マーカ位置のエントリ状態を解除します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Trace FormatがNonの場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Modualtion Analysis画面のEVM表示でマーカを表示する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM EVM 
SWP 
MKR_MOD NRM 
MKR_MOD? 
 
<Response> 
NRM 
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MKR_RFPWR 
 
■機能 
Marker Mode for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，MarkerのOn/Offを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKR_RFPWR mode MKR_RFPWR? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値 
NRM Normal : マーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
OFF Off : マーカの表示を消去し，マーカ位置のエントリ状態を解除します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHの場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Waveform DisplayがOffの場合は設定できません（cf. WAVEFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Transmitter Power画面においてMarkerを表示する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
WAVEFORM ON 
SWP 
MKR_RFPWR NRM 
MKR_RFPWR? 
 
<Response> 
NRM 
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MKR_SMASK 
 
■機能 
Marker Mode for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，MarkerのOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKR_SMASK a MKR_SMASK? a 
 
■aの値 
MarkerのOn/Off 

a MarkerのOn/Off 初期値 
NRM Normal（On）：マーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
OFF Off：マーカの表示を消去し，マーカ位置のエントリ状態を解除します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「MarkerをOnにする」 
<Program> 
DSPL SMASK 
SWP 
MKR_SMASK NRM 
MKR_SMASK? 
 
<Response> 
NRM 
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MKR_TPC 
 
■機能 
Marker Type for Transmitter Power 
Transmitter Power画面において，Measure MethodがTPCで，かつTrace ViewがTotal Waveformの場合，

Markerのタイプを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
MKR_TPC mode MKR_TPC? mode 
 
■パラメータ 
mode 
Marker設定 

値 Marker設定 初期値

NRM Normal : ポイントマーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。 ＊ 
ZOOM Zoom : ズームマーカの表示を行い，マーカ位置をエントリ状態にします。  
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCで，かつTrace ViewがTotal Waveformの場合以外は設定できません 

（cf. TRVIEW_RFPWR）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカをズームマーカにする」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TRVIEW_RFPWR TOTAL 
SWP 
MKR_TPC ZOOM 
MKR_TPC? 
 
<Response> 
ZOOM 
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MKRS_ADJ 
 
■機能 
Marker Position for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，Marker位置を周波数単位で設定します。MKN_ADJコマンドと同機

能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MKRS_ADJ freq MKRS_ADJ? freq 
 
■パラメータ 
freq 
周波数 

範囲 分解能 初期値 単位

－10600000～10600000 50000 0 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrum（All）の場合のみ設定できます（cf. DSPL）。 
・ MarkerがOffの場合は設定できません（cf. MKR_ADJ）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「3.05 MHzのところにマーキングをする」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
MKR_ADJ NRM 
MKRS_ADJ 3.05MHZ 
MKRS_ADJ? 
 
<Response> 
3050000 
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MKRS_SMASK 
 
■機能 
Marker Position for Spectrum Emission Mask (in frequency) 
Spectrum Emission Mask画面におけるMarker位置を周波数で指定します。MKN_SMASKコマンドと同機能

です。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
MKRS_SMASK a MKRS_SMASK? a 
 
■aの値 
周波数位置 

範囲 分解能 初期値 単位

－12000000～12000000 10000 0 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカ位置を2.51 MHzに設定する」 
<Program> 
DSPL SMASK 
SWP 
MKRS_SMASK 2.51MHZ 
MKRS_SMASK? 
 
<Response> 
2510000 
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MKSCNO 
 
■機能 
Marker Level for Channelization Code Number 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode Domainのとき，Marker位置でのChannelization 
Code Numberを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- MKSCNO? phase code 

 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 

値 信号の種類 
Measuring Object
（cf. MEASOBJ） 

なし 
Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または指定不可（Down 
Link時） 

Up Link, Down 
Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
code 
Channelization Code Number 

範囲（cf. SF_CDP） 分解能 単位

0～（Spreading Factor – 1） 1 なし 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの指定はできません（cf. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目におけるChannelization Code Numberを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
AUTODET ON 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKSCNO? I 
 
<Response> 
17 
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MKSF 
 
■機能 
Marker Level for Spreading Factor 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainのとき，Marker位置でのSpreading 
Factorを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- MKSF? phase sf 

 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 

値 信号の種類 
Measuring Object
（cf. MEASOBJ） 

なし 
Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または指定不可（Down 
Link時） 

Up Link, Down 
Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
sf 
Spreading Factor 

範囲 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの指定はできません（cf. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目におけるSpreading Factorを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
AUTODET ON 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKSF? I 
 
<Response> 
16 
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MKSGNL 
 
■機能 
Marker Level for Signal 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainのとき，Marker位置での信号がノイズかど

うかを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- MKSGNL? phase judge 

 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 

値 信号の種類 
Measuring Object
（cf. MEASOBJ） 

なし 
Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または指定不可（Down 
Link時） 

Up Link, Down 
Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
judge 
信号／ノイズの判定 
値 信号／ノイズ 

ON 有効な信号 
OFF ノイズ 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Auto Rate DetectionがONの場合のみ有効です（cf. AUTODET）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの指定はできません（cf. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目における信号の判定をを読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
AUTODET ON 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKSGNL? I 
 
<Response> 
ON 
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MKWAV 
 
■機能 
Marker Level for Waveform Quality（ρ） 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainのとき，Marker位置でのWaveform 
Quality（ρ）を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MKWAV? phase p 
 
■パラメータ 
phase 
信号の種類 
値 信号の種類 Measuring Object

（cf. MEASOBJ） 
なし Operation Phaseで指定されている信号（Up Link時）または指定不可（Down 

Link時） 
Up Link, Down 
Link 

I I信号 Up Link 
Q Q信号 Up Link 
 
p 
Waveform Quality（ρ） 
分解能 単位 

0.00001 なし 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの指定はできません（cf. MEASOBJ）。 
 
■使用例 
「Measuring ObjectがUp Linkで，I信号76本目におけるWaveform Quality（ρ）を読み出す」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SF_CDP 128,I 
MKR_MOD NRM 
MKP_CDP 76,I 
SWP 
MKWAV? I 
 
<Response> 
0.00355 
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MLTCARRCAL 
 
■機能 
Multi Carrier Power Calibration 
マルチキャリアキャリブレーションを行う。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

MLTCARRCAL --- --- 
 
■制約条件 
・ 実行可能な画面は以下のとおりです。 
 Modulation Analysis 
 Demodulation Data 
 Transmitter Power 
 Occupied Bandwidth 
 Adjacent Channel Power 
 Spurious Emission 
 Spectrum Emission Mask 
 CCDF（cf. DSPL） 
・ TerminalがRF以外の場合は実行できません（cf. TERM）。 
 
■使用例 
｢マルチキャリアCalを実行する｣ 
<Program> 
DSPL MODANAL 
MLTCARRCAL 
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MSTAT 
 
■機能 
現在の測定状態を返します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- MSTAT? status 
 
■パラメータ 
status 
測定状態 
値 測定状態 

0 正常終了 
1 RF信号のレベル限界 
2 レベルオーバー 
3 レベルアンダー 
6 トリガタイムアウト 
9 未測定 
・レベル限界とは，測定器へ入力できるRFレベルの限界を超えた信号であることを示しています。 
・レベルオーバーとはReference Levelの調整により測定可能な信号であることを示しています。 
 
■使用例 
「変調解析後の測定状態を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
MSTAT? 
 
<Response> 
0 
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OBW 
 
■機能 
Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，チャネル周波数の全パワーの99％のパワーがある周波数範囲を出力しま

す。OCCBWコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- OBW? freq 
 
■パラメータ 
freq 
99%占有帯域幅 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「99%占有帯域幅を読み出す」 
<Program> 
DSPL OBW,SPECT 
SWP 
OBW? 
 
<Response> 
11593750 
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OBWFREQ 
 
■機能 
Occupied Bandwidth Limit and Center 
Occupied Bandwidth測定において，波形の中心からの上下帯域幅を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- OBWFREQ? area bw 
 
■パラメータ 
area 
読み出す帯域 

値 読み出す帯域 
UPPER 
+ 

Upper Limit：表示波形の中心から高い方に49.5％の電力を有する帯域幅をMHz単位で表

示します。 
LOWER 
－ 

Lower Limit：表示波形の中心から低い方に49.5％の電力を有する帯域幅をMHz単位で表

示します。 
CENTER （Upper + Lower）／2：上限周波数と下限周波数の和の1/2の値を表示します。 
 
bw 
帯域幅 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「占有帯のUpper Limitを読み出す」 
<Program> 
DSPL OBW,FFT 
SWP 
OBWFREQ? UPPER 
 
<Response> 
4907884 
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OCCBW 
 
■機能 
Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth画面において，チャネル周波数の全パワーの99％のパワーがある周波数範囲を出力しま

す。OBWコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- OCCBW? freq 
 
■パラメータ 
freq 
99%占有帯域幅 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「99%占有帯域幅を読み出す」 
<Program> 
DSPL OBW,SPECT 
SWP 
OCCBW? 
 
<Response> 
11593750 
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OFFPWR 
 
■機能 
Off Power for Transmitter Power (RACH) 
Transmitter Power測定のMeasure MethodがRACHにおいて，Off Powerを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 

--- OFFPWR? unit avgpwr,leadpwr,trailpwr 
 
■パラメータ 
unit 
出力単位の指定 

値 出力単位 

DBM dBm 
WATT W 
 
avgpwr,leadpwr,trailpwr 
Off Power（Average），Off Power（Leading Side）, Off Power（Trailing Side） 
分解能 単位（unitで指定した値に依存します） 

0.01 dBm 
0.001 W 
Off Power（Leading Side）は，On Power 位置の前，Off Power（Trailing Side）は後，Off Power（Average）は

双方の平均値です。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Tx Powerの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
OFFPWR? DBM 
 
<Response> 
−48.53, −41.23, −43.50 
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OPRTP 
 
■機能 
Operation Phase 
Modulation Analysis測定において，Measuring ObjectがUp LinkでTrace FormatがCode Domainのときの

IQ信号の操作対象を設定します。Modulation Analysis画面のSpreading FactorやMarker，測定結果読出し

などで，信号の種類を指定しない場合，このコマンドで設定されている信号の値を返します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

OPRTP phase OPRTP? phase 
 
■パラメータ 
phase 
操作対象の信号 
値 操作対象の信号 初期値

I I信号 ＊ 
Q Q信号  
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがUp Link以外の場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Trace FormatがCode Domain以外の場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「操作対象の信号をI信号に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
OPRTP I 
OPRTP? 
 
<Response> 
I 
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OPRTTR 
 
■機能 
Operation Trace for Code vs Time 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeのとき，マーカの操作対象トレースを設定し

ます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
OPRTTR a OPRTTR? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 マーカ操作対象の設定 初期値

CODE Code Domain Power :マーカの操作対象をCode Domain Powerにします。  
CDVSTM Code vs Time :マーカの操作対象をCode vs Timeにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Trace FormatがCode vs TimeでTrace ViewがCode Domain & Code vs Timeの場合以外は設定できませ

ん（cf. TRFORM）。 
・ 上記以外の場合はTrace Viewの設定に依存します（cf. TRVIEW）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカの操作対象をCode vs Timeに設定する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
OPRTTR CDVSTM 
OPRTTR? 
 
<Response> 
CDVSTM 
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OPRTTR_DEMOD 
 
■機能 
Operation Trace for Demodulation 
Demodulation画面において，マーカの操作対象トレースを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
OPRTTR_DEMOD a OPRTTR_DEMOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 マーカ操作対象の設定 初期値 
DEMOD Demodulation :マーカの操作対象を復調データにします。 ＊ 
CDVSTM Code vs Time :マーカの操作対象をCode vs Timeにします。  
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカの操作対象をCode vs Timeに設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
OPRTTR_DEMOD CDVSTM 
OPRTTR_DEMOD? 
 
<Response> 
CDVSTM 
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OPRTTR_RFPWR 
 
■機能 
Operation Trace for Transmitter Power (TPC, RACH) 
Transmitter Power画面において，Measure MethodがTPCまたはRACHのとき，マーカの操作対象を設定しま

す。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
OPRTTR_RFPWR a OPRTTR_ RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 マーカ操作対象の設定 初期値 Window 
（cf. WINDOW_RFPWR） 

Total : Total Waveformを操作対象とします。 Slot，Leading，Trailing 
TOTAL Total-Lead : Total WaveformのLeadingマーカ

を操作対象とします。 
＊ 

Leading & Trailing 

Expand : Expand Waveformを操作対象としま

す。 
Slot，Leading，Trailing 

EXPND 
Expand-Lead : Expand WaveformのLeading
マーカを操作対象とします。 

 

Leading & Trailing 

TOTALTRAIL Total-Trail : Total WaveformのTrailingマーカ

を操作対象とします。 
 

Leading & Trailing 

EXPNDTRAIL Expand-Trail : Expand WaveformのTrailing
マーカを操作対象とします。 

 
Leading & Trailing 

 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHの場合のみ設定できます（cf. DSPL）。 
・ Trace ViewがTotal & Expandの場合のみ設定できます（cf. TRVIEW_RFPWR）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マーカの操作対象をExpand Waveformに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TRVIEW_RFPWR TOTALEXPND 
OPRTTR_RFPWR EXPND 
OPRTTR_RFPWR? 
 
<Response> 
EXPND 
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ORGNOFS 
 
■機能 
Origin Offset 
Modulation Analysis測定において，被測定信号の原点オフセット（キャリアリーク成分）の測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- ORGNOFS? level 
 
■パラメータ 
level 
Origin Offset値 
分解能 単位 
0.01 dB 

 
■使用例 
「Origin Offsetの値を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
ORGNOFS? 
 
<Response> 
−34.33 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-189 

OXMC 
 
■機能 
Wave Data for origin I-Q Signal 
Modulation Analysis画面において，原点でのIQ信号の読み出しや加工を行います。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
OXMC a,b OXMC? a c 
 
■パラメータ 
a の値 
IQの選択 
値 IQの選択 

0 I信号 
1 Q信号 

 
b の値 
書き込む16 bitデータ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・理想信号“1”を10000とした0.0001単位の整数で設定します。 

 
c の値 
読み出された32 bit波形データ 

範囲 分解能

－2147483648～2147483647 1
・理想信号“1”を10000とした0.0001単位の整数で読み出されます。 
 
■使用例 
「原点のI信号およびQ信号を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
OXMC? 0 
OXMC? 1 
 
<Response> 
0 
0 
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PAGE_DEMOD 
 
■機能 
Page for Demodulation Data 
Demodulation Data画面において，表示するページを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

PAGE_DEMOD a PAGE_DEMOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
ページ番号 

範囲 初期値 
1～(制約条件を参照してください) 1 

 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■制約条件 
・ 設定範囲はMeasuring ObjectとSpreading Factorの設定によって変わります。 

Spreading Factor Measuring Object 
4 8 16 32 64 128 256 512

Up Link 4 2 1 1 1 1 1
Down Link 8 4 2 1 1 1 1 1

QPSK 設定できません。 
・ MX860x01A/MX268x01Aでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「3ページ目を表示する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SF_DEMOD 4 
PAGE_DEMOD 3 
PAGE_DEMOD? 
 
<Response> 
3 
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PEAK_SMASK 
 
■機能 
Peak Data for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，指定したテンプレートのピーク値と合否判定の結果を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- PEAK_SMASK? a,b c,d 

 
■aの値 
読み出しデータの選択 

値 表示形式 
ALL テンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も少ないポイ

ントでの値を読み出します。 
PEAK テンプレートの各周波数帯でのテンプレートのうち，マージンの最も少ないポイント

での値を読み出します。 
L1,L2,L3,L4,L5, 
U1,U2,U3,U4,U5 

指定されたテンプレートの各周波数帯でのテンプレートに対して，マージンの最も

少ないポイントでの値を読み出します（Up Linkの場合L5, U5は無効です）。 
マージンの最も少ないポイントでの値の設定（レベルまたはマージン）はDISPTYPE_SMASKで設定します。 
 
■bの値 
読み出しデータの単位設定 

値 Leakage Powerの単位 初期値

なし 
unitの設定値 
（cf. UNIT_SMASK） 

 

DB dB ＊ 
DBM dBm  
W W  
MW mW  
UW µw  
NW nw  
DISPTYPE_SMASKでMARGINが設定されている場合は，dB固定になります。 
 
■cの値 
Marker Level 

分解能 単位

0.01 dBm 
0.01 dB 
有効数字4桁（浮動小数点型） W 
bの値をMW, UW, NWのどれかに設定した場合，出力単位はWになります。 
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■dの値 
判定結果 

値 合否判定 
PASS Pass : 合格 
FAIL Fail : 不合格 
 
■制約条件 
・ Display TypeがMarginのとき，bの値はdB固定になります（cf. DISPTYPE_SMASK）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「マージンの最も少ないポイントのピーク値を読み出す」 
<Program> 
DSPL SMASK 
PEAK_SMASK? PEAK,DB 
 
<Response> 
−12.64,FAIL 
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PHASEERR 
 
■機能 
RMS Phase Error 
Modulation Analysist測定において，Phase ErrorのRMS値の測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- PHASEERR? phase 
 
■パラメータ 
phase 
Phase ErrorのRMS値 
分解能 単位 

0.01 deg 
 
■使用例 
「Phase Errorの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
PHASEERR? 
 
<Response> 
11.58 
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PHOLD_MOD 
 
■機能 
Peak Hold for Modulation Analysis 
Peak Code Domain Errorのピーク値をアベレージモードの平均値で表示するかどうかを選択します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
PHOLD_MOD on_off PHOLD_MOD? on_off 

 
■パラメータ 
on_off 
アベレージモードの平均値での表示/非表示 

値 表示/非表示 初期値 
ON Peak Code Domain Errorのピーク値をアベレージモードの平均値で表示しません。 ＊ 
OFF Peak Code Domain Errorのピーク値をアベレージモードの平均値で表示します。  

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ Storage ModeがAverage以外の場合は設定できません(cf. STRG_MOD) 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「平均値で表示する」 
<Program> 
PHOLD_MOD ON 
PHOLD_MOD? 
 
<Response> 
ON 
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PICHCNO_MOD 
 
■機能 
PICH Channelization Code Number for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定時のPICH Channelization Code Numberを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
PICHCNO_MOD a PICHCNO_MOD? a 

 
■パラメータ 
a 
PICH Channelization Code Numberの設定 

範囲 分解能 初期値 
0～255 1 16 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown LinkおよびDown Link(Compressed)の場合に設定できます(cf. MEASOBJ)。 
・ DTX SetupがOnの場合のみ有効となります(cf. DTXSETUP_MOD)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「PICH Channelization Code Numberを 10に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
DTXSETUP_MOD ON 
PICHCNO_MOD 10 
PICHCNO_MOD? 
 
<Response> 
10 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-196 

PICHTIMINGOFS_MOD 
 
■機能 
PICH Timing Offset for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定時のPICH Timing Offsetを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
PICHTIMINGOFS_MOD a PICHTIMINGOFS_MOD? a 

 
■パラメータ 
a 
PICH Timing Offsetの設定 

範囲 分解能 初期値 
0～149 1 120 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown LinkおよびDown Link(Compressed)の場合に設定できます(cf. MEASOBJ)。 
・ DTX SetupがOnの場合のみ有効となります(cf. DTXSETUP_MOD)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「PICH Timing Offsetを 10に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
DTXSETUP_MOD ON 
PICHTIMINGOFS_MOD 10 
PICHTIMINGOFS_MOD? 
 
<Response> 
10 
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PNLMD 
 
■機能 
Panel Mode 
測定器の測定モードを切り替えます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

PNLMD mode PNLMD? mode 
 
■パラメータ 
mode 
測定モード 

値 測定モード 
SPECT Spectrum Analyzerモード 
SYSTEM Tx Testerモード 
CONFIG Configモード 
 
■使用例 
「Tx Testerモードに切り替えます」 
<Program> 
PNLMD SYSTEM 
PNLMD? 
 
<Response> 
SYSTEM 
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POWER 
 
■機能 
Power 
パワーメータによるRF平均電力の絶対値または相対値を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- POWER? unit pwr 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
DBM dBm 
WATT W 
DB dB 
 
pwr 
RF平均電力の絶対値または相対値 
分解能 単位（unitで指定した値に依存します） 

0.01 dBm,dB 
0.001 W 

 
■使用例 
「dBm単位でRF平均電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL PWRMTR 
POWER? DBM 
 
<Response> 
−1.43 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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POWER_CCDF 
 
■機能 
Power for CCDF 
CCDF画面において，パワーを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- POWER_CCDF? a,b,c,d,e 

 
■パラメータ 
a，b，c，d，e の値 
aの値 平均Power 
bの値 最大Power（絶対値） 
cの値 最大Power（平均Powerからの相対値） 
dの値 最小Power（絶対値） 
eの値 最小Power（平均Powerからの相対値） 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「平均パワーの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
POWER_CCDF? 
 
<Response> 
10.53, 20.53, 10.00, 0.53, −10.00 
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PPCDPERR 
 
■機能 
Peak Code Domain Error 
Modulation Analysis 測 定 に お い て ， Peak Code Domain Error の Channelization Code Number, 
Spreading Factorおよび測定結果を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- PPCDPERR? 
--- PPCDPERR? ERR 

err 

--- PPCDPERR? SF sf 
--- PPCDPERR? CH ch 
--- PPCDPERR? PHASE phase 

 
■パラメータ 
err 
Peak Code Domain Error 

分解能 単位 
0.01 dB 

 
sf 
Spreading Factor 

値 Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
256 Down Link 

 
ch 
Channelization Code Number 

範囲 分解能 
0～（sf – 1） 1 

 
Phase 
Phase 

Range Measuring Object（cf. MEASOBJ） 
I,Q Up Link 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがUP Link (RACH) ,QPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ 引数PHASEはUpLink時のみ有効です(cf. MEASOBJ)。 
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■使用例 
「Peak Code Domain Errorを読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SWP 
PPCDPERR? 
 
<Response> 
−12.87 
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PRE 
 
■機能 
Preset 
すべての初期化対象測定制御パラメータを初期化します。INI，IPコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

PRE --- --- 
 
■使用例 
「初期化対象のパラメータを初期化する」 
<Program> 
PRE 
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PREAMP 
 
■機能 
Pre Ampl 
Pre AmplのOn/Offを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

PREAMP on_off PREAMP? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Pre AmplのOn/Off設定 

値 Pre Ampl 初期値

ON Pre AmplをOnに設定します  
OFF Pre AmplをOffに設定します ＊ 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Pre AmplをOnにする」 
<Program> 
PREAMP ON 
PREAMP? 
 
<Response> 
ON 
 
■オプション・機器による制約 
オプションMS860xA-08/MS2681A-08/MS2683A-08 プリアンプが搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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PROBPWR_CCDF 
 
■機能 
Power at Specified Probability for CCDF 
CCDF画面において，特定の確率でのパワー偏差を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- PROBPWR_CCDF? a1,a2,a3,a4,a5,a6 

 
■パラメータ 
a の値 
分解能 単位 

0.1 dB 
結果を10, 1, 0.1, 0.01, 0.001, 0.0001%の順番で出力します。該当するパワーが存在しない場合は，***を出力し

ます。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「パワー偏差の測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
PROBPWR_CCDF? 
 
<Response> 
2.3,4.5,5.6,6.8,***,*** 
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PSSYNC_DEMOD 
 
■機能 
Pilot Symbol Synchronization for Demodulation. 
Demodulation測定において，パイロットシンボル同期を行い絶対位相を確定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
PSSYNC_DEMOD on_off PSSYNC_DEMOD? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
同期処理のOn/Off 

値 同期処理のOn/Off 初期値

ON パイロットシンボルによる同期処理を行います  
OFF パイロットシンボルによる同期処理を行いません ＊ 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「パイロットシンボルによる同期処理を行う」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
PSSYNC_DEMOD ON 
PSSYNC_DEMOD? 
 
<Response> 
ON 
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PVECTERR 
 
■機能 
Peak EVM 
Modulation Analysis測定において，EVMの最大瞬時値の測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- PVECTERR? pevm 
 
■パラメータ 
pevm 
Peak EVM 
分解能 単位 

0.01 % 
 
■使用例 
「Peak EVM値を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
PVECTERR? 
 
<Response> 
45.23 
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PWRCAL 
 
■機能 
Power Calibration 
“PWRCAL”でパワー測定における校正，“PWRCAL?”で校正値の読み出しを行います。校正値の設定は

“CALVAL”で外部制御でのみ設定できます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

PWRCAL PWRCAL? cal 
 
■パラメータ 
cal 
校正値 
範囲 分解能 初期値 単位 
－10.00～10.00 0.01 0.00 dBm 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter，Power Meter，またはIQ Levelの場合は実行できません 

（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワー測定における校正を行う」 
<Program> 
CALVAL 2.33 
PWRCAL? 
PWRCAL 
 
<Response> 
2.33 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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PWRPROB_CCDF 
 
■機能 
Probability at Specified Power for CCDF 
CCDF画面において，グリッドでの確率を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- PWRPROB_CCDF? a1,a2,a3,a4,a5 

 
■パラメータ 
a の値 
設定したパワーでの確率 
分解能 単位 
0.0001 % 

結果は，グリッド値の小さい順番で出力します。該当するパワーが存在しない場合は，***を出力します。 
Horizontal Scale 

（cf. HSCALE_CCDF） 
読み出すグリッド値 

2 dB 0.4 dB 0.8 dB 1.2 dB 1.6 dB 2 dB
5 dB 1 dB 2 dB 3 dB 4 dB 5 dB

10 dB 2 dB 4 dB 6 dB 8 dB 10 dB
20 dB 4 dB 8 dB 12 dB 16 dB 20 dB
50 dB 10 dB 20 dB 30 dB 40 dB 50 dB

Trace FormatがNegativeの場合のみマイナス側のグリッドのデータを読み出します。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「グリッドでの確率の測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SWP 
PWRPROB_CCDF? 
 
<Response> 
50.1234,12.2345,7.1234,3.2345,*** 
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QLVL 
 
■機能 
Q Level (RMS) 
IQ Level画面において，Q信号のRMS値の測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- QLVL? unit rms 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位 
MV MV 
DBMV dBmV 
 
rms 
Q信号のRMS値 
分解能 単位 

0.01 unitで指定された単位に依存します。 
 
■使用例 
「Q Level (RMS) 値を読み出す」 
<Program> 
TERM IQAC 
MEAS IQLVL 
QLVL? MV 
 
<Response> 
0.53 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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QPPLVL 
 
■機能 
Q Level (Peak to Peak) 
IQ Level画面において，Q信号のPeak to Peak値の測定結果を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- QPPLVL? unit pp 
 
■パラメータ 
unit 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし 既存の設定単位 
MV MV 
DBMV dBmV 
 
pp 
Q信号のPeak to Peak値 
分解能 単位 
0.01 unitで指定された単位に依存します。 
 
■使用例 
「Q Level (Peak to Peak) 値を読み出す」 
<Program> 
TERM IQAC 
MEAS IQLVL 
QPPLVL? MV 
 
<Response> 
3.55 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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RATIO 
 
■機能 
On/Off Power Ratio for Transmitter Power (RACH) 
Transmitter Power測定のMeasure MethodがRACHにおいて，On PowerとOff Powerの比を読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 

--- RATIO? ratio 
 
■パラメータ 
ratio 
On/Off比 
分解能 単位 

0.01 dB 
On/Off比はOff Power（Average）とOn Powerの比です。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「On/Off Ratioの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
RATIO? 
 
<Response> 
−48.53 
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RBD_ADJ 
 
■機能 
RBW Mode:Digital/Normal 
Adjacent Channel Power測定において，ディジタルフィルタ掃引モードにするかどうかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RBD_ADJ a RBD_ADJ? a 
 
■aの値 
掃引モード 

値 掃引モード 初期値

DGTL ディジタルフィルタ掃引モード（Digital）に設定します。  
NRM 通常の掃引モード（Normal）に設定します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「ディジタルフィルタ掃引モードに設定する」 
<Program> 
RBD_ADJ DGTL 
RBD_ADJ? 
 
<Response> 
DGTL 
 
■注意 
この機能はオプションです。オプションが無効な場合は，Normalが設定されているものと見なします。 
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RBD_OBW 
 
■機能 
RBW Mode:Digital/Normal 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定において，ディジタルフィルタ掃引モードにするかどうか

を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RBD_OBW a RBD_OBW? a 
 
■aの値 
掃引モード 

値 掃引モード 初期値

DGTL ディジタルフィルタ掃引モード（Digital）に設定します。  
NRM 通常の掃引モード（Normal）に設定します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「ディジタルフィルタ掃引モードに設定する」 
<Program> 
RBD_OBW DGTL 
RBD_OBW? 
 
<Response> 
DGTL 
 
■注意 
この機能はオプションです。オプションが無効な場合は，Normalが設定されているものと見なします。 
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RBD_SMASK 
 
■機能 
RBW Mode:Digital/Normal for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，ディジタルフィルタ掃引モードにするかどうかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RBD_SMASK a RBD_SMASK? a 
 
■aの値 
掃引モード 

値 掃引モード 初期値

DGTL ディジタルフィルタ掃引モード（Digital）に設定します。  
NRM 通常の掃引モード（Normal）に設定します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「ディジタルフィルタ掃引モードに設定する」 
<Program> 
RBD_SMASK DGTL 
RBD_SMASK? 
 
<Response> 
DGTL 
 
■注意 
この機能はオプションです。オプションが無効な場合は，Normalが設定されているものとみなします。 
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RBW_ADJ 
 
■機能 
Resolution Bandwidth for Adjacent Chnnel Power 
Adjacent Channel Power測定におけるRBW（Resolution Bandwidth）を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
RBW_ADJ a RBW_ADJ? a 
 
■aの値 
RBW 

範囲 分解能 初期値 単位 RF Input 
10～1000000 1 30000 Hz RBW ModeがDigitalの場合 

300～20000000 1 30000 Hz RBW ModeがAnalogの場合 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力可能ですが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 備考 
10, 30, 100, 300, 1000, 3000, 10000, 100000, 300000, 1000000 RBW ModeがDigitalの場合 
300, 1000, 3000, 10000, 30000, 100000, 300000, 1000000, 
3000000, 5000000, 10000000, 20000000 

RBW ModeがAnalogの場合 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「RBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
RBW_ADJ 30KHZ 
RBW_ADJ? 
 
<Response> 
30000 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-216 

RBW_CCDF 
 
■機能 
Select Resolution Bandwidth for CCDF 
CCDF画面において，フィルタリングするデジタルフィルタを選択します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RBW_CCDF a RBW_CCDF? a 
 
■aの値 
フィルタの選択 

値 フィルタの選択 初期値

3 MHz, 5 MHz, 10 MHz, 20 MHz aの値のRBWを使用します。 5 MHz
RRC 3.84 MHzのRRCフィルタ（α=0.22）を使用します。  
RC 3.84 MHzのRCフィルタ（α=0.22）を使用します。  
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「RBWを10 MHzにする」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
RBW_CCDF 10MHZ 
RBW_CCDF? 
 
<Response> 
10MHZ 
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RBW_OBW 
 
■機能 
Resolution Bandwidth for Occupied Bandwidth 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定におけるRBW（Resolution Bandwidth）を設定しま

す。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RBW_OBW a RBW_OBW? a 
 
■aの値 
RBW 

範囲 分解能 初期値 単位 RF Input 
10～1000000 1 30000 Hz RBW ModeがDigitalの場合 

300～20000000 1 30000 Hz RBW ModeがAnalogの場合 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 備考 
10, 30, 100, 300, 1000, 3000, 10000, 100000, 300000, 1000000 RBW ModeがDigitalの場合 
300, 1000, 3000, 10000, 30000, 100000, 300000, 1000000, 
3000000, 5000000, 10000000, 20000000 

RBW ModeがAnalogの場合 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「RBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
RBW_OBW 30KHZ 
RBW_OBW? 
 
<Response> 
30000 
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REFTR_CCDF 
 
■機能 
Select Reference Trace for CCDF 
CCDF画面において，追加表示する波形を選択します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

REFTR_CCDF a REFTR_CCDF? a 
 
■aの値 
波形の選択 

値 波形の選択 初期値

OFF 測定波形のみ表示します。 ＊ 

SAVE 
Save Reference Trace（cf. SAVETR_CCDF）で設定した

波形を表示します。 
 

GAUSS Gaussin Trace波形を表示します。  
SAVEGAUSS Save TraceとGaussian Trace波形を表示します。  
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Save Trace 波形を表示する」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
REFTR_CCDF SAVE 
REFTR_CCDF? 
 
<Response> 
SAVE 
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RL_ADJ 
 
■機能 
Ref Level for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定における Ref Level を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RL_ADJ a RL_ADJ? a 
 
■aの値 
Ref Level 

範囲 分解能 初期値 単位

制約条件を参照してください。 0.01 50.00 dBm
 
□サフィックスコード 
なし : dBm 
DBM : dBm 
 
■制約条件 
・ リファレンスレベルの設定範囲は，RF Input: High/Low（cf. RFINPUT），Pre Ampl: On/Off（cf. PREAMP）

により次のようになります。なお，RefLevelOffsetについては，RFLVLOFSを参照してください。 
 RF Input 

 High Low 
Pre Ampl: Off （－100.00 + RefLevelOffset） 

to（50.00 + RefLevelOffset） 
（－120.00 + RefLevelOffset） 
to（40.00 + RefLevelOffset） 

Attenuator Mode: 
Auto 

Pre Ampl: On （－120.00 + RefLevelOffset） 
to（30.00 + RefLevelOffset） 

（－140.00 + RefLevelOffset） 
to（20.00 + RefLevelOffset） 

・ RF InputまたはPre Amplの変更によって，リファレンスレベルが設定範囲外になる場合は，最も近い値に丸め

られます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Ref Levelを－30 dBmに設定する」 
<Program> 
ATTMD_ADJ AUTO 
RL_ADJ -30DBM 
RL_ADJ? 
 
<Response> 
－30.00 
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RL_OBW 
 
■機能 
Ref Level for Occupied Bandwidth 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定における Ref Level を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RL_OBW a RL_OBW? a 
 
■aの値 
Ref Level 

範囲 分解能 初期値 単位

制約条件を参照してください 0.01 50.00 dBm 
 
□サフィックスコード 
なし : dBm 
DBM : dBm 
 
■制約条件 
・ リファレンスレベルの設定範囲は，RF Input: High/Low（cf. RFINPUT），Pre Ampl: On/Off（cf. PREAMP）

により次のようになります。なお，RefLevelOffsetについては，RFLVLOFSを参照してください。 
 RF Input 

 High Low 
Pre Ampl: Off （－100.00 + RefLevelOffset） 

to（50.00 + RefLevelOffset） 
（－120.00 + RefLevelOffset） 
to（40.00 + RefLevelOffset） 

Attenuator Mode: 
Auto 

Pre Ampl: On （－120.00 + RefLevelOffset） 
to（30.00 + RefLevelOffset） 

（－140.00 + RefLevelOffset） 
to（20.00 + RefLevelOffset） 

・ RF InputまたはPre Amplの変更によって，リファレンスレベルが設定範囲外になる場合は，最も近い値に丸め

られます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Ref Levelを－30 dBmに設定する」 
<Program> 
ATTMD_OBW AUTO 
RL_OBW -30DBM 
RL_OBW? 
 
<Response> 
－30.00 
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RL_SMASK 
 
■機能 
Ref Level for Spectrum Emission Mask 
スペクトラムアナライザを使ったSpectrum Emission Mask測定における Ref Level を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RL_SMASK a RL_SMASK? a 
 
■aの値 
Ref Level 

範囲 分解能 初期値 単位 
制約条件を参照してください。 0.01 50.00 dBm 
 
□サフィックスコード 
なし : dBm 
DBM : dBm 
 
■制約条件 
・ リフ ァレン ス レベ ル の 設定 範囲 は，RF Input: High/Low （ cf. RFINPUT）， Pre Ampl: On/Off （ cf. 

PREAMP）により次のようになります。なお，RefLevelOffsetについては，RFLVLOFSを参照してください。 
 RF Input 

 High Low 
Pre Ampl: Off （－100.00 + RefLevelOffset） 

to（50.00 + RefLevelOffset） 
（－120.00 + RefLevelOffset） 
to（40.00 + RefLevelOffset） 

Attenuator Mode: 
Auto 

Pre Ampl: On （－120.00 + RefLevelOffset） 
to（30.00 + RefLevelOffset） 

（－140.00 + RefLevelOffset） 
to（20.00 + RefLevelOffset） 

・ RF InputまたはPre Amplの変更によって，リファレンスレベルが設定範囲外になる場合は，最も近い値に丸め

られます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Ref Levelを－30 dBmに設定する」 
<Program> 
RL_SMASK -30DBM 
RL_SMASK? 
 
<Response> 
－30.00 
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RFINPUT 
 
■機能 
RF Input connector 
入力するRF信号のコネクタを設定をします。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
RFINPUT high_low RFINPUT? high_low 
 
■パラメータ 
high_low 
RF信号のコネクタ 

値 RF信号のコネクタ 初期値 
HIGH High Power ＊ 
LOW Low Power  
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「RF信号の入力コネクタをHigh Powerに設定する」 
<Program> 
RFINPUT HIGH 
RFINPUT? 
 
<Response> 
HIGH 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS8608Aの場合のみ，本コマンドは有効です。 
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RFLVL 
 
■機能 
Reference Level 
Reference Levelを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RFLVL rflevel RFLVL? rflevel 
 
■パラメータ 
rflevel 
Reference Level 

範囲 RF Input 初期値 分解能 単位 
－（10.00 + offset）～（42.00 + offset） MS8608A High Power 30.00 0.01 dBm 
－（30.00 + offset）～（22.00 + offset） MS8608A Low Power 

MS8609A 
22.00 0.01 dBm 

・offsetはリファレンスレベルオフセットの設定値です（cf. RFLVLOFS）。 
 
□サフィックスコード 
なし : dBm 
DBM : dBm 
 
■制約条件 
・ TerminalがRF以外の場合は設定できません（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Reference Levelを－10 dBmに設定する」 
<Program> 
TERM RF 
RFINPUT HIGH 
RFLVLOFS 0 
RFLVL −10 
RFLVL? 
 
<Response> 
HIGH 
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RFLVLOFS 
 
■機能 
Reference Level Offset 
Reference Level Offsetを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RFLVLOFS offset RFLVLOFS? offset 
 
■パラメータ 
offset 
Reference Level Offset 

範囲 分解能 初期値 単位 
－99.99～99.99 0.01 0.00 dB 

 
□サフィックスコード 
なし: dB 
DB: dB 
 
■制約条件 
・ TerminalがRF以外の場合は設定できません（cf. TERM）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Reference Level Offsetを0 dBに設定する」 
<Program> 
TERM RF 
RFLVLOFS 0.00 
RFLVLOFS? 
 
<Response> 
0.00 
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RLALLTPC 
 
■機能 
Relative Limit 
TPC測定において，Slot2からAnalysis Slotまでの一つ前のスロットに対するRelative Limitの値を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
RLALLTPC rellimit1,cmnd,step RLALLTPC? cmnd,step rellimit2 
 
■パラメータ 
rellimit1 
Relative Limit 

範囲 分解能 単位 
0.00～99.99 0.01 dB 

 
□サフィックスコード 
なし: dB 
DB: dB 
 
cmnd 
Command 
値 Command 

0 0 
1 +1 
2 －1 

 
step 
Power Control Step 
値 Command 

1 1 dB 
2 2 dB 
3 3 dB 

 
rellimit2 
Relative Limit 

範囲 分解能 単位 
－99.99～99.99 0.01 dB 
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■制約条件 
・ cmnd，stepはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期値 
cmnd,stepに対する初期値は以下のとおりです。 
Step Command Lower Upper 

+1 0.5 dB 1.5 dB 
0 －0.5 dB 0.5 dB 1dB 

-1 －1.5 dB －0.5 dB 
+1 1.5 dB 2.5 dB 

0 －0.5 dB 0.5 dB 2dB 
-1 －2.5 dB －1.5 dB 
+1 2.5 dB 3.5 dB 

0 －0.5 dB 0.5 dB 3dB 
-1 －3.5 dB －2.5 dB 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Relative Limitを30.00 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
DSPL SETTPC 
RLALLTPC 30.00 
RLALLTPC? 
 
<Response> 
30.00 
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RLTPCTOL 
 
■機能 
Power Control Tolerance for Transmitter Power (TPC) 
TPC測定において，Slot2からAnalysis Slotまでの一つ前のスロットに対するPower Control Toleranceの値を設

定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
RLTPCTOL low,up,cmnd,step RLTPCTOL? cmnd,step low,up 
 
■パラメータ 
up,low 
Power Control Tolerance 

範囲 分解能 単位 
－99.99～99.99 0.01 dB 

up，lowはそれぞれUpper Limit, Lower Limitです。 
 
□サフィックスコード 
なし: dB 
DB: dB 
 
cmnd 
Command 
値 Command 

0 0 
1 +1 
2 -1 

 
step 
Power Control Step 
値 Command 

1 1 dB 
2 2 dB 
3 3 dB 

cmnd，stepに対する初期値はRLALLTPCの初期値を参照してください。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
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■使用例 
「Power Control 1 dBのコマンド0のLower，Upper Limitを－0.4 dB，0.4 dBに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
DSPL SETTPC 
RLTPCTOL -0.4,0.4,0,1 
RLTPCTOL? 0,1 
 
<Response> 
−0.4,0.4 
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RNG 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを上げ下げします。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RNG up_down --- --- 
 
■パラメータ 
up_down 
パワーメータのレンジ操作 
値 パワーメータのレンジ操作 

UP 測定レンジを1段階上げます 
DN 測定レンジを1段階下げます 
・ 最大レンジの場合にRNG UPを送信してもレンジは変わりません。 
・ 最小レンジの場合にRNG DNを送信してもレンジは変わりません。 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「レンジを1段階上げる」 
<Program> 
RNG UP 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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RNG1 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを最低レンジに設定します。レンジ値は，Input RF levelがMS8608A High powerの
場合は0 dBm，MS8608A Low powerまたはMS8609Aの場合は－20 dBmです。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RNG1 --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワーメータの測定レンジを最低レンジに設定する」 
<Program> 
RNG1 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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RNG2 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを最低レンジから2番目のレンジに設定します。レンジ値は，Input RF levelが
MS8608A High powerの場合は10 dBm，MS8608A Low powerまたはMS8609Aの場合は－10 dBmです。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
RNG2 --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワーメータの測定レンジを下から2番目に設定する」 
<Program> 
RNG2 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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RNG3 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを中間レベルのレンジに設定します。レンジ値は，Input RF levelがMS8608A High 
pwerの場合は+20 dBm，MS8608A Low powerまたはMS8609Aの場合は0 dBmです。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RNG3 --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワーメータの測定レンジを中間レベルに設定する」 
<Program> 
RNG3 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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RNG4 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを最低レンジから４番目のレンジに設定します。レンジ値は，Input RF levelが
MS8608A High powerの場合は+30 dBm，MS8608A Low powerまたはMS8609Aの場合は+10 dBmです。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RNG4 --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワーメータの測定レンジを最低レンジから4番目に設定します」 
<Program> 
RNG4 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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RNG5 
 
■機能 
パワーメータの測定レンジを最大レンジに設定します。レンジ値は，Input RF levelがMS8608A High powerの
場合は+40 dBm，MS8608A Low powerまたはMS8609Aの場合は+20 dBmです。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RNG5 --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「パワーメータの測定レンジを最大レンジに設定します」 
<Program> 
RNG5 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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ROTATION 
 
■機能 
Rotate Demodulation Bit 
Demodulation測定において復調bitに対してビットの回転を行います。 
コマンドを実行するたびに90°回転します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ROTATION --- --- 
 
■使用例 
「復調データを180°回転する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
ROTATION 
ROTATION 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-236 

RRCFLT_ADJ 
 
■機能 
Select RRC filtered/not filtered power for adjacent channel power 
Adjacent Channel Power測定において，Measure MethodがSPA（All）またはSPA（Separate）の場合，隣接

チャネル漏洩電力をRRC Filterの重み付けをするかしないかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

RRCFLT_ADJ a RRCFLT_ADJ? a 
 
■aの値 
a の値 CF Marker Mode 初期値 
ON RRC Filterの重み付けをして隣接チャネル漏洩電力を測定します。  
OFF RRC Filterの重み付けを行わず隣接チャネル漏洩電力を測定します。 ＊ 
 
■使用例 
「RRC Filterの重み付けを行う」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
RRCFLT_ADJ ON 
RRCFLT_ADJ? 
 
<Response> 
ON 
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S1 
 
■機能 
Continuous Measure/Sweep 
測定／掃引を連続的に実行します。測定中であってもコマンドを受け付けます。CONTSコマンドと同機能です。測

定中に再度CONTSコマンドなどの測定実行コマンドを受け取った場合，その時点で現在の測定を中断し，新たに

測定を開始します。また，測定中に測定に関係しない動作のコマンド，たとえばINTPOLコマンドやQuery 
Messageを受け取った場合は，そのコマンドに応答しつつその測定は継続されます。しかし，測定に関わるコマンド

を測定中に受け取った場合は測定を中断してそのコマンドの動作を実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

S1 --- --- 
 
■使用例 
「連続測定／掃引を行う」 
<Program> 
S1 
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S2 
 
■機能 
Single Measure/Sweep 
測定／掃引を1回実行します。測定中であってもコマンドを受け付けます。SINGLEコマンドと同機能です。測定中

に再度SNGLSコマンドなどの測定実行コマンドを受け取った場合，その時点で現在の測定を中断し，新たに測定

を開始します。また，測定中に測定に関係しない動作のコマンド，たとえばINTPOLコマンドやQuery Messageを

受け取った場合は，そのコマンドに応答しつつその測定は継続されます。しかし，測定に関わるコマンドを測定中に

受け取った場合は測定を中断してそのコマンドの動作を実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

S2 --- --- 
 
■使用例 
「測定／掃引を1回行う」 
<Program> 
S2 
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SAVETR_CCDF 
 
■機能 
Save Reference Trace for CCDF 
CCDF画面において，Reference Traceを保存します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SAVETR_CCDF SAVETR_CCDF? a 
 
■パラメータ 
a の値 

値 状態 
ON 波形は保存されています 
OFF 波形は保存されていません。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Reference Traceを保存する」 
<Program> 
DSPL CCDF,CCDF 
SAVETR_CCDF 
SAVETR_CCDF? 
 
<Response> 
ON 
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SCHPWR 
 
■機能 
SCH Level 
Modulation Analysis画面において，Down LinkのSCHのレベルを読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SCHPWR? a b 
 
■パラメータ 
a の値 
読み出すSCHの選択 

値 読み出すSCH 
なし Primary-SCH，Secondary-SCH，TotalのSCHレベルを出力します。 
PSCH Primary-SCHのSCHレベルを出力します。 
SSCH Secondary-SCHのSCHレベルを出力します。 
TSCH TotalのSCHレベルを出力します。 
ALL Primary-SCH，Secondary-SCH，TotalのSCHレベルを出力します。 
 
b の値 
SCH Level 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
■制約条件 
・ Setup Common Parameter画面のScrambling Code & NumberがAutoで測定した場合のみ有効です 

(cf. CODESYNC)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「Primary-SCHレベルを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
CODESYNC AUTO 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SWP 
SCHPWR? PSCH 
 
<Response> 
−10.03 
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SCCODENO_DEMOD 
 
■機能 
Scrambling Code Result for Demodulation 
Demodulation画面において，復調に使用したScrambling Codeを読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SCCODENO_DEMOD? a b 
 
■パラメータ 
a の値 
読み出しトレース 

値 Scrambling Code Measuring Object 
（cf. MEASOBJ） 

なし 
NF 

Normal FrameのScrambling Codeを読み出します。 

CF Compressed FrameのScrambling Codeを読み出します。 
Down Link (Compress) 

なし 復調に使用したScrambling Codeを読み出します。 Down Link, Up Link 
 
b の値 
Scrambling Code Number 

範囲（16進数） Measuring Object 
（cf. MEASOBJ） 

分解能

000000～FFFFFF Up Link 
 000000～3FFFF Down Link, Down Link (Compress) 

1

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は使用できません（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Scrambling Codeを読み出す」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SWP 
SCCODENO_DEMOD? 
 
<Response> 
000000 
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SCCODENO_MOD 
 
■機能 
Scrambling Code Result for Modulation Analysis 
Modulation Analysis画面において，復調に使用したScrambling Codeを読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SCCODENO_MOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
Scrambling Code Number 

範囲（16進数） Measuring Object 
（cf. MEASOBJ） 

分解能 

000000～FFFFFF Up Link 
 00000～3FFFF Down Link, Down Link (Compress) 

1

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は使用できません（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Scrambling Codeを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
SWP 
SCCODENO_MOD? 
 
<Response> 
000000 
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SCNO 
 
■機能 
Channelization Codes Number 
同期処理のためにチャネル化するコード番号を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SCNO code SCNO? code 
 
■パラメータ 
code 
コード番号 

範囲 Spreading Factor Mode（cf. SFMD） 分解能 初期値

0 DPCCH / P-CPICH --- 0 
0～（Spreading Factor値 – 1） Set 1 1 
・Speading Factor ModeがDPCCH / P-CPICHの場合はレスポンスの値です。設定はできません。 
・Spreading Factorの値はSetup Common ParameterのSFコマンドで設定します。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがUp Linkで，かつSpeadin Factor ModeがDPCCHの場合は設定できません。 
・ Measuring ObjectがDown Linkで，かつSpreading Factor ModeがP-CPICHの場合は設定できません 

（cf. SFMD）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「コード番号を120に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
SFMD SET 
SF 256 
SCNO 120 
SCNO? 
 
<Response> 
120 
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SCNO_DEMOD 
 
■機能 
Channelization Code for Demodulation Data 
Demodulation Data測定において，同期処理のためのチャネライゼーションコードを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
SCNO_DEMOD code SCNO_DEMOD? code 
 
■パラメータ 
code 
Channelization code値 

範囲 分解能 初期値

0～（Spreading Factor値 – 1） 1 1 
・Spreading Factorの値はDemodulation DataのSF_DEMODコマンドで設定します。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Speading Factorが64のとき，Channelization Codeを33に設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SF_DEMOD 64 
SCNO_DEMOD 33 
SCNO_DEMOD? 
 
<Response> 
33 
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SCOFS 
 
■機能 
Phase Offset 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがConstellation またはEye Diagramのとき，測定結果お

よびError Scale表示の回転角度を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SCOFS phase SCOFS? phase 
 
■パラメータ 
phase 
回転角度 
値 回転角度 初期値 

0 0° ＊ 
45 45°  
 
■制約条件 
・ Trace FormatがConstellation, Eye Diagram以外の場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Phase Offsetを45°にする」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM CONSTEL 
SCOFS 45 
SCOFS? 
 
<Response> 
45 
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SETCH_CDVSTM 
 
■機能 
Setup Channel Data for Code vs Time 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode vs Timeの場合に，解析するチャネルのSpreading 
Factor，Channelization Codeを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
SETCH_CDVSTM a,b,c SETCH_CDVSTM? c a,b 
 
■パラメータ 
a の値 
Channelization Code 

範囲 分解能 初期値

0～（Spreading Factor – 1） 1 1 
 
b の値 
Spreading Factor 

値 Measuring Object 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 256 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link, Down Link (Compress) 256 
 
c の値 
設定チャネル 

値 Measuring Object 設定チャネル 
なし 
1 

Up LinkのI相のチャネルを設定します。 

2 
Up Link 

Up LinkのQ相のチャネルを設定します。 
なし 
1 

Down Link Down Linkのチャネルを設定します。 

なし 
1 

Down LinkのNormal Frame用のチャネルを設定します。 

2 
Down Link (Compress) 

Down LinkのCompressed Frame用のチャネルを設定します。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがUp Link，Down Link，またはDown Link (Compress)の場合のみ実行可能です 

（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「CF MarkerがManualの場合にNormal FrameのチャネルをSF=128, CH=11に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
CFMKR_MOD MAN 
SETCH_CDVSTM NF 
CFSC_CDVSTM ALTN 
SETCH_CDVSTM 11,128,1 
SETCH_CDVSTM? 1 
 
<Response> 
11, 128 
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SETCH_DEMOD 
 
■機能 
Setup Channel Data for Demoduation 
Demodulation測定において，解析するチャネルのSpreading Factor，Channelization Codeを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
SETCH_DEMOD a,b,c SETCH_DEMOD? c a,b 
 
■パラメータ 
a の値 
Channelization Code 

範囲 分解能 初期値

0～（Spreading Factor – 1） 1 1 
 
b の値 
Spreading Factor 

値 Measuring Object 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 256 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link, Down Link (Compress) 256 
 
c の値 
設定チャネル 

値 Measuring Object 設定チャネル 
なし 
1 

Up LinkのI相のチャネルを設定します。 

2 
Up Link 

Up LinkのQ相のチャネルを設定します。 
なし 
1 

Down Link Down Linkのチャネルを設定します。 

なし 
1 

Down LinkのNormal Frame用のチャネルを設定します。 

2 
Down Link (Compress) 

Down LinkのCompressed Frame用のチャネルを設定します。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがUp Link，Down LinkまたはDown Link (Compress)の場合のみ実行可能です 

（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「CF MarkerがManualの場合にNormal FrameのチャネルをSF=128, CH=11に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
CFMKR_DEMOD MAN 
SETCH_DEMOD NF 
CFSC_DEMOD ALTN 
SETCH_DEMOD 11,128,1 
SETCH_DEMOD? 1 
 
<Response> 
11, 128 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-250 

SETREL 
 
■機能 
Set Relative level 
Power Meter画面に表示されている電力値を，相対値表示の基準値に設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SETREL --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meterのときのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「表示中の電力値を相対値表示の基準値にする」 
<Program> 
SETREL 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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SF 
 
■機能 
Spreading Factor 
Setup Common Paramter画面において，Spreading Factor Modeを”Set”にした場合のSpreading Factorを
設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SF sf SF? sf 
 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

値 Measuring Object Spreading Factor Mode 初期値

256 Up Link / Down Link DPCCH / P-CPICH 256 
256, 128, 64, 32, 16, 8, 4 Up Link Set 64 
512, 256, 128, 64, 32, 16, 8, 4 Down Link Set 64 
・Speadin Factor ModeがDPCCH / P-CPICHの場合はレスポンスの値です。設定はできません。 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがUp Linkで，かつSpreading Factor ModeがDPCCHの場合は設定できません。 
・ Measuring ObjectがDown Linkで，かつSpreading Factor ModeがP-CPICHの場合は設定できません 

（cf. SFMD）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Spreading Factorを128に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
SFMD SET 
SF 128 
SF? 
 
<Response> 
128 
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SF_CDANAL 
 
■機能 
Spreading Factor of Displayed Code Domain Power 
Modulation Analysis画面においてTrace FormatがCode Domainで，Auto Rate DetectionがOffの場合に表

示するコードドメインパワー拡散率を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SF_CDANAL a SF_CDANAL? a 
 
■aの値 
表示拡散率 

値 Measuring Object 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 256 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link 256 
 
■制約条件 
・ Auto Rate DetectionがOnの場合は設定できません（cf. AUTODET）。 
・ Measuring ObjectがDown LinkまたはDown Link（Compress）のとき，設定できる最大の拡散率はMAXSF

で設定されている値までとなります。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「表示拡散率を256に設定する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
AUTODET OFF 
SWP 
TRFORM CODE 
SF_CDANAL 256 
SF_CDANAL? 
 
<Response> 
256 
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SF_CDP 
 
■機能 
Spreading Factor for Code Domain 
Modulation Analysis測定において，Trace FormatがCode Domainの場合に，表示するSpreading Factorを
設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SF_CDP sf,phase SF_CDP? phase sf 
 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

値 Measuring Object 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 256 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link 256 
 
phase 

値 Measuring Object 
なし Up Link, Down Link 
I Up Link 
Q Down Link 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkの場合，phaseの設定はできません。（cf. MEASOBJ） 
・ Trace FormatがCode DomainまたはCode vs Time以外の場合は設定できません（cf. TRFORM）。 
・ Auto Rate DetectionがOnの場合は設定できません（cf. AUTODET）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Code Domain表示のときのSpreading Factor値を128に設定する」 
<Program> 
MEASOBJ UPLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
SF_CDP 128 
SF_CDP? 
 
<Response> 
128 
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SF_DEMOD 
 
■機能 
Spreading Factor for Demodulation Data 
Demodulation Data測定において，復調のためのSpreading Factorを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SF_DEMOD sf SF_DEMD? sf 
 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

値 Measuring Object 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 Up Link 64 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 Down Link 64 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「復調画面でのSpreading Factorを32に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL DEMOD 
SF_DEMOD 32 
SF_DEMOD? 
 
<Response> 
128 
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SFDPCH 
 
■機能 
Spreading Factor for DPCH 
Setup Common Parameter画面において，DPCHのSpreading Factor値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SFDPCH sf SFDPCH? sf 
 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

値 初期値

4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512 64 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをDown Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがDown Linkで，かつSpreading Factor ModeがSetの場合は設定できません 

（cf. SFMD）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「DPCHのSpreading Factorを32に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
SFMD PCPICH 
SFDPCH 32 
SFDPCH? 
 
<Response> 
32 
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SFDPDCH 
 
■機能 
Spreading Factor for DPDCH 
Setup Common Parameter画面において，DPDCHのSpreading Factor値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SFDPDCH sf SFDPDCH? sf 
 
■パラメータ 
sf 
Spreading Factor 

範囲 初期値 
4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 64 
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをUp Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
・ Measuring ObjectがUp Linkで，かつSpreading Factor ModeがSetの場合は設定できません 

（cf. SFMD）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「DPDCHのSpreading Factorを32に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
SFMD DPCCH 
SFDPDCH 32 
SFDPDCH? 
 
<Response> 
32 
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SFMD 
 
■機能 
Spreading Factor Mode 
同期処理のためのSpreading Factorを，DPCCHまたはP-CPICHにあわせるか手動で設定するかを指定しま

す。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SFMD sfmode SFMD? sfmode 
 
■パラメータ 
sfmode 
Spreading Factor Mode 

値 Spreading Factor Mode 初期値 Measuring Object 
DPCCH DPCCH ＊ 
SET Set  

Up Link 

PCPICH P-CPICH ＊ 
SET Set  

Down Link 

 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectをUp LinkまたはDown Linkに設定しておく必要があります（cf. MEASOBJ）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Spreading FactorおよびChannelization Code NumberをDPCCHに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
SFMD DPCCH 
SFMD? 
 
<Response> 
DPCCH 
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SIGNATURE 
 
■機能 
Preamble RACH Signature for Transmitter Power (RACH) 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがRACHの場合，Preamble RACHのSignatureを出力

します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SIGNATURE? a 

 
■パラメータ 
a の値 
Preamble Signature 

範囲 分解能 

0～15 1 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Signatureを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLINKRACH 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
SIGATURE? 
 
<Response> 
1 
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SLCTTEMP_SMASK 
 
■機能 
Select Template for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定のSetup Template画面において規格のテンプレートを設定します。 
Up Link，Down Linkの各テンプレートの選択は，TEMPTYPE_SMASKで設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
SLCTTEMP_SMASK a SLCTTEMP_SMASK? a 
 
■aの値 

値 規格 初期値

STD 3GPP規格のテンプレート値です。 ＊ 
・テンプレート値が規格外の場合はNOTが返ります。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Up Linkのテンプレートを設定する」 
<Program> 
DSPL SETTEMP 
TEMPTYPE_SMASK UPLNK 
SLCTTEMP_SMASK STD 
TEMPTYPE_SMASK? 
SLCTTEMP_SMASK? 
 
<Response> 
UPLNK 
STD 
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SLT_DEMOD 
 
■機能 
Read Out Demodulation Data in Slot Unit 
Demodulation測定において，復調データをスロット単位で出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- SLT_DEMOD? a,b,c,d e 

 
■パラメータ 
a の値 
読み出し開始スロット番号 

範囲 分解能 
1～（Demodulation Frame * 15） 1 
Demodulation FrameはFRMDMで設定します。 
 
b の値 
読み出しスロット長 

範囲 分解能 
1～（（Demodulation Frame * 15）－ a の値 + 1） 1 
 
c の値 
出力形式 

値 出力形式 
なし 
DEC 

10進数で出力します。 

HEX 16進数で出力します。 
 
d の値 
読み出しトレース 

値 読み出しトレース 
なし 
NF 

Normal Frameの復調データを読み出します。 

CF Compressed Frameの復調データを読み出します。 
 
e の値 
復調データ 

範囲 分解能 出力形式 

0～65535 10進数 
0～FFFF 

1 
16進数 
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■制約条件 
・ Measuring ObjectがUp Link (RACH)またはQPSKの場合は読み出しできません（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「2slot目から3slot分読み出す。」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
SWP 
SLTDEMOD? 2,3,DEC 
 
<Response> 
11,128,.... 
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SLTAVG_MOD 
 
■機能 
Averaged Code Domain Power in slot for Code vs Time 
Code vs Time波形の測定スロット間の平均Code Domain Powerを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTAVG_MOD? a,b c,d 

 
■パラメータ 
a の値 
出力波形 

Measuring Object 値 出力波形 

0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたI相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
2 設定されたQ相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 

Up Link 

ALL 
トータルパワーとI相のチャネルのCode Domain Power，Q相のチャネル

のCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたチャネルのCode Domain Powerを出力します。 

Down Link 

ALL トータルパワーとCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたチャネルのNormal Frame用のCode Domain Powerを出力

します。 
2 設定されたチャネルのCompressed Frame用のCode Domain Powerを

出力します。 

Down Link (Compress) 

ALL 
トータルパワーとNormal Frame用のCode Domain Power，および

Compressed Frame用のCode Domain Powerを出力します。 
 
b の値 
出力単位 

値 単位 

なし dB, dBm 
REL dB 
ABS dBm 
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c の値 
設定したチャネルのPower（相対値） 
分解能 単位 

0.01 dB 
aの値が0の場合，またはbの値がABSの場合，相対値は出力しません。 
 
d の値 
設定したチャネルのPower（絶対値） 
分解能 単位 

0.01 dBm 
bの値がRELの場合，絶対値は出力しません。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSK以外の場合のみ実行可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Down LinkのCPICHの平均相対電力と平均絶対電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SETCH_CDVSTM 0,256 
SWP 
SLTAVG_MOD? 1 
 
<Response> 
−1.59, 0.84 
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SLTAVGCARRFERR 
 
■機能 
Carrier Frequency Error in Slot for Code vs Time 
Code vs Time波形のすべてのスロットの平均Carrier Frequency Errorを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- SLTAVGCARRFERR? unit freq 

 
■パラメータ 
unitの値 
読み出し単位 

値 読み出し単位 
なし Hz 
HZ Hz 
PPM ppm 
 
freqの値 
すべての測定スロットの平均Carrier Frequency Error。単位はunitで設定された値。 
分解能 単位 

0.1 Hz 
0.001 ppm 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「測定スロット間の平均Carrier Frequency Errorを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
SLTAVGCARRFERR? HZ 
 
<Response> 
10.1 
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SLTAVGSCCODENO 
 
■機能 
Scrambling code number in Slot for Code vs Time 
Code vs Time波形の最終スロットのScrambling code numberを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTAVGSCCODENO? ALL num,jud 
--- SLTAVGSCCODENO? NUMBER num 
--- SLTAVGSCCODENO? JUDGE jud 

 
■パラメータ 
numの値 
最終スロットのScrambling code number 
分解能 単位 

1 なし 
 
judの値 
１測定においてすべてのScrambling code numberが一致するかを判定。 
判定結果 

値 合否判定 
OFF 未判定 
PASS すべてのScrambling code numberが一致する。 
FAIL あるScrambling code numberが一致しない。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ Measuring ObjectがDownlinkの場合のみ使用できます。 
・ Scramblilng Code Syncがsetの場合はユーザによってScrambling Code Numberを指定されるため，判定

は常時PASSになります。 
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■使用例 
「Scrambling code numberおよび判定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
SLTAVGSCCODENO? 
 
<Response> 
00070,PASS 
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SLTCARRFERR 
 
■機能 
Carrier Frequency Error in Slot for Code vs Time 
設定したスロットのCode vs Time波形のCarrier Frequency Errorを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTCARRFERR? n,unit freq 

 
■パラメータ 
n の値 
スロット番号 

範囲 分解能

1～150 1 
ALL --- 

ALLの場合は，a1,a2,...,a150の順で出力されます。ただし，出力される値は，SLTLEN_MODで指定したスロット

長までです。 
 
unit の値 
読み出し単位 

値 読み出し単位

なし Hz 
HZ Hz 
PPM ppm 
 
freq の値 
設定したスロットのFrequency Error。単位はunitで設定された値。 
分解能 単位 

0.1 Hz 
0.001 ppm 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
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■使用例 
「スロット番号4のCarrier Frequency Errorを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
SLTCARRFERR? 4,HZ 
 
<Response> 
10.1 
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SLTCDPWR 
 
■機能 
Code Domain Power in slot for Code vs Time 
設定したスロットのCode vs Time波形のCode Domain Powerを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTCDPWR? a,b,c d,e 

 
■パラメータ 
a の値 
出力波形 

Measuring Object 値 出力波形 

0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたI相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 

Up Link 

2 設定されたQ相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 Down Link 
1 設定されたチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたチャネルのNormal Frame用のCode Domain Powerを出力

します。 
Down Link (Compress) 

2 設定されたチャネルのCompressed Frame用のCode Domain Powerを
出力します。 

 
b の値 
スロット番号 

範囲 分解能

1～150 1 
ALL --- 

ALLの場合は，d1,e1, d2, e2, ...,d150, e150の順で出力されます。ただし，出力される値は，SLTLEN_MODで

指定したスロット長までです。 
 
c の値 
出力単位 

値 単位 

なし dB, dBm 
REL dB 
ABS dBm 
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d の値 
設定したチャネルのPower（相対値） 
分解能 単位 

0.01 dB 
c の値がABSの場合，相対値は出力しません。 
 
eの値 
設定したチャネルのPower（絶対値） 
分解能 単位 

0.01 dBm 
c の値がRELの場合，絶対値は出力しません。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSK以外の場合のみ実行可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Compressed Frameのスロット番号４の相対電力と絶対電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
SLTCDPWR? 2,4 
 
<Response> 
−1.59, 0.84 
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SLTCDPWR_DEMOD 
 
■機能 
Code Domain Power in slot for Demodulation 
Demodulation画面において，設定したスロットのCode vs Time波形のCode Domain Powerを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTCDPWR? a,b,c d,e 

 
■パラメータ 
a の値 
出力波形 

Measuring Object 値 出力波形 

0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたI相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 

Up Link 

2 設定されたQ相のチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 Down Link 
1 設定されたチャネルのCode Domain Powerを出力します。 
0 Filter Type（cf. FLTTYPE_MOD）で選択されたフィルタでフィルタ処理

されたスロットのトータルパワーを出力します。 
1 設定されたチャネルのNormal Frame用のCode Domain Powerを出力

します。 
Down Link (Compress) 

2 設定されたチャネルのCompressed Frame用のCode Domain Powerを
出力します。 

 
b の値 
スロット番号 

範囲 分解能

1～150 1 
ALL --- 

ALLの場合は，d1,e1, d2, e2, ...,d150, e150の順で出力されます。ただし，出力される値は，SLTLEN_MODで

指定したスロット長までです。 
 
c の値 
出力単位 

値 単位 

なし dB, dBm 
REL dB 
ABS dBm 
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d の値 
設定したチャネルのPower（相対値） 
分解能 単位 

0.01 dB 
c の値がABSの場合，相対値は出力しません。 
 
eの値 
設定したチャネルのPower（絶対値） 
分解能 単位 

0.01 dBm 
c の値がRELの場合，絶対値は出力しません。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSK以外の場合のみ実行可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Compressed Frameのスロット番号４の相対電力と絶対電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL DEMOD 
SWP 
SLTCDPWR_DEMOD? 2,4 
 
<Response> 
−1.59, 0.84 
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SLTFORM 
 
■機能 
Slot Format for DPCCH. 
絶対位相確定の基準として用いられるDPCCHのスロットフォーマット番号を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SLTFORM n SLTFORM? n 
 
■nの値 
DPCCHのスロットフォーマット番号 

値 モード 初期値

0 スロットフォーマット番号0を使用します ＊ 
1 スロットフォーマット番号1を使用します  
2 スロットフォーマット番号2を使用します  
3 スロットフォーマット番号3を使用します  
4 スロットフォーマット番号4を使用します  
5 スロットフォーマット番号5を使用します  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectにUp Linkが選択されているときのみ実行可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ Spreading FactorにDPCCHが選択されているときのみ実行可能です（cf. SFMD）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「スロットフォーマット番号2を使用する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
SFMD DPCCH 
SWP 
SLTFORM 2 
SLTFORM? 
 
<Response> 
2 
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SLTFORMAT_DEMOD 
 
■機能 
Demodulation Data測定において, Closed Loop Mode のアンテナ2側の位相制御に対応した位相補正をする

場合に, 復調対象のDPCHのスロットフォーマットを指定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
SLTFORMAT_DEMOD format SLTFORMAT_DEMOD? format 
 
■パラメータ 
format 
Slot Format の選択 

値 Slot Format 
0 Slot Format 0 のコードチャンネルの復調を行う。 
1 Slot Format 1 のコードチャンネルの復調を行う。 
2 Slot Format 2 のコードチャンネルの復調を行う。 
3 Slot Format 3 のコードチャンネルの復調を行う。 
4 Slot Format 4 のコードチャンネルの復調を行う。 
5 Slot Format 5 のコードチャンネルの復調を行う。 
6 Slot Format 6 のコードチャンネルの復調を行う。 
7 Slot Format 7 のコードチャンネルの復調を行う。 
8 Slot Format 8 のコードチャンネルの復調を行う。 
9 Slot Format 9 のコードチャンネルの復調を行う。 
10 Slot Format 10 のコードチャンネルの復調を行う。 
11 Slot Format 11 のコードチャンネルの復調を行う。 
12 Slot Format 12 のコードチャンネルの復調を行う。 
13 Slot Format 13 のコードチャンネルの復調を行う。 
14 Slot Format 14 のコードチャンネルの復調を行う。 
15 Slot Format 15 のコードチャンネルの復調を行う。 
16 Slot Format 16 のコードチャンネルの復調を行う。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
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■制約条件 
・ Measuring Object を Down Link ま た は Down Link(Compress) に 設 定 し て お く 必 要 が あ り ま す (cf. 

MEASOBJ)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能できます。 
・ パラメータの有効条件は下表のようになります。 

Closed Loop Mode  
Mode 1 Mode 2 

512 0*,1 0*,1 
256 4*,5,6,7 2*,3,4,5,6,7 
128 8*,9,10,11 8*,9,10,11 
64 12* 12* 
32 13* 13* 
16 14* 14* 
8 15* 15* 

Spreading 
Factor 

4 16* 16* 
*はそれぞれの条件での初期値 
 
■使用例 
「復調対象のDPCHのスロットフォーマットを4に設定する」 
<Program> 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL DEMOD 
SF_DEMOD 256 
SLTFORMAT_DEMOD 4 
SLTFORMAT_DEMOD? 
 
<Response> 
4 
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SLTLEN_MOD 
 
■機能 
Analysis Slot Length for Code vs Time 
Modulation Analysis画面でTrace FormatがCode vs Time時の解析スロット長を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
SLTLEN_MOD a SLTLEN_MOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
解析スロット長 

範囲 分解能 初期値

15～150 1 30
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがUp Link (RACH)またはQPSK以外の場合のみ設定可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「解析スロット数を150に設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SLTLEN_MOD 150 
SLTLEN_MOD? 
 
<Response> 
150 
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SLTLEN_RFPWR 
 
■機能 
Analysis Slot Length for Transmitter Power (TPC) 
Transmitter Power 測定でMeasure MethodがTPC時の解析スロット長を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
SLTLEN_RFPWR a SLTLEN_RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 
解析スロット長 

範囲 分解能 初期値 

15～150 1 15 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCの場合のみ設定可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「解析スロット数を150に設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SLTLEN_RFPWR 150 
SLTLEN_RFPWR? 
 
<Response> 
150 
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SLTPWR 
 
■機能 
Slot Power 
Transmitter Power 測定において，各スロットの平均電力を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 

--- SLTPWR? slot  relpwr,abspwr 
--- SLTPWR? slot,REL relpwr 
--- SLTPWR? slot,ABS abspwr 
--- SLTPWR? ALL relpwr1,abspwr1,..,relpwrN,abspwrN,…,ｒelpwr15,abspwr15
--- SLTPWR? ALL, REL relpwr1,relpwr2,…,relpwrN,…,relpwr15 
--- SLTPWR? ALL, ABS abspwr1,abspwr2,…,abspwrN,..,abspwr15 

 
■パラメータ 
slot 
スロット番号 

範囲 分解能 

1～設定Slot Length 1 
設定Slot Length：Slot Lengthで設定した解析スロット長（cf. SLTLEN_RFPWR） 
 
relpwr, relpwrN 
1スロット前に対する相対電力（Nの数値はスロット番号に対応しています） 
分解能 単位 

0.01 dB 
 
abspwr, abspwrN 
指定したスロットの絶対電力（Nの数値はスロット番号に対応しています） 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
■使用例 
「スロット番号4の相対電力と絶対電力を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
SLTPWR? 4 
 
<Response> 
−1.59,0.84 
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SLTSCCODENO 
 
■機能 
Scrambling code number in Slot for Code vs Time 
設定したスロットのCode vs Time波形のScrambling code Numberを出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SLTSCCODENO? n a 

 
■パラメータ 
n の値 
スロット番号 

範囲 分解能

1～150 1 
ALL --- 

ALLの場合は，a1,a2,...,a150の順で出力されます。ただし，出力される値は，SLTLEN_MODで指定したスロット

長までです。 
 
a の値 
設定したスロットのScrambling code number 
分解能 単位 

1 なし 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「スロット番号4のScrambling code numberを読み出す」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
SWP 
SLTSCCODENO? 4 
 
<Response> 
00070 
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SMOFLT 
 
■機能 
Smoothing Filter 
Transmitter Power画面において，波形を平滑化するかどうかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SMOFLT a SMOFLT? a 
 
■aの値 
波形の平滑化のOn/Off 

a モード 初期値

ON 波形を平滑化します。 ＊ 
OFF 波形を平滑化しません。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「波形を平滑化する」 
<Program> 
DSPL RFPWR 
SMOFLT ON 
SMOFLT? 
SWP 
 
<Response> 
ON 
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SNGLS 
 
■機能 
Single Measure/Sweep 
測定／掃引を1回実行します。測定中であってもコマンドを受け付けます。S2コマンドと同機能です。測定中に再度

SNGLSコマンドなどの測定実行コマンドを受け取った場合，その時点で現在の測定を中断し，新たに測定を開始

します。また，測定中に測定に関係しない動作のコマンド，たとえばINTPOLコマンドやQuery Messageを受け

取った場合は，そのコマンドに応答しつつその測定は継続されます。しかし，測定に関わるコマンドを測定中に受け

取った場合は測定を中断してそのコマンドの動作を実行します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SNGLS --- --- 
 
■使用例 
「測定／掃引を1回行う」 
<Program> 
SNGLS 
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SPLITSWP_SPU 
 
■機能 
Split Sweep for Spurious Emission(Search/Sweep) 
Spurious Emission測定において，掃引モードがSearch法またはSweep法の場合，スプリアス分割掃引を行うか

行わないかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SPLITSWP_SPU a SPLITSWP_SPU? a 
 
■aの値 
Split SweepのOn/Off 

値 Split SweepのOn/Off 初期値

ON スプリアス分割掃引を行います。 ＊ 
OFF スプリアス分割掃引を行いません。  

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「スプリアス分割掃引を行う」 
<Program> 
SPLITSWP_SPU ON 
SPLITSWT_SPU? 
 
<Response> 
ON 
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SPREV 
 
■機能 
Input Spectrum Normal/Reverse 
Spectrum反転を行うか行わないかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
SPREV a SPREV? a 
 
■aの値 
Input SpectrumのOn/Off 

値 Input SpectrumのOn/Off 初期値

ON Reverse：Spectrum反転を行います。  
OFF Normal：Spectrum反転を行いません。 ＊ 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「Spectrum反転を行う」 
<Program> 
SPREV ON 
SPREV? 
 
<Response> 
ON 
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SPUALL 
 
■機能 
Frequency, Level, RBW, VBW, Sweep Time 
Spurious Emission画面において，Frequency, Level, RBW, VBW, Sweep Timeの測定結果を同時に出力し

ます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 

--- SPUALL? Fa,b,c d(a),e(a),f(a),g(a),h(a), 
d(a+1),e(a+1),f(a+1),g(a+1),h(a+1),..., 
d(b),e(b),f(b),g(b),h(b) 

 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し個数 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■cの値 
出力単位 

c 単位 
なし Unitで設定された単位に従います（cf. UNIT_SPU）。 
DBM dBm 
DB dB 
 
■dの値：Frequency測定結果 
SPUFREQにおけるc と同じです。 
 
■eの値：Level測定結果 
SPULVLにおけるd と同じです。 
 
■fの値：RBW 
SPURBWにおけるc と同じです。 
 
■gの値：VBW 
SPUVBWにおけるc と同じです。 
 
■hの値：Sweep Time 
SPUSWTにおけるc と同じです。 
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■使用例 
「f1からf2までの全結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SEARCH 
SWP 
SPUALL? F1,2 
 
<Response> 
1775300000, −33.97, 1000, 3000, 200000, 2162950000, −37.87, 10000, 30000, 600000 
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SPUATT 
 
■機能 
Attenuator for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，測定時のAttenuatorを出力します。 
Spurious ModeがSpotの場合は，Setup Spot Table画面で設定されたAttenuatorを，SearchまたはSweepの

場合は，Setup Search/Sweep Table画面で設定されたAttenuatorを出力します（cf. TBLATT_SPU）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUATT? Fa,b c 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し周波数ポイント数 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■cの値 
Attenuator 

範囲 単位 

1 dB 
 
□サフィックスコード 
なし 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「f1からf3までのAttenuatorを読み出す」 
<Program> 
SPUATT? F1,3 
 
<Response> 
60, 61, 62 
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SPUFREQ 
 
■機能 
Spurious Emission測定において，各周波数テーブルのSpurious周波数を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message 

--- SPUFREQ? Ftable_no,n freq(table_no),freq(table_no+1),…,freq(table_no+n-1)
 
■パラメータ 
table_no 
読み出す先頭の周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
n 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
freq(table_no) 
テーブル番号table_noにおけるSpurious周波数 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「Spot Modeにおいてf2～f4までのSpurious周波数を読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
SPUFREQ? F2,3 
 
<Response> 
1775300000,1776200000,1776110000 
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SPUFREQLVL 
 
■機能 
Spurious Emission測定において，各周波数テーブルのSpurious周波数とSpuriousレベルを読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- SPUFREQLVL? 

Ftable_no,n,unit 
freq(table_no), 
level(table_no),freq(table_no+1),level(table_no+1),…
,freq(table_no+n－1), level(table_no+n－1) 

 
■パラメータ 
table_no 
読み出す先頭の周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
n 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
unit 
level（Spuriousレベル）の出力単位 

値 単位 
なし 既存の設定単位に従います。 
DBM dBm 
DB dB 
 
freq(table_no) 
テーブル番号table_noにおけるSpurious周波数 
分解能 単位 

1 Hz 
 
level(table_no) 
テーブル番号table_noにおけるSpuriousレベル 
分解能 単位 

1 unitで指定した値に依存します。 
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■使用例 
「Spot Modeにおいてf2～f4までのSpurious周波数とSpuriousレベルをdBm単位で求める」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
SPUFREQLVL? F2,4,DBM 
 
<Response> 
1775300000, −56.23,1776200000, −42.94,1776110000, −58.71 
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SPUJDG 
 
■機能 
Total Judgement 
Spurious Emission画面において，Limit値によるレベルの合否判定の総合結果を読み出します。 
Spurious ModeがSpotの場合は，Setup Spot Table画面で設定したLimit値を，SearchまたはSweepの場合は，

Setup Search/Sweep Table画面で設定したLimit値を基準として判定を行います。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUJDG? a 
 
■aの値 
判定結果 

値 判定 
PASS 合格 
FAIL 不合格 
OFF 未判定 
 
■制約条件 
・ Passになるのは，f1からf15までのすべての有効な測定が終了し，各ポイントの判定結果がすべてPassだった

場合です。 
・ Failになるのは，f1からf15までの任意の有効な測定で，そのポイントの判定結果がFailになった場合です。 
 
■使用例 
「合否判定の総合結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
SWP 
SPUJDG? 
 
<Response> 
PASS 
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SPUJUDGLVL 
 
■機能 
Judge Level for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，合否判定を行う際のLimit値と単位を読み出します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUJUDGLVL? Fa,b c,d 
 
■パラメータ 
a の値 
読み出す先頭の周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
b の値 
読み出し個数 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
c の値 
Limit値 

範囲 分解能 初期値

－100.00～100.00 0.01 0.00
 
d の値 
読み出し単位 

値 単位 

DBM dBm 
DB dB 

 
□サフィックスコード 
なし 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定のLimit値を，f1～f3まで読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT  
SPUJUDGLVL? F1,3 
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<Response> 
10.00,DBM,10.00,DBM,10.00,DBM 
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SPULMT 
 
■機能 
Limit for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，合否判定を行う際のLimit値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SPULMT a,Fb,c,d SPULMT? a,Fb,d c 
 
■パラメータ 
a の値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するLimit値を対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するLimit値を対象とします。 
 
b の値 
周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
c の値 
Limit値 

範囲 分解能 初期値 単位

－100.00～100.00 0.01 
TBLFREQ_SPUの初期値を参照し

てください。 
dBm

 
d の値 
出力形式 

値 出力形式 

なし 
ABS 

Absolute Limitを出力します。 

REL Relative Limitを出力します。 
 
□サフィックスコード 
なし 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
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■使用例 
「Search法測定のf1のLimit値を，－13.00 dBmに設定する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP  
SWP 
SPULMT SWEEP,F1,－13.00  
SPULMT? SWEEP,F1  
 
<Response>  
－13.00 
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SPULVL 
 
■機能 
Spurious Emission測定において，周波数テーブルのSpuriousレベルを読み出します。 
 
■構文 
Program 
Message 

Query Message Response Message 

--- SPULVL? Ftable_no,n,unit level(table_no),level(table_no+1) …,level(table_no+n－1) 
 
■パラメータ 
table_no 
読み出す先頭の周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
n 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
unit 
level（Spuriousレベル）の出力単位 

値 単位 
なし 既存の設定単位に従います。 
DBM dBm 
DB dB 
 
Level(table_no) 
テーブル番号table_noにおけるSpuriousレベル 
分解能 単位 

1 unitで指定した値に依存します。 
 
■使用例 
「Spot Modeにおいてf2～f4までのSpuriousレベルをdBm単位で求める」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
SPULVL? F2,4,DBM 
 
<Response> 
－56.23,－42.94,－58.71 
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SPUPASS 
 
■機能 
Judgement 
Spurious Emission画面において，Limit値によるレベルの合否判定の結果を読み出します。 
Spurious ModeがSpotの場合はSetup Spot Table画面で設定したLimit値を，SearchまたはSweepの場合は

Setup Search/Sweep Table画面で設定したLimit値を基準として判定を行います。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUPASS? a b 
 
■aの値 
周波数ポイント 

値 周波数ポイント 
Fn 特定の周波数ポイントの結果を読み出します（n：1～15）。 
ALL すべての周波数ポイントの結果を一度に読み出します。 
 
■bの値 
判定結果 

値 初期値 
PASS 合格 
FAIL 不合格 
OFF 未判定 
 
■使用例 
「f3の合否判定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
SWP 
SPUPASS? F3 
 
<Response> 
PASS 
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SPURBW 
 
■機能 
RBW 
Spurious Emission画面において，測定時のRBW値を出力します。Spurious ModeがSpotの場合は，Setup 
Spot Table画面で設定されたRBWを，SearchまたはSweepの場合は，Setup Search/Sweep Table画面で設定

されたRBWを出力します（cf. TBLRBW_SPU）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPURBW? Fa,b c(a),c(a+1),...,c(b) 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
RBW 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「f1～f3のRBWを読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SEARCH 
SWP 
SPURBW? F1,3 
 
<Response> 
1000, 10000, 100000 
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SPURL 
 
■機能 
Ref Level for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，測定時のRef Levelを出力します。 
Spurious ModeがSpotの場合はSetup Spot Table画面で設定されたRef Levelを，SearchまたはSweepの場合

はSetup Search/Sweep Table画面で設定されたRef Levelを出力します（cf. TBLRL_SPU）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPURL? Fa,b c 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し周波数ポイント数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
Ref Level 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
□サフィックスコード 
なし 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「f1～f3のRef Levelを読み出す」 
<Program> 
SPURL? F1,3 
 
<Response> 
50.00, 51.00, 52.00 
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SPUSWT 
 
■機能 
Sweep Time 
Spurious Emission画面において，測定時のSweep Time値を出力します。 
Spurious ModeがSpotの場合は，Setup Spot Table画面で設定されたSweep Timeを，SearchまたはSweepの

場合は，Setup Search/Sweep Table画面で設定されたSweep Timeを出力します（cf. TBLSWT_SPU）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUSWT? Fa,b c(a),c(a+1),...,c(b) 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
Sweep Time 
分解能 単位 

1 µs 
 
■使用例 
「f1～f3のSweep Timeを読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SEARCH 
SWP 
SPUSWT? F1,3 
 
<Response> 
200000, 600000, 500000 
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SPUVBW 
 
■機能 
VBW 
Spurious Emission画面において，測定時のVBW値を出力します。Spurious ModeがSpotの場合はSetup 
Spot Table画面で設定されたVBWを，SearchまたはSweepの場合はSetup Search/Sweep Table画面で設定さ

れたVBWを出力します（cf. TBLVBW_SPU）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- SPUVBW? Fa,b c(a),c(a+1),...,c(b) 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■bの値 
読み出し個数 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
VBW 
分解能 単位 

1 Hz 
 
■使用例 
「f1～f3のVBWを読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SEARCH 
SWP 
SPUVBW? F1,3 
 
<Response> 
3000, 30000, 300000 
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SSCALE 
 
■機能 
Square Scale for Constellation and Eye Diagram 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがConstellationまたはEye Diagram表示のときの目盛りの

範囲を設定します（cf. TRFORM）。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SSCALE a SSCALE? a 
 
■aの値 
読み出し開始周波数ポイント 

値 縦軸目盛り範囲 初期値

1 1倍のスケールで表示します。 ＊ 
2 2倍のスケールで表示します。  
5 5倍のスケールで表示します。  

10 10倍のスケールで表示します。  
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Constellationの表示範囲を5倍表示に設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL  
TRFORM CONSTEL 
SSCALE 5  
SSCALE? 
 
<Response> 
5 
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STDFC1 
 
■機能 
Select Standard Frequency Table for Spurious Emission 
スプリアス測定において，周波数テーブルの規格値の設定がBS Category Bの場合のキャリア周波数（Fc1）を設

定します。 
このキャリア周波数は，複数のキャリア周波数のうち最も周波数の低いものを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STDFC1 a STDFC1? a 
 
■aの値 
Fc1 の設定 

周波数 分解能 初期値 
2110000000～2170000000 1 2110000000

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「BS Category Bのキャリア周波数（Fc1）を2150 MHzに設定する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SWEEP 
STDFC1 2150000000 
STDFC1? 
 
<Response> 
2,150,000,000 
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STDFC2 
 
■機能 
Select Standard Frequency Table for Spurious Emission 
スプリアス測定において，周波数テーブルの規格値の設定がBS Category Bの場合のキャリア周波数（Fc2）を設

定します。 
このキャリア周波数は，複数のキャリア周波数のうち最も周波数の高いものを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STDFC2 a STDFC2? a 
 
■aの値 
Fc2の設定 

周波数 分解能 初期値 
2110000000～2170000000 1 2110000000

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「BS Category Bのキャリア周波数（Fc2）を2150 MHzに設定する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SWEEP 
STDFC2 2150000000 
STDFC2? 
 
<Response> 
2150000000 
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STM_ADJ 
 
■機能 
Sweep Time:Manual/Auto 
Adjacent Channel Power画面において，Sweep Timeの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STM_ADJ a STM_ADJ? a 
 
■aの値 
Sweep Time設定モード 

値 モード 初期値

MAN Sweep Timeを手動設定モードにします。  
AUTO Sweep Timeを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にSweep Timeが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWやVBWなどの値からSweep Timeの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep Timeを自動設定モードにする」 
<Program> 
STM_ADJ AUTO 
STM_ADJ? 
 
<Response> 
AUTO 
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STM_OBW 
 
■機能 
Sweep Time:Manual/Auto 
Occupied Bandwidth画面において，Sweep Timeの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STM_OBW a STM_OBW? a 
 
■aの値 
Sweep Time設定モード 

値 モード 初期値

MAN Sweep Timeを手動設定モードにします。  
AUTO Sweep Timeを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にSweep Timeが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWやVBWなどの値からSweep Timeの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep Timeを自動設定モードにする」 
<Program> 
STM_OBW AUTO 
STM_OBW? 
 
<Response> 
AUTO 
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STM_SMASK 
 
■機能 
Sweep Time:Manual/Auto 
Spectrum Emission Mask画面において，Sweep Timeの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定しま

す。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STM_SMASK a STM_SMASK? a 
 
■aの値 
Sweep Time設定モード 

値 モード 初期値

MAN Sweep Timeを手動設定モードにします。  
AUTO Sweep Timeを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Auto時にSweep Timeが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWやVBWなどの値からSweep Timeの値が自動的に設定されます。 
 
■使用例 
「Sweep Timeを自動設定モードにする」 
<Program> 
STM_SMASK AUTO 
STM_SMASK? 
 
<Response> 
AUTO 
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STRG_ADJ 
 
■機能 
Storage Mode for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，表示方法の設定をします。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STRG_ADJ mode STRG_ADJ? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average:Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Adjacent Channel Power測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
MEAS ADJ,MOD 
STRG_ADJ AVG 
STRG_ADJ? 
 
<Response> 
AVG 
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STRG_IQL 
 
■機能 
Storage Mode for IQ Level 
IQ Level測定において，測定結果の表示方法を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STRG_IQL mode STRG_IQL? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「IQ Level測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
DSPL IQLVL 
STRG_IQL AVG 
STRG_IQL? 
 
<Response> 
AVG 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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STRG_MOD 
 
■機能 
Storage Mode for Modulation Analysis 
Modulation Analysis測定において，測定結果の表示方法を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STRG_MOD mode STRG_MOD? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
OVER Overwrite: Continuous測定の際，測定結果のプロットを順次上書きして表示します。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Modulation Analysis測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
STRG_MOD AVG 
STRG_MOD? 
 
<Response> 
AVG 
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STRG_OBW 
 
■機能 
Storage Mode for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，測定結果の表示方法を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STRG_OBW mode STRG_OBW? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Occupied Bandwidth測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
MEAS OBW,SPECT 
STRG_OBW AVG 
STRG_OBW? 
 
<Response> 
AVG 
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STRG_RFPWR 
 
■機能 
Storage Mode for Transmitter Power 
Transmitter Power測定において，測定結果の表示方法を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
STRG_RFPWR mode STRG_RFPWR? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Transmitter Power測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
MEAS RFPWR,FILTER 
STRG_RFPWR AVG 
STRG_RFPWR? 
 
<Response> 
AVG 
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STRG_SMASK 
 
■機能 
Storage Mode for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，ストレージモードの設定をします。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

STRG_SMASK a STRG_SMASK? a 
 
■aの値 
表示方法 

a 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「平均値表示に設定する」 
<Program> 
STRG_SMASK AVG 
STRG_SMASK? 
 
<Response> 
AVG 
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STRG_SPU 
 
■機能 
Storage Mode for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，測定結果の表示方法を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
STRG_SPU mode STRG_SPU? mode 
 
■パラメータ 
mode 
表示方法 

値 表示方法 初期値

NRM Normal: 通常表示（1回測定）をします。 ＊ 
AVG Average: Average Countで指定された回数を測定し，その結果の平均値表示をします。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Spurious Emission測定において，平均値表示をする」 
<Program> 
MEAS SPURIOUS,SWEEP 
STRG_SPU AVG 
STRG_SPU? 
 
<Response> 
AVG 
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SWP 
 
■機能 
Single Measure/Sweep 
測定／掃引を1回実行します。SNGLSコマンドと違い，測定中に測定器がコマンドを受け付た場合には，そのコマ

ンドは処理されず，測定が終了するまで待機します。つまりSWPコマンドに続くコマンドは測定が完全に終了してか

ら処理されるので，測定器の動作とコマンドを送信するプログラムとの間で同期がとられます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SWP --- --- 
 
■使用例 
「測定／掃引を1回行う」 
<Program> 
SWP 
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SWT_ADJ 
 
■機能 
Sweep Time for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定におけるSweep Timeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SWT_ADJ a SWT_ADJ? b 
 
■aの値 
Sweep Time 

範囲 分解能 初期値 単位 
10～1000000 1 110（Measure Method: Spectrum（All）時） 

125（Measure Method: Spectrum（Separate）時） 
ms 

 
□サフィックスコード 
なし: ms 
S: s 
MS: ms 
US: µs 
 
■bの値 
Sweep Time 
分解能 単位 

1 µs 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表を参照してください。 

入力値 設定値 
10 msec～1 sec 5 msec分解能の値（端数切り上げ） 

1～1000 sec 有効数字3桁（上から4桁目を切り上げ） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep Timeを100 msに設定する」 
<Program> 
SWT_ADJ 100MS 
SWT_ADJ? 
 
<Response> 
100000 
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SWT_OBW 
 
■機能 
Sweep Time for Occupied Bandwidth 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定におけるSweep Timeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SWT_OBW a SWT_OBW? b 
 
■aの値 
Sweep Time 

範囲 分解能 初期値 単位

10～1000000 1 120 ms 
 
□サフィックスコード 
なし: ms 
S: s 
MS: ms 
US: µs 
 
■bの値 
Sweep Time 
分解能 単位 

1 µs 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表を参照してください。 

入力値 設定値 
10 msec～1 sec 5 msec分解能の値（端数切り上げ） 

1～1000 sec 有効数字3桁（上から4桁目を切り上げ） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep Timeを100 msに設定する」 
<Program> 
SWT_OBW 100MS 
SWT_OBW? 
 
<Response> 
100000 
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SWT_SMASK 
 
■機能 
Sweep Time for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定におけるSweep Timeを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

SWT_SMASK a SWT_SMASK? b 
 
■aの値 
Sweep Time 

範囲 分解能 初期値 単位

10～1000000 1 120 ms 
 
□サフィックスコード 
なし : ms 
S : s 
MS : ms 
US : µs 
 
■bの値 
Sweep Time 
分解能 単位 

1 µs 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表を参照してください。 

入力値 設定値 
10 msec～1 sec 5 msec分解能の値（端数切り上げ） 

1～1000 sec 有効数字3桁（上から4桁目を切り上げ） 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep Timeを100 msに設定する」 
<Program> 
SWT_SMASK 100MS 
SWT_SMASK? 
 
<Response> 
100000 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-318 

SYS 
 
■機能 
System Change 
Tx Testerモードにおいて測定ソフトウェアを切り替えます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
SYS area SYS? area 
 
■パラメータ 
area 
測定ソフトウェア格納場所 
値 測定ソフトウェア格納場所 
1 エリア1（F1キー） 
2 エリア2（F2キー） 
3 エリア3（F3キー） 
 
■使用例 
「エリア1に格納されているソフトウェアに切り替える」 
<Program> 
SYS 1 
SYS? 
 
<Response> 
1 
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TAKEWAVE 
 
■機能 
Demodulation Data画面において，Refresh Wave Memoryの設定をします。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TAKEWAVE on_off TAKEWAVE? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Refresh Wave MemoryのOn/Off 

値 Refresh Wave MemoryのOn/Off 初期値

ON Refresh Wave MemoryをOnに設定します。 ＊ 
OFF Refresh Wave MemoryをOffに設定します。  
 
■制約条件 
・ 測定中に設定を切り替えることはできません。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Refresh Wave Memoryの設定をOffにする」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
TAKEWAVE OFF 
TAKEWAVE? 
 
<Response> 
OFF 
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TAKEWAVE_MOD 
 
■機能 
Refresh Wave Memory for Code vs Time 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeの場合のRefresh Wave Memoryを設定

します。Calibration，Adjust Range実行時に“OFF”設定の場合，“ON”に切り替わります。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TAKEWAVE_MOD on_off TAKEWAVE_MOD? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Refresh Wave MemoryのOn/Off 

値 Refresh Wave MemoryのOn/Off 初期値

ON Refresh Wave MemoryをOnに設定します。 ＊ 
OFF Refresh Wave MemoryをOffに設定します。  
 
■制約条件 
・ 測定中に設定を切り替えることはできません。 
・ Storage Mode がAverage の時は設定できません(cf. STRG_MOD)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Refresh Wave Memoryの設定をOffにする」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
TAKEWAVE_MOD OFF  
TAKEWAVE_MOD? 
 
<Response> 
OFF 
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TBLATT_SPU 
 
■機能 
Attenuator for Spurious Emission 
Spurious Emission測定におけるAttenuatorを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLATT_SPU a,Fb,c TBLATT_SPU? a,Fb c 
 
■aの値 
測定法の選択 

a 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
 
■bの値 
周波数ポイント 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
Attenuator 

範囲 RF Input 分解能 初期値 単位

20～82 High Power 2 50 dB 
0～62 Low Power 2 50 dB 

 
□サフィックスコード 
なし: dB 
DB: dB 
 
■制約条件 
・ Attenuatorの設定範囲は，RF Input・Ref Levelによりかわります（cf. RFINPUT, TBLRL_SPU）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定の周波数ポイント10のAttenuatorを20 dBに設定する」 
<Program> 
TBLATTMD_SPU SPOT,AUTO 
TBLRL_SPU SPOT,F10,-30DBM 
TBLATT_SPU SPOT,F10,20DB 
TBLATT_SPU? SPOT,F10 
 
<Response> 
20 
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TBLATTMD_SPU 
 
■機能 
Attenuator Mode: Manual/Auto for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，スペクトラムアナライザのAttenuatorの設定を，手動または自動のどちらで行

うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLATTMD_SPU a,b TBLATTMD_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
 
■bの値 
Attenuator設定モード 

値 モード 初期値

MAN Attenuatorを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuatorを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Attenuatorの値を自動的に設定します。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定のAttenuatorを自動設定モードにする」 
<Program> 
TBLATTMD_SPU SPOT,AUTO 
TBLATTMD_SPU? SPOT 
 
<Response> 
AUTO 
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TBLATTRLMD_SPU 
 
■機能 
Attenuator Ref Level Mode:Manual/Auto for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，Spectrum AnalyzerのAttenuator，Ref Levelの設定を，手動または自動の

どちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLATTRLMD_SPU a,b TBLATTRLMD_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するAttenuatorを対象とします。 
 
■bの値 
Attenuator，Ref Level設定モード 

値 モード 初期値 
MAN Attenuator，Ref Levelを手動設定モードにします。  
AUTO Attenuator，Ref Levelを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にAttenuatorまたはRef Levelが変更された場合，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，Ref LevelおよびAttenuatorの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定のAttenuator，Ref Levelを自動設定モードにする」 
<Program> 
TBLATTRLMD_SPU SPOT,AUTO 
TBLATTRLMD_SPU? SPOT 
 
<Response> 
AUTO 
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TBLFREQ_SPU 
 
■機能 
Setup Spot Table，Setup Search/Sweep Table画面において，各周波数テーブルの周波数を設定します。第2
引数をHRMにした場合，キャリア周波数のn倍（n = 2,3,4...,n）の周波数を，f1～f15の周波数にキャリア周波数設

定範囲内で設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TBLFREQ_SPU mode,Ftable_no,freq 
TBLFREQ_SPU mode,HRM 

TBLFREQ_SPU? mode,Ftable_no freq 

 
■パラメータ 
mode 
設定する周波数の種類 

値 設定する周波数の種類 
SPOT Spot Modeの測定周波数 
START Sweep/Search Modeの掃引開始周波数 
STOP Sweep/Search Modeの掃引終了周波数 
 
table_no 
周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
freq 
周波数 

範囲 Modeの値 分解能 単位

100～7900000000 SPOT 1 Hz 
1000～7899999000 START 1 Hz 
2000～7900000000 STOP 1 Hz 

0 SPOT, START, STOP --- --- 
・0を設定した場合，その周波数テーブルの設定値が削除されます。 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
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■使用例 
「Frequency Spot Tableのテーブル4の周波数を1850 MHzに設定する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SPOT 
TBLFREQ_SPU SPOT,F4,1850MHZ 
TBLFREQ_SPU? F4 
 
<Response> 
1850000000 
 
■初期値 
各パラメータの初期値は以下のとおりです。“---”は未設定状態を表します。 
 
Spurious ModeがSpotの場合 

 Frequency RBW VBW SWT Limit 
f1 3840.000000 MHz 1 MHz 1 MHz 10 ms 0.00 dBm 
f2 5760.000000 MHz 1 MHz 1 MHz 10 ms 0.00 dBm 
f3 7680.000000 MHz 1 MHz 1 MHz 10 ms 0.00 dBm 
f4 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f5 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f6 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f7 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f8 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f9 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f10 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f11 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f12 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f13 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f14 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f15 -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
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Spurious ModeがSearchまたはSweepの場合 
 Start Frequency Stop Frequency RBW VBW SWT Limit 

f1 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f2 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f3 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f4 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f5 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f6 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f7 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f8 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f9 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f10 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f11 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f12 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f13 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f14 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
f15 -----.------ MHz -----.------ MHz --- Hz --- Hz --- ms ---.-- dBm 
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TBLRBW_SPU 
 
■機能 
Setup Spot Table，Setup Search/Sweep Table画面において，各周波数テーブルのRBWを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TBLRBW_SPU table,Ftable_no,freq TBLRBW_SPU? table,Ftable_no freq 
 
■パラメータ 
table 
設定する周波数テーブル 

値 設定する周波数テーブル 
SPOT Spot 
SWEEP Sweep/Search 
 
table_no 
周波数テーブル番号 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
freq 
RBW 

値 単位 
300 

1000 
3000 

10000 
30000 

100000 
300000 

1000000 
3000000 
5000000 

10000000 
20000000 

Hz 

 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
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■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Frequency Spot Tableのテーブル4のRBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SPOT 
TBLRBW_SPU SPOT,F4,30KHZ 
TBLRBW_SPU? F4 
 
<Response> 
30000 
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TBLRBWMD_SPU 
 
■機能 
RBW:Manual/Auto for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，RBWの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLRBWMD_SPU a,b TBLRBWMD_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

a 測定法 
SPOT Spot法測定のRBWを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定のRBWを対象とします。 
 
■bの値 
RBW設定モード 

a モード 初期値 
MAN RBWを手動設定モードにします。  
AUTO RBWを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にRBWが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，周波数の値からRBWの値が下表のように自動的に設定されます。 

Frequency RBW 
9 kHz≦f＜150 kHz 1 kHz 
150 kHz≦f＜30 MHz 10 kHz 
30 MHz≦f＜1 GHz 100 kHz 
1 GHz≦f 1 MHz 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定のRBWを自動設定モードにする」 
<Program> 
TBLRBWMD_SPU SPOT,AUTO 
TBLRBWMD_SPU? SPOT 
 
<Response> 
AUTO 
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TBLRBWTP_SPU 
 
■機能 
RBW Mode:Digital/Normal for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，ディジタルフィルタ掃引モードにするかどうかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLRBWTP_SPU a,b TBLRBWTP_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定の掃引モードを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定の掃引モードを対象とします。 
 
■bの値 
掃引モード 

値 モード 初期値

DGTL ディジタルフィルタ掃引モード（Digital）に設定します。  
NRM 通常の掃引モード（Normal）に設定します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Sweep法測定をディジタルフィルタ掃引モードにする」 
<Program> 
TBLRBWTP_SPU SWEEP,DGTL 
TBLRBWTP_SPU? SWEEP 
 
<Response> 
DGTL 
 
■注意 
この機能はオプションです。 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-331 

TBLRL_SPU 
 
■機能 
Ref Level for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，Reference Levelを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLRL_SPU a,Fb,c TBLRL_SPU? a,Fb c 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定の掃引モードを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定の掃引モードを対象とします。 
 
■bの値 
周波数ポイント 

範囲 分解能 

1～15 1 
 
■cの値 
Ref Level 

範囲 分解能 初期値 単位

制約条件を参照してください。 0.01 50.00 dBm
 
□サフィックスコード 
なし: dBm 
DBM: dBm 
 
■制約条件 
・ リファレンスレベルの設定範囲は，RF Input: High/Low（cf. RFINPUT），Pre Ampl: On/Off（cf. PREAMP）

により次のようになります。なお，RefLevelOffsetについては，RFLVLOFSを参照してください。 
 RF Input 

 High Low 
Pre Ampl: Off （－100.00 + RefLevelOffset） 

to （50.00 + RefLevelOffset） 
（－120.00 + RefLevelOffset） 
to （40.00 + RefLevelOffset） 

Attenuator Mode: 
Auto 

Pre Ampl: On （－120.00 + RefLevelOffset） 
to （30.00 + RefLevelOffset） 

（－140.00 + RefLevelOffset） 
to （20.00 + RefLevelOffset） 

・ RF InputまたはPre Amplの変更によって，リファレンスレベルが設定範囲外になる場合は，最も近い値に丸め

られます。 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
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■使用例 
「Spot法測定の周波数ポイント10のRef Levelを－30 dBmに設定する」 
<Program>  
TBLATTMD_SPU SPOT,AUTO  
TBLRL_SPU SPOT,F10,−30DBM  
TBLRL_SPU? SPOT,F10  
 
<Response>  
−30.00 
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TBLSTD 
 
■機能 
Select Standard Frequency Table for Spurious Emission 
スプリアス測定において，周波数テーブルの規格値の設定を規格で定められた値に設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLSTD a --- --- 
 
■aの値 
規格選択 
値 選択規格 初期値

0 BS TELEC (Category A) ＊ 
1 BS Category B  
2 MS TELEC  
3 BS Protection of the BS receiver  
4 BS Co-exitance with GSM 900  
5 BS Co-exitance with DCS 1800  
6 BS Co-exitance with PHS  
7 MS Additional  
 
■BS TELEC (Category A) の設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
9～150 kHz 1 kHz 1 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
150 kHZ～30 MHz 10 kHz 10 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
30 MHz～1 GHz 100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
1～12.75 GHz 

－13 dBm 

1 MHz 1 MHz 注1 ATT － 30 dBm 
 
■BS Category Bの設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT 
Reference Level

（注2） 
Remarks 

9～150 kHz 1 kHz 1 kHz 注1 ATT －20 dBm 
150 kHz～30 MHz 10 kHz 10 kHz 注1 ATT －20 dBm 
30 MHz～1 GHz 

－36 dBm 
100 kHz 100 kHz 注1 ATT －20 dBm 

 

1 GHz～Fw －30 dBm 

Fw～Fx －25 dBm 

Fx～Fy －15 dBm 

Fy～Fz －25 dBm 

Fz～12.75 GHz －30 dBm 

1 MHz 1 MHz 注1 ATT －30 dBm 

Fw ： (Fc1 － 60 MHz) か 2100 
MHzの大きい方 
Fx：(Fc1–50 MHz)か2100 MHz
の大きい方 
Fy：(Fc2+50 MHz)か2180 MHz
の小さい方 
Fz：(Fc2+60 MHz)か2180 MHz
の小さい方 
Fc1：Center frequency of first 
carrier frequency used 
Fc2：Center frequency of last 
carrier frequency used 
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■MS TELECの設定値 

Frequency 
Minimum 

requirements 
RBW VBW ATT Reference Level（注2） 

9～150 kHz 1 kHz 1 kHz 注1 ATT－20 dBm 
150 kHz～30 MHz 10 kHz 10 kHz 注1 ATT－20 dBm 
30 MHz～1 GHz 

－13 dBm 
100 kHz 100 kHz 注1 ATT－20 dBm 

1000～1893.5 MHz －30 dBm 1 MHz 1 MHz 注1 ATT－30 dBm 
1893.5～1919.6 MHz －41 dBm 300 kHz 300 kHz 2 dB －18 dBm 
1919.6 MHz～12.75 GHz －30 dBm 1 MHz 1 MHz 注1 ATT－30 dBm 
 
■BS Protection of the BS receiverの設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
1920～1980 MHz 
1850～1910 MHz －96 dBm 100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 

 
■BS Co-exitance with PHSの設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
1893.5～1919.6 MHz －41 dBm 300 kHz 300 kHz 2 dB － 18 dBm 
 
■BS Co-exitance with GSM 900の設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
921～960 MHz －57 dBm 100 kHz 100 kHz 2 dB － 18 dBm 
 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
876～915 MHz －98 dBm 100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
 
■BS Co-exitance with DCS 1800の設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
1805～1880 MHz －47 dBm 100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
1710～1785 MHz －98 dBm 100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 
 
■MS Additionalの設定値 

Frequency Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2） 
1893.5～1919.6 MHz －41 dBm 300 kHz 300 kHz 2 dB － 18 dBm 
925～935 MHz －67 dBm 
935～960 MHz －79 dBm 
1805～1880 MHz －71 dBm 

100 kHz 100 kHz 注1 ATT － 20 dBm 

注1：ATTはシステムソフトウェアのRefererence Levelに応じて設定されます。 
注2：プリアンプ使用時は，20 dB低い値になります。 
 
■制約条件 
・ BS TELEC (Category A)，BS Category B，MS TELECは排他的に設定されます。それ以外の項目は，設

定されているテーブルに追加されます。 
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■初期化コマンド 
なし 
 
■使用例 
「BS TELEC (Category A)，BS Co-exitance with PHSを設定する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SWEEP 
TBLSTD 6 
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TBLSWT_SPU 
 
■機能 
Sweep Time for Spurious Emission 
Spurious Emission測定におけるSweep Timeを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLSWT_SPU a,Fb,c TBLSWT_SPU? a,Fb c 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するSweep Timeを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するSweep Timeを対象とします。 
 
■bの値 
周波数ポイント 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
Sweep Time 
分解能 単位 

1 µs 
 
□サフィックスコード 
なし: ms 
S: s 
MS: ms 
US: µs 
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表を参照してください。また，初期値につ

いては，TBLFREQ_SPUの初期値欄を参照してください。 
入力値 設定値 

10 msec～1 sec 5 msec分解能の値（端数切り上げ） 
1～1000 sec 有効数字3桁（上から4桁目を切り上げ） 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-337 

■使用例 
「Search法測定のf3のSweep Timeを，100 msに設定する」 
<Program> 
TBLSWT_SPU SWEEP,F3,100MS 
TBLSWT_SPU? SWEEP,F3 
 
<Response> 
100000 
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TBLSWTMD_SPU 
 
■機能 
Sweep Time:Manual/Auto for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，Sweep Timeの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLSWTMD_SPU a,b TBLSWTMD_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定のSweep Timeを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定のSweep Timeを対象とします。 
 
■bの値 
Sweep Time設定モード 

値 モード 初期値

MAN Sweep Timeを手動設定モードにします。  
AUTO Sweep Timeを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にSweep Timeが変更された場合は，強制的にManualになります。 
注1：RBW ModeがDigitalの場合は，下表の最小値aの値も加味されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
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RBW Mode：Digital時の最小値および設定分解能 
Data Pointが501の場合  Data Pointが1001の場合 

Swep Time（単位msec） Swep Time（単位msec） RBW 
最小値 設定分解能

RBW 
最小値 設定分解能

10 Hz 50 50 10 Hz 100 100
30 Hz 50 50 30 Hz 100 100

100 Hz 50 50 100 Hz 100 100
300 Hz 10 10 300 Hz 20 20
1 kHz 10 10 1 kHz 20 20
3 kHz 10 5 3 kHz 10 10

10 kHz 10 5 10 kHz 10 5
30 kHz 10 5 30 kHz 10 5

100 kHz 10 5 100 kHz 10 5
300 kHz 10 5 300 kHz 10 5

1 MHz 10 5

 

1 MHz 10 5
 
■使用例 
「Spot法測定のSweep Timeを手動設定モードにする」 
<Program> 
TBLSWTMD_SPU SPOT,MAN 
TBLSWTMD_SPU? SPOT 
 
<Response> 
MAN 
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TBLVBW_SPU 
 
■機能 
VBW for Spurious Emission 
Spurious Emission測定におけるVBWを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLVBW_SPU a,Fb,c TBLVBW_SPU? a,Fb c 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定で使用するVBWを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定で使用するVBWを対象とします。 
 
■bの値 
周波数ポイント 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■cの値 
VBW 

範囲 分解能 初期値 単位

0, 1, 3, 10, 30, 100, 300, 1000, 
3000, 10000, 30000, 100000, 
300000, 1000000, 3000000 

1 TBLFREQ_SPUの初期値欄を参照してください。 Hz 

 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■初期化コマンド 
PRE, INI, IP, *RST 
 
■使用例 
「Search法測定のf2のVBWを，30 kHzに設定する」 
<Program> 
TBLVBW_SPU SWEEP,F2,30KHZ 
TBLVBW_SPU? SWEEP,F2 
 
<Response> 
30000 
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TBLVBWMD_SPU 
 
■機能 
VBW:Manual/Auto for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，VBWの設定を，手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLVBWMD_SPU a,b TBLVBWMD_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定のVBWを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定のVBWを対象とします。 
 
■bの値 
VBW設定モード 

値 モード 初期値

MAN VBWを手動設定モードにします。  
AUTO VBWを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にVBWが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWの値とVBW/RBW Ratioの値からVBWの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spot法測定のVBWを自動設定モードにする」 
<Program> 
TBLVBWMD_SPU SPOT,AUTO 
TBLVBWMD_SPU? SPOT 
 
<Response> 
AUTO 
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TBLVBWRT_SPU 
 
■機能 
VBW/RBW Ratio for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，VBWの自動設定で使用するVBWとRBWの比を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TBLVBWRT_SPU a,b TBLVBWRT_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定のVBWを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定のVBWを対象とします。 
 
■bの値 
VBW/RBW Ratio 

範囲 分解能 初期値 
0.0001～100 0.0001 1 

 
■制約条件 
・ 設定範囲内の値を入力できますが，実際に設定されるのは下表の値です。 

設定値 
0.0001 0.0003 0.001 0.003 0.01 0.03 0.1 0.3 1 3 10 30 100 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Search法測定のVBW/RBW Ratioを3に設定する」 
<Program> 
TBLVBWRT_SPU SWEEP,3 
TBLVBWRT_SPU? SWEEP 
 
<Response> 
3 
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TBLVIEW_SPU 
 
■機能 
View for Setup Spot Table or Search/Sweep Table 
Setup Spot Table または Search/Sweep Table画面において，画面右側に，RBW，VBW，SWTを表示するか，

Limitを表示するかを選択します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TBLVIEW_SPU a,b TBLVIEW_SPU? a b 
 
■aの値 
測定法の選択 

値 測定法 
SPOT Spot法測定の掃引モードを対象とします。 
SWEEP Search法またはSweep法測定の掃引モードを対象とします。 
 
■bの値 
表示項目 

値 表示項目 初期値

BWSWT RBW, VBW, SWTを表示します。 ＊ 
REFATT Reference Level, ATTを表示します。  
LMT Limitを表示します。  
・指定しない場合，BWSWT，REFATT，LMTの順で切り替わります。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Limitを表示する」 
<Program> 
DSPL SETTBL_SPU,SWEEP  
TBLVIEW_SPU SWEEP,LMT  
TBLVIEW_SPU? SWEEP 
 
<Response> 
LMT 
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TEMPLVL_SMASK 
 
■機能 
Setup Template Level for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定のSetup Template画面において，テンプレートのオフセット周波数におけるレベ

ルを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TEMPLVL_SMASK a,b TEMPLVL_SMASK? a b 
 
■aの値 

値 オフセット周波数 
1 2.5 MHz 
2 3.5 MHz 
3 7.5 MHz 

Up Link 

4 8.5 MHz 
1 2.515 MHz 
2 3.515 MHz 
3 4.0 MHz 

Down Link 

4 8.0 MHz 
 
■bの値 

範囲 分解能 単位 
dB (Up Link) 

－100.0～0 0.1 
dBm (Down Link) 

 
□サフィックスコード 
なし: dB 
DB: dB 
DBM: dBm 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spectrum Template Mask測定において，オフセット周波数レベルを設定する」 
<Program> 
DSPL SETTEMP_SMASK 
TEMPLVL_SMASK 1,10.0 
TEMPLVL_SMASK? 1 
 
<Response> 
10.0 
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TEMPPASS_SMASK 
 
■機能 
Template Pass/Fail Judgement for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，Templateによる測定波形の合否判定の結果を読み出します。 
判定基準は，すべてのポイントにおいて波形がTemplate内に収まっていればPass（合格），1ポイントでも

Template外のものがあればFAIL（不合格）です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TEMPPASS_SMASK? a 
 
■aの値 
判定結果 

値 合否判定 
PASS Pass : 合格 
FAIL Fail : 不合格

 
■使用例 
「Spectrum Emission Mask測定波形の合否判定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL ACP 
SWP 
TEMPPASS_SMASK? 
 
<Response> 
PASS 
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TEMPPWR_SMASK 
 
■機能 
Setup Template Power for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定の Setup Template 画面において ，テンプレ ートの設定を Down Link
（39<=P<43 dBm）用またはDown Link（31<=P<39 dBm）用にしている場合のパワー値を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TEMPPWR_SMASK a TEMPPWR_SMASK? a 
 
■aの値 

範囲 分解能 単位 
－100.0～100.0 0.1 dBm 

 
□サフィックスコード 
なし: dBm 
DBM: dBm 
 
■制約条件 
・ Select TemplateをDown Link（39<=P<43 dBm）またはDown Link（31<=P<39 dBm）のどちらかに設定し

ておかなければ使用できません（cf. TEMPTYPE_SMASK）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Spectrum Emission Mask測定において，パワー値の設定を行う」 
<Program> 
DSPL SETTEMP_SMASK 
TEMPTYPE_SMASK DNLNK2 
TEMPPWR_SMASK 10.0 
TEMPPWR_SMASK? 
 
<Response> 
10.0 
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TEMPTYPE_SMASK 
 
■機能 
Select Template Type for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定のSetup Template画面において，規格のテンプレートの種類を設定します。 
テンプレートはSLCTTEMP_SMASKで設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TEMPTYPE_SMASK a TEMPTYPE_SMASK? a 
 
■aの値 

aの値 規格 初期値 
UPLNK 3GPP規格のUp Linkのテンプレート値です。 ＊ 
DNLNK 3GPP規格のDown Link（P<=31 dBm）のテンプレート値です。  
DNLNK1 3GPP規格のDown Link（P>=43 dBm）のテンプレート値です。  
DNLNK2 3GPP規格のDown Link（39<=P<43 dBm）のテンプレート値です。  
DNLNK3 3GPP規格のDown Link（31<=P<39 dBm）のテンプレート値です。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Up Linkのテンプレートを設定する」 
<Program> 
DSPL SETTEMP 
TEMPTYPE_SMASK UPLNK 
SLCTTEMP_SMASK STD 
TEMPTYPE_SMASK? 
SLCTTEMP_SMASK? 
 
<Response> 
UPLNK 
STD 
 
■Up Linkの設定値 

Frequency Offset Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2）

2.5 ～ 3.5 MHz －35－15（f_offset –2.5）dBc 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
3.5 ～ 7.5 MHz －35－1（f_offset –3.5）dBc 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
7.5 ～ 8.5 MHz －39－10（f_offset －7.5）dBc 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
8.5 ～ 12.5 MHz －49 dBc 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10dBm 
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■Down Link（P>=43 dBm）の設定値 
Frequency Offset Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2）

2.515 ～ 2.715 MHz －14 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
2.715 ～ 3.515 MHz －14－15（f_offset –2.715）

dBm 
30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 

3.515 ～ 4 MHz －26 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
4 ～ 8 MHz －13dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT –10 dBm 

8 ～ 12.5 MHz －13 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
 
■Down Link（39<=P<43 dBm）の設定値 

Frequency Offset Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2）

2.515 ～ 2.715 MHz －14 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
2.715 ～ 3.515 MHz －14－15（f_offset –2.715）

dBm 
30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 

3.515 ～ 4 MHz －24.5 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
4 ～ 8 MHz －13 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT –10 dBm 

8 ～ 12.5 MHz P －56 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
 
■Down Link（31<=P<39 dBm）の設定値 

Frequency Offset Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2）

2.515 ～ 2.715 MHz P －53 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
2.715 ～ 3.515 MHz P －53－15（f_offset 

–2.715）dBm 
30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 

3.515 ～ 4 MHz P －65 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
4 ～ 8 MHz P －52 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT –10 dBm 

8 ～ 12.5 MHz P －56 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
 
■Down Link（P<31 dBm）の設定値 

Frequency Offset Limit RBW VBW ATT Reference Level（注2）

2.515 ～ 2.715 MHz －22 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
2.715 ～ 3.515 MHz －22－15（f_offset –2.715）

dBm 
30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 

3.515 ～ 4 MHz －34 dBm 30 kHz 30 kHz （注1） ATT – 10 dBm 
4 ～ 8 MHz －21 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT –10 dBm 

8 ～ 12.5 MHz －25 dBm 1 MHz 1 MHz （注1） ATT – 10 dBm 
注1：ATTはシステムソフトウェアのReference Levelに応じて設定されます。 
注2：プリアンプ使用時は20 dB低い値になります。 
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TERM 
 
■機能 
測定する入力信号のコネクタを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
TERM terminal TERM? terminal 
 
■パラメータ 
terminal 
測定する入力信号のコネクタ 

値 測定する入力信号のコネクタ 初期値

RF RFに設定します。 ＊ 
IQDC IQ-DCに設定します。  
IQAC IQ-ACに設定します。  
IQBAL IQ-Balanceに設定します。  
 
■制約条件 
・ 測定画面をSetup Common Parameterにしておかなければなりません（cf. DSPL）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「入力信号コネクタをIQ-DCに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
TERM IQDC 
TERM? 
 
<Response> 
IQDC 
 
■オプション・機器による制約 
本体がMS268xの場合，IQ入力はオプションとなります。 
・ IQ BalanceオプションおよびIQ Unbalanceオプションの有効／無効により，以下の制限があります。 

・ IQ Balance オプションが有効な場合，IQ Unbalance オプションの有効／無効に関係なく，すべての項目が

選択可能です。 
・ IQ Unbalance オプションが有効な場合，IQ Balance は選択不可となります。 
・ IQ Balance オプション，IQ Unbalance オプションがともに無効な場合，RF 以外の項目はすべて選択不可

となります。 
・ 本体が MS2687A/B の場合，IQ Unbalance オプションのみです。 
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THRESHMD_MOD 
 
■機能 
Threshold Mode for Modulation Analysis 
変調解析において，アクティブチャネルを自動的に判定するか,ユーザ定義のしきい値によって判定するかを設定し

ます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
THRESHMD_MOD a THRESHMD_MOD? a 
 
■aの値 
判定方法 

a 判定方法 初期値 
AUTO アクティブチャネルを自動的に判定します。 ＊ 
MANUAL アクティブチャネルをしきい値によって判定します。  
 
■制約条件 
・ Auto Rate DetectionがOffのときはユーザ定義のしきい値による判定となり, 本機能は設定できません(cf. 

AUTODET)。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Threshold ModeをAutoに設定する」 
<Program> 
THRESHMD_MOD AUTO 
THRESHMD_MOD? 
 
<Response> 
AUTO 
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THRESH_MOD 
 
■機能 
Threshold Level for Modulation Analysis 
変調解析においてアクティブチャネルを識別するためのしきい値を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
THRESH_MOD a THRESH_MOD? a 
 
■aの値 
しきい値 

範囲 分解能 単位 初期値 
－50.0～－10.0 0.1 dB －33.0

 
■制約条件 
・ Auto Rate Detection が On, か つ Threshold Mode が Auto の と き は 設 定 で き ま せ ん （ cf. 

THRESHMD_MOD, AUTODET）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Threshold Levelを－20.0 dBに設定する」 
<Program> 
THRESHMD_MOD MANUAL 
THRESH_MOD −20.0 
THRESH_MOD? 
 
<Response> 
−20.0 
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TIMINGOFS 
 
■機能 
Timing Offset 
Modulation Analysis画面において，タイミングオフセット（基準時刻に対するフレームの開始位置との差）の測定

結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TIMINGOFS? a b 
 
■aの値 
Timing Offset値 

値 単位 
なし 時間（µs）とchip単位の両方で出力します。 
TIME 時間（µs）で出力します。 
CHIP chip単位で出力します。 
 
■bの値 
Timing Offset値 
分解能 単位 

0.01 µs 
0.01 chip 
 
■使用例 
「Timing Offsetの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TIMINGOFS? TIME 
 
<Response> 
1.00 
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TIMINGOFS_DEMOD 
 
■機能 
Timing Offset for Demodulation Data 
Demodulation Data測定において，復調タイミングオフセットをchip単位で設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
TIMINGOFS_DEMOD chip TIMINGOFS_DEMOD? chip 

 
■パラメータ 
chip 
Timing Offset Chip 

範囲 分解能 初期値 単位 
0～150 1 0 x256T chip

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがDown LinkまたはDown Link(Compressed)が選択されているときのみ実行できます 

（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Timing Offset を1 x256Tchipに設定する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SWP 
TIMINGOFS_DEMOD 1 
TIMINGOFS_DEMOD? 
 
<Response> 
1 
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TIMINGPM 
 
■機能 
Timing Offset between Preamble RACH and Message Part 
Transmitter Power画面において，Preamble RACHとMessage Partのタイミングオフセットを出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TIMINGPM? a 
 
■aの値 
Preamble RACHとMessage Partのタイミングオフセット 
分解能 単位 

0.01 chip 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Timing Offsetの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
TIMINGPM? 
 
<Response> 
15360.00 
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TIMINGTP 
 
■機能 
Timing Offset between Trigger and Preamble RACH 
Transmitter Power画面における，TriggerとPreamble RACHのタイミングオフセットを出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TIMINGTP? a 
 
■aの値 
TriggerとPreamble RACHのタイミングオフセット 
分解能 単位 

0.01 chip 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「TriggerとPreamble RACHのタイミングオフセットを読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
TIMINGTP? 
 
<Response> 
152.00 
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TOTALPASS 
 
■機能 
Transmitter Power 測定において，全スロットに対して測定結果と基準値を比較し，その判定結果を出力します。

全スロットが判定基準内の場合のみ，Pass（合格）を返します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TOTALPASS? judge 
 
■パラメータ 
judge 
判定結果 

値 判定結果 
PASS Pass（合格） 
FAIL Fail（失格） 
 
■使用例 
「TPC規格の判定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
TOTALPASS? 
 
<Response> 
FAIL 
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TOTALPREAM 
 
■機能 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがRACHの場合のPreambleの総数を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TOTALPREAM? n 
 
■パラメータ 
n の値 
Preambleの総数 

値 分解能 
0～16 1 

 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Preambleの総数を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
TOTALPREAM? 
 
<Response> 
3 
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TOTALSGNL 
 
■機能 
Total Active Channel Number 
Modulation Analysis測定において，Code DomainのActive Channel数を読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
--- TOTALSNGL? n 

 
■パラメータ 
n の値 
Total Active Channel 

分解能 単位 
1 なし 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSK，UP Link (RACH)以外の場合のみ実行できます（cf. MEASOBJ）。 
・ Auto Rate DetectionがOnの場合のみ実行できます。（cf.AUTODET） 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Code DomainのActive Channel数を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
TOTALSGNL? 
 
<Response> 
26 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-359 

TPC 
 
■機能 
Setup TPC画面において，Slot2から解析スロットまでの各スロットを個別に設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TPC slot,up_down,step TPC? slot up_down,step 
 
■パラメータ 
slot 
スロット番号 

値 スロット 分解能

2～Analysis Slot Slot2～Analysis Slot 1
Analysis Slot は，SLTLEN_RFPWRの設定値によって変わります。 
 
up_down 
各スロットへのPowerのUp/Down設定 
値 Up/Down設定 初期値

UP slotで指定したスロットの TPCをUpに設定します。 ＊ 
DN slotで指定したスロットの TPCをDownに設定します。  
NO slotで指定したスロットの TPCを0に設定します。  
Up/Downはstepの設定によりそれぞれ+1, +2, +3 dBまたは －1, －2, －3 dBを意味します。 
 
step 
ステップサイズ 

値 ステップサイズ 単位

なし 1 dBに設定します。  
1, 2, 3 設定ステップサイズに設定します。 dB 

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「スロット2のパワーを下げる」 
<Program> 
DSPL SETTPC 
TPC 2,DN 
TPC? 2 
 
<Response> 
DN 
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TPCPASS 
 
■機能 
TPC測定において，各スロットまたは全スロットの測定結果と設定値を比較し，pass/failの判定結果を出力します。 
 
■構文 

Program 
Message 

Query Message Response Message 

--- TPCPASS? slot relpwr,abspwr 
--- TPCPASS? slot,REL relpwr 
--- TPCPASS? slot,ABS abspwr 
--- TPCPASS? ALL relpwr1, abspwr1,…, relpwrN, abspwrN,..., relpwr15, abspwr15 
--- TPCPASS? ALL,REL relpwr1, …, relpwrN, .., relpwr15 
--- TPCPASS? ALL,ABS abspwr1,…, abspwrN,..., abspwr15 

 
■パラメータ 
slot 
スロット番号 

値 スロット 分解能 
1～15 Slot1～15 1 

 
relpwr, relpwrN 
指定した（N番目の）相対電力値の判定 

値 相対電力値の判定 
PASS Pass（合格） 
FAIL Fail（失格） 
OFF 判定機能の設定がOffになっています（cf. JALLTPC）。 
 
abspwr, abspwrN 
指定した（N番目の）絶対電力値の判定 

値 絶対電力値の判定 
PASS Pass（合格） 
FAIL Fail（失格） 
OFF 判定機能の設定がOffになっています（cf. JALLTPC）。 
 
■使用例 
「スロット3の相対電力値の判定を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
SWP 
TPCPASS? 3,REL 
 
<Response> 
PASS 
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TRFORM 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，波形表示のフォーマットを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRFORM form TRFORM? form 
 
■パラメータ 
form 
波形フォーマット 

値 波形フォーマット 初期値

NON None: 数値結果のみを表示し，波形は表示しません。 ＊ 
CONSTEL Constellation: IQダイアグラムを表示します。  
EYE Eye Diagram: IQ信号の時間に対する変異を表示します。  
VECT EVM: EVMを表示します。  
PHASE Phase Error: 位相誤差を表示します。  
MAGTD Magnitude : 振幅誤差を表示します。  

CODE 
Code Domain: Up Link，Down Link, Down Link（Compress）時のみコードドメインを

表示します。 
 

CDVSTM 
Code vs Time: Up Link，Down Link, Down Link（Compress）時のみCode vs Time
表示します。 

 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合はCode Domain，Code vs Timeは設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ CDVSTMはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「波形表示フォーマットをPhase Errorに設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM PHASE 
TRFORM? 
 
<Response> 
PHASE 
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TRFORM_CCDF 
 
■機能 
Trace Format for CCDF 
CCDF画面において，表示するトレースの種類を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRFORM_CCDF form TRFORM_CCDF? form 
 
■パラメータ 
form 
波形フォーマット 

値 波形フォーマット 初期値

POS Average Power以上のPower分布を表示します。  
NEG Average Power以下のPower分布を表示します。  
POSNEG トータルのPower分布を表示します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがAPDの場合のみ設定可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Trace FormatをPositive & Negativeに設定する」 
<Program> 
DSPL CCDF,APD 
TRFORM_CCDF POSNEG 
TRFORM_CCDF? 
 
<Response> 
POSNEG 
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TRG 
 
■機能 
Trigger 
測定を内部のタイミングで開始するか外部トリガで開始するかを選択します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRG trg TRG? trg 
 
■パラメータ 
trg 
トリガの設定 

値 トリガの設定 初期値

FREE Free Run: 測定を内部のタイミングで開始する。 ＊ 
WIDEVID Wide IF: 測定をWide IF Videoトリガで開始する。  
EXT External: 測定を外部トリガで開始する。  
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower MeterまたはSpurious Emission画面の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ WIDEVIDはMX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「測定を外部トリガで開始する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
TRG EXT 
TRG? 
 
<Response> 
EXT 
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TRGDLY 
 
■機能 
Trigger Delay 
トリガが入力されてから実際にタイミングをとる時間差を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRGDLY chip TRGDLY? chip 
 
■パラメータ 
chip 
トリガディレイ値 

範囲 分解能 初期値 単位

－384000.0～384000.0 0.2 0.0 chip 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meter, Spurious Emission画面の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ TriggerがFree Runの場合は設定できません（cf. TRG）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Trigger Delay値を50.0 chipに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
TRG EXT 
TRGDLY 50.0 
TRGDLY? 
 
<Response> 
50.0 
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TRGEDGE 
 
■機能 
Trigger Edge 
トリガのタイミングを立ち上がりを標準とするか立ち下がりを標準とするかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRGEDGE timing TRGEDGE? timing 
 
■パラメータ 
timing 
トリガ標準 

値 トリガ標準 初期値

RISE トリガの標準を立ち上がりに設定します。 ＊ 
FALL トリガの標準を立ち下がりに設定します。  
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meter, Spurious Emission画面の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ TriggerがFree Runの場合は設定できません（cf. TRG）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「トリガ標準を立ち上がりに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
TRG EXT 
TRGEDGE RISE 
TRGEDGE? 
 
<Response> 
RISE 
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TRGLVL 
 
■機能 
Trigger Level 
トリガの検出レベルを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRGLVL level TRGLVL? level 
 
■パラメータ 
level 
Trigger Levelの設定 

Level Trigger（Wide IF）のレベルを設定 初期値 

LOW トリガレベルをLowに設定する。 ＊ 
MIDDLE トリガレベルをMiddleに設定する。  
HIGH トリガレベルをHighに設定する。  
 
■制約条件 
・ TriggerがWide IF以外の場合は設定できません（cf. TRG）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Trigger LevelをMiddleに設定する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ RACH 
TRGLVL MIDDLE 
TRGLVL? 
 
<Response> 
MIDDLE 
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TRVIEW_MOD 
 
■機能 
Trace View for Code vs Time 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeのとき，表示するトレースを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRVIEW_MOD a TRVIEW_MOD? a 
 
■パラメータ 
aの値 
表示トレースの設定 

値 表示トレースの設定 初期値

CDCDVSTM 表示トレースをCode Domain PowerとCode vs Timeにします。 ＊ 
CDVSTM 表示トレースをCode vs Timeにします。  
CODE 表示トレースをCode Domain Powerにします。  
 
■制約条件 
・ Trace FormatがCode vs Timeの場合以外は設定できません（cf. TRFORM）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Trace ViewをCode vs Time表示にする」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNKCOMP 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
TRVIEW_MOD CDVSTM 
TRVIEW_MOD? 
 
<Response> 
CDCDVSTM 
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TRVIEW_RFPWR 
 
■機能 
Trace View for Transmitter Power 
Transmitter Power画面において，Measure MethodがTPCまたはRACHのとき，表示するトレースを設定しま

す。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
TRVIEW_RFPWR a TRVIEW_ RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 
表示トレースの設定 

値 表示トレースの設定 初期値 

EXPNDTOTAL 表示トレースをExpand WaveformとTotal Waveformにします。 ＊ 
TOTAL 表示トレースをTotal Waveformにします。  
EXPND 表示トレースをExpand Waveformにします。  
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHの場合以外は設定できません（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Trace ViewをTotal Waveform表示にする」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TRVIEW_RFPWR TOTAL 
TRVIEW_ RFPWR? 
 
<Response> 
TOTAL 
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TS 
 
■機能 
Single Measure/Sweep 
測定／掃引を１回実行します。SWPコマンドと同機能です。SNGLSコマンドと違い，測定中に測定器がコマンドを

受け付た場合には，そのコマンドは処理されず，測定が終了するまで待機します。つまりTSコマンドに続くコマンド

は測定が完全に終了してから処理されるので，測定器の動作とコマンドを送信するプログラムとの間で同期がとられ

ます。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

TS --- --- 
 
■使用例 
「測定／掃引を1回行う」 
<Program> 
TS 
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TXPWR 
 
■機能 
Transmitter Power 
Modulation Analysis，Transmitter Power & TPC，Adjacent Channel Power，Spurious Emission，およ

びSpectrum Emission Mask測定において，5MHz帯域のスロット長区間の平均電力を読み出します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- TXPWR? unit txpwr 

 
■パラメータ 
unit 
出力単位の指定 

値 出力単位 

DBM dBm 
WATT W 
 
txpwr 
Tx Power 

分解能 単位（unitで指定した値に依存します） 
0.01 dBm 
有効桁数4桁の指数表示 W 
 
■使用例 
「Tx Powerの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
TXPWR? DBM 
 
<Response> 
18.53 
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TZEROSET 
 
■機能 
Tester Root Zero Set 
Transmitter Power画面において，ゼロ設定を行います。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
TZEROSET --- --- 
 
■制約条件 
・ Transmitter Power画面でのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「ゼロ設定を行う」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
TZEROSET 
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TZEROSETVAL 
 
■機能 
Tester Root Zero Set Value 
Transmitter Power画面において，ゼロ設定値を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- TZEROSETVAL? a 
 
■aの値 
ゼロ設定値 
分解能 単位 

0.01 dBm 
 
■制約条件 
・ Transmitter Power画面でのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「ゼロ設定値を読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
TZEROSET 
TZEROSETVAL? 
 
<Response> 
0.00 
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TZEROSET_SW 
 
■機能 
Tester Root Zero Set Value Used or Not 
Transmitter Power画面において，ゼロ設定値を使用するかしないかを設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message
TZEROSET_SW a TZEROSET_SW? a 
 
■aの値 
Zero SetのOn/Off 

値 テスターZero SetのOn/Off 初期値

0 テスターZero Set値を使用しない。 ＊ 
1 テスターZero Set値を使用する。  
 
■制約条件 
・ Transmitter Power画面でのみ実行可能です（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用可能です。 
 
■使用例 
「ゼロ設定値を使用する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
TZEROSET_SW 1 
TZEROSET_SW? 
 
<Response> 
1 
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UNIT_ADJ 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，Leakage Powerの単位を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UNIT_ADJ unit UNIT_ADJ? unit 
 
■パラメータ 
unit 
Leakage Powerの単位 

値 Leakage Powerの単位 初期値 
DB dB ＊ 
DBM dBm  
MW mW  
UW µW  
NW nW  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Leakage Powerの単位をmWにする」 
<Program> 
MEAS ADJ,MOD 
UNIT_ADJ MW 
UNIT_ADJ? 
 
<Response> 
MW 
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UNIT_CDP 
 
■機能 
Power Unit for Code Domain Power  
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode DomainまたはCode vs Timeのとき，表示する

Code Domain Powerの単位を設定します。  
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UNIT_CDP unit UNIT_CDP? unit 
 
■パラメータ 
unit 
表示単位 

値 表示単位 初期値

DBM 絶対値（dBm）で表示します。  
DB 相対値（dB）で表示します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Trace FormatがNon, Code Domain，またはCode vs Timeの場合のみ実行可能です（cf. TRFORM）。 
 
■使用例 
「Code DomainPowerを絶対値表示に設定する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
TRFORM CODE 
UNIT_CDP DBM 
UNIT_CDP? 
 
<Response> 
DBM 
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UNIT_IQL 
 
■機能 
IQ Level画面において使用する単位を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UNIT_IQL unit UNIT_IQL? unit 
 
■パラメータ 
unit 
レベル読み出しの単位 

値 レベル読み出しの単位 初期値 
DBMV dBmV ＊ 
MV mV  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「レベル読み出しの単位をmVに設定する」 
<Program> 
UNIT_IQL MV 
UNIT_IQL? 
 
<Response> 
MV 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，オプションMS268xA/B-17，18 I/Q 入力が搭載されていないときは，本コマンドは無効で

す。 
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UNIT_MOD 
 
■機能 
Power Unit in Zoom-In for Code vs Time 
Modulation Analysis画面でTrace FormatがCode vs Time，およびTrace ViewがCode vs Time時のCode vs 
Time波形をZoom Inしたときに表示するレベルの単位を設定します。  
本設定では，解析するCode Domain Powerの値に対して反映されます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UNIT_MOD unit UNIT_MOD? unit 
 
■パラメータ 
unit 
表示単位 

値 表示単位 初期値

DBM 絶対値（dBm）で表示します。  
DB 相対値（dB）で表示します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSK以外の場合のみ実行可能です（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「絶対値を表示する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
TRVIEW_MOD CDVSTM 
ZOOM_MOD IN 
UNIT_MOD DBM 
UNIT_MOD? 
 
<Response> 
DBM 
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UNIT_SMASK 
 
■機能 
Unit for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，測定結果の単位を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

UNIT_SMASK a UNIT_SMASK? a 
 
■aの値 
Offset frequency vs Powerの単位 

値 Offset frequency vs Powerの単位 初期値

DB dB ＊ 
DBM dBm  
MW mW  
UW µW  
NW nW  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「単位をmWにする」 
<Program> 
UNIT_SMASK MW 
UNIT_SMASK? 
 
<Response> 
MW 
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UNIT_SPU 
 
■機能 
Spurious Emission測定において，レベル読み出しの単位を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UNIT_SPU unit UNIT_SPU? unit 
 
■パラメータ 
unit 
レベル読み出しの単位 

値 レベル読み出しの単位 初期値

DBM dBm ＊ 
DB dB  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「レベル読み出しの単位をdBに設定する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
UNIT_SPU DB 
UNIT_SPU? 
 
<Response> 
DB 
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UPCODESYNC 
 
■機能 
Scrambling Code Synchronization 
Setup Common Parameter画面において，Measuring ObjectがUp Linkのとき，Scrambling CodeにLong 
Scrambling Codeを用いるか，Short Scrambling Codeを用いるかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
UPCODESYNC code UPCODESYNC? code 
 
■パラメータ 
code 
Scrambling Code 

値 Scrambling Code 初期値

LONG Scrambling CodeにLong Scrambling Codeを用います。 ＊ 
SHORT Scrambling CodeにShort Scrambling Codeを用います。  
 
■制約条件 
・ 測定画面がSetup Common Parameter以外の場合は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Measuring ObjectがDown LinkまたはQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
 
■初期化コマンド 
＊RST 
 
■使用例 
「Scrambling CodeにLong Scrambling Codeを用いる」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ UPLNK 
UPCODESYNC LONG 
UPCODESYNC? 
 
<Response> 
LONG 
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VBM_ADJ 
 
■機能 
VBW:Manual/Auto 
Adjacent Channel Power画面において，VBWの設定を手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBM_ADJ a VBM_ADJ? a 
 
■aの値 
VBW設定モード 

値 モード 初期値

MAN VBWを手動設定モードにします。  
AUTO VBWを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にVBWが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWの値とVBW/RBW Ratioの値からVBWの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを自動設定モードにする」 
<Program> 
VBM_ADJ AUTO 
VBM_ADJ? 
 
<Response> 
AUTO 
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VBM_OBW 
 
■機能 
VBW:Manual/Auto 
Occupied Bandwidth画面において，VBWの設定を手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBM_OBW a VBM_OBW? a 
 
■aの値 
VBW設定モード 

値 モード 初期値

MAN VBWを手動設定モードにします。  
AUTO VBWを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にVBWが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWの値とVBW/RBW Ratioの値からVBWの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを自動設定モードにする」 
<Program> 
VBM_OBW AUTO 
VBM_OBW? 
 
<Response> 
AUTO 
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VBM_SMASK 
 
■機能 
VBW:Manual/Auto for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask画面において，VBWの設定を手動または自動のどちらで行うか設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBM_SMASK a VBM_SMASK? a 
 
■aの値 
VBW設定モード 

値 モード 初期値

MAN VBWを手動設定モードにします。  
AUTO VBWを自動設定モードにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Auto時にVBWが変更された場合は，強制的にManualになります。 
・ Autoの場合は，RBWの値とVBW/RBW Ratioの値からVBWの値が自動的に設定されます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを自動設定モードにする」 
<Program> 
VBM_SMASK AUTO 
VBM_SMASK? 
 
<Response> 
AUTO 
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VBR_ADJ 
 
■機能 
VBW/RBW Ratio for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定において，VBWの自動設定で使用するVBWとRBWの比を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBR_ADJ a VBR_ADJ? a 
 
■aの値 
VBW/RBW Ratio 

範囲 分解能 初期値 
0.0001～100 0.0001 1 

 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0.0001 0.0003 0.001 0.003 0.01 0.03 0.1 0.3 1 3 10 30 100 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBW/RBW Ratioを3に設定する」 
<Program> 
VBR_ADJ 3 
VBR_ADJ? 
 
<Response> 
3 
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VBR_OBW 
 
■機能 
VBW/RBW Ratio for Occupied Bandwidth 
Occupied Bandwidth測定において，VBWの自動設定で使用するVBWとRBWの比を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBR_OBW a VBR_OBW? a 
 
■aの値 
VBW/RBW Ratio 

範囲 分解能 初期値

0.0001～100 0.0001 1
 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0.0001 0.0003 0.001 0.003 0.01 0.03 0.1 0.3 1 3 10 30 100
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBW/RBW Ratioを3に設定する」 
<Program> 
VBR_OBW 3 
VBR_OBW? 
 
<Response> 
3 
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VBR_SMASK 
 
■機能 
VBW/RBW Ratio for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，VBWの自動設定で使用するVBWとRBWの比を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBR_SMASK a VBR_SMASK? a 
 
■aの値 
VBW/RBW Ratio 

範囲 分解能 初期値 
0.0001～100 0.0001 1 

 
■制約条件 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0.0001 0.0003 0.001 0.003 0.01 0.03 0.1 0.3 1 3 10 30 100 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBW/RBW Ratioを3に設定する」 
<Program> 
VBR_SMASK 3 
VBR_SMASK? 
 
<Response> 
3 
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VBW_ADJ 
 
■機能 
Video Bandwidth for Adjacent Channel Power 
Adjacent Channel Power測定のVBW（Video Bandwidth）を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBW_ADJ a VBW_ADJ? a 
 
■aの値 
VBW 

範囲 分解能 初期値 単位 
0（OFF）～3000000 1 300,000 Hz 

 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ RBW ModeがDigitalの場合は設定できません（cf. RBD_ADJ）。 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0 Hz 

(OFF) 
1 Hz 3 Hz 10 Hz 30 Hz 100 Hz 300 Hz 1 kHz 3 kHz 10 kHz 30 kHz 100 kHz 300 kHz 1 MHz 3 MHz

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
VBW_ADJ 30KHZ 
VBW_ADJ? 
 
<Response> 
30000 
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VBW_OBW 
 
■機能 
Video Bandwidth for Occupied Bandwidth 
スペクトラムアナライザを使ったOccupied Bandwidth測定のVBW（Video Bandwidth）を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBW_OBW a VBW_OBW? a 
 
■aの値 
VBW 

範囲 分解能 初期値 単位

0（OFF）～3000000 1 100000 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ RBW ModeがDigitalの場合は設定できません（cf. RBWTP_OBW）。 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0 Hz 

(OFF) 
1 Hz 3 Hz 10 Hz 30 Hz 100 Hz 300 Hz 1 kHz 3 kHz 10 kHz 30 kHz 100 kHz 300 kHz 1 MHz 3 MHz

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
VBW_OBW 30KHZ 
VBW_OBW? 
 
<Response> 
30000 
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VBW_SMASK 
 
■機能 
Video Bandwidth for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，VBW（Video Bandwidth）を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VBW_SMASK a VBW_SMASK? a 
 
■aの値 
VBW 

範囲 分解能 初期値 単位

0（OFF）～3000000 1 30000 Hz 
 
□サフィックスコード 
なし: Hz 
HZ: Hz 
KHZ, KZ: kHz 
MHZ, MZ: MHz 
GHZ, GZ: GHz 
 
■制約条件 
・ RBW ModeがDigitalの場合は設定できません（cf. RBD_SMASK）。 
・ 設定範囲内で任意の値が入力できますが，実際に設定される値は下表の値になります。 

設定値 
0 Hz 

(OFF) 
1 Hz 3 Hz 10 Hz 30 Hz 100 Hz 300 Hz 1 kHz 3 kHz 10 kHz 30 kHz 100 kHz 300 kHz 1 MHz 3 MHz

 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「VBWを30 kHzに設定する」 
<Program> 
VBW_SMASK 30KHZ 
VBW_SMASK? 
 
<Response> 
30000 
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VECTERR 
 
■機能 
RMS EVM 
Modulation Analysis測定において，EVMのRMS値の測定結果を出力します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
--- VECTERR? rms 

 
■パラメータ 
rms 
RMS EVM 
分解能 単位 

0.01 % 
 
■使用例 
「RMS EVMの測定結果をよみだす」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
VECTERR? 
 
<Response> 
23.48 
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VIEW_SPU 
 
■機能 
View for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，画面右側にRBW/VBW/SWTを表示するかReference Level/ATTを表示す

るかJudgementの結果を表示するかを選択します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VIEW_SPU a VIEW_SPU? a 
 
■aの値 
表示項目 

値 表示項目 初期値

JDG Judgementを表示します。 ＊ 
BWSWT RBW/VBW/SWTを表示します。  
REFATT Reference Level/ATTを表示します。  
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「RBW/VBW/SWTを表示する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT  
VIEW_SPU BWSWT  
VIEW_SPU?  
 
<Response> 
BWSWT 
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VSCALE 
 
■機能 
Vertical Scale for EVM, Phase Error and Magnitude Error 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがEVM，Phase Error，またはMagnitude Errorのとき，

表示座標の縦軸目盛りの上限値を設定します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

VSCALE limit VSCALE? limit 
 
■パラメータ 
limit 
縦軸目盛りの上限値 
値 縦軸目盛りの上限値 初期値

5 5% (EVM, Magnitude Error), 5 deg (Phase Error)  
10 10% (EVM, Magnitude Error), 10 deg (Phase Error)  
20 20% (EVM, Magnitude Error), 20 deg (Phase Error) ＊ 
50 50% (EVM, Magnitude Error), 50 deg (Phase Error)  
100 100% (EVM, Magnitude Error), 100 deg (Phase Error)  
 
■制約条件 
・ Trace FormatがEVM，Phase Error，またはMagnitude Error以外の場合は設定できません 

（cf. TRFORM）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Phase Errorの縦軸目盛り上限値を50 degに設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM PHASE 
VSCALE 50 
VSCALE? 
 
<Response> 
50 
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VSCALE_CDP 
 
■機能 
Vertical Scale for Code Domain 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode Domain表示のとき，あるいはTrace FormatがCode 
vs TimeでTrace ViewがCode Domain表示のときの縦軸目盛りの範囲を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
VSCALE_CDP limit VSCALE_CDP? limit 
 
■パラメータ 
limit 
縦軸目盛り範囲 
値 縦軸目盛り範囲 初期値 

20 0～－20 dB  
40 0～－40 dB  
60 0～－60 dB  
80 0～－80 dB ＊ 
20と60はMX860ｘ０１B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Code Domainの表示範囲を0 dBから40 dBに設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM CODE 
VSCALE_CDP 40 
VSCALE_CDP? 
 
<Response> 
40 
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VSCALE_CVT 
 
■機能 
Vertical Scale for Code vs Time 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeのときの縦軸目盛りの範囲を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
VSCALE_CVT limit VSCALE_CVT? limit 
 
■パラメータ 
limit 
縦軸目盛り範囲 
値 縦軸目盛り範囲 初期値 

20 20～40 dBm  
40 0～－40 dBm  
60 －20～40 dBm  
80 －40～40 dBm ＊ 
 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKの場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Code vs Timeの表示範囲を0 dBmから40 dBmに設定する」 
<Program> 
MEAS MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
VSCALE_CVTSTM 40 
VSCALE_CVTSTM? 
 
<Response> 
40 
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VSCALE_RFPWR 
 
■機能 
Vertical Scale for Transmitter Power (TPC，RACH) 
Transmitter Power画面において，波形表示の縦軸目盛りを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
VSCALE_RFPWR a,b,c VSCALE_RFPWR? a b,c,a 
 
■aの値 
トレース選択 

値 トレース 初期値 
TOTAL Total Waveformに対して設定します。 ＊ 

LEAD 
Expand WaveformまたはExpand WaveformのLeading用のトレースに対し

て設定します。 
 

TRAIL 
Expand WaveformのTrailing用のトレースに対して設定します（Windowが

Leading & Trailingの場合のみ設定可能）。 
 

 
■bの値 
縦軸目盛り範囲 
値 縦軸目盛り範囲 初期値 

20 0～－20 dB  
40 0～－40 dB ＊（Measure Method : TPC） 
60 0～－60 dB  
80 0～－80 dB ＊（Measure Method : RACH） 
100 0～－100 dB  
 
■cの値 
表示最大レベル 

範囲 分解能 初期値 単位 

（Ref Level－50 dB）～（Ref Level + 50 dB）

（cf. RFLVL）
1 dB

Ref Level + 20 dB 
（5 dB単位で切り上げ） 

（Measure Method : RACH） 
dBm 

0 ～ 50 dB 1 dB
20 dB 

（Measure Method : TPC） 
dB 

 
□サフィックスコード 
なし: dBm 
DBM: dBm 
DB: dB 
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■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHの場合以外は設定できません（cf. DSPL）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Total Waveformの波形表示の目盛り範囲を20 dBに，最大レベルを6 dBmに設定する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TLVL_RFPWR TOTAL,20,6DBM 
TLVL_RFPWR? TOTAL 
 
<Response> 
20,6,TOTAL 
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WAVEFORM 
 
■機能 
Waveform Display 
Transmitter Power画面において，WaveformウインドウのOn/Offを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
WAVEFORM on_off WAVEFORM? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
WaveformウインドウのOn/Off 
値 WaveformウインドウのOn/Off 初期値

ON Waveformウインドウを表示します。  
OFF Waveformウインドウを表示しません。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Waveformウインドウを表示する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,FILTER 
WAVEFORM ON 
WAVEFORM? 
 
<Response> 
ON 
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WAVEFORM_SPU 
 
■機能 
Waveform Display for Spurious Emission 
Spurious Emission画面において，WaveformウインドウのOn/Offを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
WAVEFORM_SPU on_off WAVEFORM_SPU? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
WaveformウインドウのOn/Off 
値 WaveformウインドウのOn/Off 初期値

ON Waveformウインドウを表示します。  
OFF Waveformウインドウを表示しません。 ＊ 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Waveformウインドウを表示する」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
WAVEFORM_SPU ON 
WAVEFORM_SPU? 
 
<Response> 
ON 
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WAVETBLNO_SPU 
 
■機能 
Displays waveforms of each table 
Spurious Emission画面において，各テーブルの波形を表示させます。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
WAVETBLNO_SPU a WAVETBLNO_SPU? a 
 

パラメータ 
a の値 
Table No 

範囲 
F1 ～ F15 

 
制約条件 

・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 

初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 

使用例 
「F1のテーブルの波形を表示する」 
 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
WAVETBLNO_SPU F1 
WAVETBLNO_SPU? 
 
<Response> 
F1 
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WAVQUAL 
 
■機能 
Waveform Quality Factor 
Modulation Analysis測定において，Waveform Quality Factorの測定結果を出力します。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

--- WAVQUAL? qual 
 
■パラメータ 
qual 
Waveform Qulatiy Factor 
分解能 単位 

0.00001 なし 
 
■使用例 
「Waveform Quality Factorの測定結果を読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
WAVQUAL? 
 
<Response> 
0.98801 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-401 

WIDE_ADJ 
 
■機能 
Wide Dynamic Range 
Adjacent Channel Power測定において，Wide Dynamic RangeのOn/Offを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
WIDE_ADJ on_off WIDE_ADJ? on_off 
 
■パラメータ 
on_off 
Wide Dynamic RangeのOn/Off 
値 Wide Dynamic RangeのOn/Off 初期値

ON Wide Dynamic RangeをOnにします。  
OFF Wide Dynamic RangeをOffにします。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがSpectrumの場合は設定できません。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Wide Dynamic RangeをOnにします。」 
<Program> 
DSPL ADJ,MOD 
SWP 
WIDE_ADJ ON 
WIDE_ADJ? 
 
<Response> 
ON 
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WINDOW_RFPWR 
 
■機能 
Display Window for Transmitter Power 
Transmitter Power画面において，Measure MethodがTPCまたはRACHのとき，Expand Waveformの表示形

式を設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
WINDOW_RFPWR a WINDOW _ RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 
表示形式の設定 

値 表示形式の設定 初期値 

SLOT Slot : スロット区間を表示します。 ＊ 
LEAD Leading : ひとつ前のスロットとの境界部分を拡大表示します。  
TRAIL Trailing : ひとつ後のスロットとの境界部分を拡大表示します。  
LEADTRAIL Leading & Trailing : LEADとTRAILの両方を表示します。  
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCまたはRACHの場合以外は設定できません（cf. DSPL）。 
・ Leading & TrailingはMeasure MethodがTPCの場合に設定できます。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Trace ViewをTotal Waveform表示にする」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
WINDOW_RFPWR LEAD 
WINDOW_ RFPWR? 
 
<Response> 
LEAD 
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WRDATA_DEMOD 
 
■機能 
Write Demodulation Data down to the PC Card 
Demodulation Data測定において，復調データをPCカードに保存します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
WRDATA_DEMOD format --- --- 

 
■パラメータ 
format 
変調方式の指定 

値 変調方式の指定 
HEX 復調結果を16進数で記録します。 
BIN 復調結果を2進数で記録します。 

 
■制約条件 
・ Measuring ObjectがQPSKまたはUP Link (RACH)の場合は設定できません（cf. MEASOBJ）。 
・ 測定画面がDemodulation Dataの場合のみ実行可能です(cf. DSPL)。 
・ 測定中は実行できません。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「復調データを16進数でPCカードに保存する」 
<Program> 
DSPL DEMOD 
SWP 
WRDATA_DEMOD HEX 
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WRTMLTCALDATA 
 
■機能 
Write Multi Carrier Calibration data 
Multi Carrier Calibrationで用いる補正値をPCカードへ保存します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
WRTMLTCALDATA --- --- 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
・ 本体オプションMS8609A-33搭載時のみ使用可能です。 
・ TerminalがRF以外の場合は実行できません。 
 
■使用例 
「Write Multi Carr. Cal. Dataを実行する」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
WRTMLTCALDATA 
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XMAG 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，Spectrum AllのGraph法における波形データの読み出しや加工を行

います。波形ウインドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形

のy座標が書き込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMAG w_addr,w_data XMAG? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 測定データ数

1～501 1 501
1～1001 1 1001
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data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ w_addr, addr, nの設定範囲は，測定データ数の設定値により変わります（cf. DPTS_ADJ）。 
 
■使用例 
「Adjacent Channel Power測定のSpectrum AllにおけるGraph法の波形データをメモリアドレス0番地から5個

読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
XMAG? 0,5 
 
<Response> 
−12,−24,−14,−13,−18 
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7-407 

XMB 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，Spectrum All法の際の波形データの読み出しや加工を行います。波

形ウインドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が

書き込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMB w_addr,w_data XMB? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 測定データ数

1～501 1 501
1～1001 1 1001
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data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ w_addr, addr, nの設定範囲は，測定データ数の設定値により変わります（cf. DPTS_ADJ）。 
 
■使用例 
「Adjacent Channel Power測定のSpectrum All における波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT1 
SWP 
XMB? 0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4857,−4502 
 



 
７章  コマンド詳細説明 
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XMBS 
 
■機能 
Adjacent Channel Power測定において，Spectrum Separate法の際の波形データの読み出しや加工を行いま

す。波形ウインドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座

標が書き込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMBS w_addr,w_data XMBS? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～2504 1 501
0～5004 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～2504 1 501
0～5004 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 測定データ数

1～2505 1 501
1～5005 1 1001
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data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ w_addr, addr, nの設定範囲は，測定データ数の設定値により変わります（cf. DPTS_ADJ）。 
 
■使用例 
「Adjacent Channel Power測定のSpectrum Separateにおける波形データをメモリアドレス0番地から5個読み

出す」 
<Program> 
DSPL ADJ,SPECT2 
SWP 
XMBS? 0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4857,−4502 
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XMC 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，IQ信号の波形データの読み出しや加工を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMC iq,w_addr,w_data XMC? iq ,addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
iq 
IQ相の選択 
値 IQ相の選択 

0 I相 
1 Q相 

 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～25590 1 

・1が0.1chipに相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・理想信号“1”を10000とした0.0001単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みができます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～25590 1 

・1が0.1 chipに相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～25591 1 

 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・理想信号“1”を10000とした0.0001単位の整数で読み出されます。 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-412 

■使用例 
「I信号の波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
XMC? 0,0,5 
 
<Response> 
0,−1,0,−1,0 
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XMD 
 
■機能 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがTx Power，Filtered Power，またはTx Power & 
Filtered Powerの場合，Waveform Displayの波形データの読み出しや加工を行います。また，Measure 
MethodがTPC，およびRACHの場合，Expand Waveformの波形データの読み出しや加工を行います。波形ウ

インドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き

込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMD w_addr,w_data XMD? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 Measure Method（cf. DSPL） 
0～292 1 Tx Power, Filtered Power, Tx Power & Filtered Power 

0～3468 1 TPC 
0～5068 1 RACH 

 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 Measure Method（cf. DSPL） 
0～292 1 Tx Power, Filtered Power, Tx Power & Filtered Power 

0～3468 1 TPC 
0～5068 1 RACH 
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n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 Measure Method（cf. DSPL） 
1～293 1 Tx Power, Filtered Power, Tx Power & Filtered Power

1～3469 1 TPC 
1～5069 1 RACH 

 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で読み出されます。 
 
■使用例 
「Transmitter Powerの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR, TPC 
SWP 
XMD? 0,5 
 
<Response> 
4012,3743,3823,4272,4008 
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7-415 

XMDE 
 
■機能 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがTPCの場合，Expand WaveformのTrailing用の波形

データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読

み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMDE w_addr,w_data XMDE? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能

0～3468 1 
・0がx座標の－100.00に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能

0～3468 1 
・0がx座標の－100.00に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能

1～3469 1 
 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で読み出されます。 
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■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Transmitter Powerの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR, TPC 
SWP 
XMDE? 0,5 
 
<Response> 
4012,3743,3823,4272,4008 
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7-417 

XMDR 
 
■機能 
Transmitter Power測定において，Measure MethodがRACHの場合，Total Waveformの波形データの読み

出しや加工を行います。波形ウインドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始ア

ドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMDR w_addr,w_data XMDR? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能

0～1040 1 
・0がx座標の－2.00に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能

0～1040 1 
・0がx座標の－2.00に相当します。 
・波形取り込み時間より大きな値に設定した場合，0が出力されます（cf. CAPTIME_RFPWR）。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能

1～1041 1 
 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBmを100とした0.01 dBm単位の整数で読み出されます。 
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■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Transmitter Powerの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL RFPWR,RACH 
SWP 
XMDR? 0,5 
 
<Response> 
4012,3743,3823,4272,4008 
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XME 
 
■機能 
Ocuupied Bandwidth測定において，波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示された波

形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出されるデー

タに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XME w_addr,w_data XME? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 測定データ数

0～500 1 501
0～1000 1 1001

・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 測定データ数

1～501 1 501
1～1001 1 1001
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data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ w_addr, addr, nの設定範囲は，測定データ数の設定値により変わります（cf. DPTS_OBW）。 
 
■使用例 
「Occupied Bandwidthの波形データをメモリアドレス0番地から10個読み出す」 
<Program> 
DSPL OBW,FFT 
SWP 
XME? 0,10 
 
<Response> 
−8829,−8925,−8776,−8771,−8735,−8636,−8882,−8806,−8700,−8846 
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XMF 
 
■機能 
Waveform Data for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示され

た波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出される

データに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
XMF a,b,c XMF? a,d,e f(1),f(2),...,f(d) 
 
■aの値 
トレース選択 
aの値 トレース 

0 RBW:30 kHzの波形 
1 RBW:1 MHzの波形 
 
■bの値 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■cの値 
アドレスbに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
■dの値 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■eの値 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～501 1 
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■f(n)の値 
アドレスdにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ このコマンドはversion3.0以前でのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Spectrum Emission MaskのRBW=30 kHzの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL SMASK 
SWP 
XMF? 0,0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4857,−4502 
 
■注意 
version3.1以降でデータの読み出しや加工を行う場合はXMFNコマンドを使用してください。 
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XMFN 
 
■機能 
Waveform Data for Spectrum Emission Mask 
Spectrum Emission Mask測定において，波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示され

た波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出される

データに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
XMFN a,b XMFN? c,d e(1),e(2),...,e(d) 
 
■aの値 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～2400 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■bの値 
aのアドレスに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
■cの値 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～2400 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■dの値 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～2401 1 

 
■e(n)の値 
cのアドレスにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
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■制約条件 
・ このコマンドはversion3.1以降でのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Spectrum Emission Mask測定の波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL SMASK 
SWP 
XMFN? 0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4852,−4502 
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XMG 
 
■機能 
Waveform Data for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，周波数軸掃引波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表

示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み

出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
XMG Fa,b,c XMG? Fa,d,e f(1),f(2),...,f(d) 
 
■aの値 
トレース選択 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■bの値 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■cの値 
アドレスbに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
■dの値 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■eの値 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～501 1 
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■f(n)の値 
アドレスdにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Spurious Emission測定のF10の波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SWEEP 
SWP 
XMG? F10,0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4857,−4502 
 



 
７章  コマンド詳細説明 

7-427 

XMGT 
 
■機能 
Waveform Data for Spurious Emission 
Spurious Emission測定において，時間軸掃引波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示

された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出さ

れるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
XMGT Fa,b,c XMGT? Fa,d,e f(1),f(2),...,f(d) 
 
■aの値 
トレース選択 

範囲 分解能 
1～15 1 

 
■bの値 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■cの値 
アドレスbに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で書き込みます。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
■dの値 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～500 1 

・0が原点のx座標に相当します。 
 
■eの値 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～501 1 
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■f(n)の値 
アドレスdにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 dBを100とした0.01 dB単位の整数で読み出されます。 
 
■制約条件 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Spurious Emission測定のF10の波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL SPURIOUS,SPOT 
SWP 
XMGT? F10,0,5 
 
<Response> 
−4757,−4795,−4702,−4857,−4502 
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XMM 
 
■機能 
Demodulation Data測定において，10進整数でのDemodulation Dataの出力や加工を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMM w_addr,w_data,frame XMM? addr,n,frame data(addr),data(addr+1), 

…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 
範囲 分解能

0～11999 1
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能

0～65535 1
 
frame 
対象フレーム 

値 対象フレーム 
なし 
0 

Normal Frameを対象とします。 

1 Compressed Frameを対象とします。

 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能

0～11999 1
・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能

1～12000 1
 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能

0～65535 1
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■使用例 
「Demodulation Dataメモリアドレス0番地から10個のデータを読み出す」 
<Program> 
MEAS DEMOD 
XMM? 0,10 
 
<Response> 
65,87,23,99,11,34,456,234,78,29 
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XMMH 
 
■機能 
Demodulation Data測定において，16進整数でのDemodulation Dataの出力や加工を行います。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMMH w_addr,w_data,frame XMMH? addr,n,frame data(addr),data(addr+1), 

…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能

0～11999 1
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 
範囲 分解能

0～FFFF 1
 
frame 
対象フレーム 

値 対象フレーム 
なし 
0 

Normal Frameを対象とします。 

1 Compressed Frameを対象とします。

 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能

0～11999 1
・0が原点のx座標に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能

1～12000 1
 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能

0～FFFF 1
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■使用例 
「Demodulation Dataメモリアドレス0番地から10個のデータを読み出す」 
<Program> 
MEAS DEMOD 
XMMH? 0,10 
 
<Response> 
0,8,C,1F,9,7,7,8,A,C 
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XMN 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，Magnitude Errorの波形データの読み出しや加工を行います。波形ウイン

ドウに表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む

／読み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMN w_addr,w_data XMN? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1%を100とした0.01%単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～2560 1 

 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1%を100とした0.01%単位の整数で読み出されます。 
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■使用例 
「Magnitude Error の波形データをメモリアドレス 0 番地から 5 個読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
XMN? 0,5 
 
<Response> 
0,1413,−1,−7415,− 1 
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XMP 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，Phase Errorの波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに

表示された波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読

み出されるデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMP w_addr,w_data XMP? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 degを100とした0.01 deg単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～2560 1 

 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1 degを100とした0.01 deg単位の整数で設定します。 
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■使用例 
「Phase Errorの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
XMP? 0,5 
 
<Response> 
−1,−1660,0,8679,0 
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XMV 
 
■機能 
Modulation Analysis測定において，EVMの波形データの読み出しや加工を行います。波形ウインドウに表示さ

れた波形の任意の点におけるx座標が書き込み／読み出し開始アドレスに，波形のy座標が書き込む／読み出され

るデータに対応しています。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message 
XMV w_addr,w_data XMV? addr,n data(addr),data(addr+1),…,data(addr+n) 
 
■パラメータ 
w_addr 
データ書き込みアドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
w_data 
アドレスw_addrに書き込む16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1%を100とした0.01%単位の整数で設定します。 
・1度に1アドレス分のみ書き込みできます。 
 
addr 
データ読み出し開始アドレス 

範囲 分解能 
0～2559 1 

・0が原点のx座標（0 chip）に相当します。 
 
n 
データ読み出し個数 

範囲 分解能 
1～2560 1 

 
data(addr) 
アドレスaddrにおける16 bit波形データ 

範囲 分解能 
－32768～32767 1 

・1%を100とした0.01%単位の整数で読み出されます。 
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■使用例 
「EVMの波形データをメモリアドレス0番地から5個読み出す」 
<Program> 
DSPL MODANAL 
SWP 
XMV? 0,5 
 
<Response> 
0,3743,0,9272,0 
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ZAJ 
 
■機能 
Zero Set 
パワーメータのゼロ点校正を実行します。ZEROSETコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ZAJ --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meter以外の場合は実行できません（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「Zero Setを実行する」 
<Program> 
DSPL PWRMTR 
ZAJ 
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ZEROSET 
 
■機能 
Zero Set 
パワーメータのゼロ点校正を実行します。ZAJコマンドと同機能です。 
 
■構文 
Program Message Query Message Response Message

ZEROSET --- --- 
 
■制約条件 
・ 測定画面がPower Meter以外の場合は実行できません（cf. DSPL）。 
 
■使用例 
「Zero Setを実行する」 
<Program> 
DSPL PWRMTR 
ZEROSET 
 
■機器・オプションによる制約 
本体がMS268xの場合，本コマンドは使用できません。 
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ZOOM_MOD 
 
■機能 
Zoom for Modulation Analysis (Code vs Time) 
Modulation Analysis画面において，Trace FormatがCode vs Timeのとき，Code vs TimeのZoom Marker部
分を拡大するかしないかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ZOOM_MOD a ZOOM_MOD? a 
 
■パラメータ 
a の値 
拡大表示の設定 

値 拡大表示の設定 初期値

IN Zoom Marker部分を拡大表示します。  
OUT 全体表示します。 ＊ 
 
■制約条件 
・ Trace FormatがCode vs Timeで，かつTrace ViewがCode vs Timeの場合に設定できます。 

（cf. TRFORM, TRVIEW_MOD）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■使用例 
「Code vs Time波形を拡大表示する」 
<Program> 
DSPL SETCOM 
MEASOBJ DNLNK 
DSPL MODANAL 
TRFORM CDVSTM 
TRVIEW_MOD CDVSTM 
ZOOM_MOD IN 
ZOOM_MOD? 
 
<Response> 
IN 
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ZOOM_RFPWR 
 
■機能 
Zoom for Transmitter Power (TPC) 
Transmitter Power画面において，Measure MethodがTPCのとき，Total WaveformのZoom Marker部分を拡大

するかしないかを設定します。 
 
■構文 

Program Message Query Message Response Message
ZOOM_RFPWR a ZOOM_ RFPWR? a 
 
■パラメータ 
a の値 
拡大表示の設定 

値 拡大表示の設定 初期値

IN Zoom Marker部分を拡大表示します。  
OUT 全体表示します。 ＊ 
 
■初期化コマンド 
PRE，INI，IP，＊RST 
 
■制約条件 
・ Measure MethodがTPCで，かつTrace ViewでTotal Waveformの場合に設定できます。 

（cf. DSPL, TRVIEW_RFPWR）。 
・ MX860x01B/MX268x01Bでのみ使用できます。 
 
■使用例 
「Total Waveform波形を拡大表示する」 
<Program> 
DSPL RFPWR,TPC 
TRVIEW_RFPWR TOTAL 
ZOOM_RFPWR IN 
ZOOM_ RFPWR? 
 
<Response> 
IN 
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測定画面依存性を持つコマンド 
 

下表に示すコマンドの Program Message は特定の測定画面でのみ送信することが可能です。ただし，Query 
Message は原則的にすべての測定画面で送信することが可能です。 
また，測定画面以外の制約条件を持つコマンドは，それらの制約条件をクリアしなければなりません。 
 

コマンド 設定項目 送信可能な測定画面名 
TERM Terminal Setup Common Parameter 
IQINZ Impedance Setup Common Parameter 
MEASOBJ Measuring Object Setup Common Parameter 
FILTER Filter Setup Common Parameter 
CODESYNC Scrambling Code Synchronization Setup Common Parameter 
UPCODESYNC Scrambling Code Synchronization Setup Common Parameter 
CODENO Scrambling Code Number Setup Common Parameter 
SFMD Setup Common Paramter Setup Common Parameter 
SF Spreading Factor Setup Common Parameter 
SFDPDCH Spreading Factor for DPDCH Setup Common Parameter 
SFDPCH Spreading Factor for DPCH Setup Common Parameter 

TRG Trigger 

Setup Common Parameter, 
Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Demodulation Data, 
IQ Level 

TRGEDGE Trigger Edge 

Setup Common Parameter, 
Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Demodulation Data, 
IQ Level 

TRGDLY Trigger Delay 

Setup Common Parameter, 
Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Demodulation Data, 
IQ Level 
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コマンド 設定項目 送信可能な測定画面名 

ADJRNG Adjust Range 

Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Spurious Emission, 
Demodulation Data, 
Power Meter 

PWRCAL Power Calibaration 

Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Spurious Emission, 
Demodulation Data 

CALCANCEL Calibration Cancel 

Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Spurious Emission, 
Demodulation Data 

CALVAL Calibraition Value 

Setup Common Parameter, 
Modulation Analysis, 
Transmitter Power, 
Occupied Bandwidth, 
Adjacent Channel Power, 
Spurious Emission, 
Demodulation Data, 
Power Meter 

ZEROSET Zero Set Power Meter 
 ZAJ Zero Set Power Meter 
 RNG Range Power Meter 
 RNG1 Range Power Meter 
 RNG2 Range Power Meter 
 RNG3 Range Power Meter 
 RNG4 Range Power Meter 
 RNG5 Range Power Meter 
 SETREL Set Relative Power Meter 
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